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会誌「建築と社会」の電子化公開に伴う掲載論文、図版、
写真等の著作権譲渡のお願い

　日本建築協会（以下「本会」という）は、1917年（大正 6 年）の創立以来、

会誌「建築と社会」（創刊時は「関西建築協会雑誌」以下「本誌」という）を刊行

して参りました。101年の長きに渡り本誌を刊行できましたことは、ひとえに会員

各位のご支援、ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。

　この度、本会は本誌に掲載された貴重な資料の容易な閲覧を目的として、創刊号

に遡って電子化し、直近一定年を除く全文を本会会員に向けて無料公開することが

2018年 4 月の常任理事会で了承されました。

　本誌を電子化公開するにあたり、掲載された論文、記事、図版、写真は、著作権

（複製権、公衆送信権を含む）が本会に帰属していることが必要となります。そこで

本会では、本誌に掲載された論文、記事の著作権を著者から本会に譲渡願うこととし、

また図版、写真に関しては「複製権」「公衆送信権」の使用許諾をお願いする次第

です。

　著作者のみなさまには、電子化公開の目的と意義をご理解いただき、著作権の

譲渡および、使用許諾をお願い申し上げます。

　この件に関しましてご了承いただけない場合、あるいはご質問等がある場合は

2018年11月末日までに本会事務局宛にご連絡ください。

　お申し出のなかった論文、記事、図版、写真等につきましては、ご了承いただけた

ものとし、電子化公開の作業を進めさせていただきます。

　なお、期限後にお申し出があった場合においても、ご相談の上、対応させていた

だきます。

　今回のお願いは本誌電子化公開が目的であり、これまで著作者のみなさまが有して

いた権利としての研究活動のための論文の個人的利用等についてはこれまでと同様

です。

　みなさまのご理解とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます

【本件に関するお問い合わせ】

〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番31号 OMMビル 7階B室（私書箱107号）

TEL：06-6946-6981 / FAX：06-6946-6984 / E-mail：soumu@aaj.or.jp

一般社団法人　日本建築協会　事務局
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日本建築協会

会告

定時総会議決の
お知らせ

平成30年 6 月21日開催の平成30年度
定時総会において、下記の議案が原
案どおり承認されました。
・第 1号議案
　平成29年度事業報告の件
　（詳細P 2）
・第 2号議案
　平成29年度決算報告の件
　（詳細P 5）
・第 3号議案
　 常設委員会新設の件
　（詳細P 7）

・第 4号議案
　平成30年度事業計画の件
　（詳細P 8）
・第 5号議案
　平成30年度収支予算の件
　（詳細P 9）
・第 6号議案
　役員選任の件
　（詳細P10役員会務分掌参照）

●今回退任された理事
矢野　和久氏　大阪ガス㈱
香西喜八郎氏　㈱東畑建築事務所
工藤　　務氏　東リ㈱

退任された理事の方には、長年にわ
たり会務遂行にご尽力いただきあり
がとうございました。
再任、新任の理事、監事はP10の会
務分掌の表のとおりです。

通常理事会議決
のお知らせ

平成30年 6 月 5 日開催の平成30年度
第 1回通常理事会において、右記の
議案が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　平成29年度事業報告の件
　（詳細P 2）
・第 2号議案
　平成29年度決算報告の件
　（詳細P 5）
・第 3号議案
　 常設委員会新設の件
　（詳細P 7）

・第 4号議案
　平成30年度事業計画の件
　（詳細P 8）
・第 5号議案
　平成30年度収支予算の件
　（詳細P 9）
・第 6号議案
　役員選任の件
　（詳細P10役員会務分掌参照）

臨時理事会議決
のお知らせ

平成30年 6 月21日開催の平成30年度
第 1回臨時理事会において、右記の
議案が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　役付役員選任の件
・第 2号議案
　常任理事、常設委員長委嘱の件

・第 3号議案
　理事の会務分掌の件
　 いずれもP10の会務分掌の表のと
おりです。

定時評議員会議
決のお知らせ

平成30年 6 月 5 日開催の平成30年度
定時評議員会において、右記の議案
が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　評議員会議長互選の件

・第 2号議案
　役員候補者推薦の件
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平成29年度事業報告
平成29年4月1日～平成30年3月31日

　昨年3月30日に協会は創立100周年を迎えた。「記
念式典」をはじめとした各種イベントの実施や記念
誌の刊行等に取り組むなど、意義深い記念すべき年
となった。
　平成29年度は、100周年記念事業のテーマである

「新しい地平へ」踏み出す101年目のスタートに当た
ることから、2つの新しい企画を立ち上げた。次世
代を担う若い方々に活動の場を提供する「未来創生
プロジェクト」と初代会長片岡安の名を冠した「片
岡安賞」日本建築協会論考コンクールで、協会の目
玉となるものである。
　また、他団体や協会以外の活動との連携も積極的
に行い活動のリンケージを広げるとともに、従来か
ら実施している「建築と社会」誌の発行をはじめ、
講演会の開催、見学会や顕彰事業の実施、刊行物の
発行などに取り組んだ。
　収支では、記念事業である「建築と社会」誌の
アーカイブデータ化に要した費用を除く直接事業収
支については、収入では予算に対しての会費収入、
契約約款収入、出版委員会収入の伸びがその他の事
業収入の減をカバーし、予算額を若干上回った。支
出では事業費、管理費ともに予算額を下回り、約
120万円の黒字となった。
　記念事業収支については、「建築と社会」誌アー
カイブ化のための費用として記念事業積立預金から
4百万円取崩す予定であったが、平成29年度は創刊
号から現在までの会誌のPDF化に要した費用215万
円を取崩し、残額の185万円は平成30年度に、会員
のためのアーカイブ公開のシステム構築費、新しい
協会リーフレット作成費用等に当てるために取り崩
す予定である。

Ⅰ　本　　　　　　　部

◎役員会等の開催状況
１．総会、理事会、評議員会、常任理事会
　定時総会　平成29年 6 月23日（金）
　　①平成28年度事業報告・収支決算報告
　　②平成28年度公益目的支出計画実施報告
　　③平成29年度事業計画・収支予算計画
　　④役員改選
　第1回　通常理事会　平成29年 6 月 8 日（木）
　　①平成28年度事業報告・収支決算報告
　　②平成28年度公益目的支出計画実施報告
　　③平成29年度事業計画・収支予算計画
　　④役員改選
　第2回　通常理事会　平成29年11月22日（水）
　　①平成29年度上半期事業執行状況
　第1回　臨時理事会　平成29年6月23日（金）
　　①会長選任
　　②役付役員選任
　　③常任理事ならびに常設委員長の委嘱
　　④理事の会務分掌
　定時評議員会　平成29年 6 月 8 日（木）
　　①副議長改選
　　②役員推薦
　常任理事会　 8 回開催
　　① 理事会提出議案の作成、理事会議決事項の処

理
　　②協会の会務執行　など
　会長、副会長、常任理事、支部長会議
　平成29年11月22日（水）
　　①平成29年度上半期事業執行状況
　　②意見交換
2．常設委員会
　協会の事業を円滑に遂行するため、 4 つの常設委
員会を設置している。

（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」の企画・編集のため、

編集委員会を設置している。
　 　編集委員会は特集小委員会、作品作風小委員会、

広告企画小委員会の 3 つの小委員会で構成してい
る。

　 　更に特集小委員会は計画分科会（計画系、建築
計画系、インテリア・住宅系）と構造分科会、設
備分科会、施工材料分科会、法令分科会の 5 つの

分科会に分かれている。編集委員会を11回、特集
小委員会を47回、作品作風小委員会11回、広告企
画小委員会を11回開催した。また、2018年 4 月
特集号発行のため、特別編集委員会を 5 回開催し
た。

（2）事業委員会
　 　見学会や講演会、研修会などを企画する情報見

学小委員会を7回開催し見学会を4回実施した。
（3）出版委員会
　 　建築に関する図書の企画・編集・刊行を行うた

め、11回開催した。
（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会の打ち合わせのため講習会

小委員会や工高生のデザインコンクールを開くた
めの工高生教育小委員会を運営しており、講習会
小委員会を 3 回、工高生教育小委員会を 3 回開催
した。また、工高生デザインコンクール募集規程
作成会を 1 回実施した。

　 　大阪府や建築団体で構成する大阪府住まいまち
づくり普及協議会に協力した。
3．特別委員会
　協会の顕彰事業を円滑に遂行するため、4つの特別
委員会を設置している。

（1）青年技術者選考委員会
　 　設計・計画、構造、設備、施工など建築に関連

する分野から満35歳以下の青年技術者を顕彰する
ため、選考委員会を 4 月12日（水）に開催した。

（2）工高生デザインコンクール審査委員会
　 　工高生デザインコンクールは、工高生の設計技

能向上のため、昭和30年創立以来毎年実施してき
た。10月14日（土）に審査委員会を開催し、11月
11日（土）に表彰式を実施した。

（3）「建築と社会」賞選考委員会
　 　「建築と社会」に掲載された前年の作品、記事の

中から社会性、環境などに配慮した建築作品や建
築にかかわる論文や記事などを顕彰するため、選
考委員会を 5 月 9 日（火）に開催した。

（4） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール審査委
員会

　 　101年目を迎えた平成29年度は100周年記念事業
のテーマである「新しい地平へ」を実現するため、
論考の発表の場を提供する「片岡安賞」日本建築
協会論考コンクールを立ち上げ審査委員会を 3 回
開催した。
4．100周年関連事業委員会
　創立100周年関連事業を実施するため、 2 つの委員
会を設置していたが、創立100周年を機に10年委員会
は解消し、史料研究会は新たな企画の検討を行った。

（1）史料研究会
　 　平成28年度は、関西における歴史的名建築や
「建築と社会」誌に掲載された論考について解説し
同誌へ連載し、平成28年10月号で終了した。平成
29年度は新委員を加え、「再読関西近代建築」の
続編として1976年～90年ぐらいの論考、作品（建
築）、随想、対談などの内容の再読を30年 5 月号か
らの開始を目指し 5 回開催した。
5．未来創生プロジェクト
　101年目を迎えた平成29年度は100周年記念事業の
テーマである「新しい地平へ」を実現するため、小
中高校生から40歳代と次世代を担う若手が積極的に
参加する場「未来創生プロジェクト」を発足させた。
このプロジェクトは 3 つの委員会で構成している。

（1）建築次世代委員会
　 　10年委員会の「学生のための見学会」を継承し、

建築と社会を担う人材育成に資する活動を創造す
るため委員会を発足させた。平成29年度は 7 回開
催した。

（2）2040委員会
　 　日本建築協会が100年にわたり築いてきた歴史の

上に、「次世代（Next Generation）」の想いを集結
させ、「次代（Next Era）」が創造的で魅力的なも
のとなるべく、これからの「建築と社会」のある
べき姿を思考（志向、試行）することを目的に委
員会を発足させた。平成29年度は 6 回開催した。

（3）U－35委員会
　 　若手会員の増強と協会活動の活性化を目指す

U－35委員会を15回実施するとともに、委員相互の
勉強会として、トークバトンを 3 回開催した。

◎事業の執行状況
1．「建築と社会」誌の発行
　「建築と社会」は、大正6年の創立以来協会活動の
中核として、会員相互あるいは会員と社会を結ぶ役
割を果たしている。毎月発行し会員の手元に届けて
いる。平成30年 3 月号で通巻1152号を数えるに至っ
た。

発行月 特 集 内 容 特集以外の
主な内容

4 月号 東海支部特集 ●作品作風
●gallery
●法令コー
ナー
●構造・設
備の頁
●建築と社
会を考える
●メンバーズ
フォーラム
●新製品レ
ヴュー
●インフォメー
ション
など

5 月号 建築設備の伝統と革新
6 月号 第64回青年技術者

7 月号 100年前の建築、100年後の建築
～意匠・空間の視点から～

8 月号 観光立国を目指した宿泊施
設について

9 月号 100年前の建築、100年後の建
築～施工・材料の視点から～

10月号 社会に繋がるディテール
11月号 関西で木と生きる

12月号 時間軸に挑むクリエイター達
～時をデザインするということ

1 月号 東畑建築事務所創設85周年
温泉と暮らす

2 月号 第24回会員作品“私の空間作法”
3 月号 東海支部特集

2．講演会の開催
　話題の建築物や構造物、都市問題など様々なジャ
ンルを対象にエピソードや苦労話、ノウハウなどを
聞く講演会を毎年開催している。平成29年度は 2 回
開催した。
定時総会記念講演　平成29年 6 月23日（金）　60名

「大阪新美術館計画案について」
㈱遠藤克彦建築研究所代表取締役　遠藤克彦
出版委員会企画　平成29年 7 月12日（水）　41名
第39回＜プロのノウハウ＞講座『図解　一発で通
す！確認申請』出版記念講演
㈱竹中工務店設計部申請Gリーダー　野口　元
㈱日本確認検査センター常務取締役　平沢隆志

（一社）日本建築協会出版委員　仲本尚志 
3．見学会の実施
　著名建築物や近代建築などの見学会を毎年実施し
ている。平成29年度は 4 回実施した。
・中之島フェスティバルタワー・ウエスト
　平成29年 6 月20日（火）　32名
・近畿大学 ACADEMIC THEATER
　平成29年 7 月15日（土）　27名
・大阪工業大学OIT梅田タワー
　平成29年 9 月 9 日（土）　24名
・「大徳寺　孤篷庵　忘筌」茶室見学会
　平成29年11月11日（土）　34名
4．建築工事実務講習会の開催
　昭和32年以降、毎年主として中堅以下の建築技術
者を対象に標記講習会を実施している。平成29年度
は平成30年 1 月18日（木）に実施し67名が参加した。
5．顕彰事業の実施

（1）青年技術者の顕彰
　 　昭和29年度から毎年実施している。今回は32名

を顕彰した。顕彰者を称え激励するため、総会後
に表彰式を行った。

・設計・計画部門　14名
　 磯村雅敏、伊藤貴弘、鵜飼浩平、大野竜也、興津

俊宏、貝野　悠、倉田　遥、内藤多加志、中川雄
輔、中壽賀嘉将、東村壮裕、水谷友也、箕浦浩樹、
山本善宏

・構造部門　 5 名
　 片岡　大、榊原啓太、原啓太、田中健嗣、松本裕

之、藁科　誠
・設備部門　 9 名
　 安心院　智、川原圭貴、小浦一平、副島正成、

名倉真紀子、西村鉄平、平井大介、藤井　梢、三
畑　一

・施工部門　 4 名
　中川啓太郎、樋原達夫、平野　篤、山口紘史

（2）「建築と社会」賞の顕彰
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　 　作品部門 3 点、論考部門 2 点、審査員特別賞 2
点を選び、総会後に表彰式を行った。

・作品部門
① 京都リサーチパークアステラス製薬　京都朱雀事

業所
　建 築 主　大阪ガス都市開発㈱
　　　　　　アステラス製薬㈱
　設　　計　㈱日建設計
　監　　理　大阪ガス都市開発㈱
　　　　　　㈱日建設計
　施　　工　㈱大林組
②田辺三菱製薬本社ビル
　建 築 主　田辺三菱製薬㈱
　Ｃ Ｍ ｒ　㈱山下設計
　　　　　　㈱山下ピー・エム・コンサルタンツ
　設計監理　㈱大林組大阪本店一級建築士事務所
　施　　工　㈱大林組
③城東区複合施設
　建 築 主　大阪市
　設計監理　大阪市都市整備局公共建築部
　　　　　　㈱日建設計
　施　　工　淺沼・中林特定建設工事共同企業体
・論考部門
①おもてなしと建築
　東京都江戸東京博物館館長
　東京大学名誉教授
　工学院大学特任教授　藤森照信
②建築は、みんなで“つくる”
　 －パパ、あの建物つくってんで。全部やないけど

な･･･。－
　㈱竹中工務店技術本部長　村上陸太
・審査員特別賞
①特集「都市の記憶をたどって」
　企画　編集委員会 計画系分科会
②特集「人の移動･物の移動･情報の移動」
　企画　編集委員会 設備分科会

（3）優秀卒業生の表彰
　 　優秀な建築系学科の卒業生を表彰することによ

り、研鑽意欲の向上を促し、激励するため昭和27
年から実施している。平成29年度は工業高校や専
門学校など32校58名を表彰した。
6．コンクールの実施

（1）工高生デザインコンクールの実施
　 　平成29年度で63回を数える。平成29年度は、「伝

統工芸館」を設計課題に募集したところ、20校128
点の応募があり10作品13名を表彰した。

・最優秀賞
　北田　幹・谷口毅和
・優秀賞
　岸　夕海、松下琴音
・入選
　 阿部隼人、上野航祐、黒住隆二、千福友里奈、角

田広紀、中西梨乃・志智麗未・中田朋伽、和田龍
輝

（2）「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの実施
　 　初年度の平成29年度は、「これからの建築と社

会－その関係を問う」をテーマに募集したところ、
18点の応募があり昨年11月に第 1 次審査を行い、
平成30年 3 月10日（土）には公開プレゼンテー
ションと最終審査を実施した。平成30年 6 月21日

（木）の総会で第 1 回目の表彰式を行う。
・片岡安賞
　該当なし
・奨励賞
　AIがもたらす新たな「知」と社会
　㈱大林組設計本部設計部　一居康夫
・奨励賞
　 スルーアーキテクチャー　－建築・社会・共同体

のゆるい関わり合い－
　慶応義塾大学大学院　政策・メディア研究科
　西野　翔
・佳　作
　 これからの建築と社会－その関係を問う
　 近畿大学文芸学部　教授　AIR一級建築士事務所代

表　岡本清文
・佳　作
　これからの建築と社会－その関係を問う
　芦原太郎建築事務所大阪オフィス　北村　潤
・佳　作
　人びとがつくる『場所』という現象をとらえる

　大阪工業大学准教授　林田大作
・佳　作
　建築と社会の幻想曲
　伊熊昌治建築設計事務所　伊熊昌治
7．出版物の刊行
　時代のニーズに即した新しい著書の発掘を第一と
し、建築に関する図書の企画・編集・刊行を行って
おり、昭和24年以来多くの図書を出版してきた。「建
築技術選書」と「プロのノウハウ」シリーズはその
代表である。
　平成29年度は、「プロのノウハウ」シリーズ『改
訂版イラストでわかる消防設備の技術』を発行した。
また、シリーズ以外で『図解　住まいの寸法』を刊
行した。
8．共催、後援、協賛事業
　協会の事業主旨に合致する事業に共催、後援、協
賛した。

（1）共催
・大阪都市景観建築賞
　 大阪府、大阪市、（公社）大阪府建築士会、（一社）

大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協会
近畿支部、（一社）日本建築協会

・WORLD Café「建築女子がきずく未来」
　（公社）大阪府建築士会

（2）後援
・建築物省エネ法・省エネ設計技術講習会
　（公社）大阪府建築士会
・ 大阪工業大学梅田キャンパスにみる省CO2の技術と

デザイン　（公社）大阪府建築士会
・LIVING＆DESIGN2017　（一社）L&D
・なにわ建築フェスタ2017年児童画展
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・オトナ工芸魂2017
　大阪工芸会オトナ工芸魂実行委員会
・ 「建築紛争の現状と課題（その 5 ）」－大阪地方裁

判所における建築裁判から－
　（一社）日本建築学会近畿支部
・ 「シンポジウム（仮称）建築基礎・地盤に関する研

究開発の現状と課題」
　建築研究開発コンソーシアム
・溶接亜鉛めっき工場見学会他
　（公社）大阪府建築士会
・安井武雄展　㈱安井建築設計事務所
・ 開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理

研修会　（一社）大阪府建築士事務所協会、（一社）
日本建築士事務所協会連合会

・建築学生ワークショップ伊勢2018
　NPO法人アートアンドアーキテクトフェスタ
・建築材料・住宅設備総合展　KENTEN2017
　（一社）日本建築材料協会
・「卒業展2018」　修正建設専門学校
・第 5 回福祉住環境サミット
　（一社）福祉住環境アソシエーション
・講習会「火炎性状予測計算ハンドブック」
　（一社）日本建築学会
・ 「実務者のための設計・監理契約書講習会」他1件
　（公社）大阪府建築士会
・ まちあるきプロジェクト「ぶらり大阪“景観”

ウォーク阿倍野区編」
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・関西建設人ゴルフ大会
　関西建設人ゴルフ大会委員会
・ 講習会「早わかり「モデル建物法」による入力

シート作成解説」　（公社）大阪府建築士会
・講習会「木造住宅を学ぶ」
　（公社）大阪府建築士会

（3）協賛
・平成29年度「住生活月間」
　住生活月間実行委員会
・ 平成29年度（第27回）大阪府公共建築設計コン

クール「あすなろ夢建築」
　 大阪府、（公社）大阪府建築士会、大阪府住宅供給

公社
・建築・建材展2018　㈱日本経済新聞社
・第41回人間－生活環境系シンポジウム
　人間－生活環境系学会
・ 平成30年度 1 級・ 2 級建築施工管理技術検定試験

受験講習会　（一財）地域開発研究所
・ セミナー「最近の裁判例で学ぶ建築物の設計・施

工における瑕疵をめぐる法的問題について」

　（公社）ロングライフビル推進協会
・セミナー「建築火災安全設計の考え方と基礎知識」
　（一社）日本建築学会近畿支部
9．建築関係団体等との交流、連携
　建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事業
を積極的に推進するため、平成21年度から在阪建築
4 団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事務所協会、
日本建築家協会近畿支部、日本建築協会）で構成す
る会長・支部長懇談会に 4 回出席した。平成29年度
は、引き続き在阪建築 4 団体インターンシップに協
力、参加した。また、関西建築界恒例行事の忘年懇
親会を日本建築協会が当番会として12月14日（木）
に開催した。
　「イケフェス大阪」との連携事業として大阪ガス
㈱と連携し『大阪ガスビルに託された夢－白亜のビ
ルと近代大阪』をタイトルに関西を代表する建築史
家石田潤一郎氏と設計者の系譜を受け継ぐ佐野吉彦
氏がそれぞれの視点からトークイベントを展開した。
10．工事請負契約約款事業
　民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員会
に委員を派遣するとともに、引き続き「民間（旧四
会）連合協定工事請負契約約款」及び「小規模建築
物・設計施工一括用工事請負契約約款」、「民間（旧
四会）連合協定リフォーム工事請負契約書類（書
式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定マンション修
繕工事請負契約書類（書式・約款）」を販売した。
　現在販売している 4 つの約款・書式の説明用パン
フレットが約款委員会から発行され、販売窓口等で
配布し、約款の周知、啓発に努めた。
11．役員派遣
　大阪商工会議所に 2 号議員として役員 1 名を派遣
した。
　（一財）大阪建築防災センターに監事として役員
1 名を派遣した。

Ⅱ　支　　　　　　　部

〔中国支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　平成29年 5 月15日（月）
　　①平成28年度事業報告
　　②平成28年度収支決算報告及び監査報告
　　③平成29年度事業計画（案）
　　④平成29年度収支予算（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　　⑦日本建築協会創立100周年記念事業報告
　　⑧その他
　第1回　常議員会　平成29年 4 月18日（火）
　　①平成28年度事業報告
　　②平成28年度収支決算報告及び監査報告
　　③平成29年度事業計画（案）
　　④平成29年度収支予算計画（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　　⑦日本建築協会創立100周年記念事業報告
　　⑧平成29年度支部総会開催（案）
　第1回　幹事会　平成29年 7 月20日（木）
　　①中国支部総会報告
　　② 平成29年度通常理事会・総会・臨時理事会報

告
　　③平成29年度若手・新入社員技術講習会報告
　　④平成29年度中堅社員技術講習会
　　⑤その他
　第2回　幹事会　平成29年12月15日（金）
　　①本部通常理事会報告
　　②平成29年度中堅社員技術講習会
　　③実務講習会
　　④平成30年度施工技術研究委員会活動報告
　　　（研修スケジュール等）
　　⑤その他
　第3回　幹事会　平成30年 3 月15日（木）
　　①平成29年度建築工事実務講習会報告
　　②平成30年度総会・常議委員会
　　③平成29年度決算（案）・30年度予算（案）
　　④平成30年度施工技術研究委員会活動
　　　（研修スケジュール等）
　　⑤その他
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◎事業の執行状況
1．若手・新入社員技術講習会の開催
　平成29年 6 月 7 日（水）実施。参加者は40名。
　①若手・新入社員の心構え
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　②初歩の積算
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
　③型枠支保工の構造計算入門
　　講師：川上　善嗣（広島工業大学准教授）
　④施工実績と鉄筋コンクリート工事のポイント
　　講師：井上昇（清水建設㈱広島支店工事長）
　⑤交流会
2．中堅社員技術講習会の開催
　平成29年10月 4 日（水）実施。参加者37名
　①掘削・土留工事の安全管理
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　②鉄骨工事の品質管理
　　 講師：貞永　　誠（㈱竹中工務店生産統括部技

術部長）
　③コンクリート工事の施工管理
　　講師：山根　幸男（㈱大林組所長）
　④安全パトロールでの気づき
　　 講師：藤田　伸介（藤田労働安全コンサルタン

ト事務所所長元厚生労働技官）
　⑤交流会
3．建築工事実務講習会の開催
　平成30年 2 月15日（木）実施。参加者27名
　①施工計画
　　講師：井上　　昇（清水建設㈱広島支店工事長）
　②仮設見積
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　③積算業務
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
　④交流会
4．工事請負契約約款事業
　「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」及
び「小規模建築物・設計施工一括用工事請負契約約
款」、「民間（旧四会）連合協定リフォーム工事請負
契約書類（書式・約款）」を販売した。

〔東海支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　平成29年 5 月26日（金）
　　①平成28年度事業報告・収支決算報告
　　②平成29年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　　④支部規程
　第1回　常議員会　幹事会　平成29年4月17日（月）
　　①平成28年度事業報告・収支決算報告
　　②平成29年度事業計画・収支予算計画
　　③平成29年度次期役員会構成
　　④総会当日の段取り
　　⑤各常置委員会活動報告
　第2回　常議員会　幹事会　平成29年5月26日（金）
　　①平成29年度支部総会
　　②平成28年度事業報告・収入支出決算
　　③平成29年度事業計画
　　④当日の段取り
　第3回　常議員会　幹事会　平成29年6月21日（水）
　　①平成29年度常置委員会構成
　　②平成29年度定時総会収支
　　③各常置委員会活動報告
　第4回　常議員会　幹事会　平成29年7月19日（水）
　　①平成29年度常置委員会構成
　　②来年度支部総会日程
　　③各常置委員会活動報告
　第5回　常議員会　幹事会　平成29年8月21日（月）
　　①平成29年度常置委員会構成
　　②各常置委員会活動報告
　第6回　常議員会　幹事会　平成29年9月20日（水）
　　①2017年度の会員名簿前段資料
　　②上半期事業報告
　　③各常置委員会活動報告
　第7回　常議員会　幹事会　平成29年10月24日（火）
　　①本部報告「平成29年度上半期事業報告」
　　②常置委員会活動報告
　第8回　常議員会　幹事会　平成29年11月16日（木）
　　① 建築と社会2018年 3 月東海特集号、「東海の建

築」第85号

　　②常置委員会活動報告
　第9回　常議員会　幹事会　平成29年12月4日（月）
　　① 建築と社会2018年3月東海特集号、「東海の建

築」第85号
　　②常置委員会活動報告
　第10回　常議員会　幹事会　平成30年1月23日（火）
　　① 建築と社会2018年 3 月東海特集号、「東海の建

築」第85号
　　②平成30年度事業計画
　　③平成29年度決算見込み、平成30年度予算審議
　　④常置委員会活動報告
　第11回　常議員会　幹事会　平成30年2月15日（木）
　　① 建築と社会2018年 3 月東海特集号、「東海の建

築」第85号
　　②平成30年度事業計画
　　③平成29年度決算見込み、平成30年度予算審議
　　④常置委員会活動報告
　第12回　常議員会　幹事会　平成30年3月15日（木）
　　① 建築と社会2018年 3 月東海特集号「東海の建

築」第85号
　　②平成30年度事業計画
　　③平成29年度決算見込、平成30年度予算審議
　　④平成30年度支部役員人事
　　⑤常置委員会活動報告
　　⑥平成30年度支部総会案内
2．常置委員会の開催
　これまでの総務、編集、会員、事業、研修、青年
の 6 つの委員会を設置して支部運営を行っている。

（1）総務委員会
　 　平成29年度総会準備および平成28年度決算、平

成29年度予算作成のため 4 回開催した。
（2）編集委員会
　 　「東海の建築」第85号構成・手配及び「建築と社

会」東海特集特別編集内容打合せのため 3 回開催
した。

（3）会員委員会
　 　会員名簿、協賛会社名簿手配、確認のため 4 回

開催した。
（4）事業委員会
　 　研修旅行、来期海外研修旅行、現地集合見学会

の打ち合わせを 4 回実施した。
（5）研修委員会
　 　建築工事実務講習会日時、講師検討・手配準備、

講師打合会の準備のため 4 回開催した。
（6）青年委員会
　 　30代の若手設計者の意見交換会「納マリ倶楽部」

を 2 回開催。若手による支部活動の性化を図って
いる。

◎事業の執行状況
1．支部機関紙「東海の建築」の発行
　「東海の建築」第85号を執筆。12月 1 日発行。
　「建築と社会」東海特集号の執筆。
2．見学会の実施
　 6 月17日（土）「アンフォーレ安城」現地集合見学
会実施。34名参加。
　研修旅行「秋本番！清里・芧野建築の旅」を10月
8 、9 日（日、月）に実施。参加者は15名。
3．講演会の開催
　平成29年 5 月26日（金）の定時総会後に開催。参
加者は40名
　 講師： 加茂　紀和子氏「（株）みかんぐみ　代表/

名古屋工業大学　教授」
　演題：「建築の思考ーみかんぐみの試行」　
4．建築工事実務講習会の開催
　平成30年 1 月24日（水）名古屋商工会議所にて開
催。参加者は46名。
　①施工計画
　　講師：日吉智紀（清水建設名古屋支店）
　②仮設見積
　　講師：相原仁史（大林組名古屋支店）
　③積算業務
　　講師：木原　陽（竹中工務店名古屋支店）
5．支部会員名簿の発行
　平成29年11月30日に東海支部会員名簿2017年度版
を発行した。
6．会員交流会の実施
　団体会員の商品説明会を 1 回行った。
7．「建築と社会」3月号　東海特集の編集事業
　平成30年 3 月号の企画、編集を担当。

　タイトルは「建築がつなぐ記憶・新たな創造」と
した。
　今年は「保存と活用」をテーマに名古屋市・稲葉
地配水塔・演劇練習館「アクテノン」を取り上げた。
また若手設計者の意見交換会「納マリ倶楽部」を紹
介した。
　作品作風：東海 4 県下などの建築作品20点
　スケッチブック：支部会員作品 10点
　東海の建築：開口　 4 点
　東海支部だよりとして、「清里・茅野建築の旅」を
紹介した。
8．建築関係団体との交流、連携
・ 建築八団体（愛知建築士会、愛知県建築士事務所

協会、日本建築家協会東海支部愛知地域会、日本
建築学会東海支部、日本建築構造技術者協会中部
支部、日本積算協会東海北陸支部、愛知県設備設
計監理協会、日本建築協会東海支部）連絡協議会
に 6 回出席した。

・ 1 月 5 日（金）に八団体共催の新年互礼会を「名
古屋国際ホテル」で開催。

・中部建築賞協議会に協力し中部建築賞を運営。

〔京都支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、役員会、常議員会の開催
　定時総会　平成29年 7 月14日（金）
　　①平成28年度事業報告・収支決算報告
　　②平成29・30年度役員選任
　　③平成29年度事業計画・収支予算計画
　役員会　平成29年 7 月 6 日（木）
　　①通常総会の運営
　第1回　常議員会　平成29年 4 月 5 日（水）
　　①新年度事業年間計画の策定
　　②日本建築協会100周年記念事業の報告
　第2回　常議員会　平成29年 5 月 1 日（月）
　　①清風荘見学・研修会の実施
　　②平成29年度事業計画
　第3回　常議員会　平成29年 9 月 1 日（金）
　　①支部設立70周年記念事業
　　②平成29年度後期分　事業企画
　第4回　常議員会　平成29年10月11日（水）
　　①平成29年度後期事業計画のテーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第5回　常議員会　平成29年11月29日（水）
　　①平成29年度後期事業計画のテーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第6回　常議員会　平成29年12月27日（水）
　　①平成29年度後期事業計画のテーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第7回　常議員会　平成30年 1 月31日（水）
　　①平成29年度後期事業計画のテーマと担当者
　　　・若い世代向けの座学の企画
　　　・髙田光雄氏講演会
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第8回　常議員会　平成30年 3 月 1 日（木）
　　①平成30年度事業計画のテーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者

◎事業の執行状況
1．講演会、見学会、勉強会の実施
　① 清風荘見学会を平成29年 6 月 3 日（土）に実施。

参加者49名。
　② 伊勢神宮茶室及び茶庭見学・研修会を平成29年

7 月11日（火）に実施。参加者17名。
2． 2級建築士受験講習会の開催
　京都府建築士会共催「製図（基本・応用）」平成29
年 7 月 9 日（日）～ 9 月 3 日（日）　受講者：30名
　① 2 級受験講習会　製図（基本）　 2 日間
　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
　②製図 （応用）　延べ 6 日間
　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
3．工事請負契約約款事業
　「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」及
び「小規模建築物・設計施工一括用工事請負契約約
款」、「民間（旧四会）連合協定リフォーム工事請負
契約書類（書式・約款）」を販売した。
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平成29年度決算報告

貸借対照表
平成30年3月31日現在 （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　　現金・預金 28,811,120 42,669,921 -13,858,801
　　　　　貯蔵品 62,190 23,976 38,214
　　　　　未収入金 968,517 2,645,550 -1,677,033
　　　　　前払費用 657,780 1,310,760 -652,980
　　　　　仮払金 64,970 55,300 9,670
　　　　流動資産合計 30,564,577 46,705,507 -16,140,930
　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0 0 0
　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,850,000 15,000,000 -2,150,000
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000 0
　　　　　退職給付引当資産 9,088,348 9,088,348 0
　　　　特定資産合計 50,938,348 53,088,348 -2,150,000
　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260 0
　　　　　長期預け金 447,963 447,963 0
　　　　　保証金 3,527,250 3,527,250 0
　　　　その他固定資産合計 4,086,473 4,086,473 0
　　　　固定資産合計 55,024,821 57,174,821 -2,150,000
　　　　資産合計 85,589,398 103,880,328 -18,290,930
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　　未払金 627,602 16,187,651 -15,560,049
　　　　　前受金 5,427,614 7,781,281 -2,353,667
　　　　　預り金 153,623 102,660 50,963
　　　　流動負債合計 6,208,839 24,071,592 -17,862,753
　 2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 8,992,415 8,555,502 436,913
　　　　固定負債合計 8,992,415 8,555,502 436,913
　　　　負債合計 15,201,254 32,627,094 -17,425,840
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0 0 0
　 2．一般正味財産 70,388,144 71,253,234 -865,090
　　　（うち基本財産への充当額） （0） （0） （0）
　　　（うち特定資産への充当額） （41,945,933）（44,532,846）（-2,586,913）
　　　　正味財産合計 70,388,144 71,253,234 -865,090
　　　　負債及び正味財産合計 85,589,398 103,880,328 -18,290,930

正味財産増減計算書
平成29年 4 月 1 日から平成30年 3 月31日まで （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　 1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 33,399,867 33,674,750 -274,883
　　　　　個人正会員受取会費 8,688,300 8,784,000 -95,700
　　　　　個人正会員（地方）受取会費 907,200 915,600 -8,400
　　　　　団体正会員受取会費 23,779,167 23,956,250 -177,083
　　　　　準会員受取会費 25,200 18,900 6,300
　　　　事業収益 27,139,404 38,950,552 -11,811,148
　　　　　事業収益 26,478,544 38,242,552 -11,764,008
　　　　　事業雑収益 660,860 708,000 -47,140
　　　　雑収益 222,271 214,712 7,559
　　　　経常収益計 60,761,542 72,840,014 -12,078,472
　 （2）経常費用
　　　　事業費 42,377,007 64,876,132 -22,499,125
　　　　　給料・手当 13,843,503 13,148,302 695,201
　　　　　法定福利費 2,405,073 2,746,001 -340,928
　　　　　事業費 25,871,139 48,757,560 -22,886,421
　　　　　事業雑費 257,292 224,269 33,023
　　　　管理費 19,249,625 18,435,890 813,735
　　　　　給料・手当 4,614,501 4,382,767 231,734
　　　　　退職給付費用 436,913 436,912 1
　　　　　法定福利費 801,691 915,333 -113,642
　　　　　福利厚生費 21,000 15,000 6,000
　　　　　助成費 0 0 0

科　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　会議費 1,758,586 1,610,317 148,269
　　　　　旅費交通費 308,190 404,630 -96,440
　　　　　通信運搬費 372,327 379,540 -7,213
　　　　　集金費 432,490 458,668 -26,178
　　　　　消耗品費 1,862,877 1,730,472 132,405
　　　　　備品購入費 0 75,384 -75,384
　　　　　修繕費 0 0 0
　　　　　印刷製本費 0 0 0
　　　　　光熱費 220,242 217,963 2,279
　　　　　火災保険料 19,610 17,670 1,940
　　　　　租税公課 907,800 685,600 222,200
　　　　　建物管理費 4,439,343 4,256,712 182,631
　　　　　事務委託費 1,370,736 1,370,736 0
　　　　　雑費 1,683,319 1,478,186 205,133
　　　　経常費用計 61,626,632 83,312,022 -21,685,390
　　　　　当期経常増減額 -865,090 -10,472,008 9,606,918
　 2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　退職給付引当金戻入 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 -865,090 -10,472,008 9,606,918
　　　　　一般正味財産期首残高 71,253,234 81,725,242 -10,472,008
　　　　　一般正味財産期末残高 70,388,144 71,253,234 -865,090
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 70,388,144 71,253,234 -865,090

財務諸表に対する注記
1．重要な会計方針
　（1）固定資産の減価償却の方法
　　　 什器備品‥‥定額法によっている。
　（2）引当金の計上基準
　　　退職給付引当金‥‥期末退職給与の要支給額を引当てている。
　（3）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

小　　　計 0 0 0 0
特定資産
  記念事業積立預金 15,000,000 0 2,150,000 12,850,000
  事業基金積立預金 29,000,000 0 0 29,000,000
  退職給付引当資産 9,088,348 0 0 9,088,348

小　　　計 53,088,348 0 2,150,000 50,938,348
合　　　計 53,088,348 0 2,150,000 50,938,348

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
小　　　計 0 － － －

特定資産
  記念事業積立預金 12,850,000 － （12,850,000） －
  事業基金積立預金 29,000,000 － （29,000,000） －
  退職給付引当資産 9,088,348 － （95,933） （8,992,415）

小　　　計 50,938,348 － （41,945,933） （8,992,415）
合　　　計 50,938,348 － （41,945,933） （8,992,415）
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4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行っている場合）
　　 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

 （単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什器備品 1,112,560 1,001,300 111,260

合　　　計 1,112,560 1,001,300 111,260

付属明細書
1．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記2に記載しているので、内容の記載を省略している。

2．引当金の明細 （単位：円）

科　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 8,555,502 436,913 0 0 8,992,415

財産目録
平成30年 3 月31日現在 （単位：円）

科　目 金　額
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　現金預金 28,811,120

　　　　　現金手許有高 32,521

　　　　　普通預金 三井住友銀行大阪中央支店 1,103,845

　　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行瓦町支店 4,279,087

　　　　　普通預金 りそな銀行北浜支店 3,198,304

　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 150,000

　　　　　郵便振替口座 マーチャンダイズビル内支店 3,013,419

　　　　　普通預金 郵貯銀行マーチャンダイズビル内支店 38,046

　　　　　定期預金三井住友銀行大阪中央支店 1,000,000

　　　　　定期預金三菱東京UFJ銀行瓦町支店 11,000,000

　　　　　普通預金 広島銀行本川支店 1,183,500

　　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 852,628

　　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 1,008,681

　　　　　定期預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 1,505,779

　　　　　普通預金 みずほ銀行京都中央支店 275,948

　　　　　普通預金 郵貯銀行御池柳馬場支店 142,922

　　　　　郵便振替口座 御池柳馬場支店 26,440

　　　　貯蔵品 62,190

　　　　　切手・はがき 62,190

　　　　未収入金 968,517

　　　　　会誌収入 135,000

　　　　　個人正会員会費収入 688,800

　　　　　個人地方会員会費収入 105,000

　　　　　団体正会員会費収入 22,917

　　　　　準会員会費収入 16,800

　　　　前払費用 657,780

　　　　　教育委員会事業費（30年度） 655,380

　　　　　集金費（30年度グループ会費集金手数料） 2,400

　　　　仮払金 64,970

　　　　　見学会・会議保険料 64,970

　　　　流動資産合計 30,564,577

　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0

　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,850,000

　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 12,850,000

　　　　　　普通預金　りそな銀行北浜支店 0

　　　　　事業基金積立預金 29,000,000

科　目 金　額
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 9,000,000

　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 20,000,000

　　　　　退職給付引当資産 9,088,348

　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 9,088,348

　　　　特定資産合計 50,938,348

　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260

　　　　　　書棚 1 式 111,260

　　　　　長期預け金 447,963

　　　　　　預け金　三菱UFJモルガン・スタンレー証券 447,963

　　　　　保証金・敷金 3,527,250

　　　　　　本部事務所賃貸契約による保証金 3,436,650

　　　　　　京都支部事務所貸借敷金 90,600

　　　　その他固定資産合計 4,086,473

　　　　固定資産合計 55,024,821

　　　　資産合計 85,589,398

Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　未払金 627,602

　　　　　会誌発行費 91,154

　　　　　10年委員会費　 会議保険料 6,448

　　　　　租税公課 530,000

　　　　前受金 5,427,614

　　　　　個人正会員会費収入 1,682,400

　　　　　個人地方会員会費収入 113,400

　　　　　団体正会員会費収入 3,235,414

　　　　　準会員会費収入 8,400

　　　　　会誌収入 388,000

　　　　預り金 153,623

　　　　　給与源泉税預り 24,280

　　　　　報酬源泉税預り 124,343

　　　　　誤振込み預かり 5,000

　　　　流動負債合計 6,208,839

　 2．固定負債
　　　　退職給付引当金 8,992,415

　　　　固定負債合計 8,992,415

　　　　負債合計 15,201,254

　　　　正味財産 70,388,144

収支計算書
平成29年 4 月 1 日から平成30年 3 月31日まで （単位：円）

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅰ　事業活動収支の部
　 1．事業活動収入
　　　　会費収入 32,212,142 33,399,867 0 33,399,867 -1,187,725

　　　　　個人正会員 8,397,504 8,688,300 0 8,688,300 -290,796

　　　　　個人正会員（地方） 874,398 907,200 0 907,200 -32,802

　　　　　団体正会員 22,921,340 23,779,167 0 23,779,167 -857,827

　　　　　準会員 18,900 25,200 0 25,200 -6,300

　　　　支部活動収入 1,422,960 1,422,960 -1,422,960 0 1,422,960

　　　　事業収入 30,345,120 28,877,516 -1,738,112 27,139,404 3,205,716

　　　　　事業収入 29,525,120 28,216,656 -1,738,112 26,478,544 3,046,576

　　　　　事業雑収入 820,000 660,860 0 660,860 159,140

　　　　雑収入 205,800 222,271 0 222,271 -16,471

　　　　雑収入（支部正味財産繰入収入） 592,580 0 0 0 592,580

　　　　前受金収入 0 5,427,614 0 5,427,614 -5,427,614

　　　　前払費用収入 0 655,380 0 655,380 -655,380

　　　　仮払金収入 0 2,743,598 0 2,743,598 -2,743,598

　　　　預り金収入 0 5,361,220 0 5,361,220 -5,361,220

　　　　貯蔵品収入 0 0 0 0 0
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科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

　　　　　事業活動収入計 64,778,602 78,110,426 -3,161,072 74,949,354 -10,170,752

　 2．事業活動支出
　　　　事業費支出 42,986,450 41,410,291 -1,738,112 39,672,179 3,314,271

　　　　　事業関係人件費支出 16,833,450 16,248,576 0 16,248,576 584,874

　　　　　事業費支出 25,933,000 24,904,423 -1,738,112 23,166,311 2,766,689

　　　　　事業雑支出 220,000 257,292 0 257,292 -37,292

　　　　管理費支出 21,254,066 20,235,672 -1,422,960 18,812,712 2,441,354

　　　　　管理関係人件費支出 5,611,150 5,416,192 0 5,416,192 194,958

　　　　　退職給付支出 0 0 0 0 0

　　　　　福利厚生費支出 25,000 21,000 0 21,000 4,000

　　　　　助成費支出 1,422,960 1,422,960 -1,422,960 0 1,422,960

　　　　　会議費支出 1,935,000 1,758,586 0 1,758,586 176,414

　　　　　旅費交通費支出 255,000 308,190 0 308,190 -53,190

　　　　　通信運搬費支出 440,000 372,327 0 372,327 67,673

　　　　　集金費支出 500,000 432,490 0 432,490 67,510

　　　　　消耗品支出 1,805,000 1,862,877 0 1,862,877 -57,877

　　　　　備品購入費支出 150,000 0 0 0 150,000

　　　　　修繕費支出 30,000 0 0 0 30,000

　　　　　印刷製本費支出 200,000 0 0 0 200,000

　　　　　光熱費支出 220,000 220,242 0 220,242 -242

　　　　　火災保険料支出 20,000 19,610 0 19,610 390

　　　　　租税公課支出 1,000,000 907,800 0 907,800 92,200

　　　　　建物管理費支出 4,470,000 4,439,343 0 4,439,343 30,657

　　　　　事務委託費支出 1,370,736 1,370,736 0 1,370,736 0

　　　　　雑支出 1,799,220 1,683,319 0 1,683,319 115,901

　　　　記念事業費支出 4,000,000 2,704,828 0 2,704,828 1,295,172

　　　　前受金支出 0 7,781,281 0 7,781,281 -7,781,281

　　　　預り金支出 0 5,310,257 0 5,310,257 -5,310,257

　　　　前払費用支出 0 2,400 0 2,400 -2,400

　　　　仮払金支出 0 2,753,268 0 2,753,268 -2,753,268

　　　　貯蔵品支出 0 38,214 0 38,214 -38,214

　　　　　事業活動支出計 68,240,516 80,236,211 -3,161,072 77,075,139 -8,834,623

　　　　　事業活動収支差額 -3,461,914 -2,125,785 0 -2,125,785 -1,336,129

Ⅱ　投資活動収支の部
　 1．投資活動収入
　　　　特定資産取崩収入
　　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0 0 0

　　　　　記念事業積立預金取崩収入 4,000,000 2,150,000 0 2,150,000 1,850,000

　　　　　投資活動収入計 4,000,000 2,150,000 0 2,150,000 1,850,000

　 2．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 436,913 0 0 0 436,913

　　　　　退職給付引当資産取得支出 436,913 0 0 0 436,913

　　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　　事業基金積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　中期国債ファンド積立支出 0 0 0 0 0

　　　　保証金支出 0 0 0 0 0

　　　　投資活動支出計 436,913 0 0 0 436,913

　　　　投資活動収支差額 3,563,087 2,150,000 0 2,150,000 1,413,087

Ⅲ　財務活動収支の部
　 1．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0 0 0 0 0

　 2．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0 0 0

Ⅳ  予備費支出 0 0 0 0 0

　　　　当期収支差額 101,173 24,215 0 24,215 76,958

　　　　前期繰越収支差額 29,127,820 29,127,820 0 29,127,820 0

　　　　次期繰越収支差額 29,228,993 29,152,035 0 29,152,035 76,958

1．資金の範囲
　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金及び未払金を含めている。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記 2 に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳
 （単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

現　金　預　金 42,669,921 28,811,120

未　収　入　金 2,645,550 968,517

合　　　　　計 45,315,471 29,779,637

未　　払　　金 16,187,651 627,602

合　　　　　計 16,187,651 627,602

次期繰越収支差額 29,127,820 29,152,035

常設委員会の新設
（「未来創生プロジェクト」を常設委員会とする件）

○理由
　昨年度100周年記念事業のテーマである「新しい地平へ」の実現のため、次世代
を担う若手が積極的に参加する場「未来創生プロジェクト」を発足させた。この
プロジェクトは様々な活動を通じて、建築と社会の未来を探り、創り、育てると
ともに人材の発掘・育成を目的としており、当協会の主要事業の一つであること
から今回常設委員会とするものである。

○根拠
　定款第37条

○概要
　このプロジェクトは 3 つの委員会で構成する。
　（1）建築次世代委員会
　　 　若年層から大学生までを対象に建築と社会を担う人材育成に資する活動を

行う。
　（2）2040委員会
　　 　これからの「建築と社会」のあるべき姿を思考（志向、試行）することを

目的に活動を行う。
　（3）U－35委員会
　　 　主に35歳以下の若手設計者が集い、建築の身近にある様々な社会との接点

を見つめる活動を行う。

○設置時期
　平成30年 6 月21日

「新しい地平へ」は、一世紀にわたる協会の歴史が歩んできた道のりに思いを
馳せ、次の世代へと引き継がれる一歩をしっかりと踏み出すという意味を込
めている。



8

平成30年度事業計画
平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日

1．平成30年度の活動方針

　平成30年度日本建築協会は、100周年記念事業の
テーマである「新しい地平へ」を実現するため、昨
年度スタートさせた「未来創生プロジェクト」と

「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールに引き続き
取り組む。「未来創生プロジェクト」については、体
験型ワークショップや他業種同世代との交流会など
の新企画に取り組むとともに、公開型イベントを実
施し次世代を担う若手の参加を促す。もうひとつの

「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールについて
は、 2 年目になることから昨年よりも多くの方が参
加しチャレンジできる受け皿になることを目指す。
　協会の中心事業である「建築と社会」誌は記事、
内容をより一層充実するとともに、時代に応じた
テーマによる催しや近代建築物の見学会、講演会、
講習会、出版物の企画・発行、建築関係団体等との
交流・連携など、数々の活動に引き続き取り組んで
いく。
　平成30年度予算については、今年度から具体的活
動を始める「未来創生プロジェクト」の三つの委員
会に予算配分を行った。
　その他の収支は前年度予算額を基本に、前年度決
算額や事業計画を加味し作成した。記念事業につい
ては、会員のためのアーカイブ公開システム構築費
用及び新たな入会リーフレット作成等の費用に当て
るため、記念事業積立預金の繰越額185万円を取り崩
す。
　安定した事業運営のためには会員の確保による会
費収入の維持が最大の課題である。個人や企業に対
し協会の役割を積極的にアピールするとともに、魅
力あるプログラムを提供し会員の増強を図らねばな
らない。
　個々の事業についても増収、増益を図るための工
夫が必要である。特に協会事業のメインである「建
築と社会」誌については、広告特集号の有無に左右
されない安定した広告収入の確保に力を入れるとと
もに、会誌発行経費のきめ細やかな抑制を図る等、
より一層の努力が求められる。
　会誌以外の事業についても経費抑制に努め、事業
費の削減を図るとともに管理費についても経費削減
に努める。
　平成30年度も収入の増、支出の削減を目標に財務
体質の強化に努め、事業の活性化を図る。

2．平成30年度活動計画

（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」誌の企画・編集のほ

か青年技術者及び「建築と社会賞」並びに昨年度
創設した「片岡安賞」論考コンクールの顕彰事業
を実施する。

　①会誌「建築と社会」の発行
　・ 大正 6 年の創立以来、協会活動の中核として会

員相互あるいは会員と社会を結ぶ役割を果たし
てきた会誌「建築と社会」は、平成30年度もタ
イムリーな内容を特集として毎号掲載する。

　・ 「作品作風」、構造・設備の頁など連載にも引き
続き取り組むとともに今年度から新たに「再読
関西近代建築」の続編を掲載する。

　・ 会員の建築作品や論考、活動報告などについて
も随時掲載していく。

　②青年技術者の顕彰
　・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技術

者顕彰制度は、平成29年度で64回に達し、建築
界の優秀な人材を顕彰してきた。平成17年度か
らその意義をより一層深めるため、表彰式及び
受賞者も出席しての懇親会をあわせて実施して
いる。

　・ 平成30年度も引続き実施するとともに、「建築と
社会」誌に掲載する。表彰式を総会後の懇親会
時に行う。

　③「建築と社会賞」の顕彰
　・  「建築と社会」誌にふさわしい建築作品や論文、

記事などを顕彰する。
　・ 平成30年度も「作品部門」、「論考部門」、「審査

員特別賞」を引き続き実施するとともに、会誌
『建築と社会』に掲載する。表彰式を総会後の懇
親会時に行う。

　④「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの顕彰
　・ 日本建築協会は、1917年に片岡安らによって設

立されて以来、会誌『建築と社会』に多くの優
れた論考を掲載し、建築界をリードする役割を
担ってきた。

　・ 創立100周年を迎えたのを機に、本会が歩んでき
た歴史を見つめ直し、会誌「建築と社会」がさ
らに優れた論考の受け皿となり、建築界全体に
とって有益な媒体になることを目指して「片岡
安賞」日本建築協会論考コンクールを昨年度に
引き続き実施する。

　・ この賞は100周年記念事業のテーマである「新し
い地平へ」を実現するため発足したものであり、
様々な世代やいろいろの立場の方が広く参加い
ただける言論のプラットホームの一翼を担うイ
ベントになることを期待し、今年度も優れた論
考を顕彰する。表彰者を会誌「建築と社会」に
掲載し、総会後の懇親会時に表彰式を行う。

（2）事業委員会
　 　著名建築物や茶室、近代建築などの見学会、話

題建築を紹介する講演会、研修会などを引き続き
実施する。
　①情報見学小委員会
　・ 新建築や古建築などの見学会や時代に応じた

テーマによる講演会などの催しを毎年度実施し
ている。話題建築については、設計者・施工者
等から話を聞く場を設けている。

　・ 平成30年度は 4 回程度の見学会を実施するとと
もに、講演会を 1 回程度実施する。

　②「イケフェス大阪」との連携、協力
　・ 昨年度と同じく10月に実施される「イケフェス

大阪」と連携、協力したイベントを実施する。
（3）出版委員会
　 　時代のニーズに即した新しい著書の発掘や建築

に関する図書の企画・編集・発行を行っている。
　 　平成30年度も引き続き建築に関する図書の企

画・編集・刊行を計画しており、意匠系・構造
系・設備系の作品を提供する。これまで開催して
きた新刊の出版記念講演会だけでなく、既刊図書
について生の声を聞く講習会も検討していく。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会や工高生を対象とした建築

に関するデザインコンクール、優秀な建築系学科
卒業生の表彰などを引き続き実施する。また、大
阪府住まい・まちづくり教育普及協議会が実施す
る諸行事に協力していく。100周年関連事業委員会
の解消に伴い、史料研究会は教育委員会に移行す
る。
　①建築工事実務講習会の実施
　・ 昭和32年以降、毎年主として初・中堅クラスの

建築技術者を対象に標記講習会を実施している。
平成29年度で延95回を数えている。

　・ 平成30度も本部、中国・東海支部でそれぞれ実
施する。

　②工高生デザインコンクールの実施
　・ 工高生の設計技能向上と奨励のため、昭和30年

創設以来毎年テーマを変えて実施しており、平
成29年度で63回を数えた。平成30年度も引き続
き実施する。

　③建築系学科優秀卒業生の表彰
　・ 研鑚意欲の向上を促し、激励することを目的に

建築系学科優秀卒業生を表彰する。平成30年度
も引き続き会員校及び会誌購読校を対象に実施
する。

　④ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への
参画

　・ 平成30年度も引き続き協議会が実施する諸行事
に協力する。

　⑤史料研究会の運営
　・ 「再読関西の建築」を「建築と社会」誌に連載す

るための企画、編集を行う。
（5）未来創生プロジェクト
　 　昨年度100周年記念事業のテーマである「新しい

地平へ」を実現するため発足した「未来創生プロ
ジェクト」に引き続き取り組む。
　①建築次世代委員会の活動
　・ 「学生のための現場見学会」
　　 学生を対象に工事段階の現場見学会を年2回程度

実施する。
　・ 「（仮称）学生のための現場見学会　高等学校・

工科高校版」
　　 高校生まで対象を下げて工事段階の現場見学を

1 回程度実施する。また、大学生対象との同時
開催も検討する。

　・「（仮称）体験型ワークショップ」
　　 建設に関わる実体験を協会がコーディネートし、

生きた体験を提供する。
　②2040委員会の活動
　・若手論客との討論会（2018年 7 月ごろ開催予定）
　　 「2040年の社会」を議論するにあたり、その主

役となるより若い世代の論客との議論を通じて、
価値観の持ち方、望む社会像などに潜む世代間
の考え方の違いを浮き彫りにし、これからの社
会の方向性を、世代を超えてともに考える。

　・ 他業種同世代との交流会（2018年12月ごろ開催
予定）

　　 建築に携わるメンバーとは価値観やスキルの異
なる、同世代の他業種の人たちと「2040年の社
会」についてともに議論をしながら、交流を進
める。建築に携わるだけでは見えてこない新た
な視野を獲得しつつ、ともに新しい社会を模索
するメンバーのネットワークを広げていく。

③U－35委員会の活動
　・ 委員相互の勉強会「トークバトン」を引き続き

開催する。
　・ 各年度の活動を総括し、U－35委員会からの

アウトプットを広く公開する公開型イベント
「action」に引き続き取り組む。平成30年度は20
年後の私たちの未来について考える「建築と未
来」をテーマに実施する。

（6）「建築と社会」創刊号からのアーカイブ化
　・ 100周年を契機に「建築と社会」創刊号からデー

タ化したバックナンバーの公開を目指す。公開
方法などについては、WGを立ち上げ検討してい
く。

（7）工事請負契約約款事業
　・ 引き続き民間（旧四会）連合協定工事請負契約

約款委員会に委員を派遣する。
　・ 引き続き「民間（旧四会）連合協定工事請負契

約約款」をはじめ、「小規模建築物・設計施工一
括用工事請負等契約約款」、「民間（旧四会）連
合協定リフォーム工事請負契約書類（書式・約
款）」、「マンション修繕工事請負契約約款」の販
売を行う。

（8）他団体との交流、連携
　・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事

業を行う。特に、平成21年度から進めてきた関
西建築 4 団体（大阪府建築士会、大阪府建築士
事務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建
築協会）会長・支部長意見交換会での連携活動
を引き続き推進する。

　・ 平成30年度も 4 団体が緊密に連携し、共同でで
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きることを検討・実行していく。
　・ 建築関係団体以外の団体との連携事業も引き続

き取り組む。
（9）役員派遣
　・ 平成30年度も引き続き大阪商工会議所に 2 号議

員として役員 1 名を、（一財）大阪建築防災セン
ターにも監事として役員 1 名をそれぞれ派遣す
る。

（10）支部活動
〔中国支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「若手・新入社員技術講習会」「中堅社員技術講

習会」「建築工事実務講習会」を実施する。
　②協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建

築展などの事業に共催、協力を行う。
　③他団体との連絡、連携
　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築6団体と

連携する。
　④工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」を

はじめ「小規模建築物・設計施工一括用工事請
負等契約約款」及び「民間（旧四会）連合協定

リフォーム工事請負契約書類（書式・約款）」を
販売する。

〔東海支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、

「『建築と社会』東海特集号の企画・編集」を行
う。

　　今年度は海外建築見学会を企画・実施する。
　・ 支部活性化事業として、機関誌「東海の建築」

の刊行やホームページの更新、会員名簿を発行
する。

　・ 座談会など支部の活動をPRできるイベントを企
画する。

　・若手会員の交流会「納マリ倶楽部」の開催
　・支部復活60周年記念に向けた事業準備を行う。
　②会議、会合への参加
　・ 愛知県建築開発等行政推進団体協議会、中部建

築賞協議会など各種団体の会議や会合などに参
加する。

　③協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建

築展などの事業に共催、協力を行う。
　④他団体との連絡、連携

　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築8団体と
連携する。

〔京都支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 教育、研究者、建築、造園、各種デザインや文

化財関係者等による「講演会」や「見学会」、「研
修会」を行う。

　・ 若い世代も参加しやすい事業企画を検討する。
（シリーズ企画「木、色、庭」を考える　年 4 ～
6 回）

　②協力事業
　・ 行政や団体が実施する「講演会」や「 2 級建築

士受験講習会」などの事業に共催、協力を行う。
　③ 支部創立70周年記念事業として「建築と社会」
特集号を発刊する。

　④工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」を

はじめ「小規模建築物・設計施工一括用工事請
負等契約約款」及び「民間（旧四会）連合協定
リフォーム工事請負契約書類（書式・約款）」を
販売する。

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部

1．事業活動収入

　　①会費収入

　　　　個人正会費 8,320 8,398 -78 14,400円／ 1 名

　　　　個人正会費（地方） 860 874 -14 12,600円／ 1 名

　　　　団体正会費 22,800 22,921 -121 25,000円／ 1 口

　　　　準会費 25 19 6 8,400円／ 1 名

　　　会費収入計 32,005 32,212 -207

　　②支部活動収入 1,417 1,423 -6 本部から支部への活動収入

　　　支部活動収入計 1,417 1,423 -6

　　③事業収入

　　　　事業収入 30,964 29,325 1,639 本部及び支部の事業収入

　　　　事業雑収入 840 820 20 会員交流会、事業協力金外

　　　事業収入計 31,804 30,145 1,659

　　④雑収入 214 206 8 利息、雑損処理後の過年度会費外

　　⑤記念事業収入 100 200 -100 記念誌の販売収入

　　⑥支部正味財産増加分繰入 519 593

　　　事業活動収入計 66,059 64,779 1,280

2 ．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　事業関係人件費支出 16,429 16,833 -404 法定福利費含む

　　　　事業費支出 27,349 25,933 1,416 本部及び支部の事業費

　　　　事業雑支出 300 220 80 会員交流会外

　　　事業費支出計 44,078 42,986 1,092

　　②管理費支出

　　　　管理関係人件費支出 5,476 5,611 -135 法定福利費含む

　　　　退職給付支出 0 0 0

　　　　福利厚生費支出 23 25 -2 職員福利厚生費

　　　　助成費支出 1,417 1,423 -6 本部から支部への活動費

　　　　会議費支出 1,985 1,935 50 本部・支部総会外会議費

　　　　旅費交通費支出 250 255 -5 旅費、交通費

　　　　通信運搬費支出 445 440 5 電話、ＦＡＸ、メール、郵送等通信費

　　　　集金費支出 450 500 -50 会費、グループ会費、広告料集金手数料等

　　　　消耗品費支出 2,148 1,805 343 ＨＰ維持費，ＰＣソフト、トナー、文房具外消耗品

　　　　備品購入費支出 250 150 100 事務所内備品購入

　　　　修繕費支出 30 30 0 事務所内修繕

　　　　印刷製本費支出 100 200 -100 印刷製本費

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

　　　　光熱費支出 220 220 0 電気代

　　　　火災保険料支出 20 20 0 火災保険料

　　　　租税公課支出 1,000 1,000 0 消費税、法人府市民税

　　　　建物管理費支出 4,469 4,470 -1 事務所賃借料等

　　　　事務委託費支出 1,078 1,371 -293 支部事務局委託費

　　　　雑支出 2,107 1,799 307 監査、保守、協賛、購読、未収金償却外

　　　管理費支出計 21,468 21,254 214

　　③記念事業費支出

　　　　記念事業費支出 1,850 4,000 -2,150 アーカイブ公開、記念入会パンフ作成

　　　事業活動支出計 67,396 68,241 -844

　　　　事業活動収支差額 -1,337 -3,462 2,125

Ⅱ　投資活動収支の部

1．投資活動収入

　　①特定資産取崩収入

　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0

　　　　記念事業積立預金取崩収入 1,850 4,000 -2,150 記念事業費に充当

　　　投資活動収入計 1,850 4,000 -2,150

2 ．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　退職給付引当資産取得支出 366 437 -71 30年度末要支給額引当て

　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0

　　　特定資産取得支出計 366 437 -71

　　　投資活動支出計 366 437 -71

　　　　投資活動収支差額 1,484 3,563 -2,079

Ⅲ　財務活動収支の部

1．財務活動収入

　　　財務活動収入計 0 0 0

2 ．財務活動支出

　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0

　　　　当期収支差額 146 101 45

　　　　前期繰越収支差額 28,633 29,128 -494

　　　　次期繰越収支差額 28,780 29,229 -449

平成30年度収支予算書　平成30年 4月1日から平成31年 3月31日まで
（単位：千円）

（注） 前期繰越収支差額には、29年度決算額（支部正味財産増加分繰入額を除く）を充
当している。

（注）平成30年度については、借入限度額を30,000,000円とする。
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平成30年度

日本建築協会役員会務分掌
平成30年 6 月21日現在・順不同・敬称略

役付役員

会　長　　設楽　貞樹　㈱安井建築設計事務所

副会長　　米井　　寛　㈱東畑建築事務所　会長職務代行　総務・財務担当

副会長　　田中日出男　㈱きんでん　　会勢担当

副会長　　天野　直樹　㈱竹中工務店　編集担当

副会長　　川口　　晋　㈱大林組　　　事業担当

副会長　＊田坂　隆之　大阪ガス㈱　　研修担当

理事　◎印は常任理事　○印は委員長

（総務） 5 名
　　大林　剛郎　㈱大林組

　　栗原　信英　栗原工業㈱

　　佐野　吉彦　㈱安井建築設計事務所

　　立野　純三　㈱ユニオン

◎○山形　政昭　大阪芸術大学

（財務） 3 名
　　奥村太加典　㈱奥村組

　　今西　邦夫　㈱今西組

＊　中野　健生　東リ㈱

（編集・出版） 8 名
◎○西　　博康　清水建設㈱

　　松崎　公一　鹿島建設㈱

　　佐藤　榮一　（一社）日本建築材料協会

　　竹中　統一　㈱竹中工務店

　　杉本　　浩　（公財）建築技術教育普及センター

　　船越　淳久　関西電力㈱

◎　吉村　英祐　大阪工業大学

◎○勝山　太郎　㈱日建設計

（会勢）10名
　　淺沼　健一　㈱淺沼組

　　告野　満彦　野里電気工業㈱

　　蔦田　守弘　㈱鴻池組

　　池田　耕二　清水建設㈱

　　近藤　　徹　不二熱学工業㈱

　　光用　　薫　戸田建設㈱

　　寺田　　靖　（一社）大阪建設業協会

　　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

　　髙松　隆夫　広島工業大学

　　中井　　進　日建設計コンストラクション・マネジメント㈱

（事業） 6 名
◎○中尾　勝悦　中尾綜合建築設計事務所

　　児玉　　謙　㈱日建設計

　　城口　俊雄　㈱大阪城口研究所

　　酒井　祥三　西松建設㈱

　　中嶋　　功　㈱熊谷組

＊◎○中村　文紀　㈱東畑建築事務所

（研修） 6 名
　　冨永　昌雄　八千代電設工業㈱

　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所

　　金井　隆夫　大成建設㈱

　　梶山　卓二　㈱昭和設計

　　永原　　穣　王建工業㈱

　　本多　友常　本多環境・建築設計事務所

常務理事 　森本　　勉　　　　　　　役付役員含む理事合計45名

監事
　三木　　徹　㈱安井建築設計事務所

　前田　隆司　㈱前田商会

顧問 　塩野　孝行　（独）都市再生機構

＊印は新任

平成30年度

日本建築協会評議員名簿
議　長：赤松　千州　　　副議長：嘉納　秀一

平成30年 6 月 1 日現在・順不同・敬称略

技術
1

　赤松　千州　㈱東畑建築事務所

総合
11

　薮内　昭男　㈱淺沼組

＊寺内　　伸　㈱安藤・間

　川上　宏伸　㈱大林組

　林　　伸昭　戸田建設㈱

　中道　正伸　㈱中道組

　原　　眞一　コーナン建設㈱

＊渡津　弘己　㈱鴻池組

　浅野　博光　㈱奥村組

　毛利　俊彦　三井住友建設㈱

　田中顕三郎　田中建設㈱

　藤井謙太郎　藤井建設㈱

電気
4

　北村　康一　㈱きんでん

　森　　博明　三和電気土木工事㈱

　嘉納　秀一　三宝電機㈱

　嶋田　雅景　㈱クリハラント

空調
3

＊辻　　武寿　㈱精研 　若林　尚史　若林設備工業㈱

＊金子　達哉　㈱三冷社

建材
2

　森村　泰明　森村金属㈱ 　深江　隆司　アスワン㈱

中国支部
2

＊尾野本　悟　広島工業大学 　村重　保則　現代設計㈱

東海支部
6

　福田　泰造　福田泰造建築事務所

　河田　克博　名古屋工業大学

　佐伯　　博　ひろ建築企画

　加藤　武範　㈱メックステクノ東海

　土井　敬三　㈱竹中工務店

　松元　親司　㈱東畑建築事務所

京都支部
3

　髙田　光雄　京都美術工芸大学

　菅澤　　茂　環境文化保存計画菅澤1級建築士事務所

　伊熊　昌治　伊熊昌治建築設計事務所

32名　＊は新任

平成30年度

日本建築協会支部長（順不同・敬称略）

中　国　　髙松　隆夫　広島工業大学

東　海　　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

京　都　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所
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平成30年度

日本建築協会委員
下記のとおり各委員会委員を委嘱しました。
◎委員長　○副委員長　▲小委員会委員長　△幹事　☆顧問　＊30年度新委員

（所属名は略称　順不同・敬称略）

■編集委員会（82名）
会誌「建築と社会」の企画、編集。
◎　勝山　太郎／日建設計

○　戸川 　勝之／安井建築設計事務所

●特集小委員会
計画分科会
〈計画系分科会〉
　　飯田　　匡／大阪大学大学院

　　鈴木　克彦／京都工芸繊維大学大学院

△　田中　直人／島根大学大学院

　　松田奈緒子／大阪産業大学

　　守井　　辰／日建設計

　　吉村　英祐／大阪工業大学

〈建築計画系分科会〉
　　神戸　嘉也／大林組

△　桑原　悠樹／竹中工務店

　　下坂　浩和／日建設計

　　中辻　浩介／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　　東　　拓郎／東畑建築事務所

　　樋口　展寛／鴻池組

　　松岡　英緯／大建設計

　　三谷　帯介／鹿島建設

　　米山　剛史／UR設計

　　渡部　　剛／安井建築設計事務所

〈インテリア・住宅系分科会〉
　　赤川貴世友／安井建築設計事務所

　　今井　充彦／日建スペースデザイン

　　岩田　圭司／UR都市機構

　　川合　隆之／積水ハウス

　　河西　孝平／大林組

△　黒栁　　亮／竹中工務店

　　塚口　洋之／塚口洋之設計事務所

　　ペリー史子／大阪産業大学

構造分科会
＊　宇野　綾真／北條建築構造研究所

　　岡田　　健／日建設計

　　岸本　光平／竹中工務店

　　瀧野　敦夫／奈良女子大学

△　角田　耕一／大林組

＊　蘒原　　学／ZEN建築構造事務所

＊　松本　裕之／安井建築設計事務所

　　宮久保秀樹／鴻池組

　　向井　洋一／神戸大学大学院

設備分科会
　　有尾清二郎／竹中工務店

　　木谷　晃之／コイズミ照明

　　北野　勝也／きんでん

　　佐々木章二／総合設備コンサルタント

　　寺井　千佳／安井建築設計事務所

　　夏井　重行／元・富士ネオ工業

△　橋本　直樹／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　桝井　貴廣／総合設備コンサルタント

　　宮﨑ひろ志／関西大学

　　森山　正和／摂南大学前教授

　　山本　雅洋／大林組

施工材料分科会
＊　門野　　陽／鴻池組

　　桜井　和男／竹中工務店

△　髙橋　秀一／大和ハウス工業

　　藤丸　啓一／清水建設

　　山口　紀宏／大林組

　　山﨑　順二／淺沼組

　　吉田　正友／大阪工業大学

＊　吉居　　哲／鹿島建設

法令分科会
＊　植平　浩司／兵庫県

＊　岡田　耕介／京都市

△＊垣内　　明／堺市

　　河野　　学／京都市住宅供給公社

＊　高田　大輔／奈良県

＊　福岡　誉顕／神戸市

●作品作風小委員会
▲　東井　嘉信／大林組

　　居内　章夫／徳岡設計

　　池上　　明／エーアイアーキテクトスタジオ

　　稲垣　和江／イナガキケンチクケンキュウショ

　　太田　栄治／髙松建設

　　加嶋　章博／摂南大学

　　菊池　浩輔／安井建築設計事務所

　　倉渕奈千子／田中啓文総合建築研究所

　　澤田　純一／兵庫県県土整備部

　　髙木　秀晃／昭和設計

　　鞆野　淳司／竹中工務店

　　西田　佳代／日建設計

　　芳谷　晴彦／清水建設

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　増田　敬彦／増田敬彦一級建築士事務所

●広告企画小委員会
　　小川　雄介／竹中工務店

　　小山　　昭／東畑建築事務所

　　金築　　雄／清水建設

　　野山　将男／大林組

　　藤田　昌宏／安井建築設計事務所

▲　前田　　衛／日建設計

　　山辻　直樹／大成建設

■事業委員会（18名）
見学・講演・説明・展示・懇親会など
の企画、実施。
◎　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

●情報見学小委員会
　　大平　卓磨／竹中工務店

　　大森　雅人／清水建設

　　奥村　朋孝／鴻池組

○　小平　弥史／昭和設計

　　小林　正和／大林組

　　阪口　浩平／きんでん

　　島田　正和／日建設計

　　田﨑　祐生／武庫川女子大学

　　槌田　　豊／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　　寺西　興一／大阪府登録文化財所有者の会

　　豊田　充広／髙松建設

▲　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

　　夏井　重行／元・冨士ネオ工業

　　沼田　典久／久米設計

　　樋上　新治／ラシンプラニング

　　宮本　克己／鹿島建設

　　森　　雅章／安井建築設計事務所

　　脇田　隆史／東畑建築事務所

■出版委員会（11名）
建築に関する図書の企画・編集・刊
行、ならびに講座の企画、実施。
◎　西　　博康／清水建設

＊　伊藤　由章／きんでん

　　上原　正行／U建築工房

　　菅原　敏晃／竹中工務店

　　玉水　新吾／ドクター住まい

　　仲本　尚志／atelier UNI-SUPPORT

　　西尾　　徹／きんでん

　　藤山　　宏／造景空間研究所

　　堀野　和人／スマイリズム

　　山浦　晋弘／安井建築設計事務所

＊　弓崎　幸治／東畑建築事務所

■教育委員会（26名）
建築教育についての調査・研究・講習
会の企画・実施ならびに工高生デザイ
ンコンクールの企画、実施。「再読関
西の建築」を「建築と社会」誌に連載
するための企画、編集。
◎　山形　政昭／大阪芸術大学

●講習会小委員会
　　阿字地正人／大林組

＊　東　　　琢／鴻池組

　　川井　裕基／鹿島建設

　　北野　祥児／清水建設

＊　谷本　達哉／淺沼組

＊　福島　祥司／戸田建設

　　松田　　繁／竹中工務店

●工高生教育小委員会
　　岡田　依子／大阪市立工芸高等学校

　　門脇　裕之／大阪市立都島工業高等学校

　　白川　陽子／今宮工科高等学校

＊　田中おと吉／修成建設専門学校

▲　谷口　幸雄／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　中村　眞二／東畑建築事務所

　　永島　敏郎／安井建築設計事務所

＊　成田　雄大／中央工学校OSAKA

＊　宗林　　功／大阪工業技術専門学校

　　矢倉　鉄也／大阪市立都島工業高等学校

＊　吉田　裕彦／大阪工業技術専門学校

大阪府住まいづくり教育普及協議会

●史料研究会
▲　橋寺　知子／関西大学

　　石田潤一郎／京都工芸繊維大学前教授

　　植松　清志／植松建築事務所

　　桐浴　邦夫／京都建築専門学校

　　山形　政昭／大阪芸術大学

＊　福原　和則／大阪工業大学

＊　三宅　拓也／京都工芸繊維大学

☆　坂本勝比古／神戸芸術工科大学名誉教授

■未来創生プロジェクト（38名）
100周年記念事業のテーマである「新
しい地平へ」を実現するため、体験型
ワークショップや他業種同世代との交
流会、公開型イベントの企画、実施。
◎　中村　文紀／東畑建築事務所

●建築次世代委員会
▲　菅原　幸也／日建設計コンストラクション・マネジメント

＊　入江　真吾／大林組

　　大村　泰正／清水建設

　　門野　　陽／鴻池組

　　川上比奈子／摂南大学

＊　朽木　義綱／大阪工業大学

　　松田　　繁／竹中工務店

　　松村　　明／安井建築設計事務所

●2040委員会
＊　清原　健史／安井建築設計事務所

　　國本　暁彦／竹中工務店

　　黒川　祐樹／日建設計

△　駒井　陽次／Style Agency/PARK Lab.

　　中村　祐記／大林組

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　吉永　規夫／Offi  ce for Environment Architecture

●U-35委員会
＊　石井衣利子／梓設計

＊　磯村　雅敏／髙松建設

　　興津　俊宏／竹中工務店

　　鬼頭　朋宏／大成建設

　　小林　敬政／大建設計

　　小原　信哉／山下設計

　　駒井　陽次／Style Agency/PARK Lab.

　　下田　康晴／東畑建築事務所

　　関村　光代／昭和設計

　　髙畑貴良志／日建設計

＊　立松　裕規／東畑建築事務所

　　辻本　知夏／安井建築設計事務所

　　出来　佑也／昭和設計

　　平岡　翔太／大建設計

　　廣富　　純／佐藤総合計画

＊　広瀬　和也／東畑建築事務所

　　三谷　帯介／鹿島建設

　　箕浦　浩樹／大林組

△　宮武　慎一／安井建築設計事務所

　　森下　大右／昭和設計

　　吉田　悠佑／大林組

　　若江　直生／日建設計

全175名



12

渡辺安人氏　講演会
カラーテクニカルコンサルタント
（アーキタイプ工房）

「生活環境の色彩心理生理・
和の色彩感覚と景観調和」

主催：（一社）日本建築協会京都支部
共催： （公社）日本建築家協会京都地域

会・事業委員会文化財担当委
員会

「色彩」の知識素養は法規にはないの
で、建築士資格試験の範疇には含まれ
ていません。そのため、建築学科に
「色彩学」の講義が無い大学が多くあ
ります。その結果、建築士は、色彩に
関して理論的な知識が無いままに、戸
建住宅から高層ビルまで、インテリ
ア、外観共に各自の嗜好や美的センス
だけに頼って色選定を行っている状況
が大半ではないでしょうか。目に見え
るものには全て色があります。意識せ
ずとも色は人間の心理生理に多大な影
響を与えており、色一つで快適にも不
快にもなります。また外観は都市景観
形成にも影響を与えています。今回は
特に①色選定時に注意すべき色彩心理
生理に関する内容と②日本の都市景観
に相応しい外観色彩の考え方について
考察します。

日　時　2018年 7 月20日（金）
　　　　18：30～20：30（質疑30分含む）
定　員　25名（先着順）
参加費　会員1,000円、一般1,500円、
　　　　学生  500円
会　場　京都建設会館別館4階会議室
　　　　 （京都市中京区押小路通柳馬

場東入橘町641）
最寄駅　 地下鉄東西線「市役所前」駅

より徒歩 7分、地下鉄烏丸線
「烏丸御池」駅より徒歩10分

■申込方法
①講演会名「7/20渡辺安人氏講演会」
②氏名、③勤務先名、④当日連絡先、
⑤E-mailアドレスまたはFAX番号、
⑥日本建築協会会員/日本建築家協会
会員/一般（非会員）/学生の別
上記項目を明記しFAXにて京都支部へ
お申し込みください。

■申込先　 （一社）日本建築協会京都支部
事務局　FAX 075-255-6077

■講師プロフィール 
渡辺安人
（わたなべ　やすと）
1986年総合色彩コン
サルタント㈱日本カ
ラーテクノロジー研
究所設立参画。専務取締役を経て1999
年退職。現在、アーキタイプ工房とし
て個人活動。一級カラーコーディネー
ター［環境色彩］、二級建築士。
現在、多数の大学で色彩学非常勤講師、
企業研修、セミナーなどの講師。日本
色彩学会会員「街の色研究会・京都」
副会長、長岡京市景観デザイン審査会
委員、京都府景観アドバイザー他。
著書『色彩学の実践』『建築と色彩
（共著）』共に学芸出版社。

日本建築協会

会告

第1回学生のための
現場見学会

「国立循環器病
研究センター移
転建替整備事業」

当プロジェクトは、JR岸辺駅周辺に
健康や医療関連の機能集積が進む北大
阪健康医療都市開発のメイン事業であ
る国立循環器病研究センターの移転建
替整備事業です。心臓病と脳卒中を対
象とした世界でも稀有な最先端の予
防・治療・研究施設で．オープンイノ
ベーションを推進させる病院・基盤セ
ンター・研究所の一体的な施設づくり
を実現しています。
設計の川上段階から生産性向上の構工
法を盛り込み、免震装置上部柱脚の鉄
骨化をはじめ、躯体はPca柱、梁Sの
ハイブリット構造等、多様な省力化・
省人化工法に取り組みました。見学当
日は躯体工事がほぼ完了し、内外装仕
上げ工事を中心に見学することができ
ます。またBIM活用による施工につい
てもご紹介します。

建　築　主　 国立研究開発法人 国立
循環器病研究センター

基本設計・監理　㈱佐藤総合計画
実施設計　㈱日本設計、㈱竹中工務店
施　　　工　㈱竹中工務店
日　　　時　平成30年 7 月 9 日（月）
　　　　　　13：30～16：30（予定）
受　　　付　13：00～
講　　　師　㈱竹中工務店ご担当者
所　在　地　大阪府吹田市岸部新町1番
最　寄　駅　JR岸辺駅から徒歩7分
　　　　　　阪急正雀駅から徒歩15分
集　　　合　国立循環器病研究センター
　　　　　　作業所事務所
　　　　　　（詳細は参加証に記載）
定　　　員　30名（先着順）
参　加　費　500円（保険代）
締　切　日　平成30年 7 月 5 日（木）
＊ ただし定員になり次第、締め切らせ
ていただきます。

申込方法　①催し名
　　　　　　②学校名・学部・学科
　　　　　　③ 学生氏名（ふりがな）・

学年
　　　　　　④ 引率者　職名・氏名

（ふりがな）
　　　　　　　※学生のみの場合不要
　　　　　　⑤参加証送付先住所
　　　　　　⑥連絡先電話番号・E-mail
上記項目を明記しFAX（06-6946-6984）
か、E-mail（jigyoka@aaj.or.jp）にて
お申し込みください。（担当：内山）
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（仮称）
デサントR&D
センター見学会

日　時
　2018年7月24日（火）
　 14：30～16：30
（予定）
見学先　 （仮称）デサントR&Dセンター
所在地　 茨木市彩都やまぶき二丁目

3番 2号

締め切り
　7月16日（月）
※ ただし定員に達し次第、締め切ら
せていただきます

この見学会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラム申請中です。
（2単位）

（仮称）デサントR&Dセンターはス
ポーツブランドのトップメーカーで
ある株式会社デサントのオリンピッ
クに向けたウエアの開発拠点です。
最先端の実験、解析、試験、製作環
境を整備し、「世界一、速いウエアを
作る。」をコンセプトとして、人が集
まり共創できる場、最先端技術の創
造・発信の場を目指しています。
特徴的な分節屋根は敷地環境に流れ
るベクトルとデサントスピリットで
ある滑降をオーバーレイされ、ブラ
ンドイメージとスポーツの躍動感を
表現しています。建物形状は屋根形
状、軒の長さ、ハイサイドライト高さ、
柱形状などをパラメトリックに検証
することで、ブランドイメージの表
現と設備環境（光・風・熱）、構造最
適化の双方から意匠、構造、設備の
最適な形状を導いています。

建物中央の 2層吹き抜けの執務空間
はデザインをすぐにカタチにし、テ
ストする環境（実験・解析・試験・
測定）を実現するため、すべての部
屋が執務空間に隣接し、見える化を
図っています。また緑豊かな周囲へ
の眺望を確保しながら、大庇と横
ルーバーによる日射遮蔽、ハイサイド
ライトによる自然採光、自然通風を
確保した快適な光・温熱環境を創出
し、研究者の創造性と生産性の向上
を図った計画としています。

（有田博・岩﨑宏/㈱竹中工務店）

講　　師　株式会社竹中工務店
　　　　　有田博氏・岩﨑宏氏（予定）
集　　合　現地（参加証に地図記載）
最 寄 駅　大阪モノレール彩都線
　　　　　彩都西駅下車徒歩約10分
定　　員　30名（先着順）
参 加 費　会員1,000円/一般1,500円
　　　　　学生500円
申込方法　①催し名
　　　　　②氏名（フリガナ）
　　　　　③会員・一般・学生の別
　　　　　④職場名または学校名
　　　　　⑤郵便番号・住所
　　　　　⑥当日連絡先電話番号
　　　　　⑦ CPD申請される方は申請

先の団体名とID番号
上記を明記しFAXかE-mailにて申込先まで
申 込 先　一般社団法人日本建築協会
TEL：06-6946-6981
FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp（担当：内山）

【概要】
建 築 主　株式会社デサント
設　　計　株式会社竹中工務店
施　　工　株式会社竹中工務店
敷地面積　約22,220㎡
建築面積　 約3,389㎡
延べ面積　 約4,309㎡
構造規模　S造　地上 2階
竣工年月　2018年 7月
主 用 途　事務所

南東外観

デサント共創スペース

日本建築協会

会告
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　こども食堂は子どもやその親、およ
び地域の人々に対し、無料または安価
で栄養のある食事や団らんを提供する
ための社会活動の場です。
　こども食堂を利用する対象者は様々
で、一緒に食べる家族がいない「孤
食」、いつも同じものを食べる「個食」、一種類しか食
べ物がない「固食」等、これらの「こしょく」や食事
を抜きがちな「欠食」を解消するための活動が大きな
機能のひとつであると考えられます。

　こども食堂の歴史はあまり長くはあ
りません。地域で見かけることも少な
いかもしれません。しかし徐々にその
数は増えています。
　こども食堂は、子どもたちだけでな
く地域とのつながりを生む場となるか

もしれません。あなたが考える空間で暖かいごはんと
つながりを提供する、新たなみんなの「こども食堂」
をオープンさせてください。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

平成30年度　第64回工高生デザインコンクール
設計課題みんなの「こども食堂」

設 計 条 件
1．敷　　　地： 敷地の大きさ形状とも自由とし、具体的な敷地を

設定する。
2 ．規　　　模：延べ面積、構造、階数は自由とする。
3 ．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適宜

設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明： 設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（建物の使い方、立地、周囲の状況等に

ついての説明を含む）を記入すること。
2 ．建 築 概 要： 敷地面積、建築物の構造、階数、各階床面積および

建築面積、延べ床面積などを示す。
3 ．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4 ．配　置　図： 敷地における建物の位置、道路との関係、方位、

縮尺を明示する。
5 ．平　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。
6 ．立　面　図：縮尺を明示する。（ 2 面以上）
7 ．断　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。（ 1 面以上）
8 ．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透視図

は手書きによる作図を原則とするが、コンピュータ
グラフィックス、模型写真に代えてもよい。

　　　　　　　　その他必要とされる手書きの図面は加えてもよい。
9 ．そ　の　他： 応募図面には、氏名や学校名、マークなど応募者を

特定あるいは類推できる内容は記載しないこと。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判（594mm

×841mm）1 枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパ
ネル化は認めない。

2 ．仕　上　げ：所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。
　　　　　　　　 ただし、色鉛筆による着彩は可。また、所要図等の

うち、透視図（コンピュータグラフィックスも含む）、
模型写真のほか、設計説明を補完する図や写真など
は用紙に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図
表等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3 ．応 募 資 格： 平成30年 4 月現在、高等学校在籍の生徒で、個人
または共同（ 3 人まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募書類に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入れ

密封し、製図用紙の裏に貼りつけること。（応募書類が足りない場
合は協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードし
てください。また封筒の貼り付けは、封筒がはがれない程度で結
構です。図面を破損する恐れがありますので、糊のベタ塗りはし
ないでください。)

2．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
平成30年 9月30日（日）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 付 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番31号 OMM7階
一般社団法人 日本建築協会 第64回工高生デザインコンクール係
TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp　URL：http://www.aaj.or. jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2 ．入選作品のうちから最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点を選ぶ。
3 ． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他

の入選作品には、賞状を贈る。
4 ．応募者全員に参加賞を贈る。
※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌

「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1 月号に掲載する。
表彰式は、平成30年11月10日（土）に行う。

（作図、文字）  

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　大平　滋彦／㈱竹中工務店大阪本店設計部設計第 4 部長
審 査 員　一階　聡之／㈱日建設計設計部門設計部長
　　　　　小笠原絵理／間工作舎一級建築士事務所主宰
　　　　　神谷　浩司／㈱大林組大阪本店建築事業部プロジェクト設計部副部長
　　　　　河崎　昌之／和歌山大学システム工学部環境システム学科准教授

　　　　　戸川　勝之／㈱安井建築設計事務所設計部設計主幹
　　　　　橋本　　修／㈱昭和設計執行役員プロジェクト推進室室長
　　　　　前田　茂樹／大阪工業大学工学部建築学科准教授
　　　　　宮本　雅弘／㈱東畑建築事務所設計室部長
　　　　　矢田　朝士／ATELIER-ASＨ主宰

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30年より毎年テーマを変えて開催しています。
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一般社団法人 日本建築協会

片岡安賞
（日本建築協会論考コンクール）

第 2回 募集要項

■募集テーマ：建築をつくるひと―これからの姿を問う
　 すまいや公共建築物から私たちのまちまで、更には社会の様々な制度

や仕組みまで、「建築」は多様なモノやコトや行為を含みます。これら
を「つくる」には、発案し企画し合意し予算をつけ発注し計画し設計し
施工し維持し使い保全してゆくあらゆる活動が関わり、多くのひとびと
－専門家も素人も－の営みが求められます。これらの多様で錯綜し
た姿は、あるいはその任意の断面は、これからどのようになるか、ある
べきか、その想いや答えを描いて下さい。

■審査委員会
　審査委員長：舟橋國男（大阪大学名誉教授）
　審 査 委 員：岩前　篤（近畿大学教授）
　　　　　　　花田佳明（神戸芸術工科大学教授）
　　　　　　　山浦晋弘（安井建築設計事務所）
　　　　　　　勝山太郎（本会編集委員長）

■審査方法
　・全審査委員による査読の上、一次審査を行う。
　・ 一次審査により選出されたものを対象とし、公開プレゼンテ―ション

を開催する。その後最終審査を行い、受賞論考を決定する。

■応募条件
　・投稿料は無料とする。なお選考に伴う旅費は応募者の負担とする。
　・応募者の国籍、年齢、所属は問わない。
　・応募論考は単著、共著を問わない。
　・ 応募論考は未発表のものに限る。ただし、会誌『建築と社会』に掲載

された記事の改稿による論考は可とする。
　・使用言語は日本語に限る。
　・質問は受け付けない。
　・受賞者は本会会員になることとする。

■著作権・版権
　・著作権は応募者に帰属する。
　・ ただし本会にかかわる出版・印刷においては、一般社団法人日本建築

協会が自由に使用することができるものとする。

■執筆要領
　・頁数は、会誌『建築と社会』掲載時 4 頁（12,000文字程度）。
　・ 必要事項を記入した応募用紙とともに担当窓口へメール送付もしくは

A4サイズに印刷したものを郵送する。
　　なお、応募用紙は本会ホームページからダウンロードする。
　・ 電子データにて提出する場合、文書作成ソフトWord（Microsoft社）

もしくはそれに類するもので原稿を作成する。添付画像は解像度
300dpi以上とし、合計10MB以上になる場合は分割して送信すること。

■スケジュール
　2018年
　　 5 月 募集要項公開
　　10月31日 応募締切（消印有効、電子投稿の場合23時50分）
　　11月～ 1 月31日 一次審査
　2019年
　　 3 月上旬 一次審査通過論考の公開プレゼンテーション
 及び最終審査会開催（詳細は『建築と社会』に掲載）
　　 5 月 受賞論考・著者名発表（『建築と社会』2019年 5 月号）
　　 6 月 論考本文を会誌『建築と社会』2019年 6 月号に掲載
　　 6 月 表彰式（一般社団法人日本建築協会定時総会）
　※なお後日受賞論考に基づく講演会・討論会を開催することがある。

■発表と表彰
　・ 受賞論考の論題と著者名を会誌『建築と社会』2019年 5 月号にて発表

し、全文を 6 月号に掲載する。
　・同 6 月の本会総会にて表彰し、受賞論考著者には賞状及び副賞を贈る。

■提出先
　一般社団法人日本建築協会
　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F
　電話　06-6946-6981
　メールアドレス＜hensyu2@aaj.or.jp＞

趣旨
日本建築協会は、1917年に片岡安らによって設立されて以来、会誌『建築と社会』に多くの優れた論考を掲載し、建築界をリードする
役割を担ってきました。昨年創立100周年を迎えたのを機に、本会が歩んできた歴史を見つめ直し、会誌『建築と社会』が更に優れた
論考の受け皿となり、建築界全体にとって有益な媒体となることを目指します。この目的に則り、昨年より論考コンクールを実施し、
優れた論考を顕彰し、会誌『建築と社会』に掲載することとなりました。ふるってご応募ください。

主催：一般社団法人 日本建築協会
　　　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F　TEL 06-6946-6981　FAX 06-6946-6984　URL http://www.aaj.or.jp
後援：（公社）大阪府建築士会、（一社）大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協会近畿支部、（一社）日本建築学会近畿支部
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■掲載内容

1． 写　真：外観、内観、ディテール、
模型写真等。（プリントの場合、サイ
ズはキャビネ判程度。電子データの
場合、解像度300dpi以上）

　　CGやパース、コンセプト図等でも可。
2． 説明文：①ページタイトル（作品名
称とは別に検討してください）、②作
品についての考えを300字程度にまと
めた文章。

3． 概　要：作品名称、所在地、設計者、
施工者、建築面積、延床面積、構造
規模、工期など。

※ イラストレーターで原稿作成用の
フォーマットをご準備していま
す。必要であれば、予め担当まで
ご一報ください。

■掲載に際しての補足

1． 応募できる人は、本会会員に限ります。
　　 入会は日本建築協会ホームページ
（http://www.aaj .or . jp/）の入会
フォームからお願いします。

2． 写真の撮影者名は必ず付記願います。
写真に著作権等が生じる場合は、応
募者にて処理願います。

3． 掲載ページ数は、原則として 1社
（ 1人） 1頁とします。また、竣工予
定の作品を掲載希望の場合、写真等
の原稿期日は配慮いたしますので、
ご連絡ください。

4． 建物の特徴や特殊な事柄については、
簡単な補足説明をお願いする場合が
あります。

5． 作品の掲載順および誌面レイアウト
の修正を含む特集全体の構成は、作
品作風小委員会にて担当いたします。

6． カラー掲載をご希望の場合は、応募
時にご一報の上、30,000円をご負担く
ださい。

■掲載申込締切日および原稿送付先

1．掲載申込締切日：
　　2018年10月18日（木）

2 ．送付先：（一社）日本建築協会
　　「会員作品特集号」係
　　〒540-6591
　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　OMMビル 7階
　　TEL.06-6946-6981
　　FAX.06-6946-6984
　　E-mail：hensyu＠aaj.or.jp
　　担当：井筒

会員のみなさまの
個性あふれる作品のご応募を
お待ちしております

『建築と社会』平成31年2月号

「第25回 会員作品特集号“私の空間作法”」

作　品　募　集

『建築と社会』2月号では、会員作品発表の場として「第25回会員作品特集号“私の空間作法”」を企画しています。
対象は、建築・ランドスケープデザイン・インテリアデザイン・まちづくり・アート等、空間に関わるすべてとし、
完成作品、計画案を問いません。また表現方法は、写真、CG等の別を問いません。

モノクロ

掲載無料
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■特集予告
●8月号／ 平成と建築
●9月号／ 木造建築物利用円滑化の取り組み（仮）

2018  07
Vol.99 No.1156

建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

昭和5年は1月号の『昭和4年建築
大観』に始まり、学校建築、ホテル、
住宅、郷土建築、工場と倉庫や建材
まで多彩なテーマを取り上げて特集
を組んでいます。また、特集とは別
に臨時増刊号として「學校建築圖集」
を発刊しました。
いろいろな懸賞の募集が掲載され、
主催した懸賞の他、日本生命館新築
懸賞や京都美術館建築設計懸賞の入
選作が紹介されています。
郷土建築特集で紹介された建物の写
真についての問い合わせが多くあっ
たため、写真を実費頒布する広告が
数ヶ月にわたって掲載されています。
現在のように簡単に画像を複製でき
ない時代の会員サービスなのかもし
れません。

今月の表紙

特集　 第65回青年技術者
■設計・計画部門
太田　匠哉● 名古屋市営金城ふ頭駐車場、名古屋センタービルワークプレース再構築、

熱金鋼業熱田賃貸マンション ―――――――――――――――――――――― 22
太田　裕人● 三井不動産ロジスティクスパーク日野（MFLP日野）、イワタニ水素ステーション東京池上 ― 23
岡　　隆裕● 六甲学院中学校・高等学校  本館、新居浜市総合文化施設・美術館  あかがねミュージアム、

ダイキン工業 テクノロジー・イノベーションセンター ――――――――――――― 24
金子　公亮●金光教大阪センター、松江市総合体育館、和歌山地方合同庁舎 ――――――― 25
久家　一哲● 太陽の塔内部再生プロジェクト　－芸術作品から力強くメッセージを発する建築物へ－、

御影公会堂耐震改修　－利用者の思いの詰まった建物を次の世代に引き継ぐ－、
川西市市民体育館　－ひと・まち・自然をスポーツでつなぐ－ ――――――――― 26

芝井　健一●PEVEアリーナ「結（むすび）」、モリの子保育園、藤田保健衛生大学病院 ―――― 27
下田　康晴●長門市新庁舎、上村工業 新中央研究所、中穂積の家 ―――――――――――― 28
伊達　　翔●加古川中央市民病院、日本生命病院、林病院 ――――――――――――――― 29
鶴見　博之● 銀座3丁目Dビル、丸本組本社ビル、カネカ未来創造館、

吉城園周辺地区保存管理・活用事業 ――――――――――――――――――― 30
鳥海　宏太●浜松信用金庫　湖東支店、浜松信用金庫　高丘支店、大垣共立銀行　豊橋支店 ― 31
中島　慎一● 奈良県農業研究開発センター及びなら食と農の魅力創造国際大学校、

京都工芸繊維大学旧3号館改修 ―――――――――――――――――――― 32
西山　尚希● トラスコ中山プラネット大阪　「ものづくり工房」、那覇空港際内連結ターミナル施設　

「新しい沖縄の玄関口」 ――――――――――――――――――――――――― 33
松下　拓真●瀬戸みどりのまち病院、三重大学医学部付属病院外来診療棟・外構整備 ―――― 34
山﨑　篤史●寺岡整形外科病院、Ｋビル、川崎医科大学総合医療センター ――――――――― 35
■構造部門
赤澤　資貴● 最上級の安心と安全性とともに想いを「かたち」にした構造計画の追求　

～深江竹友寮建替計画～ ――――――――――――――――――――――― 36
朝日　智生● 新日鐵住金技術開発本部尼崎／守衛所  企業イメージを発信するユニット式薄板構造、神戸

学院大学附属高等学校／体育棟  単純な接合で構成する確実性の高い多角形フレーム ― 37
西槇　　毅●茶業研究所－「直交集成板」と「流通製材」による木造平屋建て研究所 ―――― 38
野口　浩平●2棟の板状マンションを免震層直上で接続した免震構造 ――――――――――― 39
花房　広哉●制震装置を用いた偏心制御設計 ――――――――――――――――――――― 40
宮脇　正尚●V字形状を有する免震構造板状集合住宅 ―――――――――――――――――― 41
渡邊　　祥●「伊勢」に呼応した架構デザイン　－三重交通G スポーツの杜 伊勢 陸上競技場－ ― 42
■設備部門
小林　佑輔●ケイ・オプティコムビルにおける設備計画 ――――――――――――――――― 43
高根澤　武● 小学館ビル　－働き方をかたちにした建築・構造・設備一体の建築物－、

アクティオホールディングス統括工場　－材料と効果のコストバランス－ ――――― 44
田中　祐輔● 西新橋スクエア　高レンタブル比と室内環境向上の両立、DLXビルディング　デザインと

構造・設備の融合 ――――――――――――――――――――――――――― 45
中尾　善弘●清水建設㈱四国支店における電気設備計画とエネルギー分析 ――――――――― 46
中山　和樹●最先端省エネルギービルの建設と新しいタスクアンビエント空調の開発 ―――――― 47
貫名　篤郎● 北九州病院における災害拠点病院における非常時の自立を支える地産地消の省CO₂システム、

日東電工茨木事業所inovasにおける多彩な研究内容にフレキシブルに対応する設備システム 48
横山　輝明●リマニット・モータリー藤田展示場における環境・設備計画 ――――――――― 49
吉成　正彦●某電池材料製造工場における最適な空調設備計画 ―――――――――――――― 50
■施工部門
大川　光雄●建築生産におけるBIMを活用した計画と実施 ―――――――――――――――― 51
熊給　哲哉●地下工事計画の合理化による生産性向上 ――――――――――――――――― 52
巽　祐太朗●戦略的な合理化による労務 3割削減の取り組み ―――――――――――――― 53
杉井　　毅●大空間における鉄骨施工と仕上げ計画について ―――――――――――――― 54

会告 会誌「建築と社会」の電子化公開に伴う掲載論文、図版、
写真等の著作権譲渡のお願い
第2回建築セミナー　日本最大のプロ集団「雨漏り110番」
が教える雨漏り調査の対策とポイント
定時総会議決のお知らせ、通常理事会議決のお知らせ、
臨時理事会議決のお知らせ、定時評議員会議決のお知らせ
平成29年度事業報告、平成29年度決算報告、常設委員会
の新設、平成30年度事業計画、平成30年度収支予算、平
成30年度日本建築協会役員会務分掌、平成30年度日本建
築協会評議員、平成30年度日本建築協会支部長、平成30
年度日本建築協会委員
（一社）日本建築協会京都支部 主催　渡辺安人氏　講演会・
第 1回学生のための現場見学会「国立循環器病研究セン
ター移転建替整備事業」
（仮称）デサントR&Dセンター見学会
第64回工高生デザインコンクール作品募集
第2回片岡安賞（日本建築協会論考コンクール）募集要項
第25回　会員作品特集号“私の空間作法”作品募集

1
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ホワイエ展示エリア

エントランス

松下幸之助歴史館
建　築　主　パナソニック
設計・監理　竹中工務店（展示・内装　乃村工藝社）
施　　　工　竹中工務店（展示　乃村工藝社）

本計画は、2018年・パナソニックの創業100周年記念事業の一環として、かつて門真
1006番地に、若き松下幸之助が構えた第三次本店（1933年）を復元し、新たに、松
下幸之助歴史館として蘇らせるものである。50年前、創業者が存命の折りも、取り
壊された第三次本店を模して工場西側の構内に歴史館が建てられたが、今回は、第
三次本店が建っていた「その場所」に建物を蘇らせることで、創業者が発した言
葉・想いを、時代を超えてその原点に浮かび上がらせ、創業100年の節目において、
今一度創業者・松下幸之助のレガシーを最大化するものである。第三次本店は、今
でいう「本社オフィス」に相当する施設であった。当時のヨーロッパの意匠を取り
入れた外観が特徴になっていたが、決して豪華な材料や特殊な素材が用いられてい
たわけではない。むしろ、その内側に通風や採光が行き届いた学校の教室のような
執務室が房状に連なり、所主室（松下幸之助社主室）を中心に、大きな家族の家の
ような機能的な仕事場（＝オフィス）を創り出していた。今回復元する建築につい
ては、当時のタイルや窓枠等の意匠を可能な限り読み取り外観を復元することはも
ちろん、かつての建物が「オフィス」としての機能性に主眼を置き計画されたよう
に、「展示室」としての新しい機能にふさわしい器でありたいと考えた。第三次本
店の構造は、木骨鉄網コンクリートという、類例が極めて少ない構造形式の建物で
あった。燃えやすいという木材の弱点を克服し、木材に耐火性能と耐久性能を持た
せるための新しい技術として、当時の技術者の前向きな姿勢が垣間見られるもので
ある。残念ながら、現在の法的基準には合致しない構造形式だが、今回の復元では、
強度と変形性能に優れた鉄骨細材の列柱状に連続させる「鉄骨コロネイド（列柱）
架構」により、外観形状を守りながら、大きな展示室をたった 1 本の柱により成立
させ、自由度・可変性に優れた大スパンの展示室を実現した。また、黒煙を吹きだ
していた煙突は自然換気の塔として、新たな環境機能を付加して再生し、創業所が
買い付けて塔屋に設置したとされる舵輪も新たに復元し設置する。創業者・松下幸
之助が100年前、新たな本店を一隻の船としてイメージして、社会という大海原に出
航する気持ち・精神を改めて浮かび上がらせたいと考えた。2018年 3 月 7 日。100周
年を迎えたパナソニックにとって、時を超えて現れた同じ外観の建物が、一つのも
のさしのように、「変わらないものはもとより、変わっていくものを同時に感じられ
るような」、新たな100年への未来を描く大切な場所・空間になればと願っている。
 （米津正臣・近藤直人／竹中工務店）

作品作風

塔屋と舵輪

所 在 地　大阪府門真市
敷地面積　69,093.10㎡
建築面積　 1,343.18㎡
延床面積　 1,906.16㎡
構造規模　S造・一部RC造　地上 2階・塔屋 1階
工　　期　2016年12月～2018年 2 月
最 寄 駅　京阪本線　西三荘駅
撮　　影　竹中工務店

受付およびホワイエ

1階平面図
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緒方  幸 樹

企画編集：澤田純一（作品作風小委員会）

敷地は急な坂道を歩いて20分弱の坂の上、ひな壇擁壁が形成する一画で形状は平行四辺形。
この地区は、国内では最も初期の斜面住宅地で、造成地開発当初の理念は「私地公景」。

東西南北関係なく山の地形にあわせて道路や宅地が設けられ、斜面は急こう配で隣地擁壁は高低
差が大きい。私地公景、コスト抑制などを視野に入れ、敷地のほぼ真ん中に建物を配置しコンパ
クトにまとめることを意識して建坪11坪の総 2階建とした。

隣地擁壁からの安全性を確保するため 1階をRC造とし、 2階は木造の混構造。
外壁は板張りの外断熱で 1・2階共包み、内部に設けた小窓や階段上部のトップライトで通風や光
を取り込み控えめな表情にまとめた。
屋根は寄棟で軒を伸ばし外壁や室内環境を雨、風、日差しからしのぎやすくした。
軒の深さがつくる影と外壁の黒色、総 2階建で凹凸の少ない控えめな表情が道に面して設けた植
栽や背景に広がる既存樹木の緑を映えさせる。

2階のリビング・ダイニングの天井を屋根勾配と合わせ広がりを取り、隣地や周辺と視線が重
ならないようコーナーに窓を設け、南前方に広がる大阪平野への眺望を重視した。建物内部から
だけでなく周りの建物からの眺望を出来るだけ邪魔しないよう、無理のない大きさや形状にして
「私地公景」に役立てたいと考えた。

緒方　幸樹（おがた　こうき）
1962年　熊本県生まれ
1986年　近畿大学理工学部建築学科卒業
1986年　㈱森永建築設計事務所勤務
1992年　ヨーロッパ遊学
1993年　緒方幸樹建築設計事務所設立
2001年～大阪工業技術専門学校非常勤講師



特集●第65回  青 年 技 術 者
青年技術者選考委員会
講評

選考委員長　勝山太郎

日本建築協会͉今年創立じしじ年ͬ迎

えȂ次͈じしし年ͅ向̫新̹̈́ΑΗー

Πͬ切̹̽節目͈年̳̈́ͤ͘ͅȃ

̷̱̀昭和すだ年Ȫじだぜせ年ȫ̥ͣ始

ͤ͘Ȃ今回́そぜ回目͂̈́ͥ青年技

術者表彰͉Ȃ若い技術者͈仕事͈

成果や取ͤ組͙姿勢ͬ審査・表彰

̱Ȃ次代ͬ担う方々ͬ励̳͂͘い

うȂ他͉̈́ͅい΂ςΐ΢ςΞͻͬ

持̾意義深い顕彰制度̱͂̀Ȃ半

世紀以上͈長い歴史ͬ刻̧ͭ́͘

̱̹ȃ今年͉昨年ͤ͢͜ せ名多い

せす名͈応募ͬ頂̧̱̹͘ȃ仕事ͬ

̱̦̈́ͣȂ資料ͬ纏͛上̬̀頂い

̹応募者͈方々Ȃ̷̱̀Ȃ̮推薦

や応募͈͒働̧̥̫̱ͬ̀頂い̹

方々̈́̓Ȃ当顕彰制度͈意義̮ͅ

賛同頂̧Ȃ̮協力頂い̹皆様ͅ御

礼申̱上̬̳͘ȃ̭͈̹͍入念̈́

審査ͤ͢ͅずず名̦選出̯̱̹ͦ͘ȃ

講評͉分野毎͈審査委員͈΋ιン

Π̳̦ͤ͘͢ͅȂ当顕彰͉応募資

料ͬ通̲̀Ȃ総合的ͅȶ人ȷͬ表

彰̳͈̜̳ͥ́ͤ͘͜ȃ実績͉͜

̻ͧͭ大切̳̦́Ȃ関わ̹̽ίυ

ΐͿ·Π͈解説̺̫̩́̈́Ȃ応募

要項͜ͅ重要͂記載̱̀いͥȶ青

年技術者͈思いȷ͈中́Ȃ仕事ͬ

通̱̀得̹̭ͣͦ͂やΫΐοン等

̦Ȃ自分͈言葉̺̫̱̥́̓ͦ̽

ͤ͂語ͣͦ̀い̥̦ͥȂȶ人ȷͬ

選͐審査側͉大いͅ関心ͬ寄̵ͥ

点́Ȃ̷͈ͦͣ期待ͅ十分応え̹

方々̦選出̯ͦ̀い̳͘ȃ逆ͅ残

念̦̈́ͣ今回選外̹͂̈́̽方͉Ȃ

実績͉申̱分̩̈́̀͜Ȃȶ青年技術

者͈思いȷ͈中́求͛̀い̹ȶ本

人̦特ͅ貢献̱̹部分Ȃ̹͉͘力

量̦活̥̯̹ͦ͂思わͦͥ部分͈

詳細̈́説明ȷ・ȶ建築Ȃ都市Ȃ環境

̈́̓ͅ対̳ͥ考え方Ȃ取ͤ組͙姿

勢や将来展望等̾ͅい̀ȷ͈記述

̦不足̱̀い̀ȂίυΐͿ·Π͉

見え̀͜ȶ人ȷ̦見え̈́い̈́̓Ȃ

資料作͈ͤ重点ͬ少̱変えͦ͊良

̥̹͈̽͂ͅ思う͢う̈́惜̱い方

̦多̩見受̫̱̹ͣͦ͘ȃ可能̈́

方͉是非̹͘再応募̱̀頂̧̹い

͂思い̳̱͘Ȃ来年̮応募頂̩

方々͜ͅ審査́重視̱̀いͥεͼ

ンΠ͉是非̮理解頂̧̹い͂思い

̳͘ȃ今回Ȃ入選̯̹ͦ方々͉̲

͛応募̱̀頂い̹方々͉Ȃ自͈ͣ

̭͈ͦ́͘軌跡ͬ振ͤ返ͤȂ将来

ͬ見据え̹͈ͥ͛一͈̾良い機会

̹̈́̽͂ͅ思い̳͘ȃ是非Ȃ後輩

や周囲͈人̹̻̭͈͜ͅ顕彰制度

͈意義ͬ積極的ͅ伝え̀頂̫ͦ͊

͂思い̳͘ȃ̷̱̭͈̀顕彰̦今

後͜活躍̯ͦͥ皆̯͈ͭ͒΀ーσ

͂̈́ͤȂ̹͘Ȃ̧̭̥̫ͦͬ̽ͅ

同世代͈人̹̻͈͂交流や切磋琢

磨ͬ生͚場̱͂̀͜発展̱̀い̩

̭͂ͬ期待̱̀い̳͘ȃ

■設計・計画部門

今年度͈応募͉Ȃ人͈幸̵や人͂

環境Ȃ人々͈感情ͅ寄ͤ添̹̽建

築̈́̓Ȃ人͂建築͈関わͤͬΞー

ζͅȂ建築主͈͂深い打̻合わ̵

や利用者ͬ含̹͛対話等Ȃ各ίυ

ΐͿ·Πͅ真摯ͅ取ͤ組ͦ̀͘い

ͥ姿勢̦強̩感̲取̱̹ͦ͘ȃ建

築͂社会ͬ取ͤ巻̩環境̦̳͘͘

̳多様化̳ͥ中́Ȃ建築・都市͈

ίυΐͿ·Π̤̫ͥͅ課題ͅ真̽

向̥ͣ取ͤ組͙Ȃ技術者̱͂̀成

熟̱̀い̩姿͉高̩評価̯ͦͥ͜

͈̱̹́ȃ̹͘Ȃ今回͉歴史的̈́

建造物や文化財͈̈́̓改修業務ͅ

携わ̹ͦ技術者͜多̩Ȃ興味深̩

応募作品ͬ拝見̵̯̀頂̧̱̹͘ȃ

今年͉応募じぞ名͈方ͤ͢じせ名͈方

ͬ入選͂い̹̱̱̹͘ȃ惜̱͚ͣ

̩͉一昨年来̥ͣ同様ͅȶ関わͣ

̹ͦ業績ȷ͈記述͉̜͈͈ͥ͜Ȃ

我々̦選考̳̜̹ͥͤͅ一番大事

̱̀ͅいͥȶ青年技術者͈思いȷ

͈記述̦少̩̈́Ȃ応募者̮自身͈

建築Ȃ都市Ȃ環境ͅ対̳ͥ考え方

や取組姿勢・将来展望̈́̓Ȃ技術

者̱͈͂̀思い̦確認̧́̈́い ず

名͈方̾ͅい͉̀残念̦̈́ͣ入選

ͅ至̵̱̹ͤͭ́͘ȃ皆様̾ͅい

͉̺̀͘来年͜応募資格̦̜ͤ青

年技術者̱͈͂̀素養͉̤持̻́

̳͈́是非ȶ青年技術者͈思いȷ

ͬ記述い̧̹̺Ȃ再度͈挑戦̤ͬ

待̻̱̳͘ȃ Ȫ橋本ȁ修ȫ

■構造部門

今年度͈応募数͉ ぞ件̺̹̽ȃ審

査͈εͼンΠ͉ȂίυΐͿ·Π͈

中͈́ȶ貢献度ȷȂȶ問題解決͈̹

͈͛創意工夫ȷȂȶ仕事̥̫ͥͅ熱

意ȷ̜́ͥȃ構造͈審査員二人́

全͈̀書類ͬ読͙込̺ͭ後Ȃ一件

̮͂ͅ感想ͬ述͓Ȃ審査基準ͬ満

̹̱̀い̥ͥ̓う̥ͬ確認̱̹ȃ

̷͈結果Ȃ全数ͬ入選̱̹͂ȃ印

象的̺̹͈͉̽Ȃ業績ͅ加え̀応

募書類̷͈͈͈͜作ͤ方̺ȃ書類

͉とず΍ͼΒ́ ぜ枚́͂͘いう制限

̦̜̺̫ͥ́έ΁ーζΛΠ̦無いȃ

じ͈̾作品ͬ丹念ͅ説明̱̹͈͜

̜ͦ͊͜Ȃ複数͈作品ͬ紹介̱̹

͈̜ͥ͜͜ȃ紙面͈密度や̷̭̥

ͣ発̳ͥ熱量͈͢う͈͉̈́͜人ͅ

ͤ͢濃淡̦̜̹̽ȃ日常͈業務͈

中̭͈́͢う̈́書類作͉ͤ簡単́

͉̈́いȃ̱̥̱手間ͬ惜̴̱͘Ȃ

限̹ͣͦ紙面́工夫ͬ凝̱ͣȂ独

自͈言葉́自分͈作品や仕事観ͬ

語̹̽応募書類̥͉ͣȂ構造設計

̷̤̫͈ͥͅ人͈仕事͐ͤ͜伺え

ͥ気̦̱̹ȃ ぞ件͈中͉ͅ大規模

̈́建築͈中́最新͈技術ͬ追求̱Ȃ

業界ͬ主導̳ͥȶ大̧̈́技術ȷ͜

̜ͦ͊Ȃ初͛̀任̯̹ͦίυεー

Ύσ́Ȃ̜ͥい͉設計期間̦ じ週

間͂いう非常事態́͜Ȃ΂ςΐ΢

ςΞͻ͈̜ͥ構造ΟΎͼン̦光ͥ

ȶ小̯̈́技術ȷ̦̜̹̽ȃ全員前途

有望̈́青年技術者̜́ͥȃ後続͈

若い人̹̻͈̹͛͜ͅ業界ͬ盛ͤ

上̬͕̱̀いȃ Ȫ桝田洋子ȫ

■設備部門

本年͉Ȃ設計系じし名Ȃ施工系 す名

͈計じす名͈応募͈う̻Ȃ た名ͬ入

選̱̹͂ȃ

選考ͅ際̱̀Ȃȶ本人͈役割̦明確

̥ȷȶ力量̦活̥̯̹ͦ部分͈詳細

̈́説明̦̜ͤȂ創意工夫̦感̲ͣ

̥ͦͥȷȶ取組姿勢や将来展望̦表

現̯ͦ̀い̥ͥȷͬ評価̱̹ȃ

応募内容͉Ȃ省΀Υ・低炭素・めぬど

ͅ向̫̹取ͤ組͙̱͂̀΀Υσ

Άー実態調査・運用改善・要素技

術提案・竣工後͈性能検証͈事例Ȃ

どなP͈͒取ͤ組͙や施工性͈向上Ȃ

έτ΅ΏΫςΞͻ͈追及Ȃ維持管

理͈́改善ȂどばMͥ͢ͅ検証等͈取

ͤ組͙̦̜ͤȂ幅広い審査͂̈́̽

̹ȃ入選̱̹ た名͂͜Ȃ本人̦直

接携わ̹̽ίυΐͿ·Π́Ȃ取ͤ

組̺ͭ事例ͬ明確ͅ表現̧̤́̀

ͤȂ̷͈中͈́創意工夫̦感̲ͣ

̹ͦȃ惜̱̩͜選考外̹͂̈́̽方

͉Ȃ本人͈役割͂創意工夫͉感̲

̹̦ͣͦȂ業務実積̤̫ͥͅ技術

的̈́優位性̦伝わͥ͢うͅ表現̯

ͦ̀いͥ͂入選̱̹͂思わͦͥȃ

業績͉素晴̱ͣい͈́今後ͅ期待

̱̹いȃ今回͈応募͉省΀Υ・低

炭素化手法͈性能検証ͬ行̽̀い

ͥ事例̦多̩Ȃ竣工時期͈関係̥

ͣ検証̦不十分̈́案件͉Ȃ継続̱

̹努力ͬ期待̱̹いȃ今後͜腕試

̱̱͂̀積極的ͅ応募̱̀い̹̺

̧̹いȃ

 く井村ȁ隆ぐ

■施工部門

今年度͈施工部門͉́ そ件͈応募

̦̜̹̽ȃ応募内容͙ͬͥ͂施工

合理化ͥ͢ͅ生産性向上事例̦ す

件ȂどばM͈適用事例̦ す件Ȃ躯体及

͍仕上̬工事͈施工改善事例͈報

告̦ す件͂̈́̽̀い̹ȃ選考͈結

果Ȃ̷͈中̥ͣせ件ͬ入選̱̹͂ȃ

入選̱̹ せ件̾ͅい̀Ȃ じ件目͉

生産段階̤̫ͥͅどばM͈活用事例

́ȂΧͼήςΛΡ構造͈納ͤ͘検

討及͍鉄骨建方計画ͅどばMͬ有効ͅ

活用̱̀施工効率化ͬ図̽̀いͥȃ

す件目͉́Ȃ試行錯誤ͬ繰ͤ返̱

̹末ͅ高強度地盤改良体͈開発ͬ

実現̱̀いͥȃ̹͘Ȃ大規模大深

度地下工事ͅ対̱̀様々̈́工夫ͬ

̱̀施工性向上ͅ取ͤ組ͭ́いͥȃ

ず件目͉大規模物流倉庫工事͈労

務ͬ削減̳̹ͥ͛ȂξΣΛΠ化や

Pなよ化̈́̓省力化工法ͬ多面的ͅ取

ͤ組͙Ȃ結果̱͂̀労務 ず割減ͬ

達成̱̀いͥȃ せ件目͉Ȃ大空間

ͬ有̳ͥγーσ̤ͅい̀Ȃ複雑̈́

躯体・仕上̬工事手順ͬ資材搬入

や足場͈盛替ͬ踏͘え̀詳細ͅ策

定̱Ȃ無理・無駄͈̈́い施工ͬ実

施̱̀いͥȃ

今回͈ せ件͉Ȃ̷̸͈ͦͦ課題ͅ

対̱̀真摯ͅ取ͤ組͙Ȃ確実̈́成

果ͬ上̬̀いͥȃ今後͜建築技術

者̱͂̀Ȃ̳̳͈̮͘͘活躍ͬ期

待̳ͥȃ

 Ȫ山口善史ȫ

■設計ノ計画部門─

太田ȁ匠哉　竹中工務店

太田ȁ裕人　大林組

岡ȁȁ隆裕　日建設計

金子ȁ公亮　日建設計

久家ȁ一哲　昭和設計

芝井ȁ健一　大林組

下田ȁ康晴　東畑建築事務所

伊達ȁȁ翔　大林組

鶴見ȁ博之　大成建設

鳥海ȁ宏太　日建設計

中島ȁ慎一　徳岡設計

西山ȁ尚希　安井建築設計事務所

松下ȁ拓真　東畑建築事務所

山﨑ȁ篤史　竹中工務店

■構造部門─

赤澤ȁ資貴　竹中工務店

朝日ȁ智生　日建設計

西槇ȁȁ毅　東畑建築事務所

野口ȁ浩平　大林組

花房ȁ広哉　鹿島建設

宮脇ȁ正尚　大林組

渡邊ȁȁ祥　安井建築設計事務所

■設備部門─

小林ȁ佑輔　竹中工務店

高根澤ȁ武　日建設計

田中ȁ祐輔　三菱地所設計

中尾ȁ善弘　清水建設

中山ȁ和樹　大林組

貫名ȁ篤郎　日建設計

横山ȁ輝明　竹中工務店

吉成ȁ正彦　大林組

■施工部門─

大川ȁ光雄　竹中工務店

熊給ȁ哲哉　竹中工務店

巽ȁ祐太朗　鹿島建設

杉井ȁȁ毅　大成建設

部門別ぜし音順

応募状況と結果

部門 応募数 入選数

設計ノ計画 じぞ じせ

構造 ぞ ぞ

設備 じす た

施工 そ せ

第65回青年技術者選考委員
勝山　太郎／ ㈱日建設計設計部門

理事グループマネージャー設計部長

岸田　文夫／ ㈱竹中工務店開発計画本部長
（西日本担当）

長尾　　健／長尾健建築研究所代表 

橋本　　修／ ㈱昭和設計執行役員プロジェクト
推進室室長

松原　茂樹／ 大阪大学大学院工学研究科
地球総合工学専攻准教授

金尾　伊織／ 京都工芸繊維大学デザイン・
建築学系教授

桝田　洋子／㈲桃李舎代表取締役

井村　　隆／清水建設㈱関西支店設備設計部設計長

小倉　良友／ ㈱日建設計エンジニアリング部門設備
設計グループ理事副代表設備設計部長 

山口　善史／ ㈱大林組大阪本店建築事業部
生産技術部長

山辻　直樹／ 大成建設㈱関西支店建築部
購買管理室課長
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設計・計画部門

太
おお

田
た

匠
たく

哉
や

生 年 月　1982年12月愛知県生まれ
最終学歴　 2008年京都大学大学院工

学研究科建築学専攻修了
業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　熱金鋼業熱田賃貸マンション
2012年　 名古屋センタービル

ワークプレース再構築
2015年　 浜松日体中学校創立十周年

 高等学校創立五十周年記念
事業

2017年　名古屋市営金城ふ頭駐車場

■青年技術者のことば

ȶ有限͈要素̥ͣ如何ͅ無限͈魅

力ͬ生͙出̳̥ȷ建築設計ͅ取ͤ

組͙始͛じし年Ȃ常̭͈ͅ思想ͬ一

貫̱̀持̻続̫̀い̳͘ȃ

̭ͦ͘ ȶ́寮ȷやȶ学校ȷȂȶ駐車場ȷ

等じ͈̾基準͂̈́ͥ単位͈繰ͤ返̱

́全体̦構成̯ͦͥ建築ͅ携わͥ

機会̦多̩̜̱̹ͤ͘ナ

͈̓ίυΐͿ·Π̤ͅい̀͜機能的

ͅ華美̈́装飾ͬ必要̵̴͂Ȃ必要

最低限͈機能ͅ対̱̀設計̦必要

̯̳͂ͦ͘ȃ̷͈中́繰ͤ返̱͈

要素͈中́如何ͅ人ͅ心地̩͢

訴え̧̥̫͈̦̥ͥ́ͥͬ͜多̩

考え続̧̫̱̹̀͘ȃ

例え͊寮͉́じσーθ̦じしし室連̈́

ͤそしｍ͈έ͹΍ーΡ̦街͂対峙̱Ȃ

駐車場͉́ずししｍ×じししｍ͜ͅ及͐

長大̈́車空間͈中́繰ͤ返̯ͦͥ

躯体͈構成̦如何ͅΏンίσͅ

浮̥͍上̷̦̭ͤͅ入̭͚ͤ光や人

͈表情̦多様ͅ浮͍上̵̦̳ͣ͘ȃ

幸運̭͈ͦ́͘͜ͅίυΐͿ·Π

͉́建築主や多̩͈関係者ͅ止͘

̴ͣ建物利用者や偶然近̩ͬ通ͤ

̥̥̹̽方̈́̓͜ͅȶΏンίσ

̺̫ Ȧ̓何̥ȧいい͇ȷ͂ 声ͬ掛̫̀

頂̩̭̦͂多̩̜̳ͤ͘ȃ

̷͉ͦȂ̷うい̹̽有限͈͈͜

Ȫ明解̈́構成ȫ̦人ͅ訴えや̳̩Ȃ

̷̭̥ͣ生ͦ͘ Ȧͥ何̥ȧ魅力̜ͥ

͜ Ȫ͈時間͂共ͅ刻々̥͂わͥ光や

影や人͈動̧͈̈́̓無限͈表情ȫ

̧̦̽͂人͈心ͅ響̩̥̺ͣ͂

信̲̀い̳͘ȃ

■すいせん者

市川健二

㈱竹中工務店ȁ名古屋支店

設計部ȁ設計部長

名古屋市営金城ふ頭駐車場

名古屋センタービルワークプレース再構築

熱金鋼業熱田賃貸マンション
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設計・計画部門

太
おお

田
た

裕
ひろ

人
と

生 年 月　1982年 6月神奈川県生まれ
最終学歴　2007年早稲田大学理工学
　　　　　研究科建築学専攻
業務経歴　2007年㈱大林組入社
　　　　　現在、大阪本店建築事業
　　　　　部建築設計部副課長
●担当した主なプロジェクト
2009年　 パナソニック㈱セミコンダ

クター社砺波工場Ｅ棟
2011年　太陽生命長野支社
2013年　ロジポート相模原
2015年　 三井不動産ロジスティクス

パーク日野（MFLP日野）
2015年　 イワタニ水素ステーション

東京池上

■青年技術者のことば

私͉Ȃ建築物̦都市͈Ηーη΢σ

機能ͬ持̽̀いͥ͂常ͅ意識̱Ȃ

日々設計ͬ行̽̀いͥȃΗーη΢

σ͉͂Ȃ終着駅や末端Ȃ端末͂い

う語源̥ͣ派生̱̀Ȃ日本͉́Ȃ

広̩Ȃ交通機関や物̦多̩集͘

ͤȂ̹̦͌͂͘多̩集う起終点や

拠点͈意́捉えͣͦ̀いͥȃ多̩

͈物や情報̦集ͤ͘Ȃ発信̯ͦͥ

拠点̜́ͥȃ̹͘Ȃ集̹͛ͣͦ物

や情報ͬ求͛Ȃ̹̩̯͈̦ͭ͌͂

集いȂ̷̱̹̀͘Ȃ次͈目標地͒

向̫̀出発̳ͥ拠点̜́ͥ͜ȃ

建築物͉ͅ有限̈́敷地̦̜ͤȂ当

然̷̭ͅ建̀ͣͦͥ建物̷̹͘͜

ͦ自身͉動̧̩̭͈͂́̈́い固定

̯̹ͦ物̜́ͥȃ̱̥̱Ȃ̷̭ͅ

関わͥ͌͂や物͈存在̽̀͢ͅȂ

都市ͼンέρや交通͈拠点̜́̽

̹ͤȂ地域文化や歴史͈継承拠点

̜̹́̽ͤ͂Ȃ建築物̦都市͈

Ηーη΢σ̱͂̀機能̱̀い̩ȃ

建築物͉̜̜ͤ͂ͣゆͥ周辺ͬ巻

̧込͚力ͬ持̽̀いͥȃ言い換え

ͦ͊Ȃ建築物͉都市ͅ施̱̹ȶ̱

̥̫ȷ͂͜言えͥȃ̷̱̀Ȃȶ̱

̥̫ͥȷ̭̦͂設計行為̺ȃ̷ͭ

̈́ȶ̱̥̫ȷ͈ͬ̓͢う̩̾ͥͅ

̥Ȃ̓ͭ̈́ȶ̱̥̫ȷ̩̥ͬ̾ͥ

思いͬ巡̵ͣȂ実際ͅȶ̱̥̫

ͥȷ̭̦͂実ͅ楽̱̩Ȃわ̩わ̩

̵̯ͥȃ私͉Ȃ̭͈思考͂行為̭

̷̦建築家͂社会̪ͬ̾̈́接点́

̜ͥ͂考え̀いͥȃ

■すいせん者

松井宣明

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

建築設計部ȁ部長

三井不動産ロジスティクス
パーク日野（MFLP日野）
超大型物流ターミナルの高効率化を
実現する一方で、住宅地に隣接する
敷地条件という課題に対し、真摯に回
答した。建物を広大な緑地でくるみ、
地域環境の保全に努め、その一部を
一般開放することで近隣住民にもや
さしい施設を目指した。整形で暴力
的になりがちな建物ボリュームは、
壁で分割し、壁の集合として見せる
ことで軽快さを与えている。また、
バルコニー部分に竪樋やウェザーカ
バーをまとめ、粗密を強調して壁面
を分節することで、スケール感の低
減を図った。物流の原点に立ち返り、
物とひと両方が主役である物流ター
ミナルの実現を意識した。

イワタニ水素ステーション東京池上
水素ステーションにコンビニエンスストアが併設された現代版ターミナル。機能
的に「クローズ」な水素貯蔵棟にはソリッドな材料、重い色調を使用する一方、
明るく「オープン」なコンビニ・事務所棟はガラスカーテンウォールを用いた軽
い箱としている。対比的な表現の 2 つの建物を、交差点に対し、両腕を広げるよ
うに配置することで、「未来のインフラである水素エネルギーと生活のインフラ
であるコンビニエンスストアのコラボレーション」の在り方を提示している。
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設計・計画部門

岡
おか

　 隆
たか

裕
ひろ

生 年 月　1982年11月兵庫県生まれ
最終学歴　 2007年京都大学大学院

工学研究科建築学専攻 修了
●担当した主なプロジェクト
2013年　 六甲学院中学校・高等学校 

本館
2014年　釜山外国語大学
　　　　南山洞キャンパス
2015年　 新居浜市総合文化施設・美

術館　あかがねミュージアム
2015年　 ダイキン工業 テクノロジー・

イノベーションセンター

■青年技術者のことば

̭ͦ́͘建築͈設計ͬ通̱̀希求

̧̱̹̭͉̀͂Ȃͺ·ΞͻΫΞͻ

ͬ手掛ͤ ȶͅ人ȷ͈ 経験ͬ豊̥ͅ

̳̭ͥ͂Ȃ場͈歴史͂Ȃ̷͈建築

̦求̹͛ͣͦ文脈ͅ敬意ͬ払いȂ

ȶ人ȷ̦ 得 ȶͥ価値ȷͬ 最大化̳ͥ

̭̳͂́ȃ

空間̦̓う使わ̥ͦͥȃ̷ͦͬ想像

̱̀図面ͅ思いͬ込͛ͥ設計者ͅ

͂̽̀ȂξーΎー͈͂対話͉欠̥

̵̈́い͈̺͂͜考え̀い̳͘ȃ̭

ͦ́͘実際̷͈ͅ建築・空間ͬ使

うȶ人ȷ͂ Ȃ多̩͈対話ͬ重̧͇̀

̱̹͘ȃ̷̭́深̩洞察̱Ȃ寄ͤ

添いȂξーΎー͈思い通͈ͤ経験Ȃ

時͉ͅ思͙̥̽̀̈́̽͜ ȶ̹豊̥ȷ

̈́経験・価値ͬ提供̳ͥ事̷̭Ȃ設

計者͈使命̜́ͥ͂信̲̀い̳͘ȃ

̷̱̀長い時ͬ経̀残ͤ続̫̥ͥ

̷̭ͣȂ建築͉流行ͤ廃͈ͥ͜

̵̜͉́̽̀̈́ͤͭ͘ȃ̷͈土地

́Ȃ求̹͛ͣͦ文脈͈中́Ȃ̓う

いう姿́立̻現̧͓̥ͦͥȃ決̱

̀回答̦一͉̾́̈́い設計行為

̤ͅい̀Ȃ̷͈結果͉Ȃ建築主

やξーΎー͈得 ȶͥ価値ȷͬ ̓ͦ

̺̫最大化̧̹̥́Ȃ̷͈建築̦

豊̥̈́ͺ·ΞͻΫΞͻ͈受̫皿͂

̱̀Ȃ̺̫̓ͦ生̧永ͣえ続̫̹

̥Ȃͅ委͇̭ͣͦͥ͂͂思い̳͘ȃ

建築͉時ͅ社会ͅ大̧̈́ͼンΩ·

Πͬ与え̳͘ȃ̷͉ͦ建築͂空

間・時間ͬ共̳ͥͅ一人一人͈

ȶ人ȷ̦ 紡̪Ȃ一̾一͈̾ΑΠー

ςー̦起̭̳͈̺͂͜信̲Ȃ設計

者̱͂̀一人́͜多̩͈人͈経験

ȶͬ豊̥ȷͅ ̱Ȃ共感ͬ得ͥ建築ͬ

実現̱̀い̩̹͛Ȃ日々Ȃ目前͈

設計ͅ専心̱Ȃ研鑽ͬ続̫̀い̩

所存̳́ȃ

■すいせん者

岡田泰典

㈱日建設計ȁ設計部門ȁ設計部長

六甲の大自然に抱かれた、質実な南面ファサード

新居浜市総合文化施設・美術館
あかがねミュージアム
別子銅山の麓、駅前のシンボルと
して、新居浜市の発展を支えた銅

（あかがね）を纏う、芸術・文化の
活動拠点。中央のアトリウムを中
心に、美術館、小劇場のホワイエ
空間がつながり、地域文化・市民
活動の創造・発信の場と融合する、

「総合文化」の実現を目指した。

六甲学院中学校・高等学校　本館
創立75周年を機に建て替えられた本館は、六甲山の山並みを背に瀬戸内海を見渡す、旧本館と同じ佇まいで急坂の上に
屹立する。シンメトリーで真っ直ぐな片廊下の空間構成や、生徒自らが清掃で磨き上げる人造大理石研出、木造作等の
素材を継承しつつ、最新の学習環境と環境技術を備えた、時代を超えて「伝統を未来に受け継ぐ」学び舎とした。

ダイキン工業 テクノロジー・イノベーションセンター
国内に分散していた開発技術者を集約した、技術イノベーションのための研究所。1,500㎡× 2 層、メガフロアのワン
ルームワークプレイスと、社外とのコラボレーション空間「フューチャーラボ」「知の森」を持つ 2 万㎡のオフィス
エリアは、2.8万㎡に及ぶフレキシブルな実験エリアと一体となって社内外協創を加速する。

屋内のステージ、カフェと連続する、屋外ステージ

エントランスアトリウム菱葺銅板が導くメインアプローチ

オフィスエリアと実験エリア、機能の異なるファサードを統合する丸パイプ庇

中央のワイガヤステージから上下の両側30mに展開するワークプレイス
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設計・計画部門

金
かね

子
こ

公
のり

亮
あき

生 年 月　1982年11月静岡県生まれ
最終学歴　 2007年首都大学東京大学

院工学研究科修了
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　現在、設計部門設計部主管
●担当した主なプロジェクト
2009年　土佐堀ダイビル
2009年　金光教大阪センター
2011年　しまね海洋館アクアス
2015年　松江市総合体育館
2016年　広島経済大学明徳館
2018年　和歌山地方合同庁舎

■青年技術者のことば
設計者̱͂̀大切̱̹ͅい͂考え
̀い̭̦ͥ͂す̜̾ͥȃ
͉͌͂̾ȶ建築͈価値ͬ最大化̳
̹͈ͥ͛対話̱ͬ続̫̭ͥ͂ȷ
施主͉安価́質͈高い建築ͬ要求
̱Ȃ設計者͉設計ͬ通̱̀自己実
現̱͢う͂考えȂ施工者͉簡易ͅ
作̽̀利益ͬ上̬͢う̳͂ͥȃ̭
͈目的͈異̈́ͥ三者̦集̽̀͘初
͛̀建築͉実現̳̦ͥȂ̭ͦͬ前
ͅ進̹͛ͥ͛ͅ対話̦重要̜́ͥ
̭͉͂明白̜́ͥȃ目的̦異̈́ͥ
立場̷̜̥̭́ͥͣȂ丁寧ͅ対話
̳̭ͥ͂́Ȃ̭ͦ́͘見落̱͂̀
い̹価値ͅ気̧̩̭̦̿͂́Ȃ結
果Ȃ建築͈価値ͬ最大化̳̭ͥ
̦͂̾̈́ͥ͂ͅ考え̀いͥȃ̭
͈ȶ対話ȷ̷̭̦Ȃ建築͂いうκ
Φ・΋Π̩͈̿ͤΘͼ΢ηΒθ́
̜ͤȂ私̦建築ͅ魅了̯ͦͥ最大
͈理由̜́ͥȃ
͜う͉͌͂̾ȶ土地̦持̾文脈ͬ
読͙解̧Ȃ̷ͦͅ素直̭̈́ͥͅ
͂ȷȃ
建築͉土地ͬ得̀初͛̀成立̳
ͥȃ建築͉い̴̩͉̥ͦ̈́̈́ͥ̈́
い͈̺̦͜Ȃ本来͈目的ͬ終え̀
͜人々̥ͣ愛̯ͦȂ残ͤ続̫̀い
ͥ建築̦̜ͥȃ̷ͦͣͅ共通̳ͥ
͈͉͜土地ͅ対̳ͥ素直̯̜́
ͤȂ̷͈姿勢̦美̱̩映ͤȂ人々
͈心ͬ捉え̥̺ͥͣ͂思うȃ̷͈
場所ͅ建̾意味ͅ真摯ͅ向̧合
いȂ解答ͬ導̧出̳̭̦͂Ȃ設計
者ͅ許̯̹ͦ職能̜́ͥ͂͂͜ͅ
担う̧͓職責̜́ͤȂ時ͬ超えͥ
建築ͬ創ͥ唯一͈方法̺͂考え̀
いͥȃ歴史Ȃ風土Ȃ環境Ȃ都市͂
͈調和ȃ天̥ͣ舞い降̹ͤ͢う
̈́ȶ図ȷ̱͈͂̀建築͉̩́̈́Ȃ
̽͂͜土着的́Ȃ̷̭̥ͣ生え̀
̧̹ȶ地ȷ̱͈͂̀建築ȃ̷͈土
地͈物語ͬ紡̪Ȃ語ͤ部͈͢う̈́
建築ͬ目指̱̹いȃ

■すいせん者
塩田哲也
㈱日建設計ȁ設計部門ȁ設計部長

金光教大阪センター 撮影：東出清彦

松江市総合体育館 撮影：SATOH PHOTO 佐藤和成

和歌山地方合同庁舎 撮影：時空アート
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設計・計画部門

久
く

家
が

一
いっ

哲
てつ

生 年 月　1984年10月長崎県生まれ
最終学歴　 大阪大学大学院工学研究

科地球総合工学専攻建築
工学科目修了

業務経歴　 2009年㈱昭和設計入社
現在、同社建築設計部主査

●担当した主なプロジェクト
2009年　堺高校エコ改修
2010年　順心病院
2011年　耳原総合病院
2012年　 筑後地域消防指令センター・

久留米消防署東出張所合同
新庁舎

2013年　造幣局東京支局
2014年　 太陽の塔内部再生プロジェクト

川西市市民体育館
2015年　御影公会堂耐震改修
2016年　泉大津市消防本部庁舎
2017年　西脇市新庁舎市民交流施設
●受賞等
川西市市民体育館
　2017年　川西市景観賞
御影公会堂
　2018年　登録有形文化財選定

■青年技術者のことば

Ⱥ時間軸ͬ見据えαΑΠ̈́選択ͬȻ

過去・現在・未来͈時間軸́͂ͣ

え̧̹͈͂最適解͉何̥常ͅͼ

ιーΐ̳̭ͥ͂ͬ大切̱̀ͅい

ͥȃ建物͈利用者͈声や思いͬ尊

重̳̭ͥ͂ȂΣーΒͬ的確ͅ汲͙

取ͤ今͈時代ͅ合う提案̳̭ͬͥ

͂Ȃ未来̤ͅい̀͜価値ͬ増̱̈́

̦ͣ人々͈生活͈一部́有ͤ続̫

̭ͥ͂ȃ

全͉̀利用̳ͥ人ͅ愛着ͬ持̽̀͜

ͣい̦̈́ͣȂ長̩大切ͅ使̽̀ͣ͜

う̹͛ȃ設計ͬ志̧̱̹̥͂ͣ今

̭͈́͐ͦͥ͂̈́͘い思い̜́ͥȃ

Ⱥ人̱͈͂̀器͂感受性ͬ大切ͅȻ

建築̩͉̿ͤ一人͉́到底実現́

̧̈́いȃ構造・設備・施工・維持

管理・運営̈́̓ͬ見据え̹Ψρン

Α感覚͂Ȃ視野͈広̯ͬ持̭̾͂

̦重要͂感̲ͥȃ自̦ͣ率先̱̀

考え̀動̧̦̈́ͣ関係者ͅ思いͬ

伝え̭ͥ͂́Ȃ̷̸͈ͦͦαΑΠ

ͬ引̧出̱ͤ͢質͈高い建築͒͂

導̫ͥ͢うȂ人̱͈͂̀器ͬ磨い

̀い̧̹いȃ

̓ͭ̈́人͈思い̩͙͜取̽̀い̫

ͥ感受性ͬ高̦͛̈́ͣȂ利用̳ͥ

人͈̹͈͛提案力・技術力̭ͬͦ

̥ͣ貪欲ͅ身̫̹̾ͅい͂思うȃ

■すいせん者

鳥居久人

㈱昭和設計ȁ執行役員

太陽の塔内部再生プロジェクト　ー芸術作品から力強くメッセージを発する建築物へー
1970年の大阪万博のテーマ館として岡本太郎にデザインされ、万博後は人が立ち入れない工作物として残っていた。地上
2 階建てとして捉え、現行法規の取り扱いの元、不適合箇所を洗い出し、避難安全性・耐震性能を満足させ建築物へと組み
立てなおした。改修時に内外部のデザインを変えることなく芸術を展示空間として再生し、一般公開させるに至った。

御影公会堂耐震改修　ー利用者の思いの詰まった建物を次の世代に引き継ぐー
1933年に創建され、太平洋戦争の空襲や阪神淡路大震災に耐えた歴史を持ち、映画「火垂るの墓」にも登場する。満足な
図面もない中、利用者の声を聞き、写真や同じ設計者の建物を見てデザインを紐解いた。文化財登録を見据えて、創建当時
の意匠を復元した。戦災で座屈した集会場鉄骨トラスは屋根スラブを落とさずに全て入れかえ補強を行った。

川西市市民体育館　ーひと・まち・自然をスポーツでつなぐー
「見る」「見られる」の関係を随所に設け、利用者が自然と体を動かしたくなるような仕掛けをつくりながら、多様なプログ
ラムを展開できる体育館とした。見上げた際に競技に支障が出ないように徹底的に部材を合理化した格子梁や、維持管理の
しやすいソックダクトを提案した。外からも中からも緑が見える中で心地よく体を動かせる体育館を目指した。
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設計・計画部門

芝
しば

井
い

健
けん

一
いち

生 年 月　1983年 5 月福井県生まれ
最終学歴　2006年北海道大学大学院 
　　　　　建築都市空間デザイン学科
業務経歴　株式会社大林組 入社
　　　　　現在、名古屋支店
　　　　　建築設計部 副課長
●担当した主なプロジェクト
2013　東芝エレベータ15A号館 
　　　フィールド研修センター
2013　岡崎市火葬場運営事業
2013　川崎重工 弥富寮
2014　プライムアースEVエナジー㈱ 
　　　品質棟・保全棟
2016　藤田保健衛生大学
　　　坂文種報德階病院
2017　藤田保健衛生大学大学病院
2018　プライムアースEVエナジー㈱ 
　　　PEVEアリーナ 「結（むすび）」
2018　プライムアースEVエナジー㈱
　　　モリの子保育園

■青年技術者のことば

ȶ長̩親̱ͦͥ͘建築ȷ

建築͈宿命͉ȶ使わͦͥȷ̭͂ͅ

̜ͥȃ建築͉使わ̩ͦ̈́̈́ͥ͂著

名̈́建築家ͥ͢ͅ作品̜́̽̀͜

短命̱̀ͅ解体ͅ追い込̭ͦͥ͘

̦̜̦͂ͥȂ̭͉ͦ存在̱̀いͥ

̺̫́維持費̦̥̥ͥ͂いう現実

̷̦͈理由̺ͧうȃ設計者͉施主

̭͈ͅ現実的̈́費用ͅ見合う空間

ͬ提供̱̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ̭͈

現実̷̭彫刻やͺーΠ͈創造͉ͅ

̈́い建築͉͈̈́ͣ́面白̯͂難̱

̯͉́̈́い̺ͧう̥ȃ

地球環境͂共生̱̩̹͉̀͛ͅ

建築̷͈͈͈͜省΀Υͬ追求̳ͥ

̭̯̭̦͂ͥ͂̈́ͣ͜Ȃ長̧ͅわ

̹̽̀存在̳̭̦ͥ͂前提͂̈́ͥȃ

風景や景観͂い̹̽時間軸ͬ伴う

指標́価値ͬ獲得̳̹͉ͥ͛ͅȂ

時代͈移ͧい́陳腐化̱̈́い佇͘

い́存在̱̫̭̦̾̿ͥ͂必要ͅ

̈́ͥȃ

愛着ͬ̽̀͜使わͦȂ風景・景観

̱͈͂̀価値ͬ獲得̱̀地域住民

͜ͅ歓迎̯ͦͥ͢う̈́建築ͬ残̳

̭̦͂設計者͈使命̺͂考え̀い

ͥȃ自分̦̥̥わ̹̽作品̦今日

͜愛着ͬ̽̀͜使̽̀ͣ͜え̭ͥ

͂ͬ願̽̀いͥȃ

■すいせん者

近井ȁ務

㈱大林組ȁ名古屋支店

統括部長

PEVEアリーナ「結（むすび）」
プライムアースEVエナジー（株）の創立20周年記念事業で企画された体育館で、コンセプトは災害対策拠点としての機能
と徹底した省エネである。ファサードやエントランスは施主の主力製品をモチーフにして、必要な機能をメタリックな質感
の外装材がパッケージングするような形状とした。

モリの子保育園
定員30名の事業所内託児所の計画で、必要諸室の間に意図的に「隙間」を設けることで風通しを良くすると共に、楽しげな
スペースが生まれるようにした。駐車場からの通勤動線には起伏があることに着目し、園庭でこども達が遊ぶ様子を見守る
ことができるようなプランニングを意識した。

藤田保健衛生大学病院
病棟・外来・健診センターからなる病院の増築計画である。内装は既設棟まで含めた共通のデザインコードである「木」
を、多用なスペースやグレード感に応じてアレンジした。増改築を何度も繰り返す広大な病院の中で一体感のある空間を提
供することができた。
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設計・計画部門

下
しも

田
だ

康
やす

晴
はる

生 年 月　1982年10月鳥取県生まれ
最終学歴　 2007年 広島大学大学院

工学研究科社会環境シス
テム専攻修士課程修了

業務経歴　2007年 ㈱東畑建築事務所
　　　　　 現在､ 本社オフィス大阪

設計室 主任技師
●担当した主なプロジェクト
2007年　武田薬品研修所
2010年　エクセディ新本館ビル
2011年　上村工業 新中央研究所
2012年　なにわ生野病院
2015年　坂出市新庁舎
2017年　長門市新庁舎
2018年　中穂積の家（個人活動）

■青年技術者のことば

－̷͈先͈社会͒建築ͬ届̫ͥ－

公共建築̥ͣ民間施設・住宅̈́̓

̭ͦ́͘経験̱̹ίυΐͿ·Πͬ

通̲̀Ȃ様々̈́ȶ建築͂社会ȷ͂

͈接点ͅ出会う̧̭̦̱̹͂́͘ȃ

建築͈設計̤ͅい̀特ͅや̦ͤい

ͬ感̲͈͉ͥȂ̷͈社会͈͂接点

ͬ通̲̀学͍培̹̽内容ͅȂίυ

ΐͿ·Π͈文脈̤̫ͥͅ可能性や

人々͈想いͬ重͇Ȃ建築̱͈͂̀

価値͒͂昇華̵̯̭ͥ͂́Ȃ̷͈

先͈社会͒͂貢献̧̭́ͥ͂ͧ́

̳ȃ

建築ͬ利用̯ͦͥ方々ͅ生̧生̧

͂空間ͬ使い続̫̀頂̩̭͉͂ͬ

̲͛Ȃ̷͈建築̦̤̥ͦͥ社会ͅ

対̱̀新̹̈́可能性や価値ͬ提示

̳ͥ姿勢ͬ大切ͅȂ先͈社会ͬ見

据え̹設計ͬ心掛̫̀い̧̹い͂

思い̳͘ȃ

今ネ日本͈社会͉縮小・超高齢化

ͅ加えȂとば͈̈́̓Ξ·Φυΐーや

経済・国際社会͈͂在ͤ方̈́̓Ȃ

様々̈́局面̤ͅい̀変化̦起̭ͤ

̜̾̾ͤȂ建築͈分野̤ͅい̀͜

̭̥̯ͦͣͣͅ大̧̈́影響・変化

̦訪͈ͦͥ͂͜思わ̳ͦ͘ȃ

̷͈͢う̈́変化ͅ正面̥ͣ向̧合

い̦̈́ͣȂ̷͈先͈社会̤̫ͥͅ

幸̵̈́未来ͅ貢献̧́ͥ設計者ͬ

目指̱̀Ȃ̭̥ͦͣ͜日々研鑽ͅ

励͙̹い͂思い̳͘ȃ

■すいせん者

笹村欽也

㈱東畑建築事務所

執行役員ȁ本社΂έͻΑ 大阪副代表

長門市新庁舎

上村工業 新中央研究所

中穂積の家
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設計・計画部門

伊
だ

達
て

　 翔
しょう

生 年 月　1984年 2 月奈良県生まれ
最終学歴　2009年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科地球総合工学
　　　　　専攻修了
業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　現在、大阪本店建築事業
　　　　　部建築設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2016年　加古川中央市民病院
2017年　日本生命病院
2019年　林病院竣工予定

■青年技術者のことば

ȶ都市͉͂Ȃ̷͈通ͤͬ歩い̀い

ͥ少年̦Ȃ彼̦い͈̾日̥̹̈́ͤ

い͂思う͈ͬ͜感̲͂ͦͥ場所́

̩͉̈́̀̈́ͣ̈́いȃȷ̭͉ͦσͼ

Α・΃ーン͈名言́Ȃ私̦学生時

代̥ͣ好̧̈́言葉͈ じ̜̾́ͥȃ

学生時代͉Ȃ΃ーン͈言葉̜ͥͅ

͢うͅ建築͉人々͈感情ͅ訴え̥

̫ͥ力̦̜ͤȂ̷ͦͬ実現̳̭ͥ

̦͂設計̺͂考え̀い̹ȃ

̱̥̱私͜社会人̈́ͤͅȂ病院設

計ͅ携わ̭ͥ͂ ぞ年ȃ̷͈中́

感̲̭͉ͥ͂Ȃ感情ͅ訴え̥̫ͥ

̭͂ͤ͢Ȃ̴͉͘感情ͅ寄ͤ添う

̭̦͂大切͉́̈́い̥͂いう̭͂

̺ȃ病ͬ抱え̹患者͈不安や手術

成功後͈安堵Ȃや̵ͥ̈́い怒ͤȂ

̷̱̀悲̱͙ȃ̭͈͢う̈́喜怒哀

楽͈感情ͬ受̫入̹͉ͦͥ͛ͅȂ

人々͈五感ͅ働̧̥̫ͥ内外空間

̱̥ͬ̽ͤ͂創ͤ込͚̭̦͂必要

̺͂考えȂίυεーΏοン͂光Ȃ

素材ͅ拘̹̽設計ͬ行̧̹̽̀ȃ

·ρͼͺンΠ͈夢̹̺ͬ叶え͈ͥ

͉̩́̈́Ȃ患者͈想いやȂ立̻

寄̹̽人々͈感情ͬ代弁̳ͥ気持

̻́線ͬ引̩ȃ̷͈上́Ȃ·ρͼ

ͺンΠ͈理想ͬ上回ͥ提案̳ͬͥ

̷̭̭̦͂Ȃ設計͈役割̺͂考え

̀いͥȃ

人々͈想いͅ寄ͤ添う設計ͬ続̫

̭ͥ͂́Ȃ訪ͦͥ人々͈人生̦豊

̥̈́ͥ͢ͅうȂ建築͈構成ͬ考え

抜̩̭͂ͬ大切̱̀ͅい̧̹いȃ

■すいせん者

東井嘉信

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

建築設計部ȁ部長

加古川中央市民病院

日本生命病院

林病院
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設計・計画部門

鶴
つる

見
み

博
ひろ

之
ゆき

生 年 月　1982年 9 月静岡県生まれ
最終学歴　 2009年早稲田大学大学院

修士課程修了
業務履歴　 2009年大成建設㈱　入社

現在、本社設計本部
　　　　　プロジェクトアーキテクト
●担当した主なプロジェクト
2012年　銀座 3 丁目Dビル
2013年　丸本組本社ビル
2016年　カネカ未来創造館
2017年～ 吉城園周辺地区保存管理・

活用事業

■青年技術者のことば

ȶ＋α͈要素ͥ͢ͅ最適解ͬ超え

ͥ建築͈創出ȷ

ͬ目指̱Ȃͤ͢良い建築̳ͥͅͅ

͉̓う̳ͦ͊͢い̥͂いう̭͂ͬ

常ͅ模索̱̦̈́ͣ設計ͬ行̽̀い

̳͘ȃ

私͉建築ͬ作ͤ上̬̀い̩上́

͉Ȃ̷͈建築ͅ関わͥ人͈͂対話

̦͂̀͜重要̺͂考え̀い̳͘ȃ

様々̈́制約・要因・問題点̈́̓ͬ

·ρͼͺンΠやΙーθιンΨーͬ

͉̲͛いͧいͧ̈́人͈͂対話ͬ重

͇一̾一̾紐解̧̦̈́ͣΨρンΑ

良̩΋ーΟͻΥーΠ̱建築ͬ組͙

立̀̀い̩̭̦͂Ȃ出来上̦̹̽

̧͂ͅ皆ͅ喜ͭ́頂̫̳̱ͥ͊ͣ

い建築ͬ創̜̬ͤ̀い̩上͉́大

切̺͂考え̀い̳͘ȃ

̹͘Ȃ̹̺΋ーΟͻΥーΠ̺̫́

終わ͈͉̩ͥ́̈́Ȃ̷͈建築̈́ͣ

͉͈́＋α͈Ξーζ性͂̈́ͥ要素

ͬ何̷̥̱͈ͣ建築ͅ付加̳̭ͥ

̷̦͈͂建築͈質ͬ上̬ͥ͂共ͅ

作品性ͬ上̬̹͉ͥ͛ͅ重要̺͂

考え̀い̳͘ȃ̷͉ͦ小̯̈́＋α

͈Ξーζ́͜良い͂思い̳̦͘Ȃ

新̱い̭͂や他͉̜́ͤ͘やͣͦ

̀い̈́い̭͂̈́̓ͬ考えȂ常ͅ挑

戦̱̀い̧̹い͂思̽̀い̳͘ȃ

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ȁ関西支店ȁ設計部

設計部長

銀座3丁目Dビル
銀座の伝統的なイメージを印象付ける 3
層構成の彫の深いデザインとし、アーキ
コンやリン酸処理SCWなど構成素材自体
が仕上となり永続的なイメージを与える
マテリアルの選定により、銀座に相応し
いオフィスビルを追求した計画である。

丸本組本社ビル
東日本大震災により被災した会社の本社
ビルの計画である。『地域に根差した
防災拠点ビル＝ACP（Area Continuity 
Planning）Building』のコンセプトを掲げ
自社の事業継続だけでなく、地域の災害
拠点ともなるビルを追求した。

カネカ未来創造館
約30年前に竣工した宿泊機能付きの研修
施設の改修・増築の計画である。有機EL
照明をはじめ、屋根や壁面に太陽光パネ
ルを設置するなど、カネカの様々な最新
技術を搭載することで既存建物との調和
と最新技術の融合を追求した。

吉城園周辺地区保存管理・活用事業
奈良公園内に位置し歴史的にも価値の高
い旧県知事公舎や吉城園を含む敷地にホ
テルを計画するプロジェクトである。既
存建物の有効利用や名勝の価値を最大限
に高めることで新たな観光拠点となる質
の高い建築を目指し設計を進めている。
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設計・計画部門

鳥
とり

海
うみ

宏
こう

太
た

生 年 月　1982年 6 月東京都生まれ
最終学歴　 早稲田大学大学院理工学

研究科建築学修士課程
修了

業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　現在設計部門設計部主管
●担当した主なプロジェクト
2011年　浜松信用金庫湖東/高丘支店
2011年　リニア鉄道館
2014年　大垣共立銀行豊橋支店
2017年　 津市産業スポーツセンター 

SAORINA
2019年　西武鉄道池袋ビル（予定）
2021年　名古屋三井ビル北館（予定）

■青年技術者のことば

·ρͼͺンΠ͈想いȂ敷地Ȃ社会

的̈́情勢ȃ毎回異̈́ͥ状況͈中

́Ȃ携わ̵ͣ̀い̹̺い̹建物ͅ

̤い̀想いͬ共有̧́ͥ΋ンΓί

Π͉何͈̥̈́ȃ議論ͬ重͇具体的

̈́言葉ͬ共有̱̥̀ͣ設計̱ͬ̀

̧̱̹͘ȃ改͛̀思い返̱͙̀̀

͜Ȃ一̱̾͂̀同̲΋ンΓίΠȂ

設計̵̹͈͉̜̈́̽ͤͭ͘͜ͅȃ

̹͘建物͉竣工後Ȃ長期間̻͘ͅ

残ͤ風景̩ͬ̾ͤȂ多̩͈方々

͈目ͅ触̳ͦ͘ȃ自身́携わ̵ͣ

̀い̹̺い̹建物ͬ訪ͦͥ度ͅȂ

様々̈́発見̦̜̳ͤ͘ȃ使用い̹

̺̫̹方々̥͈ͣ感想や̤話͉今

後͈糧̳̈́ͤ͘ͅȃ竣工後͜継続

̱̀愛̯ͦͥ姿́残ͤ続̫̹ͥ͛

͉ͅȂ設計Ȃ現場段階͈͈̩̿͜

ͤ期間中͈情熱̦必要̜̭́ͥ͂

͜実感̱̳͘ȃ

ȶ一̱̾͂̀同̲͈̦̈́͜い͈͜

̩̿ͤȷ

ȶ長期間̻͘ͅ残ͤ続̫風景ͬ̾

̩ͥȷ

建築設計͉͈̩͈̿ͤ͜生業̱͂

̷͈̀点̦特色Ȃや̦ͤい̥͂感

̲̳͘ȃ

関係者͈方々ͅ協力̱̀い̹̺̫

ͥ様自ͣ͜動̧Ȃ感謝ͬདྷͦ̈́

いȃ̹͘基本͈徹底Ȃ技術͈追求

ͬ怠̴ͣͅ一̾一͈̾設計ͬ大切

ͅȂ̭̥ͦͣ͜設計ͅ携わ̹ͤい

所存̳́ȃ

■すいせん者

塩田哲也

㈱日建設計ȁ設計部門ȁ設計部長

浜松信用金庫　湖東支店

浜松信用金庫　高丘支店

大垣共立銀行　豊橋支店
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設計・計画部門

中
なか

島
しま

慎
しん

一
いち

生 年 月　1983年 2 月兵庫県生まれ
最終学歴　 2009年京都工芸繊維大学

大学院工芸科学研究科
　　　　　建築設計学専攻修了
業務経歴　 2009年㈱徳岡昌克建築設

計事務所入社
　　　　　現在、㈱徳岡設計　SE室
●担当した主なプロジェクト
2009年　中国武進区湖塘橋実験小学
2010年　夕陽の広場展望レストハウス
2012年　 福井大学福井メディカルシ

ミュレーションセンター
2012年　 沖縄の新たな発展につなげ

る大規模基地返還跡地利用
計画提案コンペ入選

2013年　 京都工芸繊維大学旧 3 号館
改修

2013年　 奈良県農業研究開発セン
ター及びなら食と農の魅力
創造国際大学校

2017年　ナカザワ建販本社社屋

■青年技術者のことば

－風土͂ΟΎͼンͬ実行̳ͥ－

受注形態̦多様化̱̤̀ͤȂ設計

者͈関わͤ方͉一̺̫͉̾́̈́

̧̩̈́̽̀̀い̦ͥȂ私͉Ȃ常ͅ

地域性͈中̜ͥͅ普遍性ͬ追い求

͛Ȃ̷͈地域・場所́誇ͤ͂̈́ͥ

建築͉͂何̥͂考え̦̈́ͣȂ業務

ͅ取ͤ組ͭ́いͥȃ

̴͘Ȃ関わ̹̽ίυΐͿ·Π̤ͅ

い̀気候・地味・地勢͈̈́̓土地

環境や特色・気風͈̈́̓地域環境

̺̫̩́̈́Ȃ人間͈文化͈形成̈́

̓ͅ影響ͬ及͖̳精神的̈́環境́

̜ͥȶ風土ȷ͂̈́ͥ価値ͬ再定義

̳̭ͥ͂ͅ力ͬ注̪ȃ̶̈́̈́ͣ私

̹̻͉建築̩̦ͬ̾ͥȂ̷͈建築

͉環境̩ͬ̾ͤȂ̷͈環境͉人ͬ

̩̾ͥ͂考え̥̺ͥͣȃ

̷̱̀ȂίυΐͿ·Π͈͈̓工程

̤ͅい̀͜建築主や関係者͈͂

対話ͬ通̱̀見出̯̹ͦ建築的̈́

問題͈解決̺̫̩́̈́Ȃ風土͂̈́

ͥ環境的̈́付加価値ͬ設計図書

や様々̈́書類͈中ͅȶΟΎͼンȷ

̱Ȃ意志ͬ込͛ͥȃ

̷͈ͦͣ意志・思い͈連̦̈́ͤ関

係者ͬ超え̀人々ͅ愛̯ͦͥ建築

̦̾̈́ͥ͂ͅ信̲Ȃ̭̥ͦͣ͜取

ͤ組ͭ́い̧̹いȃ

■すいせん者

藤城義丈

㈱徳岡設計ȁ取締役副社長

京都工芸繊維大学旧3号館改修
本野精吾教授により設計され昭和 5 年に竣工した、登録有形文化財の指定受けている大学のシンボル的な建物の改修。
当初意図された価値を読み取って活かし、使い続けていくことができる建物とするよう心がけた。度重なる改修により
損なわれていたバウハウス校舎を彷彿させる水平連続窓を、現代の機能・性能を満たした形として現出させた。

奈良県農業研究開発センター及びなら食と農の魅力創造国際大学校
大和三山に隣接した風致地区で、古墳を抱く敷地内に、研究所と大学校の機能集約と研究開発の機能強化を行うことで、
県農業を支援する多棟型拠点施設として再整備。過去の古墳に対峙し、現在の研究成果を刻み築き上げ、これからの未来を
交流して生み出していく空間づくりを目指した。
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設計・計画部門

西
にし

山
やま

尚
なお

希
き

生 年 月　1982年11月岡山県生まれ
最終学歴　 2007年名古屋工業大学大

学院工学研究科社会工学
専攻

業務経歴　 2007年㈱安井建築設計事
務所入社/現在、大阪事務
所設計部主任

●担当した主なプロジェクト
2008年　JR西日本あいウィル
2009年　 トラスコ中山宇都宮営業所・

新潟北営業所・福山支店
2012年　白鶴酒造灘魚崎浜工場
2015年　 トラスコ中山プラネット大阪

積水化学タイCPVC計画
2016年　トラスコ中山郡山支店
2018年　 二葉の里プロジェクト複合棟

（現在施工中）
　　　 　 那覇空港際内連結ターミナル

（現在施工中）
●受賞
JR西日本あいウィル
　 日経ニューオフィス賞近畿ニュー

オフィス奨励賞
トラスコ中山プラネット大阪
　第16回堺市景観賞

■青年技術者のことば

ȸΗͼΠσ͈̩̾建物ȹ

建物̩̭͉ͬ̾ͥ͂Ȃ建築主͈要

望・条件や周辺状況等Ȃ目͈前ͅ

見え͈ͥͬ͜上手ͅ整え̺̫ͥ́

̵͉̜ͤͭ͘ȃ整理̱̾̾Ȃ絶え

̴Ξーζͬ̽̀͜空間や仕掛̫ͬ

̩̭̾ͥ͂́ȂίρΑα͈価値ͬ

見出̳̭͂ͬ目指̱̳͘ȃ

̭͉ͦȂ建物規模͈大小や用途等

͈与件ͅ関係̩̈́Ȃ設計者自身͈

意識や熱意̽̀͢ͅ成ͤ立̽̀い

̳͘ȃ̹͘ȂίυΐͿ·Πͬ共ͅ

進͛̀い̩建築主や協働̳ͥιン

Ψー͈͂対話͈中̥ͣ͜Ȃ創̜ͤ

̬̀い̩͈̳́͜ȃ

Ξーζ͈具現化ͬ追及・実現̱̀

い̩͂Ȃ自然̷͈͂建物ͅΗͼΠ

σ̦̩̾͂考え̀い̳͘ȃȶΗͼ

Πσ͈̩̾建物ȷͬ目指̱̀Ȃ̭

̥ͦͣ͜設計活動̱ͬ̀い̧̹い

͂思い̳͘ȃ

■すいせん者

小林直紀

㈱安井建築設計事務所

執行役員 大阪事務所副所長

兼 大阪設計部長

トラスコ中山プラネット大阪　「ものづくり工房」
従業員が働きながら創意工夫を生み出す「工房のような建物」をコンセプトとした。
凹凸のある外装ディテール、内部空間の漆喰壁やアルミキャストのルーバー、
材料選定や手づくり感などで工房にある特有のクラフト感を表現した。

那覇空港際内連結ターミナル施設　「新しい沖縄の玄関口」
国際線旅客の増加に伴い、既存の国内船・国際線ターミナルの間に計画し、各々の
機能拡充を図るものである。沖縄の新たな玄関口として、厳しい自然環境に配慮し
た大屋根、軒や凹凸による影のつくり方、琉球石灰岩の活用による構成とした。
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設計・計画部門

松
まつ

下
した

拓
たく

真
ま

生 年 月　1982年 7 月長野県生まれ
最終学歴　2008年名古屋工業大学
　　　　　 大学院産業戦略工学修士

課程修了
業務経歴　 2008年㈱東畑建築事務所

入社　現在、名古屋オフィ
ス設計室主任技師

●担当した主なプロジェクト
2009年　特別養護老人ホーム
　　　　桜英水苑
2009年　鈴鹿農業協同組合別館
2010年　堺市浅香山病院
2011年　 三重大学医学部付属病院外

来診療棟
2011年　近藤紡績浜松飲食店
2012年　JA鈴鹿庄内支店
2013年　大台町メディカルセンター
2014年　瀬戸みどりのまち病院
2015年　 三重大学医学部付属病院基

幹環境整備
2016年　上村工業名古屋支店
2017年　医療法人和光会　川島病院

■青年技術者のことば
現代社会͉Ȃ物や情報̦溢ͦȂ人
͈欲望͉満̹̯̱̹̦ͦ͘Ȃ人生
͈豊̥̯͉͂反比例̱̀いͥ͢う
ͅ感̲̳͘ȃ経済優先͈私的利潤
͈追求̥͉ͣ人々͈営͙ͬ優先̱
̹͈͉͜生̩̩ͦ͘ͅȂ設計者͉
人々͈営͙̾ͅい̀考え̭̦ͥ͂
職務͂考え̳͘ȃ何̈́͜い̦安寧
ͬ委͇ͣͦͥ環境͉Ȃ人や自然Ȃ
地域͂安心̱̀繋̦̭̦ͥ͂́
̧Ȃ人生͈豊̥̯ͬ感̲͈̺ͥ͂
思い̳͘ȃ
建築̷͉͈͢う̈́環境ͬ提供̳ͥ
̭̦͂一͈̾使命̺͂考え̀い͘
̳ȃ顧客要望Ȃ周辺環境や文化̈́
͈̓様々̈́΋ンΞ·ΑΠͬ読͙解
̧Ȃ人や自然Ȃ地域͂ΦͼΒ無̩
素直ͅ繋̦ͥ空間ͬ構築̳̭ͥ͂
̦重要̺͂考え̳͘ȃ
病院̤ͅい̀人生͈豊̥̯ͬ感̲
ͥ設計͉͂何͈̥̈́ȃ
病院͈主̹ͥ利用者͉ΑΗΛέȂ
患者̯ͭȂ地域͈方々̳́ȃ私͉
̷͈中́声̦聞̭え̈́い΀ンΡ
ξーΎー͈患者̯ͭȂ見舞客や地
域͈人͈視点ͅ立̻Ȃ設計ͬ行う
͢う意識̱̀い̳͘ȃ患者̯ͭや
家族͈心理ͬ考えͥ͂変ͅ自己主
張的́Ȃ見栄え優先͈建築͉́無
̩Ȃ彼͈ͣ心ͅ寄ͤ添いȂ安心́
̧ͥ優̱い空間̦人生͈豊̥̯ͬ
感̲ͥȨ患者̯ͭ本位͈病院ȩ̺
͂思い̳͘ȃ
患者̯ͭ本位͈病院̜́ͤȂ機能
的̈́治療空間͂いう両義的̈́空間
ͬ成立̵̯̭̦ͥ͂病院設計͈醍
醐味̜́ͤȂ今後͜真摯̈́姿勢́
心͈豊̥̯ͬ持̹̽技術者͂̈́ͦ
ͥ͢う設計͂向̧合い続̫̹い͂
思い̳͘ȃ

■すいせん者
瓦田伸幸
㈱東畑建築事務所
常務執行役員ȁ名古屋΂έͻΑ代表

三重大学医学部付属病院
外来診療棟・外構整備
3 次救急、高度専門医療、災害時拠点病
院と、地域医療連携をリードする立場の
大学病院である。
超急性期医療を支える機能空間と、心の
癒しを提供できる病院環境を構築するこ
とを目指した。建物中央部分の吹抜のあ
るメインストリートには、各診療部門の
ほか、カフェなどのアメニティが面し、
わかりやすく気持の良い連続した空間構
成とした。外構は、“患者さんを優しく
迎え、大学病院の顔となるアプローチ空
間”を基本コンセプトに、軸線となる歩
行者専用アプローチを中心軸とし、シン
ボリックなテント幕の車寄せ庇を配し
て、超急性期病院の顔に相応しいアプ
ローチ空間を計画した。

瀬戸みどりのまち病院
瀬戸市の医療連携における慢性期医療・
在宅医療等を支える177床の療養型病院
の移転プロジェクト。
敷地には南北縦断面に 5 mの高低差があ
り、それを利用してサービスや職員部門
を2階に上げ、外来やリハビリ、デイケア
など 1 階で患者さんに纏わる部門を配置
し、患者さんに優しく判りやすい病院を
実現した。

「患者さん本位の病院づくり」を目指し、
光庭やオープンエンドによる採光・通
風・眺望を確保し、ベッドのまま出られ
るテラス、家族で過ごせる家族室を設け
た。また、内装には暖かみを持たせ、親
しみある瀬戸本業釜タイルを用いるな
ど、患者さんや家族が快適に療養できる
病院を目指した。
安心して暮らし続けられる地域医療に
貢献することを期待している。
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設計・計画部門

山
やま

﨑
ざき

篤
あつ

史
し

生 年 月　1982年 8 月島根県生まれ
最終学歴　 2007年神戸大学大学院自

然科学研究科建設学専攻
修士課程修了

業務経歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　2008年広島支店設計部
　　　　　2012年大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2012年　寺岡整形外科病院
2012年　Kビル
2016年　川崎医科大学総合医療センター

■青年技術者のことば

建築ͬ考えͥ時Ȃ͉̲͛ͅȨ人͂

人Ȃ人͂環境͈͂幸̵̈́関係ȩͬ

ͼιーΐ̳ͥȃȶ̭ͭ̈́͏うͅ感

̲̀ͣ͜い̹いȷȶ̭ういう景色

ͬ見̵̹いȷȶ̭ͭ̈́人̹̻ͅ来

̀欲̱いȷ̷ͭ̈́関係性͚ͬ̾̾

建築ͬ考えȂΑΉΛΙͬ描̧Ȃ模

型̩ͬ̾ͥȃ̷̱̀Ȃ実際ͅ建築

̱͂̀具現化̳̹ͥ͛ͅ構造・設

備͈設計者や施工者̈́̓Ȃ̹̩̯

͈ͭ技術者͂一緒ͅȶ̓うや̽̀

̩̥̾ͥȷȶ̓うや̹̽ͣ無駄̦

̈́い̥ȷ͂色々̈́話̱ͬȂ設計ͬ

進͛ͥȃ̷う̳ͥ͂Ȃ͏͂Ȃ͂͜

͈ͼιーΐ̥ͣ遠̰̥̽̀い͈ͥ

͉́̈́い̥͂不安̈́ͥͅ時̦̜

ͥȃ̷ういう時͉͜う一度Ȃȶ理

想ȷͅ立̻戻ͥȃ̭ͦͬ繰ͤ返̳

中́ȶ技術ȷͬΨῪ̱ͅȶ理

想ȷ̦ΐλンί̳ͥ瞬間̦̜ͥȃ

̭͈瞬間̦楽̱いȃ

ȸȶ技術ȷ̺̫͉́建築や都市͉

̩̾ͦ̈́いȃ̷͈傍͉ͣͅȶ理

念ȷ̦必要̺ȃȹ͂恩師ͅ教わ̽

̹ȃ設計ͬじし年や̷͈̽̀意味̦

わ̧̥̹̽̀ȃ経験ͬ積͚̥̈́

́ȶ技術ȷ͉徐々ͅ身̾ͅい̧̀

̹͢うͅ思う̦Ȃ̷̺̥̭ͣȨ人

͂人Ȃ人͂環境͈͂幸̵̈́関係ͬ

̩̾ͥȩ͂いう私͈͂̽̀ͅ理念

ͬདྷ̴ͦȂ̭̥ͦͣ͜ȶ理想ȷ͂

ȶ技術ȷ͈振幅ͬ楽̱͙̦̈́ͣ設

計ͬ続̫̀い̧̹いȃ

■すいせん者

大平滋彦

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

設計部ȁ第せ設計部長

寺岡整形外科病院
増築の繰り返しによって迷路化していた病院を、同一敷地内で整理・再編したプロジェクト。既存病院は複数の建物が建て
込んでおり、窓が小さいため光に乏しく暗い印象であった。 そのため「自然の光を患者、スタッフ皆で共有する病院」をコ
ンセプトとし、国道から大きくセットバックして建物を配し、格子状の柱梁架構によって直射光を制御しながら大きな窓か
ら自然光を採り入れた。 また、プライバシー面から窓がとれない診察待合にも、断面操作によって間接光を導き、その空間
につながる診察室や処置室にも天窓や高窓を設け、光のうつろいを皆で感じられる空間を実現した。

Ｋビル
ある企業の営業所兼独身寮である。この建物は 1 階が倉庫と駐車場、 2 階がオフィス、 3 階が独身寮という階構成となっ
ており、 1 階は雨天でも荷積作業のできるピロティ、 2 階は床面積を最大化する跳ね出し形状、 3 階はプライバシーを守
るバルコニー形状としてそれぞれの機能に最適なカタチを積層させたデザインとした。質実剛健な企業イメージに相応しい
建物として、素材を絞り、材料の厚みや重量感を丹念に操作することで、端正で力強い建築を目指している。

川崎医科大学総合医療センター
総合病院と教育機能を併せ持つ、約 8 万㎡の大規模医療建築である。 岡山市内中心部にあった小学校の跡地を計画地とする
ことから、元の校庭部分は公園として整備し、校舎があった部分だけに高層・高密度な建築を計画した。 ここでは、南側の

「公園」に対して開いた建築としながら、建物内にも「公共の場」「癒しの場」としての「公園＝屋上庭園や憩いの場」を立
体的に内在させ、それらをつなぐ通路空間を「まちの通り」として位置づけることで、大規模医療建築でありながらも地域
に根差した病院としての公共性と親密感を付与した。
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生 年 月　1984年 1 月兵庫県生まれ
最終学歴　2008年京都大学大学院
　　　　　 工学研究科建築学専攻修

士課程修了
業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2013年　製鉄記念広畑病院 2 期
2014年　武庫川女子大学看護学部
2015年　某店舗ビル耐震改修
2017年　宝ホールディングス歴史記念館
2019年（予定）　深江竹友寮建替計画

■青年技術者のことば

一͈̾建築̦出来上̦ͥ́͘ͅ

͉Ȃ建築主Ȃ設計者Ȃ施工者や

ξーΎー́͘多̩͈人͈想い̦込

͛ͣͦͥȃ構造設計͂いう仕事

͉Ȃ΀ンΐΣͺςンΈ力ͬ通̲

̀Ȃ̷͈ͦͣ人々͈想いͅ安全

ͬ付与̱Ȃȶ̥̹̻ȷ̱̀ͅい̩

̭̺͂͂考えͥȃ私͉Ȃȶ建築主Ȃ

ξーΎーȂ意匠設計者Ȃ̹͘時ͅ

͉社会̦何ͬ求͛̀い̥ͥȃ͈̓

͢う̈́空間ͬ創出̱̹い͈̥ȷͬ

追求̱Ȃȶ構造設計者̷̱͈͂̀

想いͬ高いτασ́実現̳ͥȷȂ

͂いう̭͂ͬ第一̱̀ͅ設計ͅ取

ͤ組ͭ́いͥȃ

筆者̦所属̳ͥ組織͉Ȃ設計者や

施工者̴͈͙̈́ͣȂ技術研究者̈́

̓多様̈́職能͈人͂関わ̦ͤ̈́ͣ

設計ͬ行う̧̭̦͂́ͥȃ私͉Ȃ

意匠設計者͈斬新̈́発想や技術研

究所͈最新͈技術ͬ構造設計ͅ活

̥̳̭͂́Ȃ建築ͅ新規性や独自

性ͬ与え̹い͂͜考えͥȃ構造的

合理性̺̫͉́̈́いȂ建築̱͂̀

̧͈̜͓ͥ姿ͬ追求̱Ȃ総合的̈́

観点͈́最適̈́建築作品作ͤͬ目

指̱̀いͥȃ

構造設計者̱͂̀Ȃ約じし年́幅広

い業務ͬ担当̧̱̹̀ȃίυΐͿ

·Π毎ͅ課題ͬ見̫̾Ȃ΀ンΐΣ

ͺςンΈ力ͤ͢ͅΑΞー·γσ

Θー̳͓͈̀想いͬȶ̥̹̻ȷͅ

̳̭ͥ͂ͬ目標̱͂̀いͥȃίυ

ΐͿ·Πͬ通̱̀多̩͈人͂関わ

ͤȂ学͍͈幅ͬ広̬Ȃ安全性͈確

保や使いや̳い豊̥̈́空間̩̿ͤ

ͬ行う̭͂ͤ͢ͅȂ学̺̭ͭ͂ͬ

社会ͅ還元̱̀い̧̹い͂考えͥȃ

■すいせん者

上田博之

㈱竹中工務店ȁ大阪本店ȁ設計部

構造部長

1．建築概要
本ίυΐͿ·Π͉Ȃ当社͈新入社員̦

一年間͈共同生活ͬ行いȂȶ相互研鑽

͈場ȷ̱͂̀ȶ心͂技術ͬ錬成̳̭ͥ

͂ȷȂȶ豊̥̈́共感性ͬ培う̭͂ȷͬ目

的̱̹͂社員寮͈建替計画̜́ͥȃ新

寮͉́Ȃ̭͈ͦ́͘歴史͂伝統ͬ受̫

継̨̾̾Ȃȶ新̱い未来̩ͬ̾ͥ人ͬ

育̀ͥ教育寮ȷ̭͂̈́ͥ͂ͬ目指̳ȃ

2．構造設計概要
2. 1　最上級の安心と安全性の確保
新̱い寮͉災害時ͅ寮生͈命ͬ守ͤȂ

地域͈防災拠点̱͂̀機能̳ͥȂ最上

級͈安心͂安全性͈実現ͬ目指̱̹ȃ

具体的͉ͅȂ長周期長時間地震動や震

源近傍͈大振幅地震動̈́̓従来͈免震

技術͉́対処̦困難̈́問題͜ͅ対応́

̧ͥ免震ΏΑΞθ͈実現ͬ目標̱͂

̹ȃ

̭͈目標ͅ対̱Ȃ図 じͅ示̳び忙ど͂高

摩擦̳͓ͤ機構ͬ直列ͅ配置̱̹Ȃ̳

͓ͤ機構付̧鉛ίρΈ入ͤ積層Όθ

支承Ȫ通称忘ほどȈ当社・΂ͼτΑ工業

共同開発ȃ摩擦係数μしさじずȫͬ初適用

̱Ȃ摩擦弾性滑ͤ支承͂組͙合わ̵ͥ

̭͂́Ȃ̳͓̦̳͓̀ͤ支承͂̈́ͥ免

震ΏΑΞθȶほはぬ免震ワͼΡτンΐΏ

ΑΞθȷͬ発案̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ中

大地震時͉ͅȂ摩擦弾性̳͓ͤ支承̦

摺動̳̭ͥ͂́建物ͬ長周期化̵̯Ȃ

忘ほど͉び忙ど̱͂̀挙動̳̭ͥ͂́地震力

ͬ低減̱Ȃ想定外͈巨大地震時͉ͅȂ

忘ほど͜併̵̀摺動̳̭ͥ͂́Ȃ積層Ό

θ͈損傷͂建物ͅ加わͥ地震力͈増大

ͬ防̧̪̭̦͂́̈́い̥͂考え̹ȃ̭

ͦͬ実現̳̹͈ͥ͛課題̱͉͂̀Ȃ以

下͈ず点̦̜̹̽ȃ

ӱ ̳ ͓̦̀忘ほど͉́剛性̦高̩Ȃ免震

構造̱͈͂̀特性ͬ十分ͅ発揮̳ͥ

̧̭̦͂́̈́いȃ

Ӳ 一般的̳͓̈́ͤ支承͂比較̱̀高価

̈́忘ほどͬ多数用いͥ͂΋ΑΠ̦過大

͂̈́ͥȃ

ӳ ̳ ͓̦̳͓̀ͤ支承͈̹͛Ȃ可能̈́

限ͤ復旧͉不要̱̦͂̈́ͣ͜Ȃ想定

外͈巨大地震動ͅ対̱͉̀擁壁͂衝

突̵̯̈́いȂ適切̈́残留変形量ͅ留

͛ͥȃ

̭͈ͦͣ課題ͬ解決̳̹ͥ͛ͅ筆者

͉Ȃ下記͈ず͈̾工夫ͬ行̹̽ȃ

ӱ 軸力͈大̧̈́部分͉ͅ低摩擦̳͓ͤ

支承ͬ配置̱Ȃ入力̯ͦͥ地震力ͬ

低減̳ͥȃ

Ӳ τασ す地震動時ͅ忘ほど̦摺動̱̈́

い範囲́Ȃ可能̈́限ͤ高摩擦̳͓ͤ

支承ͬ配置̱Ȃ΋ΑΠͬ低減̳ͥȃ

ӳ 最適量͈粘性系ΘンΩーͬ導入̱Ȃ

入力̯ͦͥ地震力ͬ低減̳ͥ͂同時

ͅ想定外地震動時̳͓͈̀ͅ免震装

置̦摺動̱̹際͈応答変位量ͬ抑制

̳ͥȃ

2. 2　 フラットプレート＋S柱でひと
つながりの内部空間を実現

寮生同士͈交流ͬ促進̵̯̹ͥ͛Ȃ内

部空間͉寮室以外Ȃ̧́ͥ限ͤ仕切ͤ

͈̈́いȂ̦͈͌͂̾̈́ͤ内部空間͈実

現ͬ目指̱̹ȃ̷̭́Ȃ内部͉ぜさぞm×

ぜさぞmͬ基本ΈςΛΡ̱̹͂厚̯すたしmm

͈έρΛΠίτーΠ構造ͅ細いS柱ͬ

設̫ͥ構造計画̱̹͂ȃέρΛΠί

τーΠ構造͈課題̱͂̀Ȃ適用ΑΩン

̦小̯̩Ȃ柱͈本数̦多̩̈́ͤȂ平面

計画上͈制約̦生̲ͥ͂いう̭̦͂

̜̹̦̽ȂδͼΡΑρήͬ採用̳̭ͥ

͂ͤ͢ͅȂ΀ンΠρンΑや一部͈共

用ςΫンΈ͉́Ȃ最大じじさせm×ぞさそmΑ

Ωンͬ同厚͈έρΛΠίτーΠ́成立

̵̯Ȃ基本ΈςΛΡ̺̫͉́̈́い変化

ͅ富̺ͭ使いや̳い空間ͬ実現̱̹ȃ

Ȫ図すȂずȫ

2. 3　 地域に開かれた象徴的な外観の
実現

新̱い寮͉́Ȃ地域ͅ開̧̦̈́ͣ͜寮

生͈ίρͼΨΏーͬ確保̳ͥ象徴的̈́

外殻έτーθ͈実現ͬ目指̱̹ȃ寮͈

外観͉寮室͈連続̹͂̈́ͥ͛単調̈́ͅ

̦̻̜̦ͤ́ͥȂじさだmάΛΙͅ配置̯

ͦͥ寮室間͈間仕切ͤ͂同̲間隔́忙な

柱ͬ設̫̭ͥ͂́Ȃ寮室内͈ίρͼΨ

Ώーͬ確保̱̾̾Ȃ純ρーιン構造́

̜ͥすȂず階͈せ割͈地震力͜負担̳

ͥ耐震要素̱͂̀有効利用̳̭ͥ͂͂

̱̹ȃ̯ͣͅ柱形状͉台形̱͂Ȃ̷͈

鋭角͈向̧ͬ上下Ȫ階毎ȫ・水平͂͜

交互ͅ配置̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ地域ͅ表

情̩ͬ̾ͤ出̳͂同時ͅ開放感ͬ与え

̹象徴的̈́外観ͬ実現̱̹ȃ̹͘Ȃ̭

͈外殻έτーθͤ͢ͅ程良̩日射ͬ抑

制̳̭ͥ͂́Ȃ内部環境͈向上͜図̽

̹ȃȪ図せȫ

最上級の安心と安全性とともに想いを「かたち」にした構造計画の追求
～深江竹友寮建替計画～

図 4　外観（正面）図 3　断面図

鉛プラグ入り積層ゴムとして挙動
中～大地震時

弾性すべり支承
（高摩擦・低摩擦）

中～想定外の巨大地震時

粘性系ダンパー

中地震時からエネルギーを吸収

中地震時から、
摺動し、入力され
る地震力を低減

すべり機構付き鉛プラグ入り積層ゴム支承
QTB（当社・オイレス共同開発） 

想定外の巨大地震時

一般的な
免震構造

ワイドレンジ免震

Level
1

Level
2

免震ゴム
限界変形

建物に入る
地震力(kN)

免震層変位(cm)

耐力壁

内部S柱
φ165.2 

Fc300柱

台形RC柱
＠1.9ｍ

ホール上部鉄骨梁
L=15.2ｍ、H=1100

フラットプレート
t=280 

扁平梁
B700×D360

V(135°方向)
Y(東西方向)

Y(南北方向) U(45°方向)

すべり支承として挙動

図 1　THE免震ワイドレンジシステム
（Takenaka Highgrade Earthquake resistant system）

図 2　構造概要図
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生 年 月　1983年 8 月岐阜県生まれ
最終学歴　 2008年東京工業大学大学

院人間環境システム専攻
業務経歴　 2008年株式会社日建設計

入社、現在エンジニアリ
ング部門構造設計部

●担当した主なプロジェクト
2009年　福岡大学／商学部棟
2010年　ふじと台ステーションビル
　　　　ヤンマー中央研究／守衛所
　　　　新日鐵住金／守衛所
2011年　日東シンコー／丸岡事業所
2012年　蘇州電視台／ホテル棟
　　　　京都産業大学／万有館
　　　　日東電工／亀山事業所
2013年　咲洲庁舎耐震補強
2014年　愛知療育医療総合センター
　　　　神戸学院附属高校／体育棟
2015年　高知市新庁舎
2016年　住友不動産／有明計画
　　　　栗田工業／厚木事務所
2017年　住友不動産／麹町計画

■青年技術者のことば

ȶばmpossiらんれ is ふothingȷ͂いう

言葉̦̜ͥȃδ·ΏンΈ元世界ΰ

Ϋー級Ιλンά΂ンȂκΧιΡ・

ͺς͈言葉̜́ͥȃ私͉·ρͼͺ

ンΠや協働̳ͥ設計者͈期待ͬ上

回ͥ提案͉何̥ͬ考えȂ自ͣͅ課

題ͬ課̱Ȃ最良͈解ͬ探̳̭͂ͅ

無我夢中̈́ͥͅȃ時̷͈ͅ課題͉

周囲͈人ͅ聞̫̳̪͊解̦見̥̾

̭̜̦ͥ͂ͥ͜Ȃ期待ͬ上回ͧう

̳͂ͥ͂高いΧーΡσ̭͂̈́ͥ͂

̦多いȃ不可能̯͂え感̲̭ͥ

̜͂ͥ͜ȃ̷ͭ̈́時Ȃ自分自身

ͅ言い聞̵̥ͥȂȶばmpossiらんれ is 

ふothing！ȷȃ̭͈言葉͉私͈設計

理念̷͈͈̜́ͥ͜ȃ今後͜大̧

̩͉変わͣ̈́い̺ͧうȃ

設計じし年̦過̨Ȃ向̧合う問題͉

広̦ͤͬ見̵̀いͥȃ先日参加̱

̹南海Πρέͅ関̳ͥΏンεΐ;

θ́国や自治体̤̫ͥͅ減災対

応ȂどなP͈現状ͬ知ͤȂ自分̦い

̥ͅ無知̜̥́ͥͬ痛感Ȃ反省̱

̹ȃ私͉̹̺建物͈構造設計̱ͬ

̀い̹̺̫̜̹́̽ȃ次͈じし年͉

積極的ͅ視野ͬ広̬Ȃ構造設計者

̦成̧̳͓防災・減災̾ͅい̀考

え̀い̧̹いȃ社会̦抱̩構造設

計者͈͒期待ͬ上回̭ͥ͂ͬ目標

̳͂ͥȃ

■すいせん者

嘉村武浩

㈱日建設計ȁ΀ンΐΣͅ ςンΈ部門

構造設計部長

撮影　エスエス大阪 酒井文明

新日鐵住金技術開発本部尼崎／守衛所

変形補剛材（母屋） 

下弦材 

上弦材

水平抵抗材 斜材 

企業イメージを発信するユ
ニット式薄板構造
景観ͅ配慮̱建物高̯͉抑え̾̾͜

必要̈́天井高ͬ確保̳̭ͥ͂Ȃ及͍

企業ͼιーΐ͈発信ͬ目的ͅȂ屋根

ͬȨ美̱̩薄̩ȩ作ͥ͂いう̭͂ͬ

Ξーζͅ掲̬̹ȃ目標ͬ達成̳ͥͅ

͉力学的合理性͂施工性͈ΨρンΑ

̦重要͂考えȂ力骨Ȫ溝形鋼ȫͅ鋼

板Ȫだ mmȫͬ溶接̱̹じさたm幅͈屋根

ͬ工場製作́ξΣΛΠ化̱Ȃ現場́

接合̳ͥ計画̱̹͂ȃΑΩン方向͈

剛性͂耐力ͬ確保̱̾̾水平力ͅ対

̱̀屋根面全体́抵抗̳ͥȃ施工面

͉́ξΣΛΠ同士ͬδσΠ接合̳ͥ

̭͂́溶接歪͈緩和͂軒先͈精度確

保ͅ配慮̱̹ȃ

神戸学院大学附属高等学校／体育棟

撮影　母倉知樹

撮影　母倉知樹 撮影　母倉知樹

単純な接合で構成する確実
性の高い多角形フレーム
体育館͈鉄骨͉そ角形͈中ͅ校章͈

κΙーέ̜́ͥ梅花̥̹̹ͬ̓̽ぜ

角形̦見え隠̳ͦͥ幾何学形状̜́

ͥȃそ角形͈開̧ͬ抑えͥ変形補剛

材Ȫ母屋ͬ兼用ȫ͂Ȃ軸力ͬ集中̱

̀負担̳ͥ下弦材ͬ設̫ȂΑΩン

すたmͬ じ方向ΠρΑ̱͂̀設計̱̹ȃ

下面そ角形͈役割ͬ地震時̵͈ͭ断

力伝達ͅ限定̳̭ͥ͂́全̀同一形

状͈Ώンίσ接合部́統一̱̹ȃ武

道場͉弦材͈΃ΛΠΞͻͅ対̱̀Ȃ

幅͂長̯͈異̈́ͥす種類͈ͺンΈσ

ͬ同一面́交互ͅȂ表裏́対̈́ͥͅ

͢う配置̱Ȃ校章ͬ連想̵̯ͥぜ角

形ͬ忍̵̹͊ΠρΑ架構̱̹͂ȃ



38

構造部門

西
にし

槇
まき

　 毅
たけし

生 年 月　1982年 5 月奈良県生まれ
最終学歴　2007年神戸大学大学院
　　　　　自然科学研究科（建築学）
業務経歴　2007年㈱東畑建築事務所
　　　　　大阪事務所　構造設計室
●担当した主なプロジェクト
2007年　久太郎町ビル
2008年　西予市庁舎
2009年　大阪大学
　　　　テクノアライアンス棟
2010年　エクセディ新本社ビル
2011年　大阪府立高等職業技術
　　　　専門校北部校　南棟
2012年　NHK新京都放送会館
2013年　新伏見町ビル
2014年　岡山済生会看護専門学校
2015年　茶業研究所　本館・製茶棟
2016年　坂出市庁舎
2017年　タツタ電線本社社屋
　　　　及び体育館

■青年技術者のことば

構造技術者̱͂̀Ȃ建築物ͬ設計

̳ͥ際Ȃ安全性Ȃ経済性ͬ追求

̱̹設計̦基本͂考えͥȃ特殊̈́

案件͉̜̦́ͥ茶業研究所͈設計

ͬ通̲Ȃ設計事務所͈構造技術者

̱͂̀Ȃ建築物͈価値Ȃ意義ͬ高

̹͉͛ͥ͛ͅȂ既往͈技術Ȃ新技

術ͬ活̥̱̹構造方式͈積極的̈́

提案̦必要͂感̲̱̹͘ȃ̯ͣͅ

͉Ȃ社会͒配慮Ȫ茶業研究所͉́

施主要望̱͂̀Ȃ林業͈活性化ȫ

̱̹設計͜必要̜́ͥ͂考え͘

̳ȃ̹͘Ȃ̭͈͢う̈́提案Ȃ設計

ͬ目指̳̭͂́Ȃ自身͈知識Ȃ技

術͈向上ͬ図ͦͥ͂感̲̱̹͘ȃ

今後͉Ȃ建築物͈価値Ȃ意義ͬ高

̭͛ͥ͂ͬ意識̱Ȃ構造方式͈積

極的̈́提案Ȃ更͉ͅ社会͈͒配慮

ͬ目指̱̹設計ͬ行̽̀い̧̹い

͂思い̳͘ȃ

■すいせん者

阿蘇品尚士

㈱東畑建築事務所

執行役員ȁ本社΂έͻΑȁ東京代表

茶業研究所－「直交集成板」と「流通製材」による木造平屋建て研究所

ホール

架構建て方状況

CLT落とし込み状況

■建築概要
延床面積：951.93㎡
建築面積：953.80㎡
建物高さ：4.254m
架構形式： 屋根架構

CLTを用いた集成材格子梁
　　　　　 柱梁架構

流通製材による在来軸組

1．はじめに
本施設͉京都府̦所有̳ͥ茶͈生産振

興Ȃ高品質化͈̈́̓研究開発ͬ行う

施設̜́ͥȃ同府͉́ȶ̤茶͈京都ȷ

ȶ森͈京都ȷ構想ͬ展開̱̤̀ͤȂ本

施設͈機能強化Ȫ府民交流・研究交

流・担い手交流機能ȫ͂木造建築化ͬ

目的̱̹͂ςΣνーͺσ整備ͬ行̽

̹ȃ̹͘Ȃ木材利用͈拡大・促進Ȃ森

林資源͈循環及͍林業͈成長産業化͈

実現ͬ目的̱͂Ȃ京都府内産材及͍直

交集成板くなびほぐ͈利用ͬ条件̱̹͂ȃ

2．建築計画
平面計画͉Ȃ中庭及͍回廊ͬ中心̱͂

̹ワンέυͺρδ̱͂Ȃ交流ͬ活性化

̵̯ͥ΋ρδ΀ςͺ͂Γη·υーΒΡ

΀ςͺͬ明確ͅ配置̱̹ΖーΣンΈ計

画̱̹͂ȃ΋ρδ΀ςͺ͉なびほ͈現̱

天井Ȃ̭ͦͬ支えͥ柱・梁ͬ流通製材

͈現̱̱͂Ȃ木͈温ͤͬ͜感̲ͣͦͥ

空間̱̹͂ȃ̯ͣͅȂ天井ͬ中庭ͅ向

̥̽̀傾斜̵̯̭ͥ͂́Ȃなびほͬ外部

̥ͣ͜視認̧́ͥȶ浮̥͐天蓋͈έ͹

΍ーΡȷ̱͂̀構成̱̹ȃ

3．CLTと流通製材の構造利用
なびほ͉̭ͦͅ関̳ͥ告示͈施行以前́

̜̹̹̽͛Ȃ水平構面̱͂̀銘建工業

㈱̦性能認証ͬ取得̱̀い̹工法ͬ

基ͅ利用̳ͥ計画̱̹͂ȃ流通製材͉

Ȫ一社ȫ京都府木材組合連合会̦運営

̳ͥ京都木材規格くひほS材ぐ͈製材ͬ利用

̱Ȃ供給量確保͈̹͛Ȃ部材寸法͉じすし

×じすし～すせしȂ部材長せししし以下̱̹͂ȃ

4．構造計画
柱梁架構͉ȂひほS材̦建築基準法上͉

無等級材̹͂̈́ͥ͛Ȃ架構形式ͬ在来

軸組構法くσーΠじ ぐ̱͂Ȃ架構ΑΩン

͉前述̱̹部材寸法ͤ͢ȂずそせしΈςΛ

Πͬ基準̱̹͂ȃ屋根架構͉なびほͬ集

成材格子梁内ͅ落̱͂込͙Ȃなびほ͈外

部̥͈ͣ視認性̦高いέρΛΠ̈́天井

面̱̹͂ȃ架構厚͉Ȃ柱͂中段梁上

͈束柱ͤ͢ͅじたすしΈςΛΡ́支持̱Ȃ

じぜし厚̱͂Ȃ他͈空間ͤ͢広い空間ͬ

求̹͛ͣͦγーσ͉Ȃ格子梁ͬ張弦梁

̳̭͂ͥ͂́架構厚ͬ同厚̱̹͂ȃ

柱梁架構͈接合部͉在来構法形式ͬ基

本̱͂Ȃ̸͕差̱Ȃ大入ͦͤ͢ͅ部

材間̵͈ͭ断力Ȃ梁上端側ͅ設̫̹δ

σΠͤ͢ͅ部材間͈引張力ͬ伝達̳ͥ

設計̱͂Ȃ金物ͬ見̵̈́いȂ府内業者

͜ͅ加工可能̈́ΟͻΞーσ̱̹͂ȃ屋

根架構̾ͅい̀͜Ȃ̸͕差̱Ȃ大入ͦ

及͍δσΠͥ͢ͅ接合部ͬ基本̱̹͂

̦Ȃ張弦梁端部Ȃ屋根面谷部͈梁端部

͉Ȃ組立̀鋼板͂ΡςέΠάンͥ͢ͅ

接合ͬ採用̱Ȃ金物ͬ極力見̵̈́い接

合部ΟͻΞーσ̱̹͂ȃ̹͘Ȃなびほ͂

集成材格子梁間͉Ȃ̷̸ͦͦͅ設̫̹

Θδ加工ͤ͢ͅ面内̵ͭ断力ͬ伝達̳

ͥ設計̱̹͂ȃ

5．屋根架構載荷実験
本計画ͅ用い̹屋根架構͈水平構面͂

̱͈̀性能ͬ確認̳̹ͥ͛Ȃ載荷試験

ͬ銘建工業㈱͈協力ͤ͢ͅ行̹̽ȃ̭

ͦͤ͢Ȃ性能認証取得済͙工法͂同等

以上͈性能ͬ有̳̭ͥ͂ͬ確認̱Ȃ設

計Ȃ申請協議ͬ行̹̽ȃ

6．まとめ
府内産材ͬ用い̹なびほ͂流通製材ͬ意

匠材̥̾構造材̱̹͂架構̳̭͂ͥ͂

́Ȃ木͈温ͤͬ͜感̲ͣͦͥ空間̦実

現̧̹́ȃ

構造有効部
3層90mm
化粧層
2層60mm

120

9015
0

105
105 登り

梁つなぎ梁

せん断ダボ凸

せん断ダボ凹
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引張用ボルト
せん断用大入れ

屋根架構

柱梁架構せん断ダボ凸

イ 断面図
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●はじめに
本建物͉Ȃ戸境壁ͬ耐震壁̳͂ͥす棟

Ȫ南棟ȇ約ぜしmｘじずmȂ東棟ȇ約じずmァせぜmȫ

͈板状͈共同住宅ͬび型ͅ配置̱̹基

礎免震構造͈計画̳́ȃじ階͈南東͈

一部͂す階以上͉全̀住戸̜́ͤȂ南

棟͈だ こじじこじせ階́西側̦Ȃ東棟͈じす～

じせ階́北側̦じΑΩン̴̾ΓΛΠΨΛ

·̱̀い̳͘ȃ

板状͈共同住宅͈特長̜́ͥ方向別ͅ

ρーιン架構͂耐震壁架構͂いう大

̧̩剛性͈異̈́ͥ構造形式̜́ͥ建物

２棟ͬ居住条件Ȃ敷地条件ͤ͢ͅȂび

型ͅ配置̳ͥ計画ͅ対̱͈̀̓͢う̈́

構造計画ͬ提案̧̥́ͥͬ思案̱̱͘

̹ȃ

● 最下層で2棟を一体とし、
上階は独立させる

す棟ͬ一体̱̹͂場合Ȃ剛性̦大̧い

耐震壁架構͈棟ͅ地震力̦移行̱Ȃ負

担̵ͭ断力̦集中̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ免

震装置͈引抜力̦大̧̩̈́ͤȂ設計́

̧̩̱̹̈́̈́ͤ͘ȃ̯ͣͅȂ偏心̦大

̧̩̈́ͤȂ捩ͦ振動͈影響̦大̧̩̈́

̱̹ͤ͘ȃ

完全ͅ独立̵̯̹場合Ȃ免震層͈変形

ͬ含͚各棟͈相対変形̦大̧̩Ȃ΀΅

ΑΩンΏοン͈·ςͺρンΑ̦ じ m以

上必要̈́ͤͅȂ鉛直方向͈相対変形͜

大̧̩̹̈́ͥ͛Ȃ構造的Ȃ建築的̈́設

計̦困難̱̹͂̈́ͤ͘ȃ

二͈̾案͈中間的̈́案̱͂̀Ȃ最下層

́ す棟ͬ一体̱͂Ȃ上階͉各棟ͬ独

立̵̯̭ͥ͂́Ȃ各棟͈地震力̷ͬͦ

̸̦ͦ負担̱Ȃ各棟͈柱梁͈̈́̓主体

架構̦ΨρンΑ͈良い設計̱͂̈́ͤ͘

̹ȃ̹͘Ȃ免震構造͈効果ͤ͢ͅȂ΀

΅ΑΩンΏοンΐοͼンΠ͜棟間͈·

ςͺρンΑ̦耐震構造ͅ比͓̀͜小̯

̩̈́ͤȂ経済的̈́設計̱̹͂̈́ͤ͘ȃ

̯ͣͅȂ各棟͈負担̵ͭ断力ͅ大̧̈́

差̦̩̈́Ȃ免震層͈偏心ͬ小̧̯̩́

̱̹͘ȃ

● せん断弾性係数の異なるゴ
ムの併用

各棟͂͜上階́ ずΑΩン̴̾ΓΛΠ

ΨΛ·̱̀い̹ͥ͛Ȃ̭ͦͥ͢ͅ偏心

͜生̲̀い̱̹͘ȃ̷͈̹͛Ȃ許容圧

縮荷重̦͕͖変わͣ̈́いす種類̵͈ͭ

断弾性係数͈高減衰Όθ系積層Όθͬ

採用̱ȂΓΛΠΨΛ·ͥ͢ͅ偏心͈影

響̤̯ͬえ̱̹͘ȃ
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高減衰ゴム系積層ゴム 

：φ1000 X6R 

：φ1100 X4R 

：φ1000 X4R 

：φ950 X4R 

：φ900 X4R 

弾性すべり 

：φ500 

：φ400 

南棟の重量：15580 kN（全体重量の 52%）
 

東棟の重量：14625 kN（全体重量の 48%） 

告示乱数の応答層せん断力（免震層）：18244kN 
南棟：9608 kN（免震層合計の 53%） 
東棟：8636 kN（免震層合計の 47%） 
→免震層の捩れを抑制 

セットバックにより、

軸力が小さい。 

偏心調整のため、 
せん断弾性係数を変更 

セットバックにより、

軸力が小さい。 

：東棟耐震壁 

：南棟耐震壁 

棟間のクリアランス 
最大 250mm 南棟 東棟 

基準階平面図

Y方向の応答層せん断力

免震装置の配置計画

構造部門

野
の

口
ぐち

浩
こう

平
へい

生 年 月　1983年 9 月静岡県生まれ
最終学歴　 横浜国立大学大学院社会

空間システム学専攻
業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　 2010年東京本社構造設計

部
　　　　　 2013年東北支店建築設計

部
　　　　　 2015年東京本社構造設計

部
　　　　　 2016年Obayashi Vietnam 

Corporation
　　　　　 2017年大阪本店構造設計

部
●担当した主なプロジェクト
・新三春中学校
・ （仮称）大正大学新 5 号館教育・研

究棟新築工事
・（仮称）大京町計画
・ （仮称）大久保三丁目西地区開発計

画
・（仮称）プラウド鹿野三丁目
・ AEON MALL TAN PHU CELADON 

EXTENSION

■青年技術者のことば

応募̜̹̽̀ͅȂ入社̱̥͈̀ͣ

じし年余ͤͅ担当̱̹物件ͬ振ͤ返

ͤȂ色々̭̈́͂ͧ́Ȃ様々̈́方々

͂仕事̵̯̀ͣ̽̀͜い̺ͥͭ

̛̈́͂感慨深̩感̲Ȃ感謝ͅ堪え

̵ͭ͘ȃ

構造設計者̱͂̀Ȃ̱͜全̩同̲

建物ͬ設計̳̭̹ͥ͂̈́̽ͅ場

合ͅȂ原理原則ͅ従いȂ全̩同̲

答えͬ導̫ͥ正確̯͂前͂違うͺ

ͼΟͺや新̱い知見ͬ盛ͤ込͛ͥ

柔軟̯ͬ持̻合わ̵̭̦ͥ͂私͈

理想̳́ȃ̭̥ͦͣ͜常ͅ情報収

集͈̈́̓努力ͬ怠̴ͣȂ構造設計

者̱͈͂̀技術力Ȃ魅力ͬ手ͅ入

ͦȂ磨̧上̬̀い̧̹い̳́ȃ

̷̱̀Ȃ意匠設計や設備設計͈方

̹̻͂対話̱̦̈́ͣȂ最後́͘͢

ͤ良い空間̩̹ͬ̾ͥ͛ͅȂ̷̭

ͬ利用̳ͥ方々͈笑顔͈̹͛ͅȂ

図面͈先ͬ常ͅ考え続̫ͣͦͥ設

計者́い̹い̳́ȃ

皆様̜̦ͤ͂う̮̰い̱̹͘ȃ

̭̥̱̩̤ͦͣͧ͜͢願い致̱͘

̳ȃ

■すいせん者

嶋崎敦志

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

構造設計第三部ȁ部長

2棟の板状マンションを免震層直上で接続した免震構造

外観パース
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座屈拘束
ブレース

斜め柱

鉄骨梁

CFT柱

長柱

独立架構

オイルダンパ
 HiDAX-e

構造部門

花
はな

房
ふさ

広
ひろ

哉
や

生 年 月　1983年 8 月 9 日●生まれ
最終学歴　京都大学大学院 工学研究科
　　　　　建築学専攻 修士課程修了
業務経歴　2009年鹿島建設㈱入社
　　　　　建築設計本部
　　　　　構造設計統括グループ配属
　　　　　2014年関西支店建築設計部
　　　　　構造設計グループ配属
●担当した主なプロジェクト
2009年　リーガル本社ビル新築工事
2010年　千疋屋日本橋ビル新築工事
　　　　新潟日報本社ビル新築工事
2011年　東熱ビル新築工事
建設中　ホテルロイヤルクラシック
　　　　大阪難波新築工事
建設中　京都新町ホテル新築工事
建設中　山九株式会社独身寮新築工事
建設中　京都四条ホテル新築工事

■青年技術者のことば

入社̱̀だ年ȃ構造設計ぞ年Ȃ開

発・特殊解析す年ͬ経験̱̹ȃ数

多̩͈ίυΐͿ·Πͅ携わͤȂ基

本的̭̥̈́͂ͣ最新͈技術́͘幅

広̩技術ͬ磨い̧̹̀ȃ

構造設計̱͂̀求̭͉͛ͣͦͥ͂

非常ͅΏンίσ́Ȃȶ建物͈安全

ͬ担保̳̭ͥ͂ȷ̜́ͥȃ̱̥̱

̦̈́ͣȂ多̩͈関係者͈意見ͬ結

集̵̯ͥ特性上Ȃ̷͈詳細͉建物

̮͂ͅ大̧̩異̈́ͥȃ良い建物ͬ

̩̹͉̾ͥ͛ͅȂ意匠・設備・構

造͈設計三者̦十分ͅ調整̯ͦ̀

いͥ必要̦̜̦ͥȂ詳細ͅ設計ͬ

進͛ͥΗͼηンΈ͉異̈́ͥȃ特ͅ

構造̷͉͈ΗͼηンΈ̦早い͈

́Ȃ意匠・設備設計͈意図ͬ読͙

取ͤȂ構造計画ͅ反映̳̭̦ͥ͂

重要̜́ͥ͂考え̀いͥȃ

意匠・設備設計ͬ理解̧́ͥ構造

設計者̴̭͉͂̈́ͥ͂ͬ͘目指

̱Ȃ多̩͈経験ͬ経̀Ȃ最終的ͅ

͉設計・施工・΋ΑΠ等͈Ψρン

Α感覚ͅ優̹ͦ構造設計者ͬ目指

̱̹いȃ

■すいせん者

菅野忠司

鹿島建設㈱ȁ関西支店

支店次長

大阪市内ͅ計画̯̹ͦȂ隈事務所͂共

同́設計̱̹超高層γΞσ͈新築計画

̜́ͥȃ低層階ͅγΞσ͈婚礼・宴会

部門Ȃ高層階ͅ宿泊部門̦計画̯ͦȂ

低層階͈ΑΩン中央部͉ͅ吹̧抜̫ͬ

有̳ͥΨンΉΛΠͬΑ΅Λίέυͺ形

式́積層̳ͥ計画̱͂̀いͥȃ正面͈

ΟΎͼン͉Ȃ低層階部分̻̲ͬ̈́͘ͅ

̺ͭ既存建物͈ΟΎͼン̷͈ͬ͘͘継

承̱̹唐破風̤͍͢切妻屋根Ȃ̷͈上

部ͬ宙ͅ浮い̹͢うͅ見̵̹ͥ͛ͅ高

層階ͬ΂ーΨーΧンΈ̵̯̹計画́Ȃ

最上階͈屋根ͬ低層部͈切妻屋根͂揃

え̹ΟΎͼン͂̈́̽̀いͥȃ外装材

͉下̥ͣPな版Ȃ΄ρΑ΃ーΞン;΁ー

σȂͺσησーΨー͂多彩ͅ組͙合わ

̵̹計画͂̈́̽̀いͥȃ

●構造概要
基礎構造͉ΩͼσΡ・ρέΠ基礎̱͂

̹ȃ地下͉鉄骨鉄筋΋ン·ςーΠ造͈

耐震壁付̧ρーιン構造Ȃ地上͉鉄骨

造Ȫ柱なねほȫ純ρーιン構造̱͂Ȃ高

性能΂ͼσΘンΩȪはiにとみごれȫ̤͍͢

座屈拘束ήτーΑͬ用い̹制震構造͂

̱̹ȃ

●構造計画概要
異̈́ͥ用途ͬ積層̳ͥ計画͈̹͛様々

̈́制約̦発生̱Ȃ̷̸ͦͦͬ解決̱̈́

̦ͣ計画ͬ進̹͛ȃ

・ 大阪平野特有͈互層地盤͈̹͛Ȃ杭

基礎͂直接基礎ͬ併用̱Ȃ躯体΋Α

Π͈最適化ͬ図̹̽ȃ

・ 梁ΑΩン・階高̦不均一̥̾不整形

̜́ͤΓΛΠΨΛ·̱̹建物̜́̽

̹̹͛Ȃ適切̈́層剛性ͬ確保̳ͥ͂

͂͜ͅΘンΩͬ用い̀偏心制御設計

ͬ行̹̽ȃ

・ 中・高層階ͬ΂ーΨーΧンΈ̵̯ͥ

意匠ΟΎͼン͈̹͛ȂΑρΑΠ力ͬ

適切ͅ処理̱̀斜͛柱̱͂̀計画̱

̹ȃ

・ ΀Α΃τーΗー横͈吹̧抜̫ͅ面

̳ͥ長柱ͅ対̱̀座屈解析ͬ行いȂ

安全性ͬ確認̱̹ȃ

・ 客室部Ȫ高層階ȫ͈υンΈΑΩン部

͉ͅέͻーτンΟͻーσ架構ͬ採用

̳̭ͥ͂́Ȃ階高͈低減ͬ図̹̽ȃ

制震装置を用いた偏心制御設計

【外観パース図】
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【座屈解析】

外観写真 力学特性
【高性能オイルダンパ(HiDAX-e)】

【軸組図】

【床伏図】
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構造部門

宮
みや

脇
わき

正
まさ

尚
なお

生 年 月　1983年12月兵庫県生まれ
最終学歴　2008年信州大学大学院
　　　　　工学系研究科修了
業務経歴　2008年㈱大林組入社
　　　　　2008年大阪本店構造設計部
　　　　　2012年本社構造設計部
　　　　　2014年大阪本店構造設計部

●担当した主なプロジェクト
・エルヴェ東天満マンション新築工事
・ 株式会社神戸製鋼所加古川製鉄所

転炉新築工事
・（仮称）港区港南二丁目計画
・ （仮称）日本橋二丁目地区第一種市

街地再開発事業
・新日生病院建設プロジェクト
・市営桜の宮住宅建替事業
・（仮称）堺筋本町ホテル計画

■青年技術者のことば

構造設計者͈役割͉Ȃ単ͅ構造

計算̳ͬͥȪ基準法ͬ満足̵̯

ͥȫ̭͉͂́無̩Ȃ意匠・設備・

施工性͈͂ΨρンΑͬ図ͤȂ̷͈

時々͈条件ͅ応̲̀合理的̈́判断

̱̀い̩̭̺͂͂思うȃ̷͈̹͛

͉ͅȂ力͈伝達，変形ͬͼιーΐ

̱̦̈́ͣ結果ͬ予測̱Ȃ̷͈結果

͈妥当性ͬ技術的̈́裏付̫ͤ͢ͅ

確認̳ͥ͂͂͜ͅȂ外力等͈不確

実性ͬ適切ͅ理解・把握̱̦̈́ͣ

設計者̱͂̀判断ͬ下̱̀い̥̈́

̫ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ̷͈経験Ȃ根拠

ͬ蓄積̱̀い̩͂͂͜ͅȂ分野ͅ

捕ͣわͦ̈́い広い関心興味ͬ持̻Ȃ

日々進歩̱̀いͥ新̱い技術ͬ積

極的ͅ利用・応用̱̀い̩̭͂́Ȃ

設計者̱͂̀成長̱̀い̧̹いȃ

̹͘Ȃ近年͈構造Ȫ耐震性ȫͅ対

̳ͥ社会的関心͈高ͤ͘ͅ対̱

̀Ȃ建築主͈ΣーΒͬ的確ͅ捉

えȂ設計̳ͥ建物͈性能，仕様ͬ

明確ͅ分̥ͤや̳̩説明̳ͥ責任

̦̜ͤȂ建築主̷͈͂目標性能

Ȫ耐震性能ͅ限̴ͣȂ遮音・振動

性能等͜含͛̀ȫͬ共有̧́ͥ設

計者̈́̽̀ͅい̧̹い͂思うȃ

̷̱̀Ȃ設計者̱͂̀持̀ͥ技術

ͬ最大限ͅ発揮̱Ȃ建築主͂共感

̱合えͥ空間Ȃ社会ͅ価値͈̜ͥ

建築物ͬ創出̧́ͥ技術者ͬ目指

̱̀い̧̹い͂思うȃ

■すいせん者

大住和正

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

構造設計第一部ȁ部長

●はじめに
本建物͉Ȃぱ忙品川駅̥ͣ南東ͅ約たししm

͈地点ͅ位置̱Ȃ高浜運河Ȫ東側ȫ͂

天王洲運河Ȫ南西側ȫ̦交わͥ運河͈

交差点ͅ面̱Ȃ各運河ͅ面̱̀最大限

住戸ͬ配置̧́ͥ͢うV字型形状ͬ採

用̱Ȃ西側住戸͂東側住戸ͬ結͐渡ͤ

廊下ͥ͢ͅΓンΗーδͼΡ型͈集合住

宅͂̈́̽̀いͥȃ̹͘ȶ防災対策ͬ備

え̹住͘い̩̿ͤȷ͈観点̥ͣ免震構

造ͬ採用̱̀いͥȃ

●構造計画
上部架構͉Ȃ免震効果ͬ効果的ͅ発揮

̳ͥ為ͅȂ住戸間戸境壁ͬ連層耐震壁

̱͂高い剛性ͬ確保̳ͥ計画̱̹͂ȃ

建物形状̦V字型̤͂̈́̽̀ͤȂ過大

͇̲̦̈́ͦ生̲̈́い͢うȂ西棟連層耐

震壁͉間柱ͬ設̫̹壁柱Ȫ免震装置͉

壁柱中央͈じ΃所ͅ配置ȫ̱͂曲̬系

͈剛性̳̭ͥ͂́ͅȂ東棟側͈む方向

純ρーιン架構͈͂剛性͈ΨρンΑͬ

図̹̽ȃ̹͘建築計画上必要͂̈́ͥ渡

ͤ廊下ͬȂす棟ͬ連結̳ͥ構造部材͂

̱̀活用̳̭ͥ͂́ȂV字形状͈建物

͈安全性ͬ高͛ͥ計画̱̹͂ȃ

免震層͉Ȃ長周期地震動͜ͅ配慮̱Ȃ

繰ͤ返̱依存͈小̯い天然Όθ系積層

ΌθȂ弾性̳͓ͤ支承ͤ͢ͅ構成̱Ȃ

΂ͼσΘンΩーͤ͢ͅ効果的ͅ΀Υσ

Άー吸収̳ͥ計画̱̹͂ȃ弾性̳͓ͤ

支承͉Ȃ変動軸力͈少̈́い箇所̹͉͘

変動軸力̦正負加力時ͅ対称͂̈́ͥ箇

所ͅ配置̱̹ȃτασす地震時̤ͅい

̀免震装置ͅ引抜力̦生̲̈́い͢うͅ

計画̱Ȃ圧縮軸力̦小̯い箇所̾ͅい

͉̀Ȃ想定ͬ超えͥ引抜力̦生̲̹場

合ͅ対̱̀免震装置͈引張面圧̦過大

̈́ͣ̈́ͅい͢うͅ引抜力制御ίτーΠ

ͬ配置̱Ȃ安全性ͬ確保̱̀いͥȃ

○建物形状を考慮した設計
・2棟を連結する渡り廊下梁
V字形状͈建物͈西棟͂東棟͈振動性

状̦同̲͂̈́ͥ͢う̱ͅ安全性ͬ高͛

̹ͥ͛ͅȂ建築計画上必要͂̈́ͥ渡ͤ

廊下ͬす棟ͬ連結̳ͥ構造要素̱͂̀

活用̱̀いͥȃΑρή͈面内剛性ͬ評

価̱̹立体έτーθκΟσͥ͢ͅ振動

解析ͬ行いȂτασ す地震動ͅ対̱

̀Ȃ西棟͂東棟ͬ連結̳ͥ梁ͅ損傷̦

生̲̈́い̭͂ͬ確認̱̹ȃ渡ͤ廊下͈

部材設計̤ͅい̀Ȃす棟ͬ連結̳ͥ重

要̈́部材̜̭́ͥ͂ͬ考慮̱Ȃ振動解

析́得̹ͣͦ軸力̦͍͌割ͦ軸耐力以

下̭̈́ͥ͂ͬͅ確認̱̹ȃ̹͘Ȃ廊下

直交方向ͅ生̲ͥ応力ͅ対̱̀͜短期

許容耐力以下̭͂̈́ͥ͂ͬ確認̱̹ȃ

・東西住戸連結部
V字型形状͈付̫根͂̈́ͥ接続部͈Α

ρῄ̾い̀͜ȂΑρή͈面内剛性ͬ

考慮̱̹立体έτーθκΟσͥ͢ͅ振

動解析̵́ͭ断力ͬ確認̱Ȃ連結部Α

ρή΋ン·ςーΠ̵͈ͭ断͍͌割ͦ強

度以下̜̭́ͥ͂ͬ確認̱̀いͥȃ

V字形状を有する免震構造板状集合住宅
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免振層伏図 引抜き力制御プレート機構 

西棟①,東棟② R 階廊下直交方向変形量
 時刻歴応答解析結果 

西棟①-東棟②間 R 階軸方向力 
時刻歴応答解析結果 

基準階平面図 

建物断面図 

時刻歴応答解析モデル 

軸ひび割れ軸耐力 

夂瑟 指痔弸瘢]oo_

峡 PT: T57/:22/802¬52 み:22

峡 PT; T57/;22/80:¬48 み;22

峡 PT;C T57/;22/80:¬48 み;22

峡 PT32 T62/3222/907¬48 み3222

峡 PT33 T62/3322/:05¬46 み3322

峡 UC: UC:2/:22/8¬9 み:22

峡 UC; UC:2/;22/:¬7 み;22

筆𪘚闍賽営陵

ァ

渡り廊下 
（西棟と東棟を連結） 連層耐震壁 

（剛性確保） 

渡り廊下梁 

連層耐震壁 
（剛性確保， 
 壁柱型し 
東棟Y方向と 
剛性調整） 

連層耐震壁 

東棟 西棟 

渡り廊下梁 
（西棟と東棟を連結し安全性を向上） 

引抜き力 
制御プレート配置

変動軸力の 
小さい位置に 
すべり支承配置

外観パース
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構造部門

渡
わた

邊
なべ

　 祥
しょう

生 年 月　1987年 7 月京都府生まれ
最終学歴　 2012年大阪市立大学大学

院　工学研究科
　　　　　都市系専攻
業務履歴　 2012年㈱安井建築設計事

務所入社
　　　　　現在　大阪事務所構造部
●担当した主なプロジェクト
2013年　KIX 2 期南側貨物地区上屋
2014年　タリーズコーヒー宝塚店
　　　　昇陽高等学校新校舎増築
2016年　小野薬品工業水無瀬研究所
2017年　近大生駒グラウンド合宿所
　　　　大阪スバル和歌山店
　　　　三重交通G スポーツの杜
　　　　伊勢　陸上競技場
2018年　大阪国際空港TB再整備
　　　　京都大学桂図書館（施工中）

■青年技術者のことば

建築͉Ȃ設計者̺̫́作͈ͥ́͜

͉̈́いȃ̜ͥ人̦̜͂ͥ建築ͬ作

̹ͤい͂思いȂ誰̥̦設計̱Ȃ̷

͈̹͘誰̥̦施工̳ͬͥȃ

̻ͧͭ͜ȶ設計ȷ̤ͅい̀͜Ȃ̹

̺一人́設計̳ͥわ̫͉́̈́いȃ

意匠・構造・設備͂わ̥ͦ̀いͥ

̷̭͂͜う̜̦́ͥȂ̷ͦ以外ͅ

̜ͣ͜ゆͥ人͈協力̦必要不可欠

̜́ͥȃ

設計者͉料理人͈͢う̈́仕事̺͂

思うȃ料理人͉̜ͣゆ̭ͥ͂ͧ́

食材ͬ買̽̀Ȃ̷ͦͬ調理̷̱̀

ͦͬ品物̱͂̀提供̳ͥȃ̻ͧ͜

ͭ例外̜̥̱ͥͦ̈́͜͜い̦Ȃ野

菜ͬ栽培̱̹ͤȂ家畜ͬ育̀ͥ͂

̭͉̱ͧ́̈́͘いȃ誰̥̦育̀̀

̩̹͈̥ͦͣ͜選ͭ́Ȃ自分͈味

ͅ仕上̬ͥȃ

設計者͜同̲̜́ͥȃ決̱̀鉄

骨・΋ン·ςーΠ̥ͣ外装材ͅ至

ͥ́͘Ȃ設計者自̦ͣ素材ͬ製作

̳ͬͥわ̫͉́̈́いȃ数多̜ͥ建

築材料̥ͣ選ͭ́Ȃ建物̥̹̻ͬ

造ͥȃ̷͈̥̹̻造ͥ際͈ΪンΠ

͉Ȃ意外̭͈̈́͂ͧ́会話͈中ͅ

̜̹̳̽ͤͥ͜ȃ

̭͈͢う̈́状況́成ͤ立̾ȶ設

計ȷ̷̺̥̭ͣȂ様々̈́関係性ͬ

大切̱̦̈́ͣͅȂ̷̭́得̹̜ͣ

ゆͥ知識ͬ吸収̱Ȃ少̴̱̾́͜

進歩̱̹いȃ

■すいせん者

山浦晋弘

㈱安井建築設計事務所

大阪事務所ȁ構造部長

1．はじめに
本建物͉Ȃ三重県伊勢市ͅ位置̱Ȃ神

宮͈森ͅ隣接̳ͥ五十鈴公園内ͅ建

̾ȃ伊勢神宮内宮̦̾̈́ͥͅȶ杜͈中

͈競技場ȷͬ΋ンΓίΠͅȶ架構美

͈継承ȷȶ山並͙景観͈͂調和ȷȶ素材

感ȷͬ΅ーワーΡ̱͂̀設計ͬ行いȂ

ȶ伊勢ȷͅ呼応̱̹競技場̰̱̹ͬ͛ȃ

2．構造計画
①搬入と揚重計画
PなよPな造ͬ採用̳ͥ場合ȂPなよ部材ͬ̓

う分割̱̀現場ͅ搬入̳̥ͥȂ̹͘い

̥ͅ鋼製型枠͈数・種類ͬ減̱ͣ̀΋

ΑΠͬ下̬̥̦ͥ計画上͈εͼンΠͅ

̈́ͥȃ̷͈̹͛Ȃ早期ͅ概略応力解析

ͬ行̽̀主架構͈仮定断面ͬ出̱Ȃ̤

̷̤͈͢重量ͬ求̹͛ȃ̷͈結果ͬ͜

͂ͅPな専業者ͅ協力ͬ求͛Ȃ揚重計画

͂合わ̵̭̀̓́各άーᾼ分割̳ͥ

̥Ȃ̓う圧着接合̳̥ͥͬͼιーΐ̱

̦̈́ͣ検討ͬ進̹͛ȃ

②テンションロッドの配線計画
配線計画̜̹̽̀ͅȂ̴͘力͈流ͦ͂

υΛΡ͈役割ͬ明確̱͢ͅう͂考え

̹ȃ大屋根ͬ軽快ͅ支え̹ͥ͛ͅΞン

ΏοンυΛΡͬ用い͈͈ͥ͜Ȃ̷͈配

線͉̽̀͢ͅ地震時ͅήτーΑ̱͂̀

効̧Ȃ思わ͆損傷ͬ引̧起̭̳ȃ̷͈

̹͛Ȃ地盤面ͅ斜͛柱̥ͣ垂直ͅ配線

̱Ȃ最上部́大屋根鉄骨͊ͤͅ斜͛ͅ

分岐̵̯̭̱̹ͥ͂ͅȃ

̹͘Ȃ計画当初͈ιͼン柱͈傾斜ͬ̓

͈程度傾̫̥ͥͬ意匠設計者͂打合̵

̱̦̈́ͣ最終的̈́έ΁σθͬ決̹͛ȃ

̯ͣͅȂ吹上̬防止用͈ΞンΏοン

υΛΡ͉観客席内ͅ設̫̭ͥ͂̈́ͥͅ

̦Ȃ事前ͅ同種͈競技場ͬ見学̱̹͕

̥ȂどばMͥ͢ͅ視認性͈検討ͬ加え̈́

̦ͣȂ建築主͈同意ͬ得̀視線͈妨̬

̈́ͣ̈́ͅい取付̫位置ͬ決̹͛ȃ

③貫を再現する接合部の検討
΋ン·ςーΠ͂΋ン·ςーΠ̦交差̳

ͥ部分͉Pなよ部材͈圧着接合͂簡単ͅ

思い̩̦̾Ȃ鉄͂΋ン·ςーΠ͈交差

ͬ̓う処理̳̥̦ͥ課題̜̹́̽ȃΞ

ンΏοン構造͉地震や風ͥ͢ͅ変形̦

̱や̳い特性ͬ̽̀͜い͈ͥ́Ȃ柱す

本͈間ͬ通̱Ȃ̷̭ͅ回転άン支承ͬ

設̫̀接合̵̯̹ȃ̷͈他Ȃ複数͈部

材̦集ͥ͘接合部̾ͅい̀͜ȂどばMͬ

用い̀個々ͅのPび͈取̜ͤいȂ施工性

ͬ確認̱̦̈́ͣ形状ͬ決定̱̹ȃ

④弱点をつくらない計画
ΑΗΐͺθ系͈建築͉ͅ特有͈課題̦

̜ͥȃ̷͉ͦ斜͛梁ͥ͢ͅ短柱͈ͬ̓

͢うͅ処理̳̥ͥ͂いう課題̺ȃ今回

͉΋ン΋ーΑͬ分棟化̵̯̭ͥ͂́Ȃ

̷͈構造上͈弱点̩ͬ̾ͣ̈́い計画͂

̱̹ȃ̷̯͉͈ͣͅ΋ン΋ーΑ棟ͬ鉄

骨造́計画̳̭ͥ͂́Ȃ同様ͅ課題́

̜̹̽΋ΑΠ抑制̦達成̧̹́ȃ

3．構造設計の概要
本建物͉不静定次数̦低̩Ȃ軸力系́

ΨρンΑ̦保̹ͦ̀い̹ͥ͛Ȃ想定外

̦起̧̹時͈έͿͼσΓーέ̱͂̀Ȃ

大地震時̤̫ͥͅ弾性設計ͬ行う̭͂

́安全性ͬ担保̱̹ȃ̹͘構造解析ͅ

̾い͉̀Ȃ屋根鉄骨̥ͣ地中梁́ͬ͘

一体̱̹͂κΟσͬ用いȂ一部͈Ξン

ΏοンυΛΡ͈張力̦消失̱̹際͈検

討͜行いȂ消失時́͜崩壊̵̯̈́い設

計̱̹͂ȃ

4．さいごに
̹̩̯͈ͭ関係者͈方͈̮協力̦̜̽

̷̹̥̭ͣȂ神宮̦̭͈̾̈́ͥͅ場所

ͅ͏̯わ̱い表情͈競技場ͬ実現̳ͥ

̧̭̦̹͂́͂考え̀いͥȃ

「伊勢」に呼応した架構デザイン　－三重交通G スポーツの杜 伊勢 陸上競技場－

外観　南西面

440

900
002 051002002051

40

R=36
028

0
44
0

16
0

600

320

12
0
80 80

20
0

16
0

28
0

80
28
5

1,000 1,000

44
0

68
0

45
0.2

33
0

97
5

28
0

40
0

28
0

50 80
40

17
0φ

700+増打 200 200 700+増打

600+増打 600+増打

360

16
0

80
40

16
0

55025 25

1,800+増打

165 165
600

322

5

C

D

E

PL-25

アンカーB：10-M39(L=975)
(ABM490)

定着板：PL-16x100φ
(SS400)

下側鋳鋼支承：750x550
(SCW480)

上側鋳鋼支承：600x360
(SCW480)

無収縮グラウト：Fc30 以上

ピン：150φxL252
NAP715

CPL-12x170φ
皿ビス2-M16 L25

アンカー孔径：73.5φ
親子フィラー充填

ブレース
取付芯

SG11：H-900x300x16x28
(SN490B)

BH-900x300x36x28
(SN490B)

外観　南東面 外観　西面（正面アプローチより）

屋根面S梁：H型鋼 メインステイ

フロントステイ
（吹上げ防止材）

組柱
（木組みフレーム）

斜め柱
（木組みフレーム）
：PCaRC造

バックスステイ2

回転ピン支承
（鋳鋼）

バックスステイ1

段梁：PCaPC造

コンコース棟（S造）
構造パース

屋根面大梁接合部詳細（回転ピン支承部）
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設備部門

小
こ

林
ばやし

佑
ゆう

輔
すけ

生 年 月　1983年 5 月兵庫県生まれ
最終学歴　 2006年同志社大学工学部

機械システム工学科卒
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　2007年大阪本店設計部
　　　　　2010年神戸支店設備部
　　　　　2013年大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2008年　朝日放送アネックス
2010年　JR尼崎北NKビル
2010年　日生御堂筋ビル立体駐車場
2010年　大丸京都店大規模改装
2013年　神戸薬科大学 6 号館建替
2015年　 堂島アクシスビル熱源・空

調改修
2016年　萬世電機本社建替
2017年　ケイ・オプティコムビル

■青年技術者のことば

私͉Ȃ設備設計者͉ͅ建築主͈建

物ͅ期待̳ͥ想いやΣーΒͬ把握

̱Ȃ綿密̈́΋ηνΣΉーΏοンͬ

重͇̀具体化̳̭ͥ͂͂Ȃ社会的

̈́ΣーΒ̱͂̀環境配慮̦求͛ͣ

ͦͥ中́Ȃ人々͈快適性ͬ損̈́わ

̈́い͢うͅȂい̥ͅ両立̧̥́ͥ

̦求͛ͣͦ̀いͥ͂考え̀いͥȃ

建物運用後̤ͅい̀Ȃ私̦関わͥ

電気設備Ȃ機械設備̦建物͈環境

配慮性能や建物内͈人々͈快適性

ͅ大̧̩影響ͬ与え̹ͥ͛Ȃ̷͈

役割͉大̧いȃ私͉本計画ͅ取ͤ

組͚̜̹ͤͅȂ建築主͈想いͬ共

有̱̀建物ͬ作ͤ上̬̭ͥ͂ͬ意

識̱Ȃ新̹̈́技術導入͉̲ͬ͛͂

̱̹Ιλτンΐͬ通̲̀Ȃ環境配

慮͂人͈快適性ͅ着目̱設備計画

ͬ行̹̽ȃ

今後͜環境配慮̱̾̾人々̦快適

ͅ過̧̮̳̭̦͂́ͥ空間ͬ創造

̱Ȃ̻̩̿ͤ͘ͅ貢献̱̀い̧̹

いȃ̹͘Ȃ建築主や関係者͈͂想

いͬ共有̳̹ͥ͛ͅ΋ンάνΞー

Ώο΢σ・ΟΎͼン͈活用͈̈́̓

新̹̈́κΟςンΈ手法͜ͅΙλτ

ンΐ̱Ȃ自己研鑽ͬ重͇̀新̹̈́

設備技術͈開発̈́̓Ȃ設備技術͈

発展ͅ臨ͭ́ゆ̧̹いȃ

■すいせん者

椎葉隆代

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

設計部ȁ設備部長

1．設備計画のコンセプト
本計画͉Ȃ建築主͈想い̱͂̀Ξ΢ン

Π΂έͻΑΫσ͈機能性・効率性Ȃ省

΀ΥσΆー・省なぶすȂ快適性・知的生

産性ȂどなPͅ配慮̳̭̦ͥ͂求͛ͣͦ

̹ȃ̷̭́ȂӱΞ΢ンΠ΂έͻΑΫσ

͈機能性͂省΀ΥσΆー性͈両立Ӳ快

適性・知的生産性͂省΀ΥσΆー性ͬ

高͛ͥ空調計画ӳρͼέ΍ͼ·σͬ適

正化̳ͥ省΀Υ・省資源化計画ӴΞ΢

ンΠ͈どなP΍εーΠͬ設備計画͈΋ン

ΓίΠ̱̹͂ȃ

図- 1　建物外観

2．具体的な取り組み
2. 1　 テナントオフィスビルの機能性

と省エネルギー性の両立
外周部各方位͉ͅ定風量換気装置ͬ設

置̱Ȃ自動開閉ͤ͢ͅ自然換気ͬ行う

計画̱͂̀いͥȃ低層用Ȫそ～じぞ階ȫ・

中層用Ȫじた～すし階ȫ・高層用Ȫすじ～すす

階ȫ͈έυͺ́使い分̫̹δͼΡͬ併

用̱Ȃ水平・垂直͈自然換気効果ͬ向

上̵̯̀いͥȪ図ご すȫȃ

΂έͻΑ͈照明器具͉ͅȂ各Γン΍，

ΩーΕ΢σ気流ξΣΛΠͬ複合設置́

̧ͥ計画̱͂Ȃ照明発光部͉天井面̥

ͣじせさぜmm突出̱̤̀ͤȂ執務者͈視野

角及͍天井面͈明̯ͥ感ͬ高̭͛ͥ͂

́Ȃ低照度͈́視環境ͬ向上̱̀い

ͥȃ照明制御͉Ȃ基準κΐνーσずさすm

×ずさすm毎ͅ明̯ͥΓン΍Ȃ人検知Γン

΍Ȫ画像Γン΍ȫͬ配置̱̀Ȃ̧͛細

̥̈́調光制御ͤ͢ͅ省΀ΥσΆー性ͬ

高͛̀いͥȃ

2. 2　 快適性・知的生産性と省エネル
ギー性を高める空調計画

空調ΏΑΞθ͉Ȃ建物͈環境配慮性能

ͬ高͛̾̾Ȃ建物内́過̮̳人々͈快

適性ͅ配慮̱̹計画̱̹͂ȃ放射空調

͉室内温度ͅ近̫̹̿熱媒温度帯ͬ利

用̳͈ͥͅ適̱̹方式͈一̜̾́ͤȂ

気流感̦少̈́い̭̦͂特徴̜́ͥȃ更

ͅ執務者͈状況や好͙ͅ応̲̀気流感

ͬ調節̧́ͥΩーΕ΢σ気流ξΣΛ

Πͬ併用̳̭ͥ͂́Ȃͤ͢温熱環境ͅ

対̱̀満足度̦高̩Ȃ省΀ΥσΆー̈́

΂έͻΑ空間ͬ創出̧́ͥ͂考え̀い

ͥȃ放射空調͉ȂͼンΞςͺΖーン͈

室内ξΣΛΠ͈冷風ͬ利用̱̀Ȃ天井

面͈金属ΩンΙンΈΩΥσͬ冷却̳ͥ

空気式放射空調̱͂̀いͥȃΩーΕ΢

σ気流ξΣΛΠ͉執務者毎ͅ設置̱

̀Ȃ座席Pな̥ͣwれら操作ͤ͢ͅȂ気流

͈強・弱・停止͈切ͤ替えͬ行う計画

̱͂̀いͥȃ換気̤͍͢除湿͉Ȃ全熱

交換器ͬ組͙込̺ͭΓンΠρσ外調機

́冷却除湿ͤ͢ͅ潜熱処理ͬ行̽̀い

ͥȃ外調機͈冷温風ͬ天井面ͤ͢室内

͒供給̱Ȃ床吸込口ͬ介̱̀外調機͒

還気̱̀いͥȪ図ご ずȫȃ

熱源・空調二次側計画̱͂̀Ȃ放射併

用ΩーΕ΢σ空調ͅȂ冷水供給温度

ͬ高̹͛中温熱源Ȃ冷媒搬送動力͈い

ͣ̈́い冷媒自然循環ΏΑΞθͬ組͙合

わ̵̭ͥ͂́Ȃ省΀ΥσΆー性̯ͬ

ͣͅ高͛̀いͥȃ熱源͉高効率空冷

κΐνーσΙρー͂熱回収型水冷Ι

ρーȂ水蓄熱槽́構成̱Ȃ冷水供給温

度ͬだ～じず℃̱͂̀熱源効率ͬ向上̱

̀いͥȃ冷水͈送水温度ͬ自動́可変

制御及͍す段階͈΃ΑΉーΡ利用͢ͅ

ͤȂ熱源・搬送効率ͬ高͛̀いͥȃ冬

季͉冷却塔έςー·ーςンΈ及͍熱回

収型水冷Ιρー͈熱回収運転ͤ͢ͅȂ

省΀ΥσΆー性ͬ高͛̀いͥȃ空調二

次側計画͉Ȃ中温冷水ͬ利用̱̹個別

分散型冷媒自然循環ΏΑΞθ̱͂̀い

ͥȃ冷媒自然循環ΏΑΞθ͉Ȃ個別分

散型空調ͥ͢ͅ利便性や空調搬送動力

͈低減効果͈̈́̓ιςΛΠ̦̜ͤȂ̭

ͦ́͘主ͅ氷蓄熱͈低温冷水͂組͙合

わ̵̀導入̧̯̹ͦ̀ȃ本建物͈͒導

入ͬ目指̱̀Ȃ中温冷水Ȫ だ～じず℃ȫ

ͅ対応̱̹冷媒自然循環ΏΑΞθͬ新

̹ͅ開発̱Ȃ熱源ͬ含̹͛大幅̈́省΀

ΥσΆー化ͬ実現̱̀いͥȃ

2. 3　 ライフサイクルを適正化する省
エネ・省資源化計画

どぬMS͉ȂΫσ管理者̺̫̩́̈́Ξ΢ン

Π͈͒見えͥ化ͬ΍εーΠ̳ͥ計画͂

̱̀いͥȃΞ΢ンΠ毎ͅ熱源・空調・

電灯΋ンΓンΠ͈電力量ͬ座席Pな͂大

型ΟͻΑίτͼͅ表示̱̀Ȃ省΀Υσ

Άー͈啓発ͬ促̳計画̱͂̀いͥȃ屋

外環境͈快適度合ͬΕΠワー·指数͂

̱̀表示̱Ȃ執務者ͅ屋上ΞρΑ̈́̓

͈΋ηνΣΞͻΑβーΑ͈利用ͬ促̳

計画̱͂̀いͥȃ

建設時͈品質向上͂省資源化ͬ図̹ͥ

͛Ȃ低圧幹線ΨΑΘ·ΠȂ΂έͻΑ

照明͈ワンΗΛΙ΋Υ·ΗーΉーήσ

ξΣΛΠȂξΣΛΠΠͼτȂ樹脂管Α

ίςン·ρーȂ冷温水配管ρͼΎーξ

ΣΛΠȂ電気室͈̈́̓ΕΛ·Θ·Πͬ

導入̱̹ȃ

2. 4　テナントのBCPサポート計画
受電͉特高すすをV異変電所す回線受電方

式̱̤͂̀ͤȂ電力供給͈信頼性ͬ高

͛̀いͥȃ商用電源̥͈ͣ電力供給停

止時͉ͅȂ非常用発電機ぞす時間運転可

能̈́燃料ͬ確保̱̤̀ͤȂ執務室・

共用照明͈すし％͂執務室΋ンΓンΠ

じぜVとざ㎡ͅ電力供給可能̈́計画̱͂̀

いͥȃ給排水機能͈確保̱͂̀Ȃ断水

時対応̱͂̀上水͉せ日分Ȃ雑用水͉

水蓄熱槽ͬ含͛̀す週間分ͬȂ排水ͼ

ンέρ停止時͈対応̱͂̀排水一時貯

留槽す週間分ͬ確保̱̀いͥȃ

加圧Θ·Π͂排煙Θ·ΠͅΓンΠρσ

換気Θ·Πͬ兼用̳ͥ換気Θ·Π兼用

加圧防排煙ΏΑΞθͬ採用̱ȂΑβー

Α効率͂火災時͈避難活動͂消防活動

͈安全性向上͈両立ͬ目指̱̀いͥȃ

3．今後の展望
本計画͉既存Ϋσ͈建替̜̹ͤͅȂ次

世代Ξ΢ンΠ΂έͻΑΫσͬ創造̱Ȃ

周辺΀ςͺ͈魅力再生̬̭̾̈́ͥ͂ͅ

ͬ目指̱̹ȃ本計画́得̹ͣͦ知見͉

見学会や雑誌掲載Ȃ論文発表ͬ通̲̀

情報発信̱̤ͬ̀ͤȂ竣工後̤ͅい̀

͉執務環境や執務者͈快適性ͬ把握̳

̹͈ͥ͛集中実測ͬ実施̳ͥ予定̱͂

̀いͥȃ

ケイ・オプティコムビルにおける設備計画

高層ボイド

22F

18F

6F

1F

中層ボイド

4.
4m

10
5m

低層ボイド

低層用ELV

図- 2　複数ボイドを組み合わせた自然換気

空気式
天井放射空調

VCS室内ユニット

VCS室内ユニットVAV（OA）

VAV（EA）

貸事務室
パーソナル
気流ユニット

図- 3　放射併用パーソナル空調システム
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設備部門

高
たか

根
ね

澤
ざわ

武
たけし

生 年 月　1984年 6 月静岡県生まれ
最終学歴　 豊橋技術科学大学大学院

工学研究科建設工学専攻 
修了

業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2012年　墨田区押上駅自転車駐車場
2013年　東京理科大学葛飾キャンパス
2014年　第一三共品川研究所
2015年　神奈川池田記念講堂
2015年　アクティオ三重いなべ
　　　　テクノパーク統括工場
2016年　日野自動車古河工場
2016年　東京都豊洲新市場
2016年　小学館ビル
2016年　メロディアン㈱関東工場
2018年　ヤマザキマザック
　　　　いなべ新工場
2018年　荒川ビルプロジェクト
2018年　原子力機構分析・研究施設

■青年技術者のことば

ȶ施主͈要望ȷ͂いう͈͉͜明確

̈́形́提示̯ͦͥ条件͈場合̜͜

ͦ͊Ȃ会話͈中́垣間見えͥ些細

̈́希望͈場合̜ͥ͜ȃ̭ͦͣͬ総

合的ͅ判断̱̀ȶ適切ȷ̈́設計条

件ͬ見極̭̦͛ͥ͂ȂとばȪ人工知

能ȫ͉ͅ真似̧͈́̈́い設計者͂

̱̀必要̈́職能͈一̾͂考え日々

業務ͅ取ͤ組ͭ́いͥȃ

̹͘意匠・構造・設備͈垣根͈̈́

い検討・調整̦Ȃ̷ͦͣ設計条件

ͅ対̱最善͈答えͬ出̳設計͈遣

ͤ方̜́ͥ͂考えͥȃ

小学館Ϋσ͈設計̤ͅい̀Ȃ計画

ͬ始̜̹͛ͥͤͅȂ既存Ϋσ͈́

執務者͈働̧方ͬ徹底ς΍ーΙ

̱̹ȃ̷͈情報ͬ設計条件͈一部

̱͂最適̈́執務空間ͬ検討̱̹

結果Ȃ特徴的̈́Αρή断面ͬ有̳

ͥ建築物及͍Ȃ独特̈́設備計画ͬ

実現出来̹ȃ

̭̥ͦͣ͜ȶ設計条件͈見極͛ȷ

ͬ慎重ͅ行いȂ建築担当・構造担

当・設備担当̦一丸͂̈́̽̀設計

ͅ取ͤ組͚ίυΐͿ·Π͈進͛方

ͬ続̫̀い̧̹いȃ

■すいせん者

向井文悟

㈱日建設計ȁ΀ンΐΣͅ ςンΈ部門

設備設計Έσーί

設備設計部長

■ 階高縮小を目指した建築・
構造・設備一体の工夫

階高ͬ最小限ͅ抑えじέυͺ́͜多̩

̳̹͈ͥ͛断面計画ͬ追求̱̹ȃず～じし

階事務室͉階高ずこぞぜしmmȂ柱型梁型ͬ

出̯̈́いぞしm×じぜm͈無柱空間̱͂Ȃ

̷͈床組͙͉ͅȂ順梁・逆梁ͬ交互ͅ

組͙合わ̵̹凸凹Αρήͬ採用̱̹ȃ

限̹ͣͦ階高͈中Ȃ建築・構造計画͂

͈調整ͤ͢ͅΑρή͈凸部分ͅ照明器

具ͬ主̳͂ͥ電気設備機器設置空間ͬ

確保̱Ȃねびげすこたししmm以内ͅ照明器具

等̦露出̳̭̦ͥ͂̈́い計画̱̹͂ȃ

照明設備͉じこたししmmάΛΙȪぞこすししmm

͈ΑΩンͅ せ列ȫ́配置̧́ͥ͢う

梁配置ͬ構造設計担当者͂調整̱Ȃ

̷͈結果ぞさすmΑΩンͅ梁̦ た̾並͍Ȃ

せ͈̾凸凹̦存在̳ͥ独特̈́断面͂

̹̈́̽ȃ

事務室͈空調方式͉放射冷暖房̱͂Ȃ

凹部分͈底面ͅ冷温水配管ͬ埋設̱

̹ȃ凹部分͈空間͉外気͂補助給気͈

σーΠȂ照明̦設置̯ͦ̀いͥ凸部分

͈空間͉還気や排煙σーΠ̱͂̀利用

̳̭ͥ͂́Θ·Πや空調機̈́̓͜含

͛Ȃ事務室内͈ねびげすこたししmmͅ設備機

器̦露出̱̈́い開放的̈́空間̱̹͂ȃ

■ 働き方のリサーチを元に
決めた要件

旧本社Ϋσ͈́働̧方ς΍ーΙ͈

結果Ȃ在席率ͅ波͈̜ͥ働̧方ͅ柔軟

ͅ対応̱Ȃ省΀ΥσΆー͜ͅ寄与̳ͥ

電気設備̱͂̀基準階事務室͈照明͈

人感Γン΍ͥ͢ͅ点滅制御ͬ採用̱̹ȃ

Γン΍感知範囲͈境界付近̤̫ͥͅ照

度不足やȂ壁面付近͈照明器具̦消灯

̳̭ͥ͂ͥ͢ͅ空間͈明̯ͥ感低下͈

問題ͅ対̱͉̀ȂͺΡτΑ付̧びぬに照

明器具ͬ使用̱Ȃ制御͈条件ͬ追加̳

̭ͥ͂́解決̱̹ȃ

小学館ビル　－働き方をかたちにした建築・構造・設備一体の建築物－

■ ポリカーボネート板を使用
した大型窓

省΀Υ͈̹͛自然光ͬ取ͤ込͙̹い̦

直射光͉業務ͅ支障̦̜͈̭ͥ͂͂

̥ͣȂ建築担当͂͂͜ͅȶες΃ーδ

ΥーΠ板Ȫ以下ες΃板ȫͬ使用̱̹

大型窓ȷ͈採用ͬ提案̱̹ȃ

第一段階̱͂̀直接光͈時刻別採光ͼ

ιーΐͬ確認̱̹ȃ

第二段階̱͂̀ες΃板͈種類͂透

過率ͬ調査̱Ȃ透過率͈違う せ種

ȪだしさずがȂすたさた％ȂぞしさずがȂすすさせがȫͬ候

補̱͂̀選定̱̹ȃ̹͘大型窓̥͈ͣ

日射負荷低減͈̹͛Ȃじししmm͈空気層

ͬ設̫̀ες΃板ͬ二重ͅ張̭ͥ͂

́Ȃ簡易的̈́ΘήσΑ΅ン窓̱̹͂ȃ

第三段階̱͂̀各ες΃板ͬ使用̱̹

場合͈採光ΏηντーΏοンͬ行̽

̹ȃ̷͈結果北側窓͉最͜透過率͈良

い組͙合わ̵̱͂Ȃ̷͈他方角͈窓͉

透過͂照度分布͈ΨρンΑ̦良̥̽

̹透過率せだが͂̈́ͥ組͙合わ̵̱̹͂ȃ

本ίυΐͿ·Π́ες΃板ͬ使用̱̹

理由͉自然光͈導入ͥ͢ͅ省΀Υσ

Άーͅ加え̀ȶυー΋ΑΠ͈́実現ȷ

̦命題̜̹̥̜́̽ͣ́ͥȃ

■ 最小限の灯数で効果的な
ライトアップ

本建物͉白̥ͣ赤͒変化̳ͥ高 じ̯せm͈

ΈρΟーΏοンσーΨー̦ΟΎͼン͈

εͼンΠ͂̈́̽̀いͥȃρͼΠͺΛί

͉̭͈ΈρΟーΏοンσーΨーͬ照̳ͣ

͈͉̩́̈́背面͈工場外壁ͬ照射̳̭ͥ

͂́ȂΈρΟーΏοンσーΨー̦浮̥͍

上̦ͥ計画̱̹͂ȃρͼΠͺΛί͈̹͛

工場全体ͬ明̩̳̭̩ͥͥ͂̈́Ȃέ͹

΍ーΡ͈一角ͅ限定̱̹ρͼΠͺΛί

́Ȃ最小限͈灯具ͤ͢ͅ効果的ͅΈρ

ΟーΏοンσーΨーͬ印象付̫̀いͥȃ

アクティオホールディングス統括工場　ー材料と効果のコストバランス－

建物外観

基準階執務エリア

梁成800mm

1,800mm 1,800mm 1,800mm 1,800mm
7,200mm

スラブ125mm

電気機器
配線スペース

人感センサ

床吹出
OAフロア150mm

SOA
SA

SOA
SA

躯体蓄熱放射の冷温水配管（敷設率50％）
RA（空調還気）-SE（排煙）

RA
SE

RA
SE

SOA（新鮮外気）
SA（空調空気）

LED照明

順梁と逆梁を交互に
組み合わせた凸凹スラブ

天井高
2,800mm

階高
3,750mm

断面の模式図

建物外観

建物内観

夏至17時　採光イメージ

17：00

夏至17時　透過率49%での照度分布
シミュレーション
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ライトアップ（北東）

ライトアップ（北）
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建築主̦海運業ͬ営ͭ́い̭ͥ͂ͅ

ͥ͢Ȃȶ船ͬ想起̵̯ͥȷΟΎͼン͂Ȃ

構造・設備ͬ融合̵̯̭ͥ͂ͬ設計

Ξーζ̱̹͂ȃ

̹͘Ξ΢ンΠ΂έͻΑΫσ̱͈͂̀競

争力ͬ確保̳͓̩Ȃȶ安全・安心̈́Ϋ

σȷȂȶ使いや̳いΫσȷȂȶ地球環境ͅ

優̱いΫσȷͬ目指̱̹ȃ

■建築計画
基準階͉ずずm×じしḿȂ室内ͅ一切柱̦

出̈́い整形̈́空間́Ȃτͼͺ;Π̱や̳

̩使いや̳いΫσ͂̈́̽̀いͥȃそしし角

ΈςΛΡ͈ΏΑΞθ天井ͬ採用̱Ȃ天

井高 す͉さたmȂぶとέυͺ じ͉ししmm̱̹͂ȃ

特徴的̈́構造ͬ実現̳̹ͥ͛Ȃ免震構

造̦採用̯̹ͦȃ短手方向͉じΑΩン

架構͈̹͛Ȃじさたm間隔́大梁̦通̽̀

いͥȃ

計画初期̥ͣ詳細̈́設備͈納ͤ͘検討

ͬ行いȂ隠蔽機器͈έͻσΗー交換̈́

̓ιンΞ΢ンΑ上͜問題̈́い͢う配慮

̱̹ȃ

■熱負荷配慮
南面̥͈ͣ日射ͅ対̱͉̀Ȃ横連窓͂

̱梁̦庇̱͂̀働̧Ȃ東̥͈ͣ光ͅ対

̱͉̀ȂεΜ窓̱͂柱̦縦格子̱͂̀

働̩̭͂́日射ͬ遮̭ͥ͂́負荷ͬ低

減̵̯̀いͥȃ

̤̈́Ȃ高性能びowごぬ΄ρΑͬ採用̱Ȃ

更̈́ͥ日射熱ͬ軽減̱̀いͥȃ以上

ͤ͢ͅȂPとび値͉旧Pとび基準̤ͅい̀

じたせさずMぱざ㎡・年̜́ͤȂ基準値̥ͣ

ずたさそが͈削減ͬ達成̱̹ȃ

■自然換気システムの採用
΋ͺͅ設̫̹ͣͦ階段室ͬ空気͈通ͤ

道ȶ΀΋Ινーήȷ̱͂ȂΠΛί͈

塔屋階ͅ建物内外͈温度差͂風圧͢ͅ

ͤȂ自動的ͅ開閉̳ͥȶΑ;ͻンΡ

;ȷͬ設置̳̭ͥ͂ͥ͢ͅ自然換気ͬ

導入̱̹ȃ中間期͉΂έͻΑ͈窓ͬ開

̫̭ͥ͂́Ȃ外気ͬ積極的ͅ導入̱Ȃ

冷房負荷͈削減ͬ可能̱̹͂ȃ

■空調・換気設備計画
全館空冷ΩΛΉーΐ方式ͬ採用̱ȂΞ

΢ンΠȂ共用部単位͈́個別運転・設

定・制御Ȃ並͍ͅ課金ͬ可能̳͂ͥ͢

うȂ室外機系統͉分̫̀設置̱̹ȃ͘

̹室内機͉約すし㎡ͅじ台ͬ目安ͅ設置

̱Ȃκΐνーσ・制御区画ͅ整合̱̹

細̥いΖーΣンΈͬ行いȂΞ΢ンΠ区

画毎ͅέτ΅Ώήσ̈́運用ͬ可能̱͂

̹ȃȪ図ずȫ

̹͘全熱交換器毎ͅなぶすΓン΍ーͬ設

̫̭ͥ͂́なぶ す濃度ͥ͢ͅ全熱交換

器͈風量切替制御ͬ行いȂ΀ΥσΆー

消費ͬ削減̳̭ͥ͂ͬ可能̱̹͂ȃ

設備部門

田
た

中
なか

祐
ゆう

輔
すけ

生 年 月　1983年 6 月愛知県生まれ
最終学歴　 早稲田大学大学院建築学

専攻　修了
業務実績　2008年　 ㈱三菱地所設計

入社
　　　　　2008年　機械設備設計部
　　　　　2016年　関西支店
●担当した主なプロジェクト
2012年　DNP市谷田町ビル
2014年　西新橋スクエア
2016年　DLXビルディング
2017年　南都銀行桜井支店
2018年　（仮称）クボタ枚方総合棟
2018年　JA香川県本店ビル
他、常盤橋プロジェクト、虎ノ門駅
前地区再開発等を担当

■青年技術者のことば

建築設備設計者̱͂̀ȶ快適ͅ住

͘う̧̭̦͂́Ȃ長̩経済的ͅ使

えͥ建築̩̭ͬ̾ͥ͂ȷȂ̷̦ͦ

私͈使命̜́ͥ͂考え̀いͥȃ空

調衛生設備͉Ȃ現代建築͈中̤ͅ

い͉̀Ȃ̜̽̀当̹ͤ前͈設備́

̜ͥȃ素晴̱ͣい空調環境̩ͬ̾

̺̱ͤ̀͜Ȃ̷̭ͅ称賛͉͕͖̈́

いȃ͚̱ͧςͺ·Ώοン̦̜ͥ͂

̳ͦ͊ȶ暑いȂ寒いȷ͂い̹̽·

τーθ̦͕̺͂ͭ̓ȃ̷ͦ́͜Ȃ

̭͈仕事͈や̦ͤい͉Ȃ様々̈́省

΀Υ手法やȂ維持管理̱や̳い設

備͂い̹̽見え̈́い̭͈͂ͧ́工

夫や努力̦Ȃ数年後Ȃ建物ͬ利用

̱続̫̹実績̥ͣ評価̯ͦ̀い̩

̭̜͂́ͥ͂私͉感̲̀いͥȃ

̭͈業務ͅ就̧じし年̦経過̱̹ȃ

̭͈ͦ́͘業績ͬ振ͤ返ͥ͂Ȃ事

務所Ξ΢ンΠΫσ͈設計͂監理ͬ

多̩経験̱̀いͥȃ入社当時Ȃȶ建

築設備設計͈仕事͉Ȃ設計̥ͣ監

理ȂͺέΗー͂͌͂通ͤ経験̱Ȃ

一人前͂言わͦͥ́͘ͅじし年͉必

要̺ȃȷ͂言わ̹̭ͦ͂ͬ思い出

̳ȃ̱̥̱設備設計͈幅͉͂̀͜

広̩Ȃ一人前͉̺͕̓͘ͅ遠い͂

実感̱̀いͥȃ今後͉Ȃ事務所Ϋ

σ̺̫͉̩́̈́Ȃ様々̈́用途͈設

備設計ͅΙλτンΐ̱̀い̧Ȃ少

̱́͜早̩一人前͂言わͦͥ͢う

励͚̜̾ͤ́ͥ͜ȃ

■すいせん者

山縣洋一

㈱三菱地所設計ȁ機械設備設計部

ξΣΛΠςーΘー

東京都総合設計制度ͬ活用̱Ȃ環境負

荷低減他Ȃ様々̈́評価ͬ受̫割増容

積率ͬ得̀敷地͈高度利用ͬ図̹̽複

合用途Ϋσ̜́ͥȃ΂έͻΑ基準階͉

ͺ;ΠέτーθȂ全面ΘήσΑ΅ン͈

採用やȂ高τンΗήσ比͂室内環境向

上͈両立ͬ図ͤȂ高水準̈́Ξ΢ンΠ΂

έͻΑͬ目指̱̹ȃ

■熱負荷の削減
外観͉΄ρΑέ͹΍ーΡͬ主体ͅͺ;

Πέτーθ構造̽̀͢ͅ室外ͅ出̹

柱型̱͂Ȃ̹͘商業施設͈入ͥ低層部

͉緑化Ψσ΋Σーͬ設̫Ȃ日射遮蔽ͬ

行̹̽ȃ 

外装͉΋ンΩ·Π型ΘήσΑ΅ン΃ー

Ξン;΁ーσͬ全面的ͅ採用̱̹ȃ

Ȫ図じȫ̈́ λΫΞͻー͈寸法ͬすたしmm͂

窓清掃可能̈́最小値̳̭ͥ͂́ͅ床面

積͈無駄ͬ省̧Ȃ省΋ΑΠ化ͬ図̽

̹ȃ自然給排気口͉各階毎ͅ設̫ͥ仕

様͈̹͛ȂΏοーΠ΍ー΅ΛΠͬ抑制

̳ͥ構造̱͂Ȃ外装͈じざす実大実験ͅ

ͤ͢確認̱̹ȃ合わ̵̀Ȃ太陽光追尾

型電動ήρͼンΡͤ͢ͅȂ方位毎ͅ自

動́最適̈́ΑρΛΠ角度ͬ調整̱日射

遮蔽ͥ͢ͅ熱負荷低減ͬ図̹̽ȃΘή

σΑ΅ン͈熱的性能͉設計値̱͂̀Ȃ

ひ値つすさすまざく㎡ひぐȂηつしさじた̱̹͂ȃ

■熱源設備計画
熱源設備͉地域冷暖房くにはなぐ施設̥ͣ

͈冷水・蒸気受入方式̱̹͂ȃ近接͈

地冷ίρンΠͤ͢洞道ͬ新設̱Ȃ地下

す階͈主機械室̀ͅ受̫入ͦȂ熱交換

器ͬ介̱̀建物内ͅ冷水・温水ͬ供給

̱̀いͥȃ配管系統͉Ȃ高層・低層͈

す系統ͅΖーΣンΈͬ行いȂ高耐圧仕

様͈機器͈使用̧ͬ́ͥ限ͤ避̫Ȃ更

新性・維持管理性ͅ配慮̱̹ȃ送水

温度差Δt＝じし℃͈大温度差送水̱͂Ȃ

̳͓͈̀空調機ͅ流量計測機能付̧す

方弁ͬ設置̱Ȃεンί͉変流量VまVごVM

ȪΨσήκΣΗςンΈȫ制御̱͂Ȃ各

空調機̤ͅい̀空調負荷ͅ必要̈́流量

ͬ確保̱̦̈́ͣεンί͈吐出圧力設定

ͬ出来̺̫ͥ下̬Ȃ搬送動力͈削減ͬ

図̹̽ȃ̹͘Ȃ低負荷時対応̱͂̀Ȃ

εンί͉ ず台分割ͅ加えȂ小容量時

Ȫじし％以下ȫ͈εンίͬ設置̱̀いͥȃ

̯ͣͅεンί͈電動機͉ȂばPMκーΗ

ͬ採用̱̹ȃばPMκーΗ͉永久磁石ͬ

回転子側ͅ採用̳̭ͥ͂́従来͈高効

率κーῌ̯ͤͣ͢͜υΑ̦少̩̯̈́

ͣ̈́ͥ省΀Υ̦可能͂̈́ͥȃ

■空調設備計画
΂έͻΑ͈空調͉VとVͥ͢ͅ空調機方

式ͬ採用̱̀いͥȃΞ΢ンΠせ分割ͅ

合わ̵せ台͈空調機ͬ設置̱Ȃ各βς

ιーΗΖーン͂ͼンΞςͺ͈VとV͉約

じしし～じずし㎡毎ͅΖーΣンΈͬ行̹̽ȃ

空調機͉Ȃ方位毎͈βςιーΗ͂ͼン

Ξςͺ̷̸͈͈ͦͦ系統ͅ専用΋ͼσ

ͬ設置̱Ȃじέ͹ンず΋ͼσ型ͬ採用

̱̹ȃȪ図すȫじ台͈空調機́βςιー

Η͂ͼンΞςͺ毎ͅ給気温度ͬ可変͂

̳̭ͥ͂́ȂβςιーΗ側ͅ小部屋等

̦設置̯ͦͥ場合̤̫ͥͅ暖房要求ͅ

対応̱̹ȃ̹͘外気冷房̱͂̀Ȃ人員

ͅ対応̱̹外気導入量͈す倍͂̈́ͥじし

㎥ざhざ㎡迄ͬ取ͤ入ͦ可能̱̹͂ȃ

西新橋スクエア　高レンタブル比と室内環境向上の両立

DLXビルディング　デザインと構造・設備の融合

図 3　基準階空調ゾーニング

図 2　オフィス空調フロー図
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設備部門

中
なか

尾
お

善
よし

弘
ひろ

生 年 月　1985年 1 月三重県生まれ
最終学歴　2007年名古屋工業大学
　　　　　工学部電気情報工学科卒
業務経歴　2007年清水建設㈱　入社
　　　　　 現在　関西支店設備設計

部所属
●担当した主なプロジェクト
2009年　みはま病院本院
2011年　関西医科大学枚方キャンパス
2014年　 パークフロントホテル@USJ
2015年　沢井製薬三田西工場
2015年　清水建設㈱四国支店
2016年　和泉市立病院
2017年　新大阪ホテル計画
●受賞
2017年　照明普及賞

■青年技術者のことば

電気設備̱͂̀建物ͅ対̱͈̀̓

͢う̈́貢献̧̦̥ͥȂ͂いう点̦

重要͂考え̀いͥȃ建物ͬ使う上

́Ȃ照明器具̦点灯̱̀明ͥいȂ

空調機̦動̩̭͂́室内環境̦͢

̩̈́ͥȂ΋ンΓンΠ̦使え̭ͥ͂

́作業̳̭̦ͬͥ͂出来ͥȂ͂

い̹̽当̹ͤ前͈̭͂ͬ実現̳ͥ

̭͉͂当然̺̦Ȃ̷͈中̯́ͣͅ

ͤ͢͢い空間̩̾ͤȂ環境̩̾ͤ

ͬ考え続̫̭̦ͥ͂電気設備設計

者͈使命͂思うȃ

自然ͅ対̳ͥ環境負荷͈低減̦課

題͂̈́ͥ中́Ȃ建物利用者͈利用

環境ͬ損̈́わ̴ͅ省΀ΥσΆーͬ

実現̵̯ͥめぬどͬ目標̱̹͂設備

計画Ȃ太陽光や風力Ȃ地熱͈̈́̓

再生可能΀ΥσΆーͥ͢ͅ創΀Υ

σΆーͬ計画出来͈͉ͥ設備設計

者̱̥出来̈́いȃ

空間̩̾ͤͅ対̱̀Ȃ照明手法や

照明色ͬ変え̺̫ͥ́Ȃ建物ͬ

様々̈́表情ͅ変え̭̦ͥ͂出来

ͥȃ

意匠設計者͈ΟΎͼンͅ対̳ͥ思

いͬ汲͙取ͤȂ求͛ͥ表情ͬ実現

̵̯̭ͥ͂͜電気設備設計͈重要

̈́役割͂考えͥȃ

̭ͦͣͬ組͙合わ̵̀Ȃ建物͒̓

͈͢うͅ貢献̱̀い̩̥ͬ考え続

̫̭ͥ͂́電気設備設計者̱͂̀

͈力ͬ高͛̀い̧̹い͂思うȃ

■すいせん者

高橋宗純

清水建設㈱ȁ関西支店

設備設計部長

●建築コンセプト
当ίυΐͿ·Π͉Ȃ清水建設旧四国支

店͈老朽化ͅ伴いȂ汎用性͈高い最新

͈省΀ΥσΆー技術ͬ導入Ȫれりoȫ̱Ȃ

事業継続性ȪどなPȫͅ対応̱̹清水建

設̦提唱̳ͥȶれりoどなPȷ͈κΟσΫ

σ͂̈́ͥ建替計画̜́ͥȃ

ず方向採光＋外部吹抜Ȫ΀΋δͼΡȫ

ͬ設̫̭ͥ͂́Ȃ自然採光や自然通風

ͬ最大限取ͤ入ͦȂ再生利用可能΀Υ

σΆー̜́ͥ͜地中熱ͬ空調熱源利用

̱̹新放射空調ͬ採用̱̹ȃ

【BCP】
○電源計画
電源計画͉Ȃ災害支援拠点̱͂̀非常

用発電設備ͥ͢ͅ電源ΨΛ·ͺΛί

ͬ行う計画̱̹͂ȃ対象負荷͉災害対

策室͂̈́ͥ会議室や給水εンί͉̲ͬ

͛Ȃ執務室͈照明͂΋ンΓンΠ̾ͅい

͉̀必要最小限͈負荷ͅ限定̱Ȃ災害

支援拠点̱͈͂̀機能ͬ実現̵̯ͥ設

備計画̱̹͂ȃ

発電機連続運転時間͉ͼンέρ途絶̥

͈ͣ復旧想定期間ͬず日以内̱͂Ȃぞす

時間̱͂̀いͥȃ燃料͉調達̦容易̈́

軽油ͬ採用̱̀いͥȃ

○太陽光発電を災害時に活用
屋上ͅ太陽光発電ΩΥσすしひまͬ設置

̱Ȃ系統連系̀ͅ平常時͉省΀Υσ

Άーͅ活用̱̀い̦ͥȂ災害時・停電

時͉非常用発電機͈自立運転ͥ͢ͅ電

源供給̹͂̈́ͥ͛ȂςΙ;θͼ΂ン蓄

電設備じそさたをまhͬ設置̱Ȃ自然΀Υσ

Άーͬ蓄電可能̈́ΏΑΞθ̱̹͂ȃ蓄

電設備͉非常用発電機̦稼働̱̀いͥ

間͉Ȃ太陽光発電̥ͣ充電͈͙行いȂ

ͼンέρ途絶̥͈ͣ復旧̦長期ͅ渡ͤ

発電機燃料̦枯渇̱̹際͉ͅȂ自動切

替ͤ͢ͅ負荷側͒電源供給ͬ行うȃ対

象負荷͉災害対策室̜́ͥ会議室͈一

部照明・΋ンΓンΠ̱͂Ȃ防災無線や

衛星電話͈̈́̓活用ͬ可能̱͂Ȃ最低

限͈対応ͬ可能̳͂ͥ計画̱̹͂ȃ

【eco】
○ 照明計画での自然採光利用
と省エネ制御

ΗΑ·きͺンΫ΀ンΠ照明手法ͬ採用

̱Ȃ自然採光ͥ͢ͅ省΀Υͬ最大̳͂

̹ͥ͛Ȃ照度Γン΍ͬ設置̱̀Ȃαー

Α照度ͬずししんァȪ不在時͉じししんァȫͅ設

定̳̭ͥ͂́Ȃ人工照明ͬ極力使用̵

̴ͅ均一̈́照度̳͂ͥ計画̱̹͂ȃ在

室感知制御͉Ȃ熱線Γン΍͉́在席̱

̀い̀͜小̯̈́動̧͉́感知̳̭ͥ͂

̦出来̴Ȃ減光̱̱̀͘うȃ̹͘感知

΀ςͺͬ通過̳̺̫ͥ́͜点灯̱̱̀

͘うȃ解決策̱͂̀Ȃ画像Γン΍ͬ採

用̱̹ȃ在・不在・通過͈ず概念͢ͅ

ͥ制御́不在時͈減光̺̫̩́̈́Ȃ執

務室活動時͈小̯̈́動̧ͅ対̱̀在席

ͬ感知̱Ȃ不要̈́減光ͬ防止Ȃ通過時

͈無駄̈́点灯ͬ防止̳ͥ̈́̓Ȃͤ͢省

΀Υͬ図ͥ計画̱̹͂ȃ

○ 使用者の必要な明るさにフ
レキブルに対応

αーΑ照度͉ずししんァͬ基本̱͂̀いͥ

̦Ȃ不在時や昼休͙̈́̓明̯ͥͬ必要

̱͂̈́い時間帯や朝礼̈́̓全体ͬ͢

ͤ明̩̱̹ͥいΏーンͅ対̱̀Ȃ照度

Γン΍͂照度選択ΑͼΛΙͬ併用̱Ȃ

αーΑ照度ͬ選択̳̭̦ͥ͂出来ͥ計

画Ȫじししんァノずししんァノぜししんァȫ̱͂Ȃ使用者

͈必要̈́Ώーンͅέτ΅Ώήσͅ対応

可能̈́ΏΑΞθͬ導入̱̹ȃ

○エネルギー分析
建物全体͈消費΀ΥσΆー͈削減推移

͈΀ΥσΆー実積ͬ示̳ȃ

計画段階͉́ȂΏηντーΏοンΜー

σ̱͂̀どぬSほͬ用い̀Ȃ一次消費΀Υ

σΆー量ͬ試算̱Ȃ̭ͦͬαンΙζー

·̱̹͂ȃ

竣工後す年間͈建物運用̽̀͢ͅȂ΀

ΥσΆー消費ͬ分析̱̹結果ͬ下記ͅ

示̳ȃ建物全体̱͂̀Ȃ計画値͉́基

準仕様ͅ対̱̀そず％͈削減̦試算̯ͦ

̀い̦ͥȂすしじそ年度実績値͉そたさぞ％Ȃ

すしじぞ年度実績値͉ぞじさじ％͈削減̱ͬ̀

̤ͤȂȶめぬど 忙れよるアȷͬ達成̱̀いͥȃ

清水建設㈱四国支店における電気設備計画とエネルギー分析

基準仕様

空調・換気
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63.2％削減
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71.1％削減
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一次エネルギー消費量実績
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※画像センサの検知エリアと調光のエリアが異なるため、２つのうち１つのセンサのみが滞在を検知
している場合でも、 非滞在エリア（不在エリア）の照明も300lxで調光制御されます。
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画像センサが滞在を検知すると３００ｌｘ調光制御を行い、退席し不在を検知すると１００ｌｘ調光制御を行います。

詳細説明（現場環境）

画像センサ２台と調光Ｔ／Ｕ付照度センサ１台が設置されているエリアでは、どちらかの画像センサの滞在検知により
３００ｌｘ調光制御を行い、両方のセンサの不在検知により１００ｌｘ調光を行います。

軏軛瀧茯

バハキバデデ

ザケケ菹葥虀䕃藙蛃

ゲケケ菹葥虀䕃藙蛃

ゴケケロク゚虀䕃藙蛃

瓺軏軛𤭯

瓺朝癮湊疷𤭯

ⅻ圻

ゴ57 ゴケ57

瓺迯戻𤭯

楊迯 楊迯

照明制御フロー

建物外観 エコボイド
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設備部門

中
なか

山
やま

和
かず

樹
き

生 年 月　1982年 5 月北海道生まれ
最終学歴　 北海道大学大学院工学研

究科空間性能システム専攻
業務経歴　2007年㈱大林組入社
　　　　　2007年本社 設備設計部
　　　　　2011年名古屋支店
　　　　　現場工事事務所
　　　　　2013年東北支店
　　　　　現場工事事務所
　　　　　2014年東京本店 設備部
　　　　　2015年本社 設備設計部
　　　　　2016年～現在
　　　　　名古屋支店設備設計部
●担当した主なプロジェクト
・O社研究所
・大手町地区市街地再開発事業
・P社　生産施設
・T社　事業所
・福島県S社研究所

■青年技術者のことば

私̦設備技術者̱͂̀大事̱̀ͅ

い̭͉ͥ͂Ȃ建物ͬ使う人̦快

適ͅ過̮̳事̦出来ͥ事ȃ省΀Υ

σΆーͅ配慮̯̹ͦ建物̜̭́ͥ

͂ȃιンΞ΢ンΑΑβーΑ̦確保

̯ͦ̀い̀Ȃ維持管理̱や̳いτ

ͼͺ;Π̜́ͥ事̈́̓Ȃȶ人ȷͅ

͜ȶ地球環境ȷ͜ͅȶや̯̱いȷ

建物ͬ作ͥ事̜́ͥȃ

設計ͬ担当̱̹研究所͉́Ȃ自分

自身Ȃ大学在学中ͅ研究̱̀い̹

潜熱蓄熱材や床吹出̱空調ȂΟΏ

΃ンΠ空調͂い̹̽各種技術ͬ採

用導入̱̹ȃ各技術͈原理原則論

͉理解̱̀い̹͈͈͜Ȃ実際͈設

計ͅ際̱͉̀ȶ使う人͈̹͛ȷ͂

いう視点ͅ立̹̽意識̦非常ͅ強

̩必要̺͂いう認識ͬ持̭̦̾͂

̧́Ȃ̷͈思い̷͉͈後͈設計́

͜確実ͅ活̧̀いͥȃ

施主Ȃ建物用途Ȃ立地や使い勝手

̦変わͥ限ͤȂ建築物͈設計͉ͅ

唯一͈正解͉̈́いȃ各々͈条件ͬ

考慮̱Ȃ最新͈技術ͅͺンΞ΢ͬ

͉ͤ続̫Ȃ̷͈時点́最適͂思わ

ͦͥ設計̱ͬ̀い̩ȃ̷̹͈͘設

計̦Ȃ十分ͅ施主͈要求ͅ答え̀

い̀Ȃ顧客満足度̦得ͣͦ喜͊ͦ

ͥ内容͂̈́ͥ͢うȂ日々͈研鑽ͅ

努̹͛いȃ

■すいせん者

伊藤ȁ剛

㈱大林組ȁ本社

ΑζーΠΏΞͻ推進室ȁ部長

近年Ȃ省΀ΥσΆーͅ対̳ͥ取ͤ組͙

͉加速̱̜̾̾ͤȂめぬどやめぬは͂い̽

̹΅ーワーΡ͜一般ͅ浸透̱̜̾̾

ͥȃ環境配慮͈͒意識̦高ͥ͘一方

́Ȃなぶす排出量͉年々増え続̫̤̀ͤȂ

削減͈̹͛ͅ喫緊͈回答̦求͛ͣͦ̀

いͥȃ私̦設計ͬ担当̱̹Ｏ社研究所

͉Ȃ̷ͦͅ対̳ͥ じ͈̾回答̱͂̀Ȃ

時代͈最先端ͬ行̩環境配慮施設̜́

ͤȂなぶす排出量ぜぜが削減ͬ目標̱͂̀掲

̬̹ͣͦ建物̜́ͥȃなぶす削減͂いう

課題͈͒解決策̱͂̀各種省΀Υ手法

ͬ統合的ͅ組͙合わ̵Ȃ積͙上̬ͥ事

̽̀͢ͅȂ最高水準͈なぶす削限率̦達

成̧́ͥ͢う設計̱̹ȃ

1．最先端省エネビルの設計
1. 1　導入した省エネ技術
計画̜̹̽̀ͅȂ導入̱̹各種省΀Υ

σΆー技術ͬ

ӱ 自然΀ΥσΆーͬ最大限利用̳ͥ

ȶΩΛΏήΏΑΞθȷ

Ӳ 高効率設備ͬ用い̀消費΀ΥσΆー

ͬ抑制̳ͥȶͺ·ΞͻήΏΑΞθȷ

ӳ 最適運用制御ͥ͢ͅ管理ΏΑΞθや

居住者参加型͈環境活動支援͂い̽

̹ΕέΠ面͈́仕組͙ͬ含̹͛ȶζ

ΥΐιンΠΏΑΞθȷ

以上͈ず̾ͅ分類̱Ȃ既往技術͂͂͜

ͅ有機的ͅ組͙合わ̵̀省΀ΥσΆー

効率ͬ最大限発揮̳ͥ͢う心掛̫̹ȃ

採用̱̹技術͈一例ͬねigさしじͅ示̳ȃ

1. 2　CO2削減成果の実績
様々̈́省΀ΥσΆー技術ͬ有機的ͅ組

͙合わ̵Ȃ最適設計ͬ行̹̽結果Ȃ全

体͈年間なぶす削減後͈効果͉せずをgごなぶすざ

mす年Ȃ一般事務所Ϋσ͈なぶす排出量ͬ

だぞをgごなぶすざm
す年Ȫはじた年度͈東京都省΀

Υ΃σΞȫ͂ 比較̱Ȃぜぜが͈削減͂いう

設計試算̹͂̈́̽ȃ実運用̤ͅい͉̀

竣工直後̥ͣξーΎーや施工者Ȃ建物

管理者͂運用ΙνーΣンΈまのͬ立̻上

̬Ȃ運転͈最適化ͬ図ͥ事̽̀͢ͅȂ

ぜぞさすが͂いう設計値以上͈削減率ͬ達

成̳ͥ事̧̦̹́ȃȪねigさしすȫ̹͘Ȃ

環境性能ͬ第三者的立場̥ͣ示̳指標

͂̈́ͥなとSどぬぬ̾ͅい͉̀Ȃ取得当時

Ȫすしじし年ȫ͈最高評価点̜́ͥどぬぬ値

ぞさそ͈Sρン·ͬ取得̱̹ȃȪねigさしずȫ

2． 快適性と省エネルギーの
両立を図ったドラフトレス
タスクアンビエント空調

当建物͉Ȃ居住者̦研究者͂いう性質

上Ȃ高い知的生産性̦重要視̯ͦͥȃ

居住者ͅ我慢ͬ強いͦ͊省΀ΥσΆー

͉達成̧̦́ͥȂ知的生産性̦落̻Ȃ

決̱̀居住者ͅや̯̱い建物͉͂言え

̈́いȃ快適性͂省΀Υ͈推進͉相反̳

ͥ場合̦多̩両立͉難̱い̦Ȃ新̱い

概念͈ΗΑ·ͺンΫ΀ンΠ空調ͬ考案

̱導入̱̹ȃ

2. 1　システム概要
従来͈ΩーΕ΢σ空調͉気流ͥ͢͜ͅ

͈̦主流̜̹̦́̽Ȃ気流͉ΡρέΠ

͂̈́ͤ逆ͅ不快感ͅ繋̦ͥ事例̦̜̽

̹ȃ̷̭́今回͈ΏΑΞθ͉́ȂΡρ

έΠ͈無いȂ放射͂自然対流ͥ͢ͅ

ΩーΕ΢σ空調͈実現ͬ目指̱̹ΏΑ

Ξθͬ開発̱̹ȃ

ΩΥσ設置位置͉ΟΑ·͈正面̱͂

̹ȃ導入̱̹ΩΥσ内部͉ͅ自然対流

ͬ促進̳ͥ΋ͼσ̦組͙込̤ͦ̀͘

ͤȂ夏期̤ͅい͉̀ΩΥσ内部ͬ通̽

̹空気ͅ下降流̦生̲Ȃ人体方向͒静

的̈́微風速気流̦形成̯ͦͥȃ̯ͣͅ

̷͈気流̽̀͢ͅΩーΞͻΏοンや什

器表面͜冷却̯ͦȂ二次放射ͥ͢ͅ冷

却効果͜期待̧́ͥȃ設置位置͉夏冬

́最適位置͂̈́ͥ͢うȂ夏期͉上部Ȃ

冬期͉足元ͅ配置変更可能̳͂ͥ事́

効果ͬ最大限発揮̧́ͥ͢う工夫̱

̹ȃȪねigさしせこしぜȫ

̹͘新鮮外気͉知的生産性ͅ影響ͬ持

̾事̦想定̯̹̹ͦ͛ȂΗΑ·空間ͅ

対̱̀指向性͈̜ͥ気流ͬ給気可能̈́

床吹出̱口ͤ͢ͅ供給̱Ȃ使用済͙外

気ͬͺンΫ΀ンΠ空間͒流用̳ͥ΃Α

ΉーΡ型͈ΏΑΞθͬ形成̱̹ȃ

2. 2　導入効果の検証
導入̜̹͉̽̀ͅȂ最適̈́設置位置Ȃ

形状Ȃ面積Ȃ材質等条件ͬ変化̵̯̈́

̦ͣ効果検証ͬ行̹̽ȃ最終的͉ͅ処

理熱量̦確保可能̈́形状́Ȃ冷感͈偏

͈ͤ無̯等ͬ総合的ͅ判断̱Ȃ前項́

記載̱̹位置・形状́実機導入ͬ行̽

̹ȃ

̹͘Ȃ導入̱̹実機ͬ用い̀΍ーζσ

ζΥ΅ンや被験者ͺンΉーΠͤ͢ͅ導

入効果ͬ検証̱̹ȃ物理的̈́冷暖房効

果̱͉͂̀Ȃ夏期͉ΩーΕ΢σ空調̥

ͣ発生̱̹自然対流効果ͤ͢ͅȂ全身

温冷感ͅ与えͥ影響̦大̧い̯͂ͦ̀

いͥ上半身ͅ冷却効果̦表ͦȂ冬期ͅ

̤い̀͜下半身ͅ有意̈́暖房効果ͬ得

ͥ事̦出来̹ȃ被験者ͺンΉーΠ͢ͅ

ͥ集計͉́Ȃぞしが近い被験者̦ΩーΕ

΢σ空調ͥ͢ͅ暖房効果ͬ感̲̈́い͂

̳ͥ一方Ȃぞし～ぞぜが̦快適̥やや快適

͂いう回答̱̤ͬ̀ͤȂΡρέΠ͈無

い意識̵̯̈́い空調̦出来̀いͥ結果

ͬ得ͥ事̧̦̹́ȃ

最先端省エネルギービルの建設と新しいタスクアンビエント空調の開発

Fig.01_採用した省エネルギー技術

パッシブシステム
エコロジカルルーフシステム
●昼光利用トップライト
●排熱及び暖気利用
●太陽光発電

●風力発電
●外構湿潤舗装（打ち水システム）
●クールウォームピット
●太陽熱利用給湯
●地中熱利用　　　　　　　など

●高効率ヒートポンプモジュールチラー
●水蓄熱利用
●大温度差送水
●外気冷房
●LED照明・CO2制御・変風量制御
●コージェネ熱利用
●新型蓄電池システム　　　　　など

●BEMSによる最適管理
●コミッショニングによるフィードバック
●省CO2技術展示ショールーム/情報発信
●省CO2技術の展開
●環境教育活動　　　　　　　　　など

概略断面図

新システム

ワークスペース

講堂・展示スペース

■搬送エネルギーの少ない低層型建物構成
■卓越風を取り込む南北偏平平面構成

南 北

●日射抑制+バッファ空調

●置換換気型の自然換気

●雨水 / 井水利用ペリバッファシステム

自然換気システム 潜熱顕熱分離型
パーソナル放射新空調
システム

地中熱利用
ヒートポンプ
井水ハイブリッドシステム

オフィス自然換気に
よる省CO2活動支援
システム

見える化システム

ICタグによる
新照明・空調
システム

中温冷水潜熱蓄熱システム自然水利用システム

アクティブシステム マネジメントシステム
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Fig.02_2011年度のCO2削減実績

 Fig.03_CASBEE評価結果

Fig.04_パーソナル空調概念図（夏）

Fig.05_パーソナル空調概念図（冬）

Fig.06_放射温度計によるパネル冷却効果
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貫
ぬき

名
な

篤
とく

郎
ろう

生 年 月　1982年 6 月兵庫県生まれ
最終学歴　 大阪市立大学工学研究科

修了
業務経歴　 2007年 ㈱日建アクトデザ

イン入社
　　　　　2014年 ㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部門所属
●担当した主なプロジェクト
2008年　本町南ガーデンシティ
2008年　日東電工滋賀第 3 工場
2009年　銀泉新橋ビル、伊丹ビル
2010年　ドギーマンハヤシKLC
2011年　関西外国語大学 7 号館
2012年　日東電工茨木inovas
2013年　龍谷大学瀬田農学部棟
2014年　北九州総合病院
2015年　 関西外国語大学御殿山キャ

ンパス

■青年技術者のことば

ȶ建築物͈省΀ΥσΆーȷ͂いう

言葉͈͒ͺίυーΙ͉ͅす͈̾着

眼点̦̜ͥ͂考え̀いͥȃじ͉̾

発注者̥͈ͣ要望Ȃ負荷計算̈́̓

̥ͣ積͙上̬̹ͣͦ負荷容量ͬ高

効率̈́熱源や地中熱ノ太陽熱ノ井水

熱͂い̹̽未利用΀ΥσΆーͬ用

い̦̈́ͣ効率的ͅ処理̳ͥ方法ȃ

す̾目͉処理̳ͥ負荷̷͈͈ͬ͜

削減̱̱̀͘う͂いう方法ȃ後者

͉事務所Ϋσ等͈一般的̈́建物́

͉̜ͤ͘感̧̲̭͉ͥ͂́̈́い

̦Ȃ研究施設ノ生産施設͂い̹̽

ΐλンσ̈́ͥ͂ͅ顕著ͅ感̲ͥ͢

う̈́ͥͅȃ

左ͅ示̳ す͈̾ίυΐͿ·Π́

͉ȶ建築物͈͒省΀ΥσΆーȷͅ

対̱̀全̩違うͺίυーΊ実現

̧̹́͂考え̀いͥȃ両者͉用途

͜要求仕様͜異͈͉̜̈́ͥ́ͥ͜

̦Ȃ省΀ΥσΆー͂いう課題͉同

一̜́ͥ͂思̽̀いͥȃ与えͣͦ

̹仕様ͬ変更̳̹ͥ͛ͅ説得̳ͥ

材料ͬ考えͥ̈́̓時ͅ難̱い͂思

う̭͂͜多い̦Ȃ本当ͅ発注者ͅ

͂̽̀利益̭͉͂̈́ͥ͂何̥ͬ常

ͅ考え̦̈́ͣ様々̈́視点́建築物

͈͒関わ̧̦ͤ́ͥ͢う̈́ͦ͊ͅ

͢い͂思̽̀いͥȃ

■すいせん者

田中宏明

㈱日建設計ȁ΀ンΐΣͅ ςンΈ部門

設備設計Έσーίȁ部長

コージェネレーションによる
地産地消のエネルギー利用
熱源΀ΥσΆー͉図ͅ示̳͢うͅ΄
Α・電力͈αΑΠηΛ·Α̱͂Ȃ災害
時͈̈́̓΀ΥσΆー供給͈冗長性確保
ͅ配慮̱̹計画̱̹͂ȃ̹͘Ȃ都市΄
ᾼͥ͢΋ーΐͿΥͬ設̫Ȃ発電͂排
熱͈有効利用ͤ͢ͅ高効率̈́΀Υσ
Άー利用ͬ行う計画̱̹͂ȃ΋ーΐͿ
Υ̥͈ͣ熱出力͉Ȃ空調熱源Ȃ給湯熱
源̱͂̀活用̱̀いͥȃ
都市΄Α͉信頼性͈高い中圧΄Α配管
ͬ引込͙Ȃ災害時͈安全性ͬ高͛Ȃ̭
͈ͦͣ熱源機器ͬ複数台ͅ分割設置
̱Ȃ危険分散͂部分負荷時͈容量制
御ͬ考慮̱̹熱源ΏΑΞθ̱͂Ȃ΋ー
ΐͿΥ͂一体̹͂̈́̽運用ͤ͢ͅ΀Υ
σΆーͬ有効ͅ利用̱Ȃ省΀ΥσΆー
͂なぶす排出量ͬ極力抑え̹Ȃ経済性͈
高いΏΑΞθͬ採用̱̹ȃ

建築と一体化した地中熱・
井水熱利用システム
空調方式͉ͅ空調機方式Ȃ外気処理空
調機＋ΩΛΉーΐ΀ͺ΋ン方式ͬ主
体̱͂Ȃ院内͈各部ͅ適̱̹方式ͬ採
用̱̀いͥȃ̹͘Ȃ地中熱ͬ利用̱̹
·ーσΪーΠΠτンΙȂ井水熱ͬ利用
̱̹井水΋ͼσͬ導入外気͈一次側ͅ
組込͚̭͂ͤ͢ͅȂ外気͈予冷・予熱
ͬ行̽̀いͥȃ

水の恵みを生かす仕組み
給水系統͉飲用水Ȃ雑用水͈す系統͂
̱Ȃ雑用水͉便所洗浄水̈́̓ͅ利用
̳ͥ計画̱͂̀いͥȃ飲用受水槽͉Ω
ΥσΗン·形式̱͂̀Ȃ受水槽Αβー
ᾼ設置ȂΩΥσ型水槽͉ͅ耐震形ͬ
採用̱Ȃ非常時͜ͅ備蓄水ͬ保持̳ͥ
̧̭̦͂́ͥ計画̱͂̀いͥȃΑβー
Α有効利用͈̹͛雑用受水槽͉基礎梁
άΛΠ空間ͬ利用̱̹΋ン·ςーΠ水
槽̱͂̀設置̱̀いͥȃ̹͘Ȃ図ͅ示
̳͢うͅ井水ノ雨水ͬͧ過̱̀雑用水
̱͂̀利用̳̭ͥ͂ͤ͢ͅ水資源͈有
効活用ͬ図̽̀いͥȃ

太陽エネルギーを操る仕組み
蒸気δͼρͤ͢ͅ供給̯ͦͥ蒸気ͬ熱
源̳͂ͥ貯湯槽Ȃ循環εンίͤ͢ͅ中
央方式給湯ͬ行̽̀いͥȃ太陽熱給湯
設備ͬ設置̱Ȃ太陽光発電ͥ͢ͅ΀Υ
σΆー取得͂併̵̀太陽΀ΥσΆーͬ
巧͙ͅ利用̳ͥ計画̱͂̀いͥȃ主̈́
給湯個所͉Ȃ厨房Ȃ浴室ȂΏλワーȂ
処置用Ȃ医療用流̱及͍手洗いȂ病室
洗面器ȂΑΗΛέΑΞーΏοン内流̱
̱̈́̓͂Ȃ授乳室等͉ͅ給湯用̱͂̀
貯湯式電気温水器͈個別設置ͬ行̽̀
いͥȃ

北九州病院における災害拠点病院における
非常時の自立を支える地産地消の省CO₂システム

建物外観

冗長性確保と省エネスイッチ
によるファン動力のミニマム化
実験・評価΀ςͺ͉仕様̦未定͈͈͜
̦多いȃ̱̥̱本ίυΐͿ·Π͉̯́
ͣͅ将来的̈́実験内容変更ͅ対応̧́
ͥ͢うͅ冗長性͜求̹͛ͣͦȃ判明̱
̀い͈͉ͥ͜各室̮͈͂諸元ͅ対応̱
̾̾未定͈͈̾͜ͅい̀͜外気導入系
統͉ぜ回換気ͬ基準̱͂̾̾Ȃ未使用
時͉す回換気́͘絞̧̭̦ͥ͂́ͥ͢
う̱̀ͅいͥȃ̹͘Ȃ風量͈大̧いΡ
ρέΠΙλンΨーͅ関̱͉̀開閉度ͅ
合わ̵̀高速VとV̀ͅ外気導入風量͈
制御̧̦́ͥ͢う̱̀ͅいͥȃ研究者
͈省΀ΥσΆー͈͒関心ͬ促̳͈͂͜
̱̀各室ͅȶ省΀ΥΑͼΛΙȷͬ設置
̱̹ȃ夜間等́実験ͅ影響̈́い͂判断
̧́ͥ場合͉ͅΑͼΛΙͬ作動̵̯ͥ
͂設定上͈ηΣζθ風量́͘絞ͥ制御
ͬ採用̱̀いͥȃ

密なコミュニケーションに
よる無駄の排除
実験仕様̦未確定̜̦́ͥゆえ͈΂ー
ΨーΑβΛ·̦̻̈́ͤ̈́ͅ内容ͬ直接
研究者͂やͤ͂ͤͬ行いȂ将来的̈́対
応̦出来ͥ裕度ͬ残̱̾̾Ȃ過剰̈́容
量͉́̈́い現実的̈́仕様̱͂̀͂͛͘
̹ȃ̹͘Ȃ必要̈́仕様ͬ満̹̱̾̾容
量ͬ絞ͥ制御ͬ取ͤ入ͦ省΀ΥσΆー
性͜確保̱̦̈́ͣȂ発注者͈満足度ͬ
高̭͛ͥ͂ͬ意図̱̀いͥȃ

日東電工茨木事業所inovasにおける多彩な研究内容に
フレキシブルに対応する設備システム

病院内で採用している省エネルギー手法水の恵みを生かす仕組み

地産地消のエネルギー利用

病院内へ供給

発電による
電力供給

発電による
廃熱利用

電力 ガス

コージェネレーション
システム

都市ガス

電　力 給　湯

貯湯槽

暖房 温水

暖房 温水

病院内より還り

高効率
ガス熱源

熱交換器

熱利用

高効率
電気式熱源

冷房 冷水 太陽熱給湯
太陽光発電

夏の強い日射
日影

バルコニー庇による日除け

雨
雨水の有効利用

トップライト
自然光を十分に
取入れます

日射遮蔽
屋上機器とメンテナンス
デッキにより屋根面日射
を遮蔽

高断熱ガラス
Low-Eガラスを採用し
空調負荷を低減

自然換気
吹抜を利用した重力換気

クールトレンチ
地中を利用し外気の
予冷・予熱

充電ステーション
電気自動車用
充電スタンドの設置

井水の積極的利用
熱源・雑用水に利用して
省エネ

屋上緑化
断熱性を高め、熱負荷の抑制、
CO2の固定

設備を集約するISS
ISS（インタースティシャルスペース）
に設備を集約し、
スペース効率向上

ソーラーエネルギー
太陽光発電パネルによる
創エネ

雨水利用
屋根に降った雨水を
雑用水として活用

安心安全な設備システム
エビデンスに基づいた清浄度を
適切に確保する設備システム

消費電力の削減
照度センサーによる
点滅制御

エネルギー面的利用
熱エネルギーの地域での
面的利用への取組み

コージェネレーションシステム
発電と熱利用による
高効率熱源システム

信頼性の高い
中圧ガス引込み

電力

井水
雨水活用栄養

排熱

熱源

ろ過 ろ過

雨水利用 井水利用 井水熱利用

免震層利用の
クールヒートトレンチ

北側の
やわらかい自然光

自然換気
（排気ファン併用）

ISS
（インタースティシャルスペース）

地熱利用

コンジェネ
レーション

空調機械室 OP

診察室 外来ロビー

廊下 光庭

救命救急センター

冷房 冷水

太陽熱
利用

太陽熱給湯

補　給
市水引込

ルーフドレン

濾過器 濾過器

雨水貯留槽
400m3

雑用水槽
360m3

井水原槽
100m3

上水受水槽
140m3

井　戸

高置水槽
（雑用水系統）

高置水槽
（上水系統）

熱利用

上：ガーデン、下：鳥瞰

RF

UT UT

SOA
OA 2～5回/h

2～5回/h

5回/h
エアコン
室外機

ドラフト
チャンバー

ドラフト
チャンバー

外調機

EA EA

EA
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生 年 月　1985年 5 月広島県生まれ
最終学歴　2008年神戸大学建設学科卒
業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年大阪本店設計部
　　　　　2013年広島支店設計部
　　　　　2017年広島支店作業所
●担当した主なプロジェクト
2011年　GSユアサ本社厚生棟
2012年　京都青果配送センター
2013年　阿倍野岸本ビル
2014年　サンスターホール
2014年　玉島協同病院
2017年　リマニット・モータリー
　　　　藤田展示場
2017年　カンデオホテルズ
　　　　広島八丁堀

■青年技術者のことば

当社͉自社͈設計・施工物件ͬ

ȶ作品ȷ͂呼͐ȃ̭͉ͦȂ͌͂̾

͈͌͂̾ίυΐͿ·Πͅ対̳ͥ拘

͈ͤ表̜ͦ́ͥȃ

̭͈ȶ作品ȷͬ作ͤ上̬̹ͥ͛ͅ

設備技術者̱͂̀Ȃ快適性・省

΀Υ性・安全性・更新性等ͅ配慮

̱̹設備計画ͬ行う̭͉͂当然̺

̦Ȃ建築͂融合̱̹環境・設備計

画̳̭͂ͥ͂́意匠性͜ͅ配慮̳

̭̦ͥ͂重要̜́ͥ͂考えͥȃ

本ίυΐͿ·Π͉̤́客様̦Ȃ設

備計画̯̭̦ͥ͂̈́ͣ͜Ȃ意匠ͅ

対̱̀ͤ͢強い想いͬ持̹ͦ̀い

̹̹͛Ȃ特ͅ配慮̦必要̜̹́̽ȃ

̷ͦͅ対̱Ȃ自ͣ課題ͬ設定̱Ȃ

̷͈解決方策ͬ探ͤȂ実施ͅ至̽

̹̭͉͂設備技術者̱͂̀非常ͅ

大̧̈́糧͂̈́ͥ経験̜̹́̽ȃ

後述͈ȶ自然΀ΥσΆー利用ȷͅ

̾い͉̭͈̀ͦ́͘当社́取ͤ組

̧̹ͭ́環境設計手法ͬ参考̱ͅ

̦̈́ͣȂう̩̭͈͘ίυΐͿ·Π

ͅ落̱͂込̧͚̭̦̹͂́͂考え

ͥȃ̹͘Ȃȶ快適性・意匠性͈高

い空調ΏΑΞθȷ̾ͅい͉̀快適

性ͬ追求̱̀い̩͂Ȃ͈̓͢う̈́

空調方式̦͢い͈̥ͬ自分̈́ͤͅ

追及̳ͥ良い機会̹͂̈́̽ȃ

今後͜様々̈́ȶ作品ȷͬ通̱̀΀

ンΐΣͺςンΈ力ͬ磨̧Ȃ設備技

術者̱͂̀社会ͅ貢献̱̹いȃ

■すいせん者

白井健一郎

㈱竹中工務店ȁ広島支店

生産統括部ȁ設備部長

1．プロジェクト概要
本建物͉Ȃ国内͉͂ͤ͜͢Ȃ広̩海外

̥̤ͣ͜客様̤ͬ迎え̳ͥ中古ΨΑ

販売͈Ώοーσーθ̜́ͥȃ世界各地

̥͈̤ͣ客様̤ͬ迎え̳ͥͅ相応̱い

空間Ȃ景観ͬ誘導̳ͥ͢う̈́ͼンΩ·

Π͈̜ͥ施設̱̹ͅい͂いう̤客様͈

ΣーΒͅ応え͓̩ͥȂ建築͂融合̱̹

環境・設備計画͈実現ͬ試͙̹ȃ

岡山市南区ͅ位置̱Ȃ商談・事務Α

βーΑ͈̜ͥ事務所棟͂Ȃ中古ΨΑͬ

展示・点検̳ͥ展示棟͈す棟͈計画́

̜ͥȃ

2． 自然エネルギー利用
(太陽熱・地中熱)

太陽熱利用設備や地中熱利用設備̈́̓

͈自然΀ΥσΆーͬ利用̳ͥ設備͉Ȃ

新̹ͅ設備ͬ導入̳ͥ必要̦̜ͤȂ導

入΋ΑΠ̦大̧いȃ本計画̤ͅい̀省

΀ΥσΆーͬ実現̳̹͉ͥ͛ͅȂ低΋

ΑΠ́導入̧́ͥ自然΀ΥσΆー利用

設備ͬ検討̳ͥ必要̦̜̹̽ȃ

̷̭́Ȃȶ建築̱͂̀必要͈̈́͜ȷͬ

活用̳ͦ͊大幅̈́΋ΑΠͺΛί͉͂̈́

ͣ̈́い͂考えȂȶ埋設配管σーΠȷ̤

͍͢ȶ屋根ȷͬ活用̳ͥ計画̱̹͂ȃ

概念図ͬ図じͅ示̳ȃ本計画͉Ȃ事務

所棟͂展示棟͈す棟̜̹́ͥ͛Ȃ̭ͦ

͈ͣ棟͈間ͅ電気配管や給排水配管͈

埋設配管σーΠͬ計画̱̀い̹ȃ̭͈

σーΠͬ活用̱̀Θ·Πͬ敷設̳̭ͥ

͂́Ȃ工事費ͬ抑え̾̾地中熱利用͈

·ーσ・ΪーΠΙνーή̦導入̧́ͥ

͂考え̹ȃ̹͘Ȃ展示棟̦有̳ͥ大̧

い屋根͉日射熱͈集熱板̱͂̀機能̳

ͥ͂考えȂ屋根裏ͅ溜̹̽͘暖気ͬ事

務所棟͒供給̳̭ͥ͂́太陽熱ͬ利用

̳ͥ計画̱̹͂ȃ

̭͈ͦͣ地中熱・太陽熱利用ΏΑΞθ

ͬ当初͈考え͈̤͂ͤȂ低΋ΑΠȪ従

来ΏΑΞθ͂比較̱̀ぜ％未満͈΋Α

ΠͺΛίȫ́導入̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

3． 快適性・意匠性の高い空
調システム

小規模物件ͅ採用̯̭͈ͦͥ͂多い従

来͈空調ΏΑΞθȪ空冷ΪーΠεンί

ΩΛΉーΐ΀ͺ΋ンȫ͉́快適性・意

匠性ͬ満足̧́̈́い͂考え̹ȃ従来Ώ

ΑΞθ͉Ȃ吹出口̥ͣ速い風速͈冷温

風ͬ吹̧出̳対流空調ΏΑΞθ̜́ͥ

̹͛Ȃ建物利用者͒ΡρέΠ͈影響ͅ

ͥ͢不快感ͬ与え̱̀͘うȃ̹͘Ȃ均

一̈́空調環境̳̹͉͂ͥ͛ͅ吹出口ͬ

室内ͅΨρンΑ̩͢配置̳ͥ必要̦̜

̹ͥ͛Ȃ意匠性ͬ向上̵̯̹͈ͥ͛工

夫̦必要̜̹́̽ȃ̷̭́Ȃ建築̱͂

̀必要̈́ȶぶとέυͺȷͬ活用̳ͥ計画

̱̹͂ȃ概念図ͬ図じͅ示̳ȃ空調Θ

·Πͬぶとέυͺ́͘立̻下̬Ȃ穴̧̜

ぶとέυͺげ穴̧̜Ηͼσ΃ーβΛΠͅ

ͥ͢床吹出空調用ぶとέυͺΏΑΞθ͂

̳̭ͥ͂́天井や壁面͈ΟΎͼン性ͬ

確保̱̹ȃ̹͘Ȃ̭͈床吹出空調用ぶと

έυͺΏΑΞθ͉ぶとέυͺ面̥ͣ均一

̈́気流̹͂̈́ͥ͛Ȃ従来ΏΑΞθ͈Ρ

ρέΠ͈影響ͥ͢ͅ不快感ͬ解消̳ͥ

̧̭̦͂́ͥȃ̷͈上́Ȃ快適性ͬ更

ͅ向上̵̯ͥ装置̱͂̀Ȃ個人͈暑

い・寒いͅ対応̧́ͥȶΩーΕ΢σ床

吹出口ȷͬ開発̱Ȃ設置̱̹ȃ̭͈

床吹出口͉ͅȂӱぶとΩΥσ͈設備開口

Ȫだしmm角ȫͅ設置可能Ȫ設置・移設̦

容易ȫȂӲ風量調整可能Ȃӳ風向調整

可能Ȃ͈ず͈̾機能ͬ付加̱̹ȃ図す

ͅ床吹出口͈性能Ȃ図ずͅ完成ͅ至ͥ

͈́͘経緯ͬ示̳ȃ気流・温度分布Ώ

ηντーΏοンȂ実験室実験̀ͅ快適

̜̭́ͥ͂ͬ検証̱Ȃ実施ͅ至̹̽ȃ

施工̳ͥͅ当̹̽̀Ȃ均一̈́気流͂̈́

ͥ͢うͅΘ·Π形状等ͬ調整̳̭ͥ͂

̽̀͢ͅȂ計画通͈ͤ性能ͬ確保̱

̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ快適性・意匠性͈高

い空調ΏΑΞθͬ導入̧̹́ȃ

4．まとめ
本ίυΐͿ·Π͈́取ͤ組͙͉建築͂

融合̱̹計画̳̭͂ͥ͂ͤ͢ͅȂ低΋

ΑΠ́Ȃ自然΀ΥσΆーͬ利用̱Ȃ快

適性・意匠性͈高い空調ͬ実現̳ͥ͜

͈̜́ͥȃ

自然΀ΥσΆー利用͈効果̾ͅい͉̀

今後年間͈運用ΟーΗͬ収集̱Ȃ省΀

Υ性̾ͅい͈̀検証ͬ行う予定̜́ͥ

̦Ȃ夏期̤ͅい͉̀地中熱利用̽͢ͅ

̀ じ日͈平均́ごすさたた℃͈外気負荷低

減効果̦得̹ͣͦȃ快適性・意匠性ͅ

̾い͉̀実際ͅ建物ͬ使用̯ͦ̀いͥ

方̥ͣ快適̜́ͥ͂いう̤言葉ͬい̹

̧̺̩̭̦̹͂́ȃ̭͈͢うͅ計画当

初̥ͣ建築͂融合̱̹環境・計画̳͂

ͥ効果͉大̧いȃ

特ͅ小規模̈́ίυΐͿ·Π͉́建築設備

ͅ充̀ͣͦͥ費用͉少̈́い傾向̜ͥͅ

̹͛Ȃ̭͈͢う̈́取ͤ組͙͉他͈ȶ作

品ȷ͜ͅ応用Ȃ展開̧́ͥ͂考えͥȃ

リマニット・モータリー藤田展示場における環境・設備計画

床吹出し空調用OAフロアシステム
均一な気流による不快感の解消
吹出口がなくなり意匠の自由度が増す

（冬期）

屋根裏の暖気
（太陽熱）
展示棟（夏期）

地中熱

埋設配管ルート

事務所棟

パーソナル床吹出し口

更なる快適性の向上
図 1　概念図

写真1　建物外観

（昼景）

（夜景）

・1個/席 設置
・個人にて操作可能
　　　　↓
個人の暑い、寒いに
対応できる

31CMH/個
※床下静圧：28.5Pa

パーソナル床吹出口 気流試験結果
図 2　パーソナル床吹出口の性能

従来品
①コンセント開口に設置可能
②風量調整可能

形状検討（左：初期、右：最終形）
　①コンセント開口に設置可能
　②風量調整可能
　③風向調整可能（機能を付加）

図 3　パーソナル床吹出口開発の経緯
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設備部門

吉
よし

成
なり

正
まさ

彦
ひこ

生 年 月　1984年 8 月福島県生まれ
最終学歴　 武蔵工業大学工学部建築

学科
業務経歴　2007年㈱大林組入社
　　　　　 2007年名古屋インターシティ

新築工事工事事務所
　　　　　 2008年ららぽーと磐田新

築工事工事事務所
　　　　　2009年本社設備設計部
　　　　　 2011年北陸支店建築工事

部設備課
　　　　　2013年大阪本店設備設計部

■青年技術者のことば

私͉Ȃ某電池材料製造工場͈増築

計画́·ςーンσーθ͈設計及͍

工事監理ͬ主担当́行̹̽ȃ同一

敷地ͅ既ͅ同̲用途͈工場̦数棟

̜ͤȂ全͕͖̀同̲空調条件Ȃ空

調ΏΑΞθ̜́ͥȃ顧客要求͉Ȃ

ȶ最適̈́空調設備ͬ計画̱̀欲̱

いȷ͂いう͈̜̹́̽͜ȃ設備計

画上Ȃ過大́͜過小́̈́͜いȂ最

適̈́空調設備̜́ͥȃ

本ίυΐͿ·Π́私̦最終目標͂

̱̹̭͉͂Ȃ顧客͈要求条件ͬ的

確ͅ汲͙取ͤȂ要求通͈ͤ建物ͬ

具現化̱Ȃ竣工̱̹後ͅ顧客ͅ満

足い̹̺̫ͥ設備設計及͍工事監

理業務̳̭̜̹ͬͥ͂́̽ȃ

建築物͉Ȃ一品生産̜́ͤȂ完全

ͅ教科書通ͤͅ設計̳̭͉ͥ͂不

可能͂考えͥȃ̹͘Ȃ̷̸͈ͦͦ

顧客̽̀͢ͅȂ要求ΈτーΡȂ΋

ΑΠȂ使い勝手͉異̈́ͥȃίυ

ΐͿ·Π毎ͅȂ顧客͂密ͅ΋ην

ΣΉーΏοン̦ͬ͂ͤ̈́ͣȂ顧客

要求条件͈優先順位ͬ整理̱Ȃ関

連部門͂΋ンΓン΍Αͬ͂ͥ必要

̦̜ͤȂ̷ͦͬ先導̳͈͉ͥ設計

者͂考えͥȃ本ίυΐͿ·Π͉́

΋ΑΠ低減ͬ重要視̱̹うえ́Ȃ

品質͈高い͈ͬ͜設計̳̭̦ͥ͂

ȶ最適̈́設計ȷ̜̹́̽ȃ̹̺̱Ȃ

ȶ最適̈́設計ȷ͈定義͉Ȃ顧客͈

要望Ȃ関連法規ͥ͢ͅ制約Ȃ及͍

気象ͥ͢ͅ制約等́Ȃ時͂場合ͅ

ͤ͢変わ͈ͥ͂͜考えͥȃ今後͜Ȃ

顧客Ȃ̷͈他関連部門͂調和ͬ図

̦ͤ̈́ͣίυΐͿ·Π毎͈ȶ最適

̈́設計ȷ͈解ͬ探ͤ続̫̹いȃ

■すいせん者

西脇里志

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部 

設備設計部長

●最適な熱源設備計画
生産機器からの発熱量の実態調査
初͛ͅ顧客͂打合̵ͬ行いȂ最適̈́熱

源設備͈機器容量͈算出͉ͅȂ生産機

器̥ͣ発生̳ͥ発熱量͈実態調査ͬ行

う方針̱̹͂ȃ一般的͉ͅȂ生産機器

ιー΃ー̥ͣ受領̳ͥ発熱量ͬ使用̱

̀熱負荷計算ͬ行いȂ空調機・熱源機

ͬ選定̳̭̦ͥ͂多い̦Ȃ今回͉生産

機器側͈設計̦未了̜̹̭́̽͂Ȃ既

存工場̦̜̹̭̥̽͂ͣȂ既設生産機

器͈表面温度や消費電力量ͬ実測̳

̭ͥ͂́Ȃ適正̈́熱源容量ͬ決定̱͢

う͂考え̹ȃ熱源機器͈最適̈́容量設

定͉Ȃ省΀ΥσΆー性ȂιンΞ΢ンΑ

性ȂΑβーΑ͈制約͈観点́空調設備

計画上Ȃ重要̈́設計業務͂判断̱̀積

極的ͅ行̹̽ȃ同一敷地͈既存棟͈熱

負荷計算ͬ確認̱̹̭͂ͧȂ空調負

荷͈内Ȃ生産機器̥͈ͣ発熱率͉せし～

そし％̜̹́̽ȃ既存棟͈熱負荷計算ͅ

使用̱̹生産機器発熱量͉Ȃ生産機器

͈消費電力量̥ͣ求͛ͥ計算値̦使用

̯ͦ̀い̹ȃ̹̺̱Ȃ既存棟͈建設当

時͉Ȃ生産機器͜同時並行́設計̯ͦ

̤̀ͤȂ生産機器͈ΑβΛ·や稼働率

̦確認̧̥̹̹́̈́̽͛Ȃ結果̱͂

̀Ȃ発熱量ͬ過大ͅ見込ͭ́い̹部分

̦̜̹̽ȃ

本ίυΐͿ·Π͉́Ȃͤ͢実態ͅ即̱

̹Ȃ適正̈́発熱量ͬ把握̳ͥ為ͅȂ生

産機器͈稼働時͈消費電力量͂Ȃ生産

機器͈表面温度ͬ実測̱Ȃ発熱量͈予

測ͬ行̹̽ȃ

今回Ȃ生産機器発熱量ͬ実測値ͬ基ͅ

予測̱̹̭͉͂適正̈́熱源能力ͬ決定

̳̜̹ͥ̽̀ͅ大̧̈́意義̦̜̹̽ȃ

既設熱源との融通
今回Ȃ予͛既存工場͈既設熱源能力ͅ

余裕̦̜̭̦ͥ͂わ̥̽̀い̹̭̥͂

ͣȂ既存工場͈既設熱源͂増築̳ͥ工

場͈増設熱源ͬ配管́接続̱熱融通ͬ

行う計画̱͂Ȃ既設熱源能力̓ͦͅ程

͈余力̦̜̥ͥ実態調査ͬ行̹̽ȃ既

設熱源͉Ȃ空冷κΐνーσΙρー群̦

ぞ連結形͂ そ連結形͈ す群́構成̯

ͦȂ̷̸͈ͦͦ機側制御盤̤ͅい̀負

荷率ͬ確認̳̭̱̹ͥ͂͂ȃ

既設熱源の負荷率調査
夏期͈設計外気条件ͤ͢暑い日Ȫ日中

最大温度ずそ℃ȫ͈熱源設備͈負荷率ͬ

調査̱̹結果Ȃぞ連結形系統͉じしし％Ȃ

そ連結形系統͉せし％̺̹̽ȃそ連結形

系統͉今後͈余裕度じし％ͬ考慮̱̀͜

ぜし％Ȃ̾ͤ͘冷却能力́ずししをま͈余力

̦̜̭̦ͥ͂確認̧̹̹́͛Ȃ余力͈

冷却能力ͬ増築側͈熱源設備ͅ配管ͬ

介̱̀熱融通̳̭̱̹ͥ͂͂ȃ̭͈効

果̱͉͂̀ȂκΐνーσΙρー͈定格

冷却能力̦じ台約たしをま͈場合Ȃせ台分

͈κΐνーσΙρー͈台数ͬ減̵̹ͣ

̭͂̈́ͥͅȃȪ図じȫ

● 最適なクリーンルームの
計画

ȁ顧客͈仕様ͤ͢ͅȂ工場内·ςーン

σーθ͈清浄度·ρΑじしこしししȪねぬにさSほに

表示ȫȂ陽圧Ȫ＋ȫȂ気流͉非一方向

流・巾木吸込方式̜̹́̽ȃ一般ͅȂ

非一方向流·ςーンσーθ͉気流͢ͅ

ͥ塵埃͈排除̧͉́̈́い̹͛Ȃ希釈ͅ

ͥ͢排除͂̈́ͥȃ̷͈為Ȃ吹出口Ȃ及

͍吸込口͈形状Ȃ及͍配置̦·ςーン

度͈最重要έ͹·Ηー͂考え̹ȃ͘

̹Ȃ室圧制御̾ͅい͉̀Ȃ制御̦複雑

̈́程Ȃ΋ΑΠ̦高̩̈́ͤȂιンΞ΢ン

Α性͜低下̳̭̥ͥ͂ͣȂΏンίσ̈́

室圧制御ͬ構築̳ͥ事ͬ目指̱̹ȃ

気流シミュレーションによる制気口の
最適な配置計画
非一方向流型͈·ςーンσーθ͉́気

流͈滞留域̦発生̳ͥ為Ȃ吹出口ͬ

多数設置̱̹方̦滞流域͈解消̾̈́ͅ

̦ͥȃ̱̥̱Ȃ一方Ȃ吹出口̦多い

͕̓はぬPとέͻσΗー̦高価̈́為ͅͼΣ

Ώλσ΋ΑΠ̦高̩̈́ͤȂ̹͘ιンΞ

΢ンΑ性͈低下ͅ繋̦̱̽̀͘うȃ̷

̭́Ȃ最適̈́吹出口仕様Ȃ配置Ȃ及͍

個数ͬ決̹͛ͥ͛ͅȂ顧客͂合意̧́

ͥ́͘Ȃ気流ΏηντーΏοンく数値

流体解析ぐͬ数多̩行̹̈́̽ȃΏην

τーΏοン͈中͉́以下͈点ȪӱȂ

ӲȂӳȫͅ留意̱̀顧客͂十分̈́協議

ͬ重͇̹ȃ

吹出口形状͉Ȃ拡散範囲Ȃ誘引性ͅ考

慮̱̀ΩンΙンΈιΗσ拡散΃Ψーͬ

付̫̹はぬPとέͻσΗー吹出ξΣΛΠ͂

̱̹ȃ

ӱ ΏοーΠ΍ー΅ΛΠ̱̈́い͢う十分

検討̳ͥȃ

Ӳ 吸込口ͬ偏̹̽配置̳ͥ͂ͅ滞流域

̦発生̱や̳い͈͓̩́̈́ͥ均一ͅ

配置̳ͥȃ

ӳ 吸込口̦生産装置等́塞̦ͦ̈́い͢

うȂ装置τͼͺ;Π͈͂調整ͬ十分

ͅ行うȃ

シンプルな室圧制御の構築
·ςーンσーθ͈室圧͉常ͅ基準圧ͅ

対̱̀陽圧Ȫ＋ȫ̜̭̦́ͥ͂必要̈́

̭̥͂ͣȂ外調機̥ͣ定風量́加圧給

気̱̹ȃ室間͈差圧̾ͅい͉̀Ȃ高清

浄·ςーンσーθ̥ͣ低清浄·ςーン

σーθ́͘微差圧ΘンΩー́気流ͬ形

成̱̀確保̱̹ȃ本計画͉́Ȃ·ςー

ンσーθ͈室圧͉最下流͈低清浄·

ςーンσーθͅ空気逃̱口及͍Ȃ室圧

ΘンΩーȪPなにȫͬ設̫Ȃ当該·ςー

ンσーθ͂基準圧͈͂差圧̦一定͂̈́

ͥ͢うͅ比例制御ͬ行̹̽ȃȪ図すȫ

通常͈·ςーンσーθ͉́各室ͅ室圧

制御ΘンΩーͬ設置̱̀室圧制御ͬ

行う̦Ȃ本ίυΐͿ·Π͉Ȃ室圧Θン

ΩーȪPなにȫじ台́多数͈·ςーンσー

θ͈室圧制御ͬ行う̭͂́ȂΏンίσ

̥̾Ȃ確実̈́室圧制御ͬ実現̱̹ȃ̭

͈事ͤ͢ͅȂΪνーζン΀ρー等͈不

具合͈発生͜抑えͣͦͥ͂考え̹ȃ

某電池材料製造工場における最適な空調設備計画

既存棟 増築棟

空調機等 空調機等

既設熱源ＲＲ-1（稼働率100％） 増設熱源ＲＲ-5 増設熱源ＲＲ-4

増設熱源ＲＲ-3

既設余剰能力300kW

C

C

C
ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

既設熱源ＲＲ-2（稼働率約50％）

外調機

空調機 空調機 空調機

微差圧ダンパー
SOA

CAV CAV CAV

PCD
基準圧

※C室と基準圧との差圧が一定になるようにPCDを比例制御する。

A室 B室 C室

HEPA HEPA HEPASA

RA RA RA

SA SA

基準圧 基準圧

基準圧

図 1　熱源融通の構成概念

　　　　　図 2　PCDによる室圧制御　フロー図
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・工事概要と課題
京都市伏見区ͅ位置̳ͥ研修施設͈

建設工事Ȫ忙な造ȂS忙な造ȂS造Ȃ地上 ず

階ȫ̤ͅい̀Ȃ私͉当工事͈ςーΘー

̱͂̀Ȃ全͈̀ΑΞー·γσΘー͈

中心̱͈͂̀役割ͬ担いȂ特ͅどばMͬ

積極的ͅ活用̱̀課題解決ͅ取ͤ組ͭ

̺ȃ建物͈構造͉ͅȂ外周͉柱梁̦

S忙な造Ȃ耐力壁̦忙な造Ȫ一部ίτΑΠ

τΑ梁ȫȂ内部͉柱梁̦S造̜́ͤȂ最

適架構ͬ組͙合わ̵̹ΧͼήςΛΡ構

造̦採用̯ͦȂ方形屋根͉ずにΠρΑ鉄

骨構造̳̭͂ͥ͂́ずじm×ずじm͈内部無

柱空間ͬ実現̱̀い Ȫͥ図 じȫȃ主̈́

課題̱͂̀鉄骨Ȃ鉄筋Ȃͺン΃ーδσ

ΠȂPなΑςーήȂ付帯鉄骨Ȃ設備貫通

Αςーή等͈様々̈́要素͈納ͤ͘調整

̦必要̜̭́ͥ͂Ȃ狭隘̈́敷地条件́

͈ずじｍΑΩンずに屋根ΠρΑ鉄骨建方ͬ

高精度́実現̳̭̦ͥ͂挙̬̹ͣͦȃ

・計画と実施
計画段階͉́Ȃ自社開発͈忙な一貫配筋

支援ΏΑΞθȪ以後忙なSȫ͂鉄骨ずにκ

ΟσȪ以後ほれをんよȫ͈どばMκΟσͬ複合

的ͅ活用̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂͺン΃ー

δσΠȂ鉄骨Ȃ鉄筋̤͍͢設備貫通Α

ςーή͈干渉箇所ͬ把握̱Ȃ設計者Ȃ

協力会社͂綿密̈́打合̵ͬ実施̱Ȃ施

工図͒盛ͤ込ͭ́い̹̽ȃȪ図す・ずȂ

写じȫ

実施段階͉́Ȃ鉄筋͂鉄骨͈納̦ͤ͘

複雑̈́柱梁͈接合部やȂ納ͤ͘ͅ変更

͈̜̹̽箇所ͬ意識̱̀鉄筋工͈͒指

示伝達̤͍͢現地現物͈確認ͬ実施̱

̹ȃ忙なS͈ずにκΟσ図ͬ使用̳̭ͥ͂

́指示書作成業務ͬ簡素化̱ȂΑάー

Οͻ̥̾分̥ͤや̳̩伝達̳̭̦ͥ͂

̧́Ȃ配筋間違いͥ͢ͅ手戻̩ͤ̈́͜

工事ͬ進̧̭̦̹͛ͥ͂́ȃ

・まとめ
複雑̈́納͈ͤ͘ΧͼήςΛΡ構造ͬȂ

忙なSȂほれをんよͬ複合的ͅ活用̳̭ͥ͂

́Ȃ従来͈すにκΟσ͂比較̱̀Ȃ無駄

͈̈́い高効率̥̾高品質͈計画̤͍͢

実施ͬ実現̱̹ȃ

施工部門

大
おお

川
かわ

光
みつ

雄
お

生 年 月　1983年11月佐賀県生まれ
最終学歴　2008年鹿児島大学大学院
　　　　　 理工学研究科建築学専攻

修了
業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年京都支店作業所
　　　　　2017年京都支店建築技術
　　　　　　　　管理グループ
　　　　　2018年大阪本店技術部
●担当した主なプロジェクト
2009年　GSユアサ長田野工場
　　　　新築工事
2010年　片岡物産宇治工場新築工事
2011年　滋賀銀行桂支店新築工事
2011年　滋賀銀行草津西支店新築工事
2012年　ルピシア滋賀工場新築工事
2012年　京都銀行歌島橋支店新築工事
2013年　 イオンモール京都桂川新築工事
2014年　 森トラスト京都嵐山ホテル

新築工事
2015年　JRA京都競馬場耐震改修工事
2016年　 ハイアットリージェンシー

京都耐震改修工事
2016年　宝HD歴史記念館新築工事

■青年技術者のことば
入社す年目͈初͈͛̀作業所͈外
部足場解体̤ͅい̀Ȃ̷ͦ́͘
隠̯ͦ̀い̹真̽白̈́外観̦目͈
前ͅ現̹ͦ時͈感動͉Ȃ今́͜鮮
明ͅ覚え̀いͥȃ初͉͛交錯̱̀
いͥ多̩͈人々͈思い̦徐々͌ͅ
̦͂̾̾̈́̽̀い̧Ȃ建物͂いう
ΑΉーσ͈大̧͈̈́ͬ͜関係者一
丸͂̈́̽̀作ͤ上̬̀い̩̭͂ͧ
̦建設業͈魅力̜́ͥ͂感̲̀い
ͥȃ私͜多̩͈関係者͂協力̱Ȃ
助̫合い̦̈́ͣ様々̈́課題ͬ乗ͤ
越え̷̹̥̭ͣȂ̷ͦ́͘経験̱
̹̭͈͂̈́い͢う̈́感動ͬ味わえ
̹͈̺͂思うȃ一方Ȃ昨今͈建設
技能者͈高齢化ͅ伴う大量離職時
代͈到来͂Ȃ建設業界͈働̧方改
革͈͒取ͤ組͙遅ͦͤ͢ͅȂ建設
業͈人材確保・人材育成͉̈́͘͘
̴ͣȂ生産体制͉破綻̱̥͇̈́い
危機的̈́状態ͅ陥い̜ͤ̾̾ͥȃ
今回記述̱̹生産段階͈́どばMΜー
σ活用͉Ȃ計画及͍施工͈合理化̦
図ͣͦȂ省人化̤͍͢生産性向上
ͅ大̧̩寄与̳̭ͥ͂ͬ実感̱̹ȃ
今後Ȃ単純ͅどばMΜーσͬ使い̭
̳̭̈́͂ͅ捉わ̱ͦ̀͘う͈͉́
̩̈́Ȃ物事͈本質ͬ見極̦͛̈́
ͣȂ常ͅ生産性向上ͬ追求̱̀い
̩姿勢ͬ持̻続̫Ȃ̷͈中́新̹
̈́建設業͈魅力ͬ創出̧́ͥ͢う
̈́技術者ͬ目指̱̀い̧̹いȃ

■すいせん者
岡橋ȁ稔
㈱竹中工務店ȁ大阪本店
技術部ȁ部長

建築生産におけるBIMを活用した計画と実施

図 1　建物構造形式

3Dトラス鉄骨屋根

鉄骨柱（外周のみ）

SRC柱

SRC梁
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鉄骨梁

直接基礎

鉄骨柱SRC柱
31mスパン

●鉄骨工事でのBIMの活用

●鉄骨鉄筋コンクリート躯体工事でのBIM活用

・計画と実施
計画段階͉́Ȃ鉄骨工事͈計画担当͂

̱̀ほれをんよͬ駆使̱鉄骨建方手順図͈

作成やȂ検討ͬ繰ͤ返̱実施̱̹ȃ

本体鉄骨建方計画̤ͅい͉̀Ȃ当初計

画͈積層工法͈͙͈考えͬ見直̱Ȃ仮

置̧μーΡ͂揚重機ΑβーΑͬ確保̳

̹ͥ͛Ȃ積層工法͂せ工区割ͤ建̀逃

̬工法ͬ併用̳ͥ手法ͬ導̧出̱̹ȃ

ほれをんよͬ用い̹ずに施工ΑΞΛί図ͬ作

成̳̭ͥ͂́Ȃ各ΑΞΛί毎͈鉄骨建

方範囲ͬ立体的ͅ可視化̧́Ȃ地組範

囲͈検討や協力会社͈͂事前調整ͅ非

常ͅ重宝̱ Ȫ̹図せȫȃ

ずにΠρΑ屋根鉄骨建方計画̤ͅい̀

͉Ȃ最小限͈地組μーΡ̳̹͂ͥ͛Ȃ

ずじｍΑΩンͬず分割̱̹地組ξΣΛΠ

工法ͬ採用̳̭̱ͥ͂͂ Ȫ̹図ぜȂ写

す～ ずȫȃ建物͈特徴̜́ͥ大空間ͬ

構成̳̹͈ͥ͛大ΑΩンずにΠρΑ鉄骨

屋根͈̹わ͙ͅ対̱Ȃ適切͚̩ͤͬͅ

̫̹̾ͥ͛Ȃτασ調整ͬ容易̧́ͅ

ͥ枠組͙足場ͬ用い̹中間支保工ͬ採

用̱̹ȃ事前͈計画や建方時͈日々͈

作業手順ͬどばMͥ͢ͅ計画͈見えͥ化

ͬ行う̭͂́じし％͈工数削減̦図̹ͦ

͂考えͥȃ

実施段階͉́Ȃ検討ͬ重͇̹鉄骨建方

計画ͬ͂͜ͅȂ私自̦ͣ陣頭指揮ͬ

͂ͤ鳶工͂鉄骨製作会社͈͂事前調整

ͬ行い日割ͤ́細分化̱̹搬入指示書

ͬ作成̱Ȃ関係者全員ͅ情報ͬ周知̳

̭ͥ͂ͬ徹底̱̹ȃ鉄骨͈製作間違い

やȂ悪天候͈影響等̦̜ͤ搬入Ȃ工

程調整͈苦労͉日々絶え̥̹̦̈́̽Ȃ

αーΑ͂̈́ͥ鉄骨建方計画͈精度ͬ高

̧̭̦͛ͥ͂́̀い̹̹͛調整͜軽微

̧̤̯̭̦͛ͥ͂́ͅȂ作業μーΡͬ

最大限ͅ活̥̱̹無駄͈̈́い鉄骨建方

ͬ無災害́完了̵̯̹ȃ

・まとめ
どばMΜーσͬ活用̱̹建方計画ͬ行う

̭͂́Ȃ狭隘̈́敷地条件͈́本体鉄

骨建方及͍ずじｍΑΩンずにΠρΑ屋根鉄

骨建方ͬ高精度́実施̳̭̦ͥ͂́

̧̹ȃ

図 2　BIMを用いた躯体3Dモデル 写 1　BIM打合せ風景

写 2　3Dトラス屋根の地組ユニット

写 3　3Dトラス屋根の鉄骨建方状況図 4　Teklaを用いた鉄骨建方手順の検討

STEP1・2
【本体1工区（2G＋3G）】

STEP3
【屋根1工区】

STEP6
【屋根2工区】

STEP7・8
【本体3工区（2G＋3G）】

STEP9
【屋根3工区】

STEP12
【屋根4工区】

図 3　 鉄骨、鉄筋、設備スリーブを複合し
た納まり検討3Dモデル

図 5　屋根 3 分割検討モデル

支保工足元は
スラブ先行構築

中間支保工 

 ①  ②  ③ 

協力会社担当者応募者（私）

構造設計者

作業所長
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・開発背景
格子状地盤改良͉Ȃ地震時͈液状化抑

止̺̫̩́̈́Ȃ建物͈水平力ͬ負担̯

̵ͥ͢う̧̹̈́̽̀ͅȃ地盤改良ͅ期

待̳ͥ機能̦増えͥ̾ͦͅȂ設計ͅ用

いͥ圧縮強度̦増加̳ͥ傾向̜ͥͅȃ

̷̭́Ȃ従来͈ねり＝ずふざ㎜す程度̥ͣȂ

ねり＝ぜふざmmす͈͒大幅̈́高強度化ͬ図̳

̭ͥ͂́Ȃ格子間隔ͬ拡大̱施工数量

ͬ大幅ͅ低減̳ͥ͂͂͜ͅȂͤ͢大̧

̈́水平力ͬ負担可能̈́格子状地盤改良

͈開発ͅ取ͤ組̺ͭく図 じ ぐȃ̯ͣͅȂ

̭ͦ́͘知見͈̥̹̈́̽圧縮強度̦

ずふざmmす以上͈設計ͅ用いͥ諸定数͜明

̥̱̹ͣͅȃ

・実施内容
流動性確保͈̹͛ͅ重要̈́Ωριー

Ηー͂̈́ͥΓιンΠͅ対̳ͥ添加剤͈

最適̈́割合や攪拌方法̤͍͢攪拌時間

ͬ把握̳̹ͥ͛ͅȂ膨大̈́水準͈調合

ͬ試行錯誤̱Ȃ室内配合試験ͬ実施̱

̹く写真じ ぐȃ

原位置試験͉液状化対策̦必要̈́砂

質地盤Ȫたさしḿ͉͘砂質地盤Ȃたさしm以

深͉粘性地盤ȫ́Ȃ添加剤ͬ用い̹

まざなつそしが͂添加剤ͬ用い̈́いまざなつせぜが͈

すなとSぬ́実施̱̹く表じ ぐȃ

̤̈́Ȃ原位置試験̤ͅい͉̀Ȃ事前ͅ

実施̱̹室内配合試験́得̹ͣͦ結果

ͬ展開̱Ȃ適正̈́施工性ͬ確保̧́ͥ

流動性ͬ実現̧́ͥ最適̈́投入手順・

攪拌時間ͬ確立̧̳̭̦̹ͥ͂́

・成果
室内試験́Πρͼき΀ρーͬ繰ͤ返̱Ȃ

最適̈́調合計画Ȃ攪拌計画ͬ確立̳ͥ

̭͂́Ȃ水ΓιンΠ比̦小̯いΓιン

Πησ·ͬ用い̹高強度地盤改良体ͬ

実現̱Ȃ原位置施工̤ͅい̀͜施工品

質ͬ確保̧̳̭̦̹ͥ͂́く図す ぐȃ͘

̹Ȃ高強度領域̤̫ͥͅ圧縮強度͂割

裂強度͈関係̈́̓Ȃ高強度地盤改良体

ͬ設計̳ͥ際͈指標ͬ把握̳̭̦ͥ͂

̧̹́ȃ

施工部門

熊
くまきゅう

給 哲
てつ

哉
や

生 年 月　1985年 3 月宮崎県生まれ
最終学歴　2007年鹿児島大学
業務履歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　2008年九州支店作業所
　　　　　2010年九州支店
　　　　　　　 　生産統括部技術Ｇ
　　　　　2014年技術研究所
　　　　　2016年九州支店
　　　　　　　 　生産統括部技術Ｇ
●担当したプロジェクト
2008年　 沖縄大学院大学研究棟他

新築工事作業所
2012年　 鹿児島メガソーラー発電所

建設工事作業所
2014年　博多駅中央街SW計画
　　　　（仮称）新築工事
2014年　技術研究所
　　　　地盤・基礎部門
2016年　九州支店生産統括部
　　　　技術Ｇ

■青年技術者のことば

すしすし年͈東京΂ςンάΛ·開催ͅ

伴う関連事業やȂ市街地͈大型再

開発工事̈́̓ͤ͢ͅȂ近年建設需

要̦高̽̀͘いͥȃ今後͜増加̳

ͥ͂思わͦͥ大規模大深度͈地下

工事͉非常ͅ難易度̦高̩Ȃ手間

̦̥̥͈̜ͥ́ͥ͜ȃ̭͈͢う̈́

地下工事ͅ対̱Ȃ条件̜̹̽ͅ工

法͈採用やȂ新規技術͈開発ͬ行

う̭͂́Ȃ施工性ͬ大̧̩高͛ͥ

̭̦͂可能̜́ͥȃ

̹͘Ȃ昨今͈建設業界͉建設技術

者͈減少Ȃ高い技能ͬ有̳ͥ建設

作業員͈減少̺̫̩́̈́Ȃワー·

ρͼέΨρンΑȪせ週 た休ͅ向̫

̹取ͤ組͙ȫ͈観点̥ͣ͜生産性

向上̦強̩求͛ͣͦ̀いͥȃ生産

性向上ͅ寄与̳ͥ工法開発や熟練

工以外́͜容易ͅ施工可能̈́新̹

̈́施工方法͈開発̈́̓ͅȂ̭̥ͦ

ͣ͜積極的ͅ挑戦̱Ȃ建設業界Ȃ

更͉ͅ社会ͅ貢献̱̹いȃ

■すいせん者

河井辰巳

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

技術部ȁ部長

地下工事計画の合理化による生産性向上

図 1　高強度地盤改良体の適用イメージ
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●大規模大深度地下工事における生産性向上

●高強度地盤改良体の開発

・工事概要と課題
本工事͉ぱ忙博多駅南西ͅ位置̳ͥ再

開発ίυΐͿ·Π̜́ͥȃ東側ͅぱ忙軌

道ͬ有̳ͥ擁壁̦近接̱̀い̥ͥ̈́Ȃ

だぜm×ぜすm͈敷地い̽͋いͅ地下せ階Ȃ

最大深度じぞさたm͈建物ͬ構築̳ͥ大規

模大深度工事̜̹́̽Ȫ図ずȫȃ本工事

͉福岡͉́近年̈́ͅい大規模大深度工

事̜́ͤȂ̹͘非常ͅ短工期̜̹́̽ȃ

・計画と課題
私͉地下工事全般͈工事計画ͬ担当̱

安全性確保̤͍͢生産性向上ͬ目的

ͅȂ主ͅ以下͈ず点ͬ課題̱͂̀抽出

̱Ȃ対策ͬ立案・実施̱̹ȃ

1．近接したJR軌道の安全確保
ねぬM解析ͬ用い̹地下掘削ͥ͢ͅ擁壁

変位͈確認Ȃぱ忙管理者͈͂協議̈́̓ͬ

実施̱Ȃ安全ͬ確保̳ͥ地下工事計画

̱̹͂ȃ掘削時͉適宜Ȃ山留͛壁や擁

壁部͈変位ͬ計測̱Ȃぱ忙管理者͒報告

̳̭ͥ͂́Ȃ軌道͈安全ͬ損̈́う̭͂

̩̈́工事ͬ完了̧̹́ȃ

2． 地上・地下工事の動線分離による
生産性向上

敷地い̽͋い͈建物ͅ対̱Ȃ工程͈·

ςΞͻ΃σ͂̈́ͥ掘削＋鉄骨工事͂΋

ン·ςーΠ打設工事͈作業έυͺͬ分

離̳̭̦ͥ͂必須͂考えȂ一部本設Α

υーίͬ利用̱̹仮設Αυーίͬ立案

̱Ȃどす階͈́͘動線ͬ確保̱̹ȃ̷͈

結果Ȃ劇的ͅ効率͈͢い掘削̤͍͢躯

体工事ͬ実現̧̹́く写真す ぐȃ

3． GL-12m以深の岩掘削を含めた掘
削効率の向上

どず階ͅ大開口ͬ設̫ͥ計画ͬ立案̱

̹ȃ̭͈大開口ͬ成立̵̯̹ͥ͛Ȃ山

留͛壁̤͍͢新築躯体͈͒影響ͬ何度

͜検討̱Ȃ集中切梁す本́支持̳ͥ計

画ͤ͢ͅȂΑθーΒ̈́岩掘削ͬ実現́

̧̹ȃく写真ずȂ図せ ぐȃ

・成果
前述̱̹各取組͙内容̽̀͢ͅ設定̱

̹課題ͅ対̱̀以下͈成果ͬ上̬̭ͥ

̧̦̹͂́ȃ

じ．ぱ忙軌道ͅ対̱Ȃ安全ͬ確保̱̹

す． 地上Ȃ地下͈動線分離ͥ͢ͅ効率

的̈́躯体工事ͬ実現

ず． 岩掘削͉̲ͬ͛Ȃ効率͈͢い掘削

工事ͬ実現ȃ地下工事全体̱͂̀

͉΋ΑΠ低減͂じヶ月͈工期短縮

ͬ達成̱̹ȃ

写真1　室内配合試験の状況

表 1　原位置試験の配合

W/C
(％)

添加剤
(％)

セメント
添加量
(㎏/ｍ3)

CASE1 60 A剤：0
B剤：0

砂：310
シルト：290

CASE2 45 A剤：0.3
B剤：0.1

砂：270
シルト：290

添加剤量はセメント質量比
図 2　全長コアの強度試験結果
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写真 3　集中切梁を用いた大開口計画

図 4　大開口を用いた掘削計画
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写真 2　仮設スロープ設置状況

仮設の
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図 3　計画建物とJR軌道の関係
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施工部門

巽
たつみ

祐
ゆう

太
た

朗
ろう

生 年 月　1984年10月大阪府生まれ
最終学歴　 2007年関西大学工学部建

築学科卒業
業務経歴　2007年鹿島建設㈱入社
　　　　　2007年東京建築支店
　　　　　2009年関西支店建築部
　　　　　2013年タイカジマ
　　　　　2016年関西支店建築部
　　　　　現在に至る
●担当した主なプロジェクト
2009年　 辰馬本家酒造㈱製品工場
　　　　新築工事
2010年　 （仮称）京都ヨドバシビル 

新築工事
2011年　 太田酒造㈱琵琶湖ワイナ

リー施設新築工事
2017年　 学校法人兵庫医科大学　　

新教育研究棟（仮称）整備
計画

■青年技術者のことば

昨今͈建設業ͬ取ͤ巻̩労務不足

͈影響ͬ受̫Ȃ工事現場͉́工程

遅延ͬ招̩̭̦̜͂ͤȂ工程̺̫

̩́̈́複合的̈́要因̥ͣ品質Πρ

ήσや災害͈発生ͅ繋̦̽̀いͥ

͂思わͦͥ例͜少̩̈́̈́いȃ

̭͈͢う̈́現状ͬ踏͘えͥ͂Ȃ

我々青年技術者̦担わ̫̈́ͦ͊̈́

ͣ̈́い̭͉͂Ȃ現場͈́労務量ͬ

削減̱̾̾Ȃ品質ͬ保̾施工方法

ͬ常ͅ考え̭̜ͥ͂́ͥȃ設計条

件Ȃ現場条件ͬ踏͘え̀事前ͅ施

工方法ͬ検討̳̭ͥ͂́Ȃ最適̈́

工法ͬ見出̱大̧̈́労務削減ͬ成

̱遂̬̭ͥ͂͜可能̜́ͥȃ

̹͘Ȃ労務͈削減͉現場作業ͬ減

̳̭̦ͣ͂出来̹ͥ͛ȂΪνーζ

ン΀ρーͥ͢ͅ災害発生ͬ減̳ͣ

̭͂͜ͅ繋̦ͤȂ安全性͈向上ͅ

͜大̧̩貢献̳ͥȃ

今後̯ͣͅ増加̳ͥ͂予想̯ͦͥ

労務不足ͅ対応̳̹ͥ͛Ȃ労務削

減ͅ対̳ͥ取ͤ組͙͉継続的ͅ行

いȂ今回目標ͅ掲̬̹ず割削減͂

͉言わ̴Ȃ̯ͣͅ削減̳ͥ思いͬ

皆́持̻合わ̵̀い̩̭̦͂大切

̜́ͥȃ

■すいせん者

河原慎治

鹿島建設㈱ȁ関西支店ȁ建築部

建築工事管理部長

●概要
近年͈建設業̤̫ͥͅ労務不足͈中Ȃ

工程ͬ確保̱安全・品質ͬ確保̳̹ͥ

͉͛ͅ労務削減Ȫ効率化ȫͬ 実現̳ͥ

̭̦͂必須͈課題͂̈́ͥȃ延床すせこししし

㎡͈͜大規模物流倉庫ͬ新築̳ͥͅ当

̹ͤȂ使用材料͈大型化やξΣΛΠ化

ͥ͢ͅ作業量͈山崩̱͂安全作業͈確

保̈́̓̾ͅい̀Ȃ施工計画͈立案͂実

施工͈記録ͬ報告̳ͥȃ

当現場́採用̱̹合理化ͥ͢ͅ生産性

向上͈ιΣνーͬ以下ͅ列挙̳ͥȃ

Ⱥ基礎躯体Ȼ

じ．既製杭ͬ地盤改良ͅ変更

す．鋼製捨型枠͈採用

ず．基礎・基礎梁鉄筋͈ξΣΛΠ化

Ⱥ地上躯体Ȼ

せ．΅λάΗσ部͈΍ͼΠPなよ化

ぜ．じ階床型枠ͅΟΛ΅型枠採用

そ．壁・柱型枠͈大判化

ぞ．地上鉄筋く柱・梁ぐ͈ξΣΛΠ化

た． Ρ΃ζΙΛ·ΞーήσくΏΑΞθ

型枠ぐ͈採用

だ．΋ン·ςーΠ͈V・は分離打設

じし．外壁͈Pなよ化

●鋼製捨型枠の採用
基礎躯体͈型枠ͅ鋼製捨型枠ͬ採用̳

̭ͥ͂́型枠脱型͈工程ͬ無̩̱Ȃ΋

ン·ςーΠ打設前ͅ埋戻̱ͬ実施̱

̹ȃ̹͘Ȃ材料͈選定̤ͅい̀͜Ȃ従

来͈鋼製型枠ͤ͢͜軽量́取扱い易い

͈͜くれごΩΥΛΠぐ̱͂Ȃ現場͈́取付

̫͉δσΠ・΢ΛΠͥ͢ͅ固定̱͂

̹ȃ̭う̳̭ͥ͂́Ȃ鋼製型枠ͅ不慣

ͦ̈́型枠工́͜施工効率̦落̻̭ͥ͂

̦無̥̹̽ȃ基礎側面型枠͈足元̦滑

動̳͈ͥͬ防止̳̹ͥ͛ͅͺンΈσ材

ͬ捨̀΋ン·ςーΠͅ予͛埋͛込͙Ȃ

鋼製捨型枠ͬ溶接̱̀固定͈補強̳ͬ

͈ͥ̈́̓工夫͜施工中͈Pになと΍ͼ·σ

͈中́実施̱̹ȃ結果Ȃ鋼製捨型枠͈

採用͉従来使用̧̱̹̀合板型枠ͅ比

͓ずたが͈労務削減̹͂̈́̽ȃ

施工開始時͉ͅȂ鋼製捨型枠ͬ埋戻̱

͈土留͛壁̱͂̀い̹ͥ͛Ȃ十分̈́

転圧ͬ行う̭̦͂捨型枠ͬ変形̵̯̀

̱͘う͈͉́̈́い̥͈͂不安̥ͣȂ転

圧不足ͬ招い̹ȃ̭͈対策̱͂̀Ȃ基

礎躯体側Ȫ内部ȫ̥ ͣ΍εーΠͬ用い

̀簡易的̈́水平切梁̱̹͂ͤȂ転圧時

͈水湿͈͛頻度ͬ見直̳͈̈́̓改善ͬ

行̹̽ȃ

埋戻し状況

● ドカマチックテーブルの
採用

ȶ鹿島έρΛΠΑρή工法ȷ͈ 架構形式

ͬ採用̱̀いͥ当建物̤ͅい̀Ȃ躯体

形状ͬ最大限ͅ活̥̱̹Ρ΃ζΙΛ·

Ξーήσく΂ーΑΠςͺ͈にぶひと社製ぐ

͈́型枠支保工ͬ計画̱̹ȃ̭͉ͦȂ

床型枠͂支保工̦一体̹͈̈́̽͜ͅ

́Ȃ専用͈運搬機͂揚重機ͬ使用̱Ȃ

安全̥̾ΑάーΟͻーͅ床面ͬ形成́

̧̭ͥ͂ͅ利点̦̜ͥȃ

従来͉支保工ͬ鳶工ȂΑρήͬ型枠大

工̦施工̱ȂΑρή下͜ͅ作業床̦必

要̜̹́̽ȃ作業量ͬ減̳̭͉ͣ͂Ȃ

安全ͅ対̳ͥςΑ·͜減̳̭ͣ͂ͅ繋

̦͈ͥ͂発想̥ͣȂ̭͈施工方法ͬ採

用̱̹ȃ効果̱͂̀Ȃ作業人工͈ぜしが

削減ͅ繋̦̹̽ȃ型枠支保工͈解体ͅ

̾い̀͜Ȃ前述͈専用運搬機ͤ͢ͅ安

全ͅ作業̳̭̦ͥ͂出来̹ͥ͛Ȃ̭̻

ͣ͜労務削減ͅ繋̦ͤȂせそし人工͈削

減ͬ達成̱̹ȃ̹͘ȂΑρή底͈打放

̱仕上̬精度ͬ高̹͛ͥ͛ͅȂΡ΃ζ

ΙΛ·Ξーήσ͈上ͅ΋ンΩΥͬ増̱

貼̳̭ͤͥ͂͜繰ͤ返̱行わͦͥ作業

͈中́改善̱̹事例̜́ͥȃ

型枠支保工のユニット化（ 1）

型枠支保工のユニット化（ 2 ）

● キャピタル部のサイトPCa化
地上躯体架構形式ͅ梁͉̩̈́Ȃ床Αρ

ή͈荷重͉柱直上͈΅λάΗσ部ͬ

介̱̀柱̦支え̹ͥ͛ȂΑρή型枠͂

΅λάΗσ型枠͈大̧̩す通͈ͤ支保

工計画̦必要͂̈́ͥȃ支保工̾ͅい̀

͉ȂSほΏΑΞθͬ採用̳̭ͥ͂́Ȃ設

置Ȃ盛ͤ替えȂ撤去ͬΑθーΒ̱̹ͅȃ

̹͘Ȃ支保工͈上ͅ乗̵ͥ΅λάΗσ

躯体ͬ΍ͼΠPなよ化̳̭ͥ͂́Ȃ品質・

精度͈向上Ȃ高所͈́作業量͈低減ͬ

図ͤȂ想定ͬ上回ͥ成果ͬ残̱̹ȃ

キャピタルPC設置状況

● Ｖ・H分離によるコンク
リート打設

今回͈建物͉Ȃ平面形状ぜしｍ×だしｍȂ

高 ず̯じｍ̜́ͤȂじ工区̜̹͈ͤ΋ン·

ςーΠ打設範囲͉平面形状́ぜしm×

すせmȂ高̯そ m͂計画̱̹ȃ΋ン·ςー

Π打設計画̤̫ͥͅ最大͈εͼンΠ

͉ȂV・は分離Ȫ垂直面͂水平面͈΋ン

·ςーΠ打設ͬ分割ȫ̱Ȃ柱・壁΋ン

·ςーΠ打設ͬい̥ͅ効率̩͢Ȃ̹͘

安全ͅ作業̧́ͥ様̳̥̜ͥ́̽ͅ

̹ȃ地上͈΋ン·ςーΠεンί車̥ͣ

͈圧送͉́Ȃ圧送配管長͂盛替え回数

̦非常ͅ多̩̈́ͥȃ̭͈̭͂ͅ注力̱

最終的͉ͅȂ΋ン·ςーΠεンί車ͬ

躯体施工階ͅ揚重̳ͥ計画̱̹͂ȃ鉄

骨̀ͅ専用͈揚重治具ͬ作製̱Ȃ移動

͉Αρή上ͬ走̵̹ͣͥ͛Ȃ事前͈

σーΠ検討ȂΑρή養生ͬ計画的ͅ

行̹̽ȃΟͻΑΠςΫνーΗー͂異̈́

ͤȂεンί工̦通常͈資格者́操作ͬ

行いȂ打設毎ͅ返却出来̭̦ͥ͂利点

̜̹́̽ȃΟͻΑΠςΫνーΗーͬ使

用̱̹作業͂比較̱じそ％͈΋ΑΠ削減

ͬ達成̱̹ȃ

̹͘Ȃήーθͬ自由ͅ動̵̥̭̥ͥ͂

ͣ壁͈打設等̤ͅい̀͜施工性̦良

̩Ȃ品質面̤ͅい̀͜効果̦̜̹̽ȃ

2tポンプ揚重状況

コンクリート打設状況

●まとめ
本工事ͅ代表̯ͦͥ戦略的̈́合理化

͉Ȃ着工前͈施工計画̦重要̜́ͥȃ

施工΍ͼΡ̥͈ͣ提案ͬ設計΍ͼΡ̦

可能̈́限ͤ取ͤ入ͦͥȃ̯͘ͅ設計施

工͈利点ͬ最大限ͅ活̥̱̹事例́͜

̜ͥȃ

工事中Ȃ繰ͤ返̱行わͦͥ作業͈中

́Ȃ現場特有͈調整事項͉必̴発生̳

ͥȃ̭͈調整内容ͬ事前ͅ想定̱Ȃ̓

̺̫ͦ対応策ͬ準備出来̥̦ͥȂ我々

現場施工ͬ担う青年技術者ͅ求͛ͣͦ

ͥΑ΅σ̜́ͥȃ̻ͧͭ͜計画͈͙ͅ

注力̳ͦ͊良い訳͉̩́̈́ȂPになと͈

΍ͼ·σ̱̥̽ͤ͂͜回̱Ȃ̭̥ͦͣ

迎えͥ建設超繁ན期ͅ向̫̱̥̀̽ͤ

準備̱̀い̧̹いȃ

戦略的な合理化による労務３割削減の取り組み
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施工部門

杉
すぎ

井
い

　 毅
たけし

生 年 月　1986年9月京都府生まれ
最終学歴　2010年東京大学工学部
　　　　　建築学科卒業
業務履歴　2010年大成建設㈱入社
　　　　　東京支店作業所を経て
　　　　　2017年関西支店作業所
●担当した主なプロジェクト
2010年　ニッピ本社ビル
2011年　 六本木三丁目地区第一種市

街地再開発事業
2012年　昭和大学江東豊洲病院
2014年　フロントプレイス秋葉原
2015年　ヒューリック本社増築計画
2017年　堺市民芸術文化ホール

■青年技術者のことば

本工事͉́躯体工事・仕上̬工事

ͬ通̱̀Ȃ階高̦不均一́複雑̈́

形状̈́γーσ建築施工͈難̱̯ͬ

実感̱̹ȃ大空間͈γーσ建築͉

遮音性・気密性̦要求̯ͦͥ用途

上Ȃγーσ内͈͒開口部やͺ·Γ

Α̦狭̩限ͣͦ̀い̹ͥ͛二度͂

手戻͈ͤ許̯ͦ̈́い部分̦多̩Ȃ

施工έυー͈確認͈必要性ͬ実感

̱何度͜打̻合わ̵ͬ行い確認̱

̹ȃ̹̺当現場ͅ限̴ͣȂ全͈̀

工事現場̤ͅい̀手戻ͤやέυー

͈見落̱͉͂ȶ品質・工程・΋Α

Πȷͅ重大̈́悪影響ͬ与え̭ͥ͂

̈́ͥͅȃ

̥̈́́͜Ȃȶ搬入ȷ͉͂ȶ必要̈́

時ͅ必要͈̦̈́͜使えͥȷ͢うͅ

ȶ効率̩͢資材ͬ施工箇所́͘運

͐ȷ͂いう施工͈基本̜̦́ͥȂ

開口部̦少̩̈́高̯方向ͅ高密度

ͅ仕上̬・設備̦混在̳ͥγーσ

空間̤ͅい͉̀Ȃ特ͅȶ搬入ȷ̦

重要̜́ͤȂ施工έυー͈中核́

̜ͥ͂いう̭͂ͬ改͛̀認識̱

̹ȃ

今後͈ίυΐͿ·Π̤ͅい̀͜Ȃ

ȶ施工έυー͈確認・施工計画͈

立案͉施工管理者̱͂̀最重要̈́

業務̜́ͥȷ͂いう認識ͬ肝ͅ銘

̲̀Ȃ無駄や手戻͈ͤ̈́い施工管

理ͬ行う͓̩Ȃͤ͢一層͈知識・

技術力ͬ身ͅ付̫̀い̧̹いȃ

■すいせん者

西本伸男

大成建設㈱ȁ関西支店

副支店長

●概要
堺市民芸術文化γーσ͉Ȃ堺市̤̫ͅ

ͥ芸術文化͈創造・交流・発信͈拠点

施設̱͂̀客席すししし席ͬ有̳ͥ大γー

σ・多目的́使用̳̭̦ͥ͂出来ͥ小

γーσくずじす席ぐ・΂ーΉΑΠρや吹奏

楽͈練習用͈大・小ΑΗΐ΂ͬ有̳ͥ

劇場̜́ͥȃ

私̦着任̱̹当初͉小γーσ・大ΑΗ

ΐ΂工区͈躯体工事͈Ȃ躯体上棟後͉

小γーσȂ大・小ΑΗΐ΂等大γーσ

以外͈内装工事͈ΙーθςーΘー̱͂

̀携わ̹̽ȃ

●トラス鉄骨の管理
中央継手部̀ͅθ·ςͬ持̵̹̹全長

じぞm͈ΠρΑ鉄骨建方計画̤ͅい͉̀Ȃ

構造担当者ͅ質疑応答ͬ重͇Ȃ目標͈

θ·ς量͂̈́ͥ͢う本締͛手順・施工

手順͈確認ͬ行いȂ手順通͈ͤ施工・

θ·ς値͈実測ͬ節目̮͂ͅ実施̱許

容側́管理ͬ行̹̽ȃ

●仕上げ工事の施工計画
小γーσ͈施工手順ͬ概略化̳ͥ͂以

下͈͢う̈́ͥͅȃ

ӱ段床・小γーσ外周壁なぶふ

Ӳ下段ΑΞーΐ足場組立

ȁ→天井下地鉄骨先行搬入仮置

ӳ上段ΑΞーΐ足場組立

ȁ→ΑΦ΋鉄骨先行搬入仮置

ӴΠρΑ鉄骨建方

ȁ→一部ΑΦ΋鉄骨ͬ同時ͅ取付

ӵ下弦床・上弦床なぶふ

ӶΑΦ΋鉄骨組立

ȁ→ 先行搬入分施工後Ȃ床材͉屋上床

͈仮設開口̥ͣ取込

ӷ設備工事

ȁ→屋上床͈仮設開口̥ͣ取込

ȁ→上段ΑΞーΐ足場解体搬出

Ӹ仕上材搬入開口閉塞なぶふ

ӹ天井下地鉄骨

Ӻ内部仕上̬工事

今回͈施工計画͈立案̜̹̽̀ͅ最͜苦

心̱̹̭͉͂Ȃ先行搬入̳ͥ資材͈仮置

場所͈確保̜̹́̽ȃ複雑̈́形状͈天井

ͅ伴う仕上̬材・舞台関連͈大型͈諸

設備・大量͈二次鉄骨͈全̀ͬ効率的ͅȂ

̥̾使いや̳い場所ͅ搬入̳̹ͥ͛Ȃ

各資材ͬ搬入̳ͥ時期ͬ上記͈各段階

́製作工程͂合わ̵̀管理ͬ行̹̽ȃ

●まとめ
本工事͉分離発注方式̤͂̈́̽̀ͤȂ

建築担当͈当社以外ͅ電気ぱV・衛生

ぱV・空調ぱV・舞台機構ぱV・舞台照明

ぱV・舞台音響ぱV・΄Α͈計ぞ͈̾他社

ぱV͂共同́工事ͬ行̽̀いͥȃ̷̱̀

各々̦Ȃ̷̸ͦͦ異̈́ͥ作業計画や足

場等建築͈͒要望ͬ持̤̽̀ͤȂ̷ͦ

ͣ͂当社͈建築仕上̬工事ͅ最適̈́施

工計画̳͂ͬͤ合わ̵ͥ必要̦̜̽

̹ȃ̷͈̹͛Ȃ搬入計画・足場盛替計

画͈策定ͅ当̹͉̽̀通常͈施工以上

ͅ綿密̈́打̻合わ̵・調整̦重要̜́

ͤȂ毎週工事定例̀ͅȂ週間工程τα

σ̥ͣ竣工͈́͘全体工程ͅ至ͥ́͘

各種工程・施工計画͈̈́̓調整ͬ行

いȂ無駄や手戻͈ͤ̈́い施工ͬ行う̭

̦͂出来̹ȃ

大空間における鉄骨施工と仕上げ計画について

図 1　南東面外観パース

図 2　小ホール内観パース（舞台を臨む）

トラス上弦床

トラス下弦床

空調ダクト（別途） 舞台装置（別途）

スノコ鉄骨 

ギャラリーブリッジ鉄骨 天井下地鉄骨

舞台照明（別途）

客席 舞台

天井下地 LGS・ボード 

27. 5m

16
.0
m

消火配管（別途）

写真1　トラス鉄骨　地組み立て起こし状況

表 1　ムクリ量管理状況

 
 
 
 

変形量 ムクリ量 変形量 ムクリ量
―
-1.0
-4.0
-8.0

20.0
19.0
15.0
7.0

―
-2.5
-2.2
-4.5

20.5
18.0
15.8
11.3

①地組み時
②建方時
③下弦床CON後
④上弦床CON後

計画時(mm) 施工時平均(mm)

図 3　小ホール断面図
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 はじめに

　大阪府は、建築基準法第59条の 2第 1項の
規定に基づき容積率や高さの制限緩和を行う
ための許可基準である「大阪府総合設計許可
取扱要領」（以下「本要領」という。）を、耐
震性が不足した建築物の建替えによる防災性
の向上等を図るため、個別の建築計画による
市街地環境の向上を評価して容積率等の制限
緩和を行えるよう、平成30年 4月に改正し
た。
　また、マンションの建替え等の円滑化に関
する法律（平成14年法律第78号）（以下「マン
ション建替法」という。）第105条第 1項に基
づく総合設計制度も本要領に位置づけた。

 改正の背景

　今回の改正は、耐震性が不足した建築物の
建替え促進と、建築物の防災性の向上、保育
の受け皿拡大を図ることを目的にしている。
特に、地震発生時に応急活動を迅速に行うた
めの広域緊急交通路の沿道における建築物倒
壊による道路閉塞の防止や多数の者が利用す
る建築物の耐震化は喫緊の課題であり、これ
ら耐震性の不足した建築物の建替え促進を行
うため、総合設計制度による容積割増しをイ
ンセンティブとして活用することとした。ま
た、保育施設に関しては、昨今の社会情勢を
ふまえて、容積割増しの項目に加えることと
した。

 改正の概要

1　耐震性が不足した建築物の建替え促進
（1） 重点的に耐震化を図るべき建築物の建替

えに際する容積割増しとして、次のア、
イのいずれかであって、耐震診断の結果、
耐震性が不足する建築物で建替えを行う
ものについて、建築物の 1層分を割増し

（敷地面積から空地率の下限値による面積
を除いたもの）を行う。

　ア． 要緊急安全確認大規模建築物（建築物
の耐震改修の促進に関する法律（平成
7年法律第123号）に定められた病院、
店舗、旅館等の不特定多数の者が利用
する建築物及び学校、老人ホーム等の
避難弱者が利用する建築物のうち大規
模なもの等。）

　イ． 広域緊急交通路の耐震診断義務化対象
路線の沿道にある耐震診断義務化対象
建築物（大阪府地域防災計画において
定める広域緊急交通路のうち、優先し
て耐震化に取り組む路線を、大阪府耐
震改修促進計画に位置付け、建築物の
耐震改修の促進に関する法律に基づ
き指定した耐震診断義務化対象路線
の沿道にある耐震診断義務化対象建
築物。）

（2） 耐震性が不足したマンションの建替えに
際する容積割増しとして、マンション建
替法により要除却認定マンションとして
認定を受けた建築物の建替えを行うもの
について、公開空地による割増し1.5倍と
するとともに、前面道路幅員の算出方法
や、公開空地の最小面積を緩和すること
とした。

2　建築物の防災性の向上
　 1で対象となる建築物であって、災害時の
備えとなる設備（かまどベンチ、マンホール
トイレ等）を設けた一時避難スペースや災害
時利用貯水槽が設置されるものについて、公
開空地面積の1/2を上限に一時避難スペースの
面積相当分を割増しし、災害時利用貯水槽は、
100㎡を上限に貯水量 1㎥あたり 1㎡換算し
た面積相当分を割増しすることとした。
3　保育の受け皿の拡大
　認可保育所、認定こども園、企業主導型保
育事業を行う事業所について、対象施設の面
積相当分を割増しすることとした。

 容積割増し適用例

　改正後の本要領に基づき容積割増しを行う
場合の例を示す。

【基本条件】
　・敷 地 面 積：2,000㎡
　・基準容積率：300％
　・基準建蔽率：80％
　・用 途 地 域：近隣商業地域

【計画概要】
　・敷地内に有効公開空地面積600㎡を計画
　・ マンション建替法により要除却認定マン

ションとして認定を受けた建築物の建替
え

　・ 大阪府耐震改修促進計画において沿道に
ある耐震診断義務化対象建築物

　・ かまどベンチを設けた200㎡の一時避難
スペース、災害時利用貯水槽（貯水量
50t）を設置

　・ 共同住宅の一部に100㎡の認可保育所を
計画

【割増し後の延べ面積の計算】
〔総合設計制度を活用しない場合〕
　延べ面積　6,000㎡

〔改正前の本要領の制度を活用した場合〕
　共同住宅型を適用した算定式により、
　延べ面積　7,555㎡（＋1,555㎡）
　容 積 率　377％（＜割増し上限値525％）

〔改正後の本要領の制度を適用した場合〕
　① マンション建替法に基づく総合設計制度

の適用による割増し〈概要1（2）〉
　　 公開空地による割増しの1.5倍など共同住

宅型を適用した算定式により、2,382㎡
　② 耐震診断義務化対象建築物の建替えによ

る割増し〈概要1（1）〉建築物の1層分
　　{1－（1.2－基準建蔽率）}×敷地面積
　　{1－（1.2－0.8）}×2,000㎡＝1,200㎡
　③ 一時避難スペース、災害時利用貯水槽に

よる割増〈概要2〉
　　　200㎡＋50㎡＝250㎡
　④保育所設置による割増し〈概要3〉
　　　保育所面積100㎡＝100㎡
　割増し合計　3,932㎡
　（2,382㎡＋1,200㎡＋250㎡＋100㎡）
　延べ面積　9,932㎡（改正前＋2,377㎡）
　容 積 率　496％（＜割増し上限値525％）
　この適用例において、改正後の制度では、
改正前に比べて2,377㎡の容積割増しが可能と
なる。

建替前 建替後

容積割増し

重点耐震化 
＋防災性向上 
＋保育所設置 
割増し 

マンション建替法
に基づく割増し 

一時避難スペース
（かまどベンチ）

公開空地

 おわりに

　今回改正された本要領を活用して、耐震性
が不足した建築物の建替えや、建築物の防災
性の向上、保育の受け皿拡大が促進されるこ
とを期待したい。 （きたお　ななこ）

●北尾菜々子 
2011年大阪府入庁。公共建築、都市計画所管部署
を経て現所属。
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容積率等緩和の拡大
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北尾菜々子
大阪府住宅まちづくり部建築指導室審査指導課
確認・検査グループ　副主査
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　平成28年 4月の熊本地震により被災した熊
本城では、震災復興のシンボルとして天守閣
の復旧を優先して着手し、この復旧工事に合
わせて耐震補強工事も実施することになった。
天守閣は昭和35年に外観復元された建物（大
天守：地上 6階地下 1階、小天守：地上 4階
地下 1階）であり、下層部分がSRC造、中層
部分がRC造、上層部分がS造である。大天守
には 8本、小天守には 4本の深礎が設けられ
ている。

 強度指向型耐震補強計画
　大天守・小天守共に四角錐状の形状であ
り、平面形状が上階で小さくなることから、
耐震要素を設置出来るのは階段コア周りに限
定されている。技術提案時は中・下層のコン
クリート系の部分には壁を、鉄骨部分にはブ
レースを設置する計画とし、強度指向型の耐
震補強計画としていた。

 基礎の重要性
　強度指向型の耐震補強は上部構造の耐震性
を向上させることが主目的であるが、実施設
計段階で深礎と石垣に影響を与える可能性が
あることが判明した。この天守閣の足元の石
垣は江戸時代に構築されたものであり、国の
特別史跡に指定されている。天守閣は昭和35
年に外観復元されたものであり、文化財とし
ては石垣の方が重要とされている。強度指向
型の耐震補強を行うと、深礎への地震力が大
きくなるので、次に地震が起きると深礎およ
び石垣に悪影響を与える可能性がある。
　今回の熊本地震では耐震補強した建物の基
礎が損傷し解体された事例も見受けられる。
しかしながら天守閣の建つ場所は特別史跡で
あり地盤面より下の土や周囲の石垣に対して
は手を入れることは出来ないという厳しい制
約があった。

 制震補強への転換
　熊本市からは、耐震性を確保すると共に深
礎の安全性を確保する設計変更の指示を受け
た。強度指向型としてコンクリート壁で固さ
を確保していたが、鉄骨ブレースにより建屋
の変形性能を増やす靱性指向型とした。更に
鉄骨ブレースに当社開発のブレーキダンパー

（摩擦型制震装置）を組み込むことで強度と制
震効果を得ることが出来たが、それでも深礎
への地震力低減が十分ではなく、オイルダン
パー等の履歴型装置の追加が必要であった。
　平面的に小さな天守閣ではその場所を見つ
けることは非常に困難である。階段室周りに
ブレースを配置すると、残る場所としては外
壁のみであるが、柱梁のフレームから外れる
ため得られる効果が不足する。既に改修後の
展示計画設計も進んでおり、それを大幅に変
更することは出来なかった。

 クロスダンパーの適用
　社内で開発を進めていたクロスダンパーを
適用することでこの問題を解決することが出
来た。クロスダンパーはブレーキダンパーと

オイルダンパーとを柱・梁の中心線上に交
差させて配置したものである。ブレーキダン
パー付のブレースはH型鋼材を使用しており、
そのウェブにオイルダンパーを貫通させるこ
とで同一構面内に納めたものである。二つの
機能を一つに出来るので省スペースとなる。
取付工事も一箇所に集約出来るので、騒音・
振動の低減、工期の短縮が可能である。また、
中小地震ではオイルダンパーが効果を発揮し、
大地震ではブレーキダンパーが活躍するとい
う特性がある。今回が初の適用となるため、
実大での性能試験を実施し、問題無く作動す
ることを確認した。

 おわりに
　このクロスダンパーは復旧整備工事完了後
も見ることが出来る箇所があるようだ。いつ
もは隠されてしまう構造設計者の苦労を一般
の方に見ていただく良い機会になるであろう。

（きし　ひろゆき）

●岸　浩行 
1967年生まれ。1990年筑波大学卒業。同年株式会
社大林組入社。
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「クロスダンパー」による
省スペース制震補強
―熊本城天守閣復旧整備事業―

岸　浩行
株式会社大林組　設計本部構造設計部　副部長

図 1　補強計画（軸組図）

 写真 2　クロスダンパーの試験体写真1　震災後の熊本城天守閣
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　2017年、御堂筋は80周年を迎えた。
　豊臣期から江戸時代にかけて、経済の中心
地として隆盛を極め、世界有数の近代都市と
なり得る可能性を秘めた市街地が形成されて
いたが、明治以降、政治的状況の変化にも上
手く対応し、街なみは旧態を残しつつも、近
代化していた。大坂では、江戸期には南北の

「筋」よりも東西の「通」の方が幅が広く、主
動線であったが、明治以降、キタとミナミに
郊外への私鉄ターミナルが形成され、市中で
は南北方向の往来が盛んになった。堺筋に市
電が敷設され、大正期のメインストリートと
して栄えた。關一が市政に関わった時期には、
広域に大阪全体を踏まえた道路・施設整備が
計画された。御堂筋は、幹線として、都心と
郊外を高速で結ぶ地下鉄と広幅員の道路が計
画され、粘り強く建設が進められた。昭和初
年は、大阪のまちの姿が再び大きく変わった
時期と言えるだろう。幅44メートル、全長約
4 キロメートルのほぼ直線状の御堂筋は、道
路そのものは建設時から大きな変更なく、今
も大阪のメインストリートとして、堂々たる
姿を示している。
　昨年の御堂筋80周年では、シンポジウムや
行事が催され、これからの御堂筋に関する意
見やアイデアも発表された。「これから」を考
えるには、「今まで」を捉えておくことが大事
だろう。明治中期頃から、首都東京で計画的
な都市改造が先行して実施されたが、他の都

市でも適用されるよう努力したのが日本建築
協会の設立者、片岡安であった。片岡は「都
市計画の父」であり、近代の大阪が日本有数
の都市計画の先進地として存在し得た功労者
と言える。『建築と社会』では御堂筋の計画
期、建設期から、御堂筋や当時進行中の都市
改造について数多く取り上げ、戦後も折々に
御堂筋を取り上げている。今回は、1975年 6
月号に掲載された「昭和50年の御堂筋」とい
う論考を中心に再読する。『建築と社会』に捉
えられた折々の御堂筋の姿から、御堂筋の変
化の様子を見ておきたい。

■「高さ31mの御堂筋」の誕生
　御堂筋といえば、31メートルの高さで軒線
がそろったビルが建ち並ぶ風景がまず頭に浮
かぶ。街路樹のイチョウとともに「歴史的存
在」のように思えるが、そんな景観が完成し
たのは戦後、1960年代のことである注 1 ）。今
回取り上げる「昭和50年の御堂筋」という
論考は、ちょうどそんな御堂筋の景観が完成
し、しばらくした頃の様子を伝えるものであ
る。掲載された1975年 6 月号は「都市の景観
と施設」という特集が組まれ、冒頭には足立
孝（大阪大学工学部教授）と久保貞（大阪府
立大学農学部教授）の対談「都市景観のあり
方」が掲載されている。戦後の復興もひと段
落、万博も終わり、オイルショックの影響で、
経済的には苦労した時期である。建築とラン

57建築と社会■2018.7

「再読 関西の建築」

3

昭和50年の御堂筋
塩谷　馨

（1975年 6月号）

橋寺知子

関西大学
准教授

「昭和50年の御堂筋」冒頭部分＝「建築と社会」1975年 6月号

イチョウの街路樹

淀屋橋付近
（2017年の御堂筋。いずれも筆者撮影）
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「昭和50年の御堂筋」梅田阪急前～梅田新道交差点＝「建築と社会」1975年 6月号

「昭和50年の御堂筋」平野町通～中央大通＝「建築と社会」1975年 6月号

「昭和50年の御堂筋」長堀通～道頓堀＝「建築と社会」1975年 6月号
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「御堂筋1975そして2007」今橋～北久宝寺町＝「建築と社会」2007年４月号

大阪ガス御堂筋東ビル（手前）と京阪神御堂筋ビル（奥）
4mセットバックした新しい壁面線のまちなみができつつ
ある。

セントレジスホテル（本町東南角）

イトゥビル
1966年の建設。建替えが進む中、60年代らしいデザイ
ンや素材を保っているビルも意外とある。

興銀ビル（手前）と大阪富士ビル（奥）
興銀ビルは1961年に建設されたものが残る。
調査時、意外と新しいものに見えたのだろうか。
建替え物件に分類されている。

船場センタービル
近年、外装が変わり、明るい雰囲気に。

南御堂
本堂は変わらないが、御堂筋に面した会館は建
替えられ、超高層ホテルが建設される（現在工
事中）。



ドスケープの専門家二人は、美しいとは言え
ない日本の都市景観に対し、「破壊の方がいま
までは大きかったと思うのです。その反省期
にいまあるということですね」（久保）、「景観
は、平面だけでは解決しない、立体の問題で
すから、容積制から一歩ふみこんだもの、具
体的なたたき台になるイメージの提案が必要
でしょう」（足立）と言う。御堂筋に関して
は、足立が「一般の方の御堂筋の印象は、い
ちょうが主役で建物は背景ですよ（笑い）。流
行歌にうたわれているようにね。〈中略〉空
間が囲われているし、道路の見通しが樹木に
よって妨げられて安定感をつくっている、人
工の中の自然として目立つということでしょ
う」と述べている。対談に続き、大阪、神戸、
京都の具体的な景観に関する各論が論じられ
た。大阪は、大阪市の街路行政を担当した塩
谷馨が執筆し、当時の御堂筋の両側のまちな
みをスケッチで記録したのである。
　その紙面構成がユニークだ。長い御堂筋を
表現するため、41ページから56ページは、半
分の高さで 4 ページ分の幅の用紙が折りたた
まれて 2 枚挿入されている。16ページのう
ち11ページに、梅田阪急前から難波駅前まで
の御堂筋の平面図と沿道の立面図が 1：2000
のスケッチで、一続きに描かれている。両面
印刷のため、絵巻物のようにはいかないが、
ページを広げれば、沿道の景観がある程度、
街を歩くように見ることができる。主な建物
には建物名と竣工年が記されており、約40年
前の御堂筋を知る資料としての価値をもつ。
図とともに、建設経緯や概要、そして「御
堂筋の市街地形態」として、どのように市街
化が進んだかを分析し、グラフや図で示す。
1975年には、御堂筋には恒久的な建物の建ち
並びがほぼ完成しているが、大阪駅前から梅
田新道交差点までの部分や難波駅近くの部分で
は、低層の建築や区画の小さい建物が多いこと
がわかる。塩谷は、分析は示すが、評価はせ
ず、客観的に実状を示すことに徹している。
　大阪中心部を南北を貫く御堂筋には、河川
や幹線道路が適度な間隔で交差する。橋梁や
大きな交差点で区切られた区間ごとに特色が
生まれる。塩谷も「河川、幹線道路により区
分された地区の特性を今後どのように生かす
かということが新しい景観形成のための問題
点かと考えている」注 2 ）と述べている。1975
年の各エリアの状況を見ておきたい。
　北端の梅田では、大阪駅前ビルの建設がま
だ始まっておらず、小規模な建物が密集して
いる様子が描かれている。大阪市役所は、大
正期に建設された先代のものである。
　淀屋橋から本町にかけては、31mで軒線が
揃い、 1 ブロックに 1 棟ないしは 2 棟建つ、

ビジネス街らしい整然とした街並みがほぼで
きている。東面に比して西面は、中央大通以
南では低層建築や空地も散見されるが、北御
堂、南御堂、難波神社など宗教施設が集中し
ている。戦災によって堂宇を焼失した両御堂
は、すでに鉄筋コンクリート造で再建され、
会館等を併せ持つ、都市的な現代寺院の姿で
描かれている。
　心斎橋以南では、東面に並ぶ対照的なデザ
インの 2 棟の百貨店、そごうと大丸に目がと
まる。道頓堀以南では、低層で小規模な建物
がまだまだ多いが、難波駅前には戦後比較的
早い時期に復興した南街会館の側面が描かれ、
西面には、新歌舞伎座の特徴的な外観が異彩
を放っている。

■2007年の御堂筋　再読
　1975年のスケッチの掲載から32年後、日本
建築協会は90周年を迎え、『建築と社会』2007
年 4 月号はその記念号として「対談　御堂筋
から変わる都市　大阪　－都市に人の気配と
緑を－」を掲載している。大丸取締役会長の
奥田務と日本建築協会会長の佐野吉彦による
対談で、ちょうど開通70年を迎えた御堂筋に
触れ、大阪の都市像について語っている。こ
の対談に続いて、「昭和50年の御堂筋」に掲載
された御堂筋のスケッチによるパノラマ図が
再録され、それに2007年当時の様子を写真で
付され、約30年の変化が示されている注 3 ）。大
江橋以北がカットされ、少々距離は短いが、
3 ページ分の幅の用紙が折り込まれ、両面 6
ページに構成されている。中央に1975年のス
ケッチを配し、その上下に主な建物の写真を
掲載し、建て替えられた建築と変更なしのも
のを区別している。
　30年余りで、かなりのビルが建て替えられ
たことがこの図から分かる。この期間で建て
替えの対象となったものは、戦前期に建てら
れた古くて小規模な建物だけでなく、むしろ
1950年代後半から1960年頃に建てられたビル
だ。本町から長堀橋までの区間は、東西面と
もほとんど建て替えられていることがわかる。
本町以北でも東面、つまり戦後早い時期に建
てられた戦後建築はほぼ建て替えられ、三度、
街並みが一新されたといってもよい。
　この現況調査は、詳細に見ていくと、若干
間違いや不明な部分があるものの、1975年か
ら2007年、つまり昭和後期から平成にかけて
の御堂筋の変化を知り得る資料と言える。こ
の再読シリーズも同様の視点を持つと言える
が、過去のデータに照らし、現在を捉えるこ
とは、『建築と社会』が長い歴史をもつ会誌だ
からこそ可能なことなのかもしれない。

■現在の御堂筋
　2007年からさらに10年を経て、昨年、日本
建築協会は100周年を迎え、御堂筋は80年を
祝った。この間、御堂筋の状況はさらに大き
く変わっている。大阪市は1995年に「御堂筋
沿道建築物のまちなみ誘導に関する指導要綱」
を策定し、御堂筋沿線は片側 4 メートル後
退、建物の高さ制限を50メートルとした。バ
ブル崩壊後、すぐには建替えは進まなかった
が、徐々に高いビルが増え、近年、御堂筋を
歩くと、壁面線のデコボコがかなり目につく。
2012年には、御堂筋の管理が国から大阪市へ
移管され、多様な使い方への機運が高まって
いる。広い歩道や側道のカフェ利用や、側道
の自転車専用道化などの社会化実験を試みた。
現在、距離は大変短いが、側道が自転車専用
道になった区間もある。
　2017年に大阪市都市景観条例が改正され、
通りや地域ごとに特色ある景観が育まれる基
盤ができた。もちろん御堂筋は大阪を代表す
る街路として、格調高い景観が望まれる。ま
た大阪市長は御堂筋を「車から人中心に変え
ていく」とし、側道を歩道化する方針を示し
ている。近年、経済状況が好転し、先述の通
り、御堂筋沿いでも新しい誘導に応じたビル
の新築が急速に進んでいる。2007年の記事で

「工事中」となっているところには50メートル
を超えるビルが完成している。大阪の近代建
築の代表的な存在、大丸心斎橋店も、外観の
部分保存による超高層ビルへの建て替えが進
行中である。難波駅前で強烈な個性を発揮し
ていた大阪新歌舞伎座も、「イメージ」は継承
されると聞く。景観という語が一般にもよく
使われるようになり、価値が共有されてきた
反面、何をどう残せば建築の保存、景観の保
全となるのか、改めて考える機会が必要だ。
　『建築と社会』でのこれまでの御堂筋への
注目と分析の詳細さの足元にも及ばないが、
前ページに掲載した1975年、2007年の御堂筋
の状況に加え、昨年撮影した御堂筋の沿道景
観の写真を部分的に付す。御堂筋は大阪の近
代化遺産のひとつであり、御堂筋を注視する
ことは、大阪の都市景観に関心を持ち続ける
ことにつながる。

注
1 ） 高岡伸一、嘉名光市、佐久間康富：都市との関係

からみた御堂筋沿道建築物に関する近代建築史研
究 －御堂筋建設から景観保持に関する建築指導開
始までの期間を対象として－、日本建築学会計画
系論文集、pp.1337-1347、2017年 5 月

2 ） 塩谷馨：昭和50年の御堂筋、建築と社会、p.55、
1975年 6 月

3 ） 御堂筋1975そして2007、建築と社会、pp.17-22、
2007年 4 月
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作品部門

ヤマウチ メディアイノベーションセンター
〈2017年 6 月〉

所　在　地―京都府福知山市長田野町
建　築　主―ヤマウチ株式会社
設計・監理―株式会社竹中工務店
施　　　工―株式会社竹中工務店

大平卓磨　おおひら・たくま

2003年　竹中工務店入社
現在　同社大阪本店設計部
主な作品
ミルボン中央研究所（増）（2014年）
サントリーワールドリサーチセンター（2015年）

■合理性の先のおおらかさへ
細長い敷地形状にあわせ、建築・構造・設備・ワークプレイス、
すべてがリニアに計画された研究所兼事務所。長手方向に50Mの
PRC梁、短手方向はスパンクリート合成床板の梁レスとしたすっ
きりした架構形式を実現している。シンプルな躯体が天井内に
充分な気積を生み、空冷式輻射空調の採用を可能とし、間接照明を
ベースとしたタスクアンビエント照明によるやわらかな光ととも
に省エネに配慮している。
極度に柱の少ない空間は長手方向に奥行感を与え、短手方向にレ
イヤリングされたワークプレイスは、外部へとつながる透明性を
獲得し、遠くに見える緑豊かな山並みと呼応する。
合理性が主題と思われた建築が生み出すおおらかさは、周囲と
ゆるやかに連続した広がりを持ち、地域の子供たちの社会見学を
受け入れる姿は、建築や空間だけではなく周辺環境をもより豊かな
ものにしている。

第17回「建築と社会」賞 入賞作品 ȶ建築͂社会ȷ͂いう本誌の趣旨ͅ
ふさわしい社会性・環境̈́̓ͅ配慮
した有意義̈́建築作品や建築ͅ
かかわる論文・記事̈́̓を顕彰する。

奥山広志　おくやま・ひろし

2007年　竹中工務店入社
現在　同社大阪本店設計部
主な作品
沢井製薬開発センター（2015年）



62

作品部門

阿南市新庁舎
〈2017年 8 月〉

所　在　地―徳島県阿南市富岡町トノ町12番地 3
建　築　主―阿南市
設計・監理―日建設計
施　　　工―大成建設・東光電気工事・朝日工業社・四電工

■市民のためのパブリックスペース
徳島県東南部の中心都市阿南に建つ免震構造を採用した庁舎。吹抜空間

「あなんフォーラム」を庁舎の核と位置づけ、「市民・議会・行政」が
協働する姿を身近に感じることができる場とした。阿波踊りなどのイベ
ント時には庁舎を部分開放し、広場との一体利用が可能である。また
省CO2モデル庁舎として、自然エネルギーや地場産材を活用した環境手法
をわかりやすく視覚化し、庁舎そのものを環境学習の場とした。

赤木　隆　あかぎ・たかし

1972 年　日建設計入社
現在　同社シニアエキスパート設計長 
主な作品
龍谷大学 龍谷ミュージアム、大阪市城東区役所

岡田泰典　おかだ・よしのり

1992年　株式会社日建設計入社
現在　設計部門設計部長
主な作品
INAX大阪ビル、KRP 9 号館、龍谷大学東黌

木村秀男　きむら・ひでお

2008年　株式会社日建設計入社
現在　設計部門設計部
主な作品
淀屋橋ミッドキューブ、三井住友銀行川西支店
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作品部門

コイズミ緑橋ビル
〈2017年11月〉

所　在　地―大阪府大阪市東成区東中本2丁目 3番 5号
建　築　主―小泉産業株式会社
設計・監理―株式会社竹中工務店
施　　　工―株式会社竹中工務店

■自然の「あかり」を体感し、新たな「あかり」を創造する「あかりの杜」
自然の「あかり」をお手本に、照明器具の企画・開発・製造・販売を行
なっているコイズミ照明の研究開発施設である。敷地は大阪市内の住宅
地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、まちのスケールと調
和させ、ワークプレイスに対しては“各階のGARDEN”として、適度な
ヒューマンスケールとリアルな自然との関わりを創出した。各階に南向
きの庭があることで、太陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花
を摘んだり、新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の
新たなコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとして
の木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であり、開発商品
の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠点でもある。
竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階のバルコニー
に訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然と人を結び、まちの
環境を変える一助となることを願っている。

有田　博　ありた・ひろし

1993年　東京芸術大学大学院美術研究科修了
同年　竹中工務店入社
現在、同社大阪本店設計部グループリーダー
主な作品
オリックス本町ビル（2011年）
数研出版関西新本社（2015年）

北村仁司　きたむら・ひとし

1996年　京都大学大学院工学研究科修了
同年　竹中工務店入社
現在、同社大阪本店設計部グループリーダー
主な作品
大正製薬関西支店（2012年）
ニフレル（2015年）

金澤　潤　かなざわ・じゅん

2011年　名古屋工業大学大学院工学研究科修了
同年　竹中工務店入社
現在、同社大阪本店設計部
主な作品
コイズミ緑橋ビル（2017年）
竹中工務店神戸西FMC改修（2017年）
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作品部門

神戸海星女子学院マリア幼稚園
〈2017年12月〉

所　在　地―兵庫県西宮市木津山町
建　築　主―学校法人　海星女子学院
設計・監理―株式会社竹中工務店
施　　　工―株式会社竹中工務店

卵型の園庭を取り囲む半外部空間と、これに沿って分棟・雁行配置
された保育室などの諸室から成る園舎。六甲の山並みを望む高台に
位置し、豊かな緑と広い空に恵まれた環境の中、園児自らが自由に
遊び学ぶ「モンテッソーリ教育」の場である。
自然の豊かさに触れ、心身ともに成長する幼少期を過ごす場として、
内外・明暗・大小・冷温さまざまな性質を持ち、子どもたちの様々
な活動を促す多様な居場所のある建築とした。テラスはスロープや
階段によって上下階が連続し、園舎から園庭へ大きな回遊性を生み
出し、子どもたちは屋内外をのびやかに走り回っている。一方、

分棟・雁行配置により生まれたすき間やたまり場は、山や空などの
景色の抜けや、光・風の通り道となり、周囲の豊かな自然を遊びなが
ら体感することができる。また、水の流れが見えるガーゴイルは晴
天時も人気の居場所となっている。そして、子どもたちの手の触れ
る建具や家具は、木の温もりを身近に感じられるよう天然木を多用
した。
日々刻々と変化する自然の移ろいを「五感」で感じる園舎の中で、
たくさんの出会いと発見を繰り返し、人や自然を想う、豊かな心を
育むことを願いたい。

坂口武司　さかぐち・たけし

1994年　京都大学大学院工学研究科修了
同年　竹中工務店入社
2016年　大阪大学大学院地球総合工学専攻
　　　　単位取得退学　博士（工学）
現在、同社大阪本店設計部
主な作品
高松大学新校舎棟（2008）
神戸海星女子学院中学校高等学校（2014）
関西大学梅田キャンパス（2016）

齋藤華織　さいとう・かおり

2006年　日本大学大学院生産工学研究科修了
同年　竹中工務店入社
現在、同社東京本店設計部
主な作品
市立吹田サッカースタジアム（2015）
びわこ成蹊スポーツ大学中央棟（2017）
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　2017年は、日本建築協会の創立100周年を祝賀する記念イヤーでし

た。心からお祝い申し上げます。『建築と社会』でも、 7 月号と 9 月

号で、「100年前の建築、100年後の建築」という特集が組まれていま

した。

　その記念すべき2017年の最後を飾る12月号のなかで、私はまった

く文脈を読まずに「1000年の視野から建築を考える」という論考を

寄せてしまいました。「もう少し考えて書いて下さい」と怒られるの

ではないかと思っていたのですが、まさか賞をいただくことになる

とは！　ご関係の皆様の度量の大きさに敬意を表し、深く感謝申し

上げます。

　私自身は西洋建築史を専門としていますが、大昔の、それも遠く

離れたヨーロッパの歴史など研究して何の役に立つのだ、と言われ

ることもしばしばです。しかし、現代社会がいままさに経験してい

る社会変動は、変化の渦の中心にいるよりも、地理的にも時間的に

も大きく距離を取り、俯瞰して見るとさらによく理解できるのでは

ないか、というのがこの論考の趣旨でした。こうして賞をいただい

たということは、現代の建築と社会を考えるうえでも西洋建築史の

視点は重要ですね、と共感していただいたということだろうと思い

ます。どうもありがとうございました。

論考部門

建築時間論
―1000年の視野から建築を考える―

〈2017年12月〉

加藤耕一

Ĳ9ĸĴ年東京生まͦȃ 東京大学工学部建築学科卒業Ȃ 同大学院博士課程修了ȃ

博士 Ȫ工学ȫȃ

東京大学大学院工学系研究科建築学専攻 ・教授ȃ 専門͉西洋建築史ȃ

主著 ȸ時̦つくͥ建築─リノベーション͈西洋建築史ȹ Ȫ東京大学出版会Ȃ ĳıĲĸȫ

́΍ンΠリー学芸賞Ȃ 日本建築学会賞 Ȫ論文ȫȂ 建築史学会賞ȃ

他ͅ ȸΌシック様式成立史論ȹ Ȫ中央公論美術出版Ȃ ĳıĲĳȫȂ ȸȶ幽霊屋敷ȷ ͈

文化史ȹ Ȫ講談社現代新書Ȃ ĳıı9ȫȂ 監訳書ͅ ȸロンΡン大図鑑ȹ Ȫ西村書店Ȃ

ĳıĲĸȫȂ ȸ近代建築理論全史ȹ Ȫ丸善Ȃ ĳıĲķȫ ̦̈́̓あͥȃ

加藤耕一　̥͂う　こういち

一次選考結果
『論考部門』－25点
　・ 建築と社会の100年から
　　～続 クライアント・エンパワーメント時代の建築～
　・ ルポ 7地域を変える企業の取り組み
　　―銘建工業社長・中島浩一郎氏に聞く―
　・くまもとアートポリスとUDで地域を支える
　・BIM技術研究会　フリーディスカッション
　・設備技術のあゆみ
　・建築環境から都市環境へ～都市の熱環境計画～
　・オルタナティブ・モダンの先にあるもの
　・語られなかった近代日本の建築家像～武田五一の活動を通じて～
　・100年後の環境
　・100年後に何を残すか
　・観光振興における宿泊産業
　・ イタリアの空き家・空き建造物を利用した地域共創
　　―アルベルゴ・ディフーゾの事例―
　・時代を映す鏡 宿泊施設―宴のあとの利活用の展望―
　・構法から見た100年前の建築と今日の建築
　・木造建築の可能性
　・伝統的木造建築と構造設計と私の大阪人DNA
　・建築時間論―1000年の視野から建築を考える―
　・幻の空間と遊ぶ
　・建築と高齢化　住宅と施設のマネジメント
　・災害復興過程から社会・建築・経済の関係を考える
　・御堂筋　メインストリートの現在・過去・未来
　・モダニズム建築の歴史的評価をめぐる現場から
　・感性に呼びかけるインテリア　その風景楽しんでいますか？
　・埋もれた価値の発掘 歴史的建造物の調査・評価・保存
　・住まい・まちづくりの実践的研究

『作品部門』－ 5点
　・キユーピー神戸工場
　・ヤマウチメディア イノベーションセンター
　・阿南市新庁舎
　・コイズミ緑橋ビル
　・神戸海星女子学院マリア幼稚園

入賞作品
『論考部門』
　・建築時間論　―1000年の視野から建築を考える―　加藤耕一

『作品部門』
　・ヤマウチメディア イノベーションセンター
　・阿南市新庁舎
　・コイズミ緑橋ビル
　・神戸海星女子学院マリア幼稚園

『審査員特別賞門』
　・特集　社会と繋がるディテール
　　企画　編集委員会　特別編集委員
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田中　第17回「建築と社会」賞の審査を始め

ます。今回の審査対象は、作品部門52作品

（会員作品特集「私の空間作法」10作品、連

載「gallery」コーナー12作品含む）、論考部

門146作品（法令、構造など連載含む　青年技

術者特集除く）です。

まず論考の方から始めたいと思います。審査

手順としまして、まず選考委員 6 名から、 5

点の推薦をいただくということで集計させて

いただきました。

集計の結果、 1 票のものが多くばらついてお

りますので、票の結果を確認しながら進めま

す。

＜集計結果の確認　 3 票 1 作品　 2 票 1 作品 

1 票24作品＞

田中　 3 票入った加藤さんの『建築時間論』

が一番多いという結果です。

票だけで決めるつもりはないので各選考委員

の方から、この結果ならびに全体を通して敗

者復活も含めてご意見いただきたいと思いま

すがいかがですか？

阿部　 3 票入っていて一番多い加藤さんの論

考ですが、いまの日本の状況、高度成長が終

わって縮退期を迎えた、そうゆう中で建築と

社会のことを議論されていたと思います。

絶頂期を越えて衰退期に向かう西洋の過去の

事例を 2 つ 3 つ挙げています。古代ローマの

末期や、ゴシックが衰退し始めた時期だとか

です。そういった時代を取り上げてその時に

建築と社会がどう対応してきたかということ

が結構克明に書かれていて非常に面白いと、

個人的に思いました。

丁度いま考える必要のあるテーマだという気

がしました。

弘本　私も全く同じで1000年の視点から捉え

るとまた違う物の見方が出来るな、というこ

とでとても貴重な考え方を示してくださって

いると思いました。

私たちは 1 世紀単位や 1 世代単位で、ライフ

スタイルや器としての建築のあり方を捉えが

ちですが、社会のパラダイムシフトが起きて

いる今こそ、その常識そのものを疑ってみる

ことの大切さを教えられます。

多賀　私はエンジニアリング系というか構造

の人間なので、その観点で分かりやすく優

れた論考があればまずは推しているのです

が、この加藤先生の論考は専門外の私の知識

レベルでも非常に興味を持てて分かりやす

かったということと、古代ローマの話という

のは、初めて聞いた話であったにもかかわら

ず、十分納得できるという点で高く評価しま

す。残し方、伝え方にもいろいろあるよ、と

いうことについて事例を踏まえた説得力のあ

るお話をされていますし、特に残し方につい

ては『「古材を売る」という考え方に、文化財

保護を推進してきた方々は過敏に反応するだ

ろう。』と批判のある方もいらっしゃるだろう

が、という断りを入れながら、もっともなご

意見を非常にわかりやすく語っておられたの

が印象的でした。

近本　1000年を考えるというテーマが非常に

面白いと思いました。その部分私も共感しま

して、一方で、創立100周年に合わせ100年と

いう過去を振り返ることと100年後を考えると

いうテーマがあって、そういう意味で両方に

より具体的な面白みを感じました。

1000年というテーマも1000年先もあってもい

いようにと思います。

阿部　昨年いろんな特集で建築協会100周年と

関連して100年の話題が3つ4つありましたね。

田中　はい。それに関連するけれどもこの加

藤さんの分は非常に注目してると、評価した

い、という事ですか？

近本　いいと思います。非常に面白かったと

思います。

田中　一応、論考部門としては 1 点か 2 点ぐ

らいの選出を予定していますので、 1 点で

も別にいいですけど、他にこの論考部門とし

てぜひ推したいというのがありますでしょう

か？ 1 票で拡散してしまっているので、非常

に難しいかと思いますけど。

弘本さん何かありますか？

弘本　なかなか 1 つに絞りにくい感じがしま

すね。それぞれに、専門の知見をもとに問題

審査講評

第17回「建築と社会」賞
審査委員会
日　時　2018年5月21日（月）
　　　　18：30～20：30
場　所　日本建築協会

【選考委員】
委員長

田中直人
島根大学客員教授

委員

阿部浩和
大阪大学大学院教授

多賀謙蔵
神戸大学大学院教授

近本智行
立命館大学教授

引本由香里
大阪ガス㈱エネルギー・
文化研究所特任研究員

松本明
近畿大学教授
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提起などをされていて、共感するものは何点

かありますけど、その中で 1 点となると順位

がつけられないなという感じがしますね。

田中　結果的には加藤さんの 1 点だけでもい

いと？

弘本　私はそんな印象を持っています。

田中　他の方いかがですか？

あえて 2 点にする必要は無いという意見です

か？それともぜひこれは挙げたいというもの

がございますか？

阿部　気になるのが、 2 票の論考がひとつあ

ります。それはどうかと。

田中　いかがですか？

近本　昨年は藤森先生の「おもてなしと建築」

と、村上さんの構造設計の「建築はみんなで

“つくる”－パパ、あの建物作ってんで。全部

やないけどな…。－」で、ものすごく印象に

残っています。

弘本　そうですよね。

田中　かなりインパクトがある。それと分野

が違った分野でね。

できたら構造とかそっち側の分野からどなた

かの論考を選出するというのはバランス的に

はいいかなと思いますけど、先生いかがです

か構造で？

多賀　構造の視点から挙げさせていただいた

のは11月号の「伝統的木造建築と構造設計と

私の大阪人DNA」という論考です。

中身はそれほど構造のエンジニアリング的な

話をされているのではなくて、タイトルにあ

るように『大阪人DNA』的なところが、やっ

ぱり伝統的木造建築を残していこうという原

動力の根底にあって、それがエンジニアとし

てのモチベーションにつながっているという

感じですね。

エンジニアとしての技術的なことは控えめに、

「精神」のところをしっかり伝えておられたと

ころに惹かれました。

構造関係でちょっと迷ったのが 3 月号のルポ

7 鉄建工業の社長さんのお話です。迷った末

に別の論考を推しましたが、ルポ 7 はちょっ

と視点が変わっていて大変面白く読ませてい

ただきました。

田中　今の時点で考えてこれっていったらど

れなんですか？過去は問わず。

＜一同笑＞

多賀　去年の村上さんのインパクトのある特

徴的な表現を思うと、みなさん非常にまじめ

な文章で、というと村上さんに怒られますけ

ど、インパクトは正直足りなかったかなとい

うこともあって加藤先生の 1 作品だけでもい

いのかなという気がしています。

田中　あえて構造からというのはしなくても

いいと。

多賀　それにこだわらなくてもいいという感

じがします。構造からどれか一つというのは

逆に難しい気がします。

田中　はい、ありがとうございます。

他の方からご意見いただけますか?

松本　 1 票を入れた橋爪さんの御堂筋の論考

なんですけども、御堂筋のことを深くは無い

かもしれませんが、非常にコンパクトにまと

められています。いろんなことを知らしめて

くれたという意味においてはわずか 4 ページ

ですけれど非常に良かったと思いました。

田中　橋爪さんの方のご推薦ありましたけど

いかがでしょうか？

弘本　御堂筋の道路空間の再編に向けて、中

心的役割を担っていらっしゃるお立場から、

歴史をまとめて発信してくださったことは意

味のあることで、敬意を表するのですが、歴

史の分野では加藤先生の論考がありますのと、

他の方々の建築・まちづくりの画期を問う論

考と甲乙つけがたいものだと感じています。

田中　はい、ありがとうございました。

多分野のバランスということで、先ほど構造

系からという話を出しましたけれども、それ

以外の分野からの話はありませんか？設備と

か。

近本　設備ですが、設備の特集にも合計で 2

票入っておりそこそこ面白い内容だったとい

うことと思っています。

ただ先ほど弘本さんが仰ったように、すごく

分かりやすく書かれてはいるんだけれども表

彰対象としてこの方を推すっていうほど一人

に絞りきれていないようにと思います。

また村上周三先生にも原稿を書いていただき、

サスティナブルの集大成のような話もあって、

いい勉強になると思います。

一方で選考は、「建築と社会」という趣旨に沿

いもう少し地域に根ざして、社会に根ざした

内容で進めていただいてもいいのかと思いま

す。

田中　ということは該当ありませんか。

近本　はい。

田中　ありがとうございます。そしたら構造

分野ならびに設備分野であえてということに

おいては特に推薦するものはないということ

で、結果としてはいま挙がってます加藤さん

お一人でいいんじゃないかということでよろ

しいでしょうか？

はい。じゃあ論考の部門としましては今年度

は加藤耕一さんの「建築時間論」にしたいと

思います。

では、特集企画そのものを対象にするという

審査員特別賞がありまして、前は計画系の特

集企画が入っていましたが、今年はいかがで

しょう。

毎月の分科会の特集の他に、編集委員会全体

での特集が「社会と繋がるディテール」とい

う10月号のものがあります。ちょっと今ま

でのスタイルと違う組み方で、少しこうディ

テールを特徴的な事例を入れてですね取り組

んでいるものがあります。

これについてどうでしょうか？

多賀　私は論考ではないんだけど、と思いな

がらこれに 1 票入れさせていただきました。

というのも新たな切り口というか、非常に実

用的で質も高かったように思います。建築的

なディテールだけではなくてエンジニアリン

グ的な工夫も紹介されているという意味で新

鮮な感じがしてこれは面白いなと思いました。

田中　やっぱり建築を支えるディテールとい

うことで技術的な話とかあるいは時代での要

求から取り組まれているディテールの取り組

み、いろんなものが出ていて、興味深い特集

かなと思います。

これからこの「建築と社会」の誌面の中に作

品だけじゃなくて、いわゆる純粋に論考とし
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ての論文みたいな形のもの以外に建築の持っ

ているさまざまな実務的な役割とか、対応の

仕方これを考えていくというのは大事なこと

だと思いますね。

阿部　特別賞は論考部門とは別枠で？

田中　別ですね。だからみなさんからいただ

いた票では特別賞として「社会と繋がるディ

テール」という。『社会』とこう入れているの

が・・・

弘本　それがなかったら（笑）

田中　繫がらなかったら「建築と社会」賞に

値しない、その点が面白いな、と。

松本　ディテール集としてもよくできている

と思いました。最近「GA」という雑誌でディ

テール集が出ていましたけれど、あちらの方

はどちらかというと作家的な方の特集です。

それはそれで参考になるんですけれども、こ

の特集で出されているのは、どちらかといえ

ば組織のものが多いので、ある意味かっちり

したディテールが全体としてまとまっていて、

それがこのテーマに繋がっているのかなと。

他の雑誌とはちょっと違うところに視点があ

ればいいと思います。

田中　「建築と社会」らしいと。他に特にな

ければ、特別賞としましては「社会に繫がる

ディテール」10月号を挙げるということで。

はい、ありがとうございます。

次は作品部門について相談させてください。

あらかじめ一次審査として投票いただいた結

果、昨年同様 2 票以上の作品で本日視察に

行った 3 作品と行けなかった 2 作品を検討対

象としたいと思います。

＜視察に行けなかった作品のデータを映し出

し、内容を確認＞

田中　全部で 5 点ありますが、そこから決め

てしまうのか、いやちょっと検討対象として

はこれも入れたらどうでしょうというのがあ

れば最初にあげていただきたい。

ありませんか？

目標としては 2 ～ 3 点に絞込みをしたいと思

うんです。まず先生方のこれぞというのを投

票してもらいましょうか？

それで集計してから議論しましょう。

それでは投票の件数ですけど、 3 点選んでく

ださい。

＜委員による投票と集計＞

阿南市新庁舎

田中　まず 5 票入った阿南市新庁舎について

はどうでしょう？

阿部　視察で見たかったですね。

弘本　そうですね、見たかったですね。

＜一同笑＞

田中　現在求められるようなファクターは欲

張ってるぐらいに盛り込まれているというこ

とで。

弘本　詰め込まれていますけれど、「市民、議

会、行政」の三者の見通しをよくするコンセ

プトなど、ある種の風通しのよさも感じます。

田中　ただそれが本当に全体として機能する

かどうかですけど、最後のスライドで阿波踊

りが出てきたのがまいったと思いましたね。

あ、それか、と思いましたけど。地域性とい

うか、かなり地場産という事を意識されてい

るのは分かりましたし、まあ地域の方にとっ

てはいい市役所になってほしいですね。

松本　総合的なテクノロジーの集積としては

すごいなと思ったんですけど、阿南市という

地方都市の新庁舎としてこれほどのものが求

められているのかということを少し疑問に感

じました。

田中　果たしてどうなのかなと？私もちょっ

と気になったのは後のメンテナンスとかね、

運用の仕方であると思うんですけど。まあそ

れはこれから期待するということで。よろし

いですか？

近本　資料に日亜化学とありましたが、地場

企業もたぶん誘致されて、予算かけて、保守

にもかなり気にして設計されたんじゃないか

と思います。

田中　庁舎として使いながら建設するという

ステージプランニングの中でそれが最終形の

形にうまく持っていけてるという点がうまい

という事で、その形態が地元のイベントの阿

波踊りという事に焦点当てている、その辺が

うまいなという。地域の文化とか歴史とか伝

統的なものもいれようと。そして地場の材料

を使ってる。

じゃあこれは一応入選ということで、続いて

4 票になりましたコイズミ緑橋ビルと神戸海

星女子学院マリア幼稚園ですね、まあ順当に

いったらこの 2 点を入れて合計 3 点というこ

とで決まりなんですが、ちょっとそれぞれに

ついての論評、コメントいただけますでしょ

うか？

まずは神戸海星女子学院マリア幼稚園から。

神戸海星女子学院マリア幼稚園

弘本　そうですね、私はどちらも好感を持っ

て拝見しましたが、神戸海星女子学院マリア

幼稚園は、ソフト面・ハード面が優れて調和

して、立地的にも、理念的にも、マンパワー

的にも、コスト的にも、非常に恵まれた事例

ですね。ここに通うお子さんたちが、うらや

ましいくらいです。

田中　現地でも質問したんですけど、既存の

部分と今回の部分のつなぎがどうなっている

かとか、バリアフリーになっているだけじゃ

ないかと一瞬思ったんですけど、現場で見た

ときそのバリア空間じゃなくてむしろ子供た

ちはその空間を楽しんでいて、非常に新旧の

つなぎ空間の活用の仕方がうまいのとやっぱ

りランドスケープとして立地特性を生かして

るということで、大きく形態的には庭を囲む

ような配置のテラス、スロープ、階段、うま
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くいっているなと、まあオープン式になって

いるところが結構うまくいっていますね。

それから大きな建物にしないで分割してス

リットから見る風景とかつながり風の通りな

んか魅力的だったなと私は思いましたね。

弘本　私も最初に掲載されているのを見たと

きには、実際はどうなんだろうと、半分期待

し半分難しい部分もあるかなと思って行った

んですが、予想以上に素晴らしいなと思いま

したね。

田中　「建築と社会」よりも実物のが良かっ

たですね。

弘本　ええよかったですね。

神戸海星女子学院マリア幼稚園

阿部　私もそう思いました。ロケーションも

いいし、それをうまく生かしてるなあ、とい

う感じでしたね。

田中　ただ難をいえばちょっと子供にとって

危ない部分があったのが気になりますね。こ

れは対応されていましたけどね。

弘本　そうですね、そういう教育方針なんで

すよね。

阿部　マリア幼稚園に関していうと建築主さ

んと設計者とが時間をかけて打ち合わせをし

て丁寧に作られているという感じでした。非

常に細かいところまで気配りがされていて仕

上がりも非常に良かったですね。

田中　そうですね。

阿部　納まりなんかもコンセントだとか設備

機器もうまく収納されて作られてる。すみず

みまでよく考えられていました。

田中　丁寧な設計ですね。

近本　建物に関しては細かいところまでトップ

ライト、サイドライトで光を採り入れている。

階段の途中で上からと横からをあわせながら

そこに居場所をちょこっと作ってる。

田中　あの壁の隅のところですね。ああゆう

スポットがうまいなあと、子供がやすらう空

間を作ってるという、大勢でわいわいやる空

間だけじゃなくて一人の子供にも対応する配

慮があっておもしろいですね。

それから雨どいを使う発想とかね。遊び心と

いうか子供の遊びをうまく誘発するような仕

掛けが面白いですよね。

松本　見学できなかったのですが、敷地にす

ごく余裕があるところが幼稚園としていいと

思いました。建物とランドスケープとの関係

はいかがでしょうか。

田中　建物は逆にあんまり気にならなかった

んですけれどもね。元からある石垣とか残さ

れて今は使ってないですけど修道院の時に出

入りしていた入り口をトンネルになってるら

しいんですけど、それをゲートに入口だけ残

したり、坂の上にある施設ですけど外から建

物があまり見えないというかそんな感じがし

ましたから。うまいこと高低差を使っている

なと思いましたね。

多賀　現地建替えだったらしいですね。だか

ら制約のある中で今の形ができているのだろ

うけどそれを感じさせなかった。

弘本　ええ。あれだけの住宅地になじんだ形

のままで、幼稚園の空間を作っているという

のはすごいなと思いましたね。

阿部　周辺がかなり起伏があるというか、こ

の幼稚園があるあたりだけが丘状になってい

てあと全部切り立っているんですよね。

田中　一番天辺にあるんですけど威圧的な建

物になっていないんで、そういう点がよかっ

たかな。分割して小ぶりにして。で、緑の

フラットな部分とシンボルツリー、シンプル

にまとめてるというか。まあいろいろと気を

使った作品かなと思いますね。

コイズミ緑橋ビルの方はどうですか？

弘本　これたぶんヤマウチ　メディアイノ

ベーションセンターさんに入れた人とコイズ

ミさんに入れた人とに分かれているんじゃな

いかっていう感じがしますけどね。どちらも

ある種の制約をプラスに転じて環境をよくし

ている好例だと思います。

コイズミ緑橋ビル

田中　緑化するという建築形態はふんだんに

いろんな事例がありますけれども最初ぱっと

見たときにネクスト21をふっと思い出して

（笑）そんな感じもしましたけれども、それ

と緑の規模、成長ということに対してどう配

慮しているかということと、近隣に対するつ

くりかたの課題があるかないかとか、そうい

うことで聞きましたけど、非常に熱心に取り

組んでデザインとしても非常に美しいものを

求めてるし、いいのかなと思いましたけどね。

「建築と社会」賞に値すると思いますけどね。

弘本　こちらも写真で見るより行った方が良

いとこですね。

田中　そうですね。逆にいって「建築と社会」

の誌面ももうちょっとかっこよく作って。

弘本　そうですね。良さがあまり出てこない。

「竣工写真」が出てくるからだと思うんですよ

ね。「建築」として撮っているから、利用して

いるイメージが伝わってこないんですね。

阿部　植栽の剪定は業者にある程度任せてい

ると仰ってましたね。

田中　業者でないと無理でしょう。地元の人

と参加でなんかやっているということが、ま

あ出来るところを地域と一緒にやりましょう

と。

阿部　ネクストも同じですけど、ああゆう人

工地盤の上に50センチの土に木を植えるとい

うのは難しいんですか？

弘本　いえ、問題ないですよね。

近本　十分ですよ。シートみたいなのをしい

てその上に・・・。

田中　昔はそのまま土でしたけど、今はそう

じゃなくて土にもなんかいろんな土があって。
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弘本　土も軽量になっていますし、建築の躯

体を守る防根シートも張ってあります。木が

台風で飛ばないように、根を張るための金網

なども土中で工夫されています。

阿部　台風でも。

弘本　ある程度大きくなった木は専門家の指

導で剪定しますし、危険な場合は伐採もしま

す。ですから、台風で根こそぎ飛んだことは

ありません。

コイズミ緑橋ビル

多賀　いま俎上に上がっている作品を構造の

立場から見ると、それぞれがんばっておられ

ます。

コイズミ緑橋ビルも一見分かりにくくて聞い

てみてわかったんですけど、25ｍ×25ｍの無

柱空間なのです。そこまでがんばったのに、

あの吹き抜けのところにシャッターを付けな

いといけないから柱のようなシャッターレー

ルがあって、残念でしたねということはあっ

たんですけど。

それはともかく、立地条件として決して良く

ないじゃないですか。準工業地域ですから。

そんな条件にあって外に対しても開いている

というのが「建築と社会」賞にはふさわしい

なとすごく思います。

逆に、戻って申し訳ないですが、幼稚園もす

ごく良い建築だったんだけど、弘本さんも

仰ったように全てが恵まれてるよなっていう

ところに私自身は引っかかって、それと比べ

るとコイズミは圧倒的に「建築と社会」賞に

相応しいと思いました。

田中　高速道路の騒音と住宅地という既存大

都市の中での環境問題に対するひとつのモデ

ルというか答えとして提案されてそれ実践さ

れている点は「建築と社会」賞の主旨に合う

かなと思いますね。

まあ、先ほどの恵まれている環境の幼稚園と

また違う意味のがんばりがあったんじゃない

かと思います。

阿部　結構構造的に。

多賀　さりげなくがんばっておられますね。

阿部　がんばってるんですね。

松本　照明メーカーの建物として緑化は目指

すんですけど、ちょっと他にはないぐらいの

照明の工夫はされていたのですか？

近本　照明だけというよりは、新しい規格も

含めトライアルをやっている。

空間づくりとワークスタイルに合わせ色温度

とか照度とかを実験室だけじゃなくてオフィ

スエリアでも調整できるようにトライしてい

ます。よくありがちな照明だけとかではなく、

そこをどうやって使っていくのか、使い方の

ところまでもトライアル的に追いかけようと

している。ここは良く人が使ってる使ってい

ないとかいう話もヒアリングし、光の角度も

いろんな角度を使って検証したりだとか、そ

こに座ると集中するんじゃないかとか。

田中　光だけじゃなくてインテリアとしての

デザイン性というのを非常に力入れているな

と思いますね。特にあの、研究者と従業員の

方のことを考えた空間作りを。参考になると

ころ多いと思います。

そうすると、以上 3 点は入選ということでよ

ろしいですか？

続いて 3 票のヤマウチ　メディアイノベー

ションセンターはどうしましょう？

賛否両論ご意見ください。

構造的な面とか、設備的な面とかいろんな面

で竹中の持ってるノウハウを駆使して、凄く

うまくまとめられているな、ということとあ

そこの工業団地の新たなファサード、ランド

スケープとしてですね、他の施設と間違えら

れるというぐらい地域の方からも注目される、

一つのプロトタイプをつくろうとされている

点は高く評価されていいんじゃないかなと思

いますね。

これもやっぱり現場見に行かないとわからな

いですね。結果として私思いましたね。図面

だけだとどうしてもわからない。

阿部　明るいですね、両サイドこうあれだけ

光が入ってくると。もう照明いらないぐらい

でした。

ヤマウチ　メディアイノベーションセンター

田中　工場があるからその残ったところを

やってるんだね。

近本　工場 2 棟建ってここが余っているから、

まあそうゆうところがありますね。

短手方向には梁はちっちゃくない。

阿部　構造的にかなり挑戦をしている。

多賀　プレストレスという技を活用されてい

ますね。平面が比較的細長いので老婆心なが

ら少し気がかりな点がなくはないのですが、

今日見た 3 つのうちでは 2 番目はこれか幼稚

園か、でも幼稚園は条件が恵まれてるしな、

とそこはかなり迷っているんです。

甲乙つけがたいけど 4 作品もありかなという

気もしますね。

阿部　あの柱 4 本で、しかもあれだけ細い柱

で支持できている。

多賀　水平荷重は両サイドのコアで負担して

それ以外の柱は鉛直荷重だけ支えればよいと

割り切った考え方ですね。

阿部　かなり透明感があって。

田中　そうですね。外との繋がり。

多賀　そういう意味でデザインしたかったこ

とに対して構造の智恵は反映されていますね。

田中　凄くがんばっていると思いますよ。

松本　写真で見る限りではこれだけ水平方向

に透明感のある長いものはあまり見たことが

ないですね。両サイドのコアになっています

からオフィス空間としての歩行距離は長いで

しょう。奥行き方向が両サイドともガラスの

ため外観のイメージより、内部は開放的です。

多賀　凄く明るかったですね。

松本　構造と環境にチャレンジしたいい空間
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だと思います。

田中　先ほど先生方に入れていただいた票が

5 、 4 、 3 、と次 1 でぽんと、 1 と 3 の間に

切れ目を感じるなと一つ上まで上げるのか、

まあ、入賞 4 点でもいいということがあれ

ば・・・多すぎるという話もあるんですが。

近本　設備的にいくとインテリア空間とペリ

メータ空間で考えが違う。ガラス張りなので

ペリメータは注意が必要。ペリメータでは

プリーズラインという空調をしてインテリア

側は輻射冷暖房という割り切りは設備的にも

面白いな。まあただ輻射だけでいけないので

外気処理はデシカント空調というちょっと変

わった空調入れられてて、湿度が上がりすぎ

るとすぐに結露しそうなところを回避してい

る。

田中　技術的な面で凄くがんばっておられる

と思います。加えて地域に対してどうやって

見せてくるモデルを作るかっていうところの

試みが捨てがたい。

工場というと、団地というとこんなんだ、み

たいなイメージがあるのですが非常にこれは

一つのヒントを有してるのではないかと思い

ます。

ヤマウチ　メディアイノベーションセンター

近本　女性が働きやすそうな環境ですね。女

性の方が多かった印象ですし。

弘本　そうですね。

田中　またそういうような空間になるような

ことをやってましたね。

さっきのコイズミもなんか女性の方が生き生

きしてましたね。

入選は 3 点か 4 点か、考え方としてはちょっ

と多いから涙を呑んでもらおうという風にす

るのか、いやいやかなりがんばっておられる

から多くなるんだけど入れてあげようと。

先生方のお考えを聞きたいなと思うんですけ

どいかがですか？

阿部　結構、チャレンジをしていると思いま

す。その構造的にもそうですし設備的にも形

体的にもそうで、かなり法律上、技術上調整

して作り上げた作品だと思うので他と比べて

も遜色はないと思います。

近本　竹中さんばかりというのが気になりま

すけど。

田中　竹中さんは多いんですよね。それはこ

の制度、システムの問題でもあるし、担当者

はそれでいったら気の毒な話。

弘本　私も竹中さんが複数になることが

ちょっと気になりましたけど、それは特に気

にしなくてもいいということであれば、小粒

でもとてもがんばっている事例として社会的

にインパクトもある、意義も大きいと思いま

すね。

近本　工場が候補に入ったのに結局工場が抜

けちゃったのかという風になるのはどうで

しょうか。

田中　あ、そうですね。

仕事としてはやっぱり工場の物件て多いんで

すかね。竹中さんに限らず。

阿部　昔はあんまり工場に力を注がなかった

時代があったのが、最近はコーポレートアイ

デンティティみたいなものを工場に求める

ので、かなりデザインに力を入れている。自

社の製品とかブランドが表現できるようなメ

ディアともなってきている。

多賀　今残っている 4 つはそれぞれレベルも

高いし、逆に「一つ落とさないといけない」

としたらその理由を考えるのもつらいですね。

前例にこだわる必要もないとしたら 4 作品で

よいのではないでしょうか。

松本　最初にコイズミ、阿南市新庁舎と選ん

だのですが、幼稚園はどうなのかなと思って

入れてませんでした。みなさんのご意見では

いろんな意味でレベルの高い建築ということ

なのでお任せいたします。

ヤマウチは、意欲的なチャレンジがなされて、

デザインも凄くシャープです。水平方向の開

放性にオフィス空間の新しい可能性を感じま

す。

田中　ありがとうございます。

濃淡はありますがいま全員の先生方からの意

見を集約すると 4 件というのは多そうだけ

ど甲乙つけがたい部分もあるし入れていいん

じゃないか、という結論にしたいなと私は思

いますが、よろしいでしょうか？

というところで。

論考部門は 1 点12月号の加藤耕一さんの「建

築時間論」、審査員特別賞が10月号の「社会と

繋がるディテール」ですね。

作品の方は阿南市新庁舎とマリア幼稚園とコ

イズミとヤマウチの 4 点。ちょっと作品が今

年は多くなりましたけど、甲乙つけがたいと

いうことで。

ただ課題としては同一事業者の場合が非常に

目立つので今後、まず掲載してもらえるよう

にいろんな企業者の方にそういう努力を含め

てやらないといけないなということを感じま

した。

長時間ありがとうございました。
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　2018年 5月16日（水）、TO TOテクニカル

センター大阪において、＜第 1回建築セミ

ナー＞が開催されました。

　出版委員会ではこれまで160冊余の建築関

連本を刊行し、開催したプロのノウハウ講座

は39回を数えます。今年からは趣向を変えて

学芸出版社と共催し、協会企画本にとどまら

ず広く建築の本の著者を招いて気軽に参加い

ただけるセミナーを開催することになりまし

た。

　記念すべき第 1回セミナーは「図解　住ま

いの寸法」の出版記念として行われました。

　本書では住宅を13の空間に整理し、そこで

行われる生活行為に支障のない理にかなった

寸法を解説しています。

　講師の堀野氏は、本書を書くきっかけと

なった、街中にあふれる良くない住宅プラン

ニングの例を挙げた後、芦屋の高級住宅から

岸和田でのだんじり小屋まで、自らが建築士と

してかかわった多彩な物件を紹介されました。

　堀野氏は、住みやすい家の条件として、ま

ず、したいことができる広さがあり、動線が

考慮されていることが大切だと強調されまし

た。その上でセミナーでは本書を使ったケー

ススタディが行われました。13の空間のうち

玄関では、玄関土間、玄関ホール共に1.25ｍ

以上の奥行きがあれば、お辞儀など挨拶の姿

勢や来客応対にも支障がない、奥行き40㎝程

度の玄関収納（靴箱）をホール、土間どちら

からも利用できる位置に設置すること。また、

間取りや住宅性能評価の観点から、玄関土間

からはトイレが見通せないようにする、トイ

レの内開き扉はお年寄りにとって危険、など

ビフォー・アフター形式で事例を挙げ、分か

りやすく解説されました。

　堀野氏は、設計者は施主の思いを大切にす

ることはもちろん大切だが、プランの良し悪

しをきっちりコンサルティングできる能力こ

そ必要と締めくくられました。

　熱の入った講義に定刻の 2時間はあっとい

う間に過ぎましたが、参加者からはもっと聞

きたい、時間が短いという要望も寄せられま

した。その他アンケートでは、とても勉強に

なった、景観形成の話も聞けて良かった、な

どの感想も多数寄せられました。

　ご参加いただいた皆様に御礼を申し上げま

すと共に、堀野氏を始め関係各位、会場を提

供いただいたTO TO様に改めて感謝申し上げ

ます。当日、ご参加いただけなかった方にも、

ぜひ本書をご購読いただければと存じます。

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

〈第1回建築セミナー〉

「暮らし」から考える
住まいの寸法入門講座
講師　堀野和人
　一級建築士事務所スマイリズム.

司会進行　西　博康
　日本建築協会出版委員会委員長

記録　入谷明宏　日本建築協会事務局

ビフォー・アフター形式で寸法、間取りについて
解説する堀野氏（写真上）と会場の様子（同右）

アンケート集計結果
　参加者の年齢層は10代か
ら60代まで幅広い。セミ
ナーを知ったきっかけで
は、メール・インターネッ
ト等が半数を超え、学芸出
版社との共催になったこと
もあり、同社のメールマガ
ジンも４人となった。所属
ではハウスメーカー3人と
本書の特色が表れていた。

参加者の年齢

20代
2
7%

10代 1
3%

30代
5
19%

40代
7
26%

50代
7
26%

60代
2
7%

セミナーを知ったきっかけ

紹介（知人、
上司等）
6
23%

「建築と
社会」 5
19%

所属

設計事務所
７
26%

施工会社
5
19%

ハウス
メーカー
3
11%

その他
5
19%

学生
3
11%

行政 2
7%

メール・
インター
ネット等
15

（学芸メルマガ4）
57%
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▶ JIA近畿支部大会2018（滋賀大会）
　テーマ「水と建築」
JIA近畿支部大会2018が滋賀県の近江八幡で開催される。

国内最大の湖「びわ湖」に注ぎ込む流域の物語は水源の森まで遡

り、都市を貫き大阪湾に注ぎ出るまで流下する。建築のあり方は

その流域ごとの風景や経済・文化によって決まってきたようにも

見える。社会と営みの中には常に「水」があり、会場となる滋賀

県近江八幡市もまた、びわ湖への疎水を持つ水郷の文化とともに

個性のあるまちが育まれてきた。この個性の深さが地域をかたち

づくり、今なお保存と再生を繰り返しながら、新しい価値も生み

出している。

「水」というキーワードを起点に、建築を語り合い、都市や集落

への関わり方を考える機会になればと願う。

日時　 7月13日（金）【作品展： 7月11日（水）～16日（月）】
会場　酒游館・近江八幡まちや倶楽部界隈
　　　（滋賀県近江八幡市仲屋町中 6）

プログラム
●大会受付【近江八幡まちや倶楽部】　10：00～
●エクスカーション　10：30～12：30
①「まちの拠点」コース
　 近江八幡市内に点在する、建築家ヴォーリズの設計による非公
開住宅の見学（内部・ガイド付）
②「ラコリーナ近江八幡」コース
　 菓子製造でおなじみの“たねや”グループの施設、建築家／藤
森照信氏設計の「ラ　コリーナ近江八幡」の施設見学
●CAFE BAR JIA～建築を語ろう～　11：00～13：00
　 近畿各地域のゲスト建築家がspeakerとして建築にまつわる自
由なテーマでショートレクチャー（400秒）を行い、Bartender 
としてもトークする。飲みながらの連続ショートトークイベン
トなので気軽に参加できる。
●基調講演／アーキサロン　13：30～16：00
　・基調講演「近江八幡へのおもい」
　　講演者／山本昌仁氏（たねやグループCEO）
　・対談「地域の創造と建築家の関わり」
　　山本昌仁氏×松岡拓公雄氏（亜細亜大学教授）
●大会式典　16：15～17：30
●交流パーティー　17：45～19：30
　 滋賀の味覚と各地域の地酒を堪能できる。アトラクションでは
会員有志によるバンド演奏が披露される。

作品展【近江八幡まちや倶楽部】
7月11日（水）～16日（月）10：00～18：00
（13日は19：30まで、16日は16：00まで）
JIA近畿支部会員が手がけた建築作品を中心に、企業、学生によ
る展示を行う。また、美術家　大舩真言氏の特別展も同時開催。

明治維新150年　NHK大河ドラマ特別展
「西

せ

郷
ご

どん」1

明治維新のヒーロー・西郷隆盛には、

肖像写真が一枚も残っておらず、そ

の生涯は謎に満ちている。薩摩（鹿

児島県）の下級藩士の家に生まれた

西郷隆盛（小吉、吉之助）は、両親

を早くに亡くし、家計を補うため役

人の補佐として働く。やがて薩摩藩

主の島津斉
なり

彬
あきら

に目を留められた西郷

は、斉彬の密命を担い江戸へ京へと

奔走し、薩摩のキーパーソンとなっ

ていく。多感な青年期を経て、 3 度

の結婚、 2 度の島流し。極貧の下級

武士に過ぎなかった素朴な男は、勝

海舟、坂本龍馬ら盟友と出会い、揺るぎなき「革命家」へと覚醒

し、徳川幕府を転覆させる。類まれな「勇気と実行力」で明治維

新を成し遂げた西郷だが、最後は明治新政府と闘い、命を散らす

ことになる。

この展覧会では、NHK大河ドラマ「西郷どん」と連動し、西郷

隆盛ゆかりの品や、同時代の歴史資料などを紹介、西郷の人間像

と彼が生きた時代を浮き彫りにする。

期　　　間　7月28日（土）～9月17日（月・祝）
　　　　　　9：30～17：00（金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日（ただし8/14は開館）
会　　　場　大阪歴史博物館　 6階特別展示室
　　　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　　　TEL.06-6946-5728
観　覧　料　一般1,300円、高大生900円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

生誕100年
いわさきちひろ、絵描きです。2

2018年、いわさきちひろ（1918－

1974）は生誕100年を迎える。に

じむ色彩で描かれた子どもたち、

花々、そして大きく空けられた余

白。絵本、挿絵、カレンダーなど、

さまざまなメディアを通じてその絵

は生活の隅々にまで浸透し、没後40

年を超えてなお膨らみ続ける人気は

今や世界に広がりつつある。

一方で、その作品に関しては、「子ども、花、平和」などのモ

i n f o r m a t i o n

石川静正筆　西郷隆盛肖像画
個人蔵

鹿児島県歴史資料センター
黎明館保管

ハマヒルガオと少女
1950年代中頃
ちひろ美術館蔵
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i n f o r m a t i o n

ティーフ、あるいは「かわいい、やさしい、やわらかい」といっ

た印象ばかりが注目されやすいようである。「いわさきちひろ、

絵描きです。」－のちの伴侶と出会った際に自己紹介したちひ

ろの言葉をタイトルに掲げる本展は、「絵描き」としてのちひろ

の技術や作品の背景を振り返る展覧会である。ちひろはどのよ

うな文化的座標に位置し、どのような技術を作品に凝らしたの

か。新出の資料も交えた約200点の展示品を通じて作品の細部に

迫り、童画家としてのちひろイメージの刷新を試みる。

期　　　間　7月14日（土）～9月9日（日）
　　　　　　10：00～18：00（金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　7/16、8/13、9/3をのぞく月曜日、7/17
会　　　場　東京ステーションギャラリー
　　　　　　東京都千代田区丸の内1-9-1
　　　　　　TEL.03-3212-2485
観　覧　料　一般1,000円、高大生800円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方は100円引き、
　　　　　　　その介助者 1名は無料

ビッグコミック50周年展
－半世紀のビッグな足跡－3

今年、創刊50周年を迎えたマンガ雑誌

「ビッグコミック」（小学館）。マンガ

が若者たちの文化として大きく拡がっ

ていった時代に産声をあげ、「大人の

ためのコミック誌」という領域を切り

拓いたそのあゆみを、その誌面を飾っ

た名作の数々とともに振り返る。戦後

マンガ史にその名を刻んだ巨匠たちの

力作から、いままさに大人のマンガ読

者のためのドラマを紡ぐ作家たちの多

彩な作品まで、この雑誌が戦後マンガ

史に残してきた大きな足跡をご覧いた

だきたい。

期　　　間　9月2日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入館は17：30まで
休　館　日　水曜日（ただし7/18・25、 8 月の水曜日は開館）
会　　　場　京都国際マンガミュージアム 2階
　　　　　　ギャラリー 1・ 2・ 3
　　　　　　京都市中京区烏丸通御池上ル （元龍池小学校）
　　　　　　TEL.075-254-7414
観　覧　料　一般800円、中高生300円、小学生100円
　　　　　　（ミュージアム入場料）

▶ 第32回大阪市ハウジングデザイン賞
　推薦募集
●募集期間
　 7月20日（金）まで（当日消印有効）

●対象となる集合住宅
　 大阪市内で建設された「共同住宅」「長屋」「戸建住宅の集合」
で、次に該当するもの
　①新築
　 平成25年 4 月 1 日から平成30年 5 月31日の間に建築したもの
（概ね築 5年以内）
　②既存建物の改造等
　 平成25年 4 月 1 日から平成30年 5 月31日の問に優れたリフォー
ムやリノベーション等をしたもの（概ね工事後 5年以内）
　③維持管理
　 平成10年 5 月31日までに建築し良好な維持管理がなされている
もの（築20年以上）
　※ 大阪市、大阪市住まい公社及び独立行政法人都市再生機構等
の公的団体が事業者として建設した住宅については、①②は
分譲・賃貸とも、③は賃貸のみ対象外となる

●応募方法
　 リーフレット内推薦はがき又は、都市整備局ホームページより
応募

●リーフレット配布場所
　 各区役所、大阪市サービスカウンター（梅田・難波・天王寺）、
大阪市立住まい情報センター 4階住情報プラザ、大阪市役所 1
階市民情報プラザ等

●応募先・問合せ
　〒530-8201　大阪市北区中之島 1丁目 3番20号
　大阪市都市整備局企画部住宅政策課民間住宅助成グループ
　【電話】06-6208-9229

●その他
　 推薦者の中から、抽選で50名に図書カード（500円分）がプレ
ゼントされる。

本欄掲載の1～3の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

「BLUE GIANT 
SUPREME」
Ⓒ石塚真一
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日本建築協会
月間の動き  平成30年 5月

編集委員会（平成30年度）
■副会長
　米井　　寛
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　船越　淳久
　吉村　英祐
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
△桑原　悠樹
　下坂　浩和
　中辻　浩介
　東　　拓郎
　樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　今井　充彦
　岩田　圭司
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
　宇野　綾真
　岡田　　健
　岸本　光平
　瀧野　敦夫
△角田　耕一
　蘒原　　学
　松本　裕之
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
△髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
　山﨑　順二
　吉田　正友
　吉居　　哲
■法令分科会
　植平　浩司
　岡田　耕介
△垣内　　明
　河野　　学
　高田　大輔
　福岡　誉顕
■作品作風小委員会
▲東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　太田　栄治
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 8 年 6 月 27 日
発　　行　2 0 1 8 年 7 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1230円（税込）

Ⓒ「 建 築と社会」誌の記 事の無断転 載を禁じます

理事会
第 2回常任理事会
5 月23日（水） 16：00～17：30
日本建築協会会議室
出席者　設楽会長ほか 8 名
議　事（ 1 ）平成29年度事業報告（案）
　　　（ 2 ）平成29年度決算報告（案）
　　　（ 3 ）常設委員会新設（案）
　　　（ 4 ）平成30年度事業計画（案）
　　　（ 5 ）平成30年度収支予算
　　　（ 6 ） 平成30年度役員、評議員の就任承

諾の回答状況
　　　（ 7 ）総会、表彰式等タイムスケジュール
　　　（ 8 ） 4 団体「大阪のまちづくり提言書」

の委員名簿
　　　（ 9 ） 「KENTEN2018」レセプションへ

の出席
　　　（10）論考コンクール受賞者からの意見
　　　（11）「イケフェス大阪」関連事業
　　　（12）第17回 ｢建築と社会｣ 賞の選考結果

編集委員会
第 2回広告企画・編集合同委員会
5 月14日（月） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ） 6 月号特集　片岡安賞
　　　（ 2 ） 7 月号特集　青年技術者
　　　（ 3 ） 8 月号特集　平成と建築
　　　（ 4 ） 9 月号特集　（仮）木造建築物利用

円滑化の取り組み
　　　（ 5 ） 10月号特集　案 1（仮）山と建築

案 2（仮）AI、ロボット
計画系分科会
5 月15日（火） 18：30～20：30
日本建築協会会議室
出席者　田中幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）2018年特集企画
第 1回インテリア・住宅系分科会
5 月31日（木） 19：30～20：10
日本建築協会会議室
出席者　黒栁幹事ほか 1 名
議　事（ 1 ）2018年特集の企画
第 2回構造分科会
5 月17日（木） 18：30～20：00
日本建築協会会議室
出席者　角田幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）構造の頁の企画
　　　（ 2 ）2018年特集の企画
第 2回施工材料分科会
5 月25日（金） 17：00～18：10
日本建築協会会議室
出席者　高橋幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）2018年特集の企画
第 2回法令分科会
5 月16日（水） 15：00～16：40
日本建築協会会議室
出席者　垣内幹事ほか 6 名
議　事（ 1 ）法令コーナーの企画
　　　（ 2 ）2018年特集の企画
第 2回作品作風小委員会
5 月24日（木） 19：00～19：45
日本建築協会会議室
出席者　東井小委員長ほか 4 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4 ）その他

事業委員会
第 2回情報見学小委員会
5 月10日（木） 18：35～19：00
日本建築協会会議室
出席者　中尾委員長ほか11名
議　事（ 1 ）見学会について
　　　（ 2 ）イケフェス協力の検討

出版委員会
第 2回出版委員会
5 月24日（木） 18：00～18：50
日本建築協会会議室
出席者　西委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ）既刊書籍経過報告
　　　（ 2 ）制作進行中の書籍
　　　（ 3 ）今後の出版テーマ
　　　（ 4 ）建築セミナー

教育委員会
第 2回大阪府住まい・まちづくり普及協議会
5 月18日（金） 10：30～12：00
大阪建築会館会議室
報告・議題
　　　（ 1 ）出前講座
　　　（ 2 ）マニュアル作り
　　　（ 3 ）通常総会について
　　　（ 4 ）その他
第 2回史料研究会
5 月29日（火） 18：00～19：30
日本建築協会会議室
出席者　橋寺委員長ほか 4 名
議　事（ 1 ）協会誌での連載
　　　（ 2 ）新委員候補について

未来創生プロジェクト
第 2回建築次世代委員会
5 月18日（火） 18：35～19：55
日本建築協会会議室
出席者　川上委員ほか 7 名
議　事（ 1 ）現場見学会について
　　　（ 2 ）日本建築協会　新パンフレット検討
第 2回2040委員会
5 月 9 日（水） 19：30～21：30
日本建築協会会議室
出席者　駒井リーダーほか 5 名
議　事（ 1 ）企画内容
　　　（ 2 ）今後の委員会活動
第 3回Ｕ-35委員会
5 月17日（木） 19：00～
大成建設会議室
出席者　宮武リーダーほか10名
議　事（ 1 ）活動／予定
　　　（ 2 ）次回予定／その他
第 4回Ｕ-35委員会
5 月28日（月） 19：00～
日建設計会議室
出席者　宮武リーダーほか15名
議　事（ 1 ）活動／予定
　　　（ 2 ）次回予定／その他

見学会
「奈良県農業研究開発センター及びなら食と農の
魅力創造国際大学校」見学会
5 月16日（水） 14：30～17：00
講　師　 ㈱徳岡設計 取締役副社長 藤城義丈氏・

兵庫事務所SE室 中島慎一氏
　　　　 奈良県農業研究開発センター 研究企画

推進部研究企画推進課 課長 國本佳範氏
委　員　 小平弥史情報見学小委員会副委員長

ほか4名
参加者　31名



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp



建
築
と
社
会

2018.7
Vol.99　

No.1156
一
般
社
団
法
人
 日
本
建
築
協
会

定
価
 1,230円

（
税
込
）

雑誌　03379-7

〒
540-6591　

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
1-7-31　

電
話：06-6946-6981　

FA
X：06-6946-6984　

http://w
w
w
.aaj.or.jp

日本建築協会

会告

本　町　駅
12番出口 中央大通

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地
下
鉄
四
つ
橋
線

四
つ
橋
筋

心
斎
橋
筋

御
堂
筋

三井住友銀行

池田泉州銀行（1階）

難波神社

四つ橋駅 心斎橋駅

南御堂
（御堂会館）

TOTOテクニカルセンター大阪


